
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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これは、大罪の力をその身に宿した少年少女の物語。




異能特区『裏吉祥寺』で、誰よりも自由に生きている、




…──狼おおかみたちの物語。







プロローグ　運命が交錯する木曜日
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「ふえぇ……ママぁ……ぐすっ、ママぁ……っ」

　幼い泣き声が、小鳥遊たかなし士し狼ろうの腕の中で生まれていた。

　歳は恐らく四つか五つの可愛いらしい女の子。

　そんな幼女が、宝石のようにつぶらな瞳から大粒の涙を零して泣いている。

　現場は駅近くの大きな交差点。周囲には、信号待ちをしていた多数の歩行者がいる状況。

　だが、一つ断っておくべき事がある。この幼女を泣かせたのは士狼ではない。現に、

「もう大丈夫だよ……恐かったね」

　耳元へ優しく囁ささやきながら、そっと抱き締めてあげると、

「っ……うぅ、ふ……ぇ」

　幼女は縋すがり付くように、ひしっとこちらへ抱きついてくる。

　…──つい先程、この幼女は車に轢ひかれかけた。それを助けたのが士狼だ。

　だが──この娘が車道へ飛び出した訳ではない。車がこの娘へ突っ込んできた訳でも。

　この娘を危険に晒した存在は別にいて、そして既にこの場からは走り去っていた。

　すると、まだ赤だった信号がようやく青へと変わり、横断歩道の向こうから、

「士狼さーん、大丈夫ですかー？」

　足を生やした焦げ茶色の紙袋が、おぼつかない足取りでえっちらおっちら渡って来る。

　そうして士狼の下へとやって来た紙袋は、十歳くらいの外見をした少女が両手いっぱいに抱えたもの。袋の中には、士狼が少女と共に買い込んだ食材が入っている。

　志郞は助けた幼女を抱きかかえたまま、

「悪いね翠み琴こと、とっさに持たせちゃって。結構重いでしょ、それ」

　やって来た少女へ……因幡いなば翠琴へと軽く謝った。

「いえいえー、そっちが間に合って良かったです」

　すると紙袋の横から、ピョコっと顔を出した少女が、にぱっと明るく笑う。

　こちらを見上げてくる瞳は、悪戯好きの仔こ猫ねこのように大きく円つぶら。小さな頭には蝶ちようの形をしたリボンが左右に二つ、長い髪をツインテールに纏まとめている。

　それ以上に──特徴的なのは、彼女が着ているメイド服だ。

　まず眼を引くのは、胸元に入れられたセクシーな菱ひし形がたのカット。そのせいで小ぶりな胸の膨らみは下側が艶っぽく露出していて、形の良い臍へそも露わになっていた。

　そして、穿はいているフリル付きのオーバーニーソックスを、白のガーターベルトで吊つって駄目押し。このメイド服は、翠琴が彼女の好みにカスタマイズしたものだった。

　さらに──翠琴は可愛いだけでなく、幼い外見に似合わぬ背徳的な色気を持っていた。

　買い物からの帰り道、士狼はこの翠琴と並んで交差点で信号待ちをしていた。

　すると三車線の広い車道を挟んだ向こう側の歩道に、可愛らしい幼女を見つけた。

　手に提げていたのは、スーパーのものと思しき白のビニール袋。

　傍に保護者の姿はないが、家が近所にあり、簡単なおつかいを頼まれたのかもしれない。

　しかし──信号が青へと変わるには、まだ幾いく何ばくかの時間が必要な時に問題が起きた。

　幼女の後ろを、何かから逃げるように一人の少女が駆け抜けていったのだ。

　それ自体は、特に問題ではない。

　問題だったのは、逃げる少女を追って後ろから走ってきていた巨漢の黒服四人。

「邪魔だ！　退けっ！」

　黒服達の一人が、信号待ちをしている人混みへ叫び飛ばした。

　──幼い子供にとって、大人が発した怒声は凶器だ。

　ビクッと背後を振り返り、尻餅をついた幼女の身体は、車道へとはみ出していて。

　最悪な事に──そこへ10ｔトラックが走って来ていた。周りにいた人達は、駆け抜ける黒服らに気を取られ、誰も幼女の危機に気付かない。幼女自身もだ。だから、

「…──翠琴、これ持ってて」

　そう言って食材の入った紙袋を翠琴に預けると、士狼は車道へ向かって飛び出した。

　姿勢を前傾させながら踏み出した一歩目──地面を蹴るその右足に力を込めれば、爆発的な加速が生じ、二歩目にはもう神速。そして三歩目で行なった跳躍で、右から来ていた黒のミニバンを飛び越えられる高さに身を浮かせ、

「よっと」

　漆黒のルーフに片手を付くと、軽々とミニバンの車体をフェンスよろしく飛び越える。

　そのまま反対側の車線に入った士狼は、今度は左側から来ていた白のＳＵＶのボンネットを踏み台に、体勢を低いものにして跳躍して、一気に幼女の下へと駆け抜けた。

　その全てが一瞬だ。

　だから、10ｔトラックが鳴らしたクラクションとけたたましいブレーキ音が響いた時。

　士狼は地面に尻餅をついていた幼女を抱えて跳んでいた。

　…──そうして至るのが現在の状況で、幸いにも幼女に怪我はない。

　士狼が優しく抱き締めていると、程なくして幼女は泣き止んだ。

　地面にそっと下ろしてあげると、そんな幼女の前へ翠琴が歩み寄ってゆく。

　そして屈んで幼女と目線の高さを合わせると、ふっと穏やかな微笑を浮かべた。

　幼女の頭を優しく撫なでてあげながら、

「お利口さんですね～……さあ、パンツの色は言えますかー？」

　とんだ事案だ。すかさず変態の頭へチョップを入れると、

「あ痛っ!?　な、なんで叩たたくんですか士狼さん？」

「こういう時に訊きくのは名前だよ。パンツは犯罪」

「そんなの初耳ですが」

「だろうね。俺も言うのは初めてだよ」

　そして士狼は幼女の前に腰を下ろすと、彼女が首から提げているがま口を手に取り、

「えっと……ああ、これかな」

　予想通り、がま口の裏には幼女の名前と電話番号が書かれている。

「小こ林ばやし真ま希き……か。よし、もう少しだけ我慢してね。すぐママに会わせてあげるよ」

「……………………」

　自分の名前と「ママ」という単語に反応した幼女は、こちらと視線を合わせると、無言でコクンと頷うなずきを一つするなり、キュッとこちらへと抱き付いてきて、

「うーん……天使だね」

　士狼が幼女の頭を優しく撫でていると、意趣返しのつもりか、

「犯罪ですよ～士狼さん。スケベはともかく、ロリコンの方は大概にしとかないと。これだから『裏吉祥寺の歩く下半身』は困ります」

「この子にパンツの色聞いた翠琴に言われてもね。鏡見なよって言って良い？」

「私は良いんです、同じ女の子ですから。私ならこの娘と一緒にトイレにも行けますし、女湯にだって入れます」

「狂った世の中だね」

「正常ですけどっ!?」

　勢いよくこちらへ突っ込んだ翠琴が、「もう」と溜ため息をついて、

「とにかく、気を付けて下さいよ士狼さん。何せ──今日は木曜日なんですから」

「はいはい、ちゃんと肝に銘じてるよ」

　翠琴の忠告めいた言葉に頷きながら、幼女の小さな頭へ手を置くと、

「じゃあ翠琴、悪いけどこの娘を頼める？　そこの番号に電話して、親御さんに迎えに来て貰もらって。もし留守電になるようなら、南な雲ぐもさんに連絡しちゃって良いから」

「あいあい、了解ですよー」

　知り合いの女性警官の名を出したこちらに明るく応えた翠琴に、

「ああそれと、さっき買った俺らの卵があるでしょ。あれ、この娘にあげてよ」

「でも……あの卵がないと、今夜のウチのすき焼きが大ピンチですが」

「そうなんだけどね。でも、この娘が頑張っておつかいした物はホラ、この通りだし」

　士狼は左手に提げていた白のビニール袋を見せる。

　袋の中ではプラスチックのパックが潰れ、幼女が買った卵は全て割れてしまっていた。

「まあ、士狼さんがそう言うなら私は構いませんけど……煉れん也やさんが臍曲げません？」

「大丈夫だよ。アイツの臍は、後で俺が直すから」

「──それじゃあ、士狼さんはやっぱり？」

　問われた士狼は、「うん」と男達が走っていった方を見ながら言った。

「先刻さつきのおじさん達にね……ちょっとクレームを入れてくる」





２






　…──駅から五百ｍほど離れた辺りに、商業ビルが林立している一帯がある。

　かつては小さな商店が軒を連ねていたため、迷路のように路地が入り組んでいる地区だ。

　そんな左右をコンクリートの壁で挟まれ、陽の光が届きにくい薄暗い路地裏で。

「…──諦めろ。我々からは逃がれられん」

　黒服の男達に追い付かれた鴻こう崎さき唯ゆいは、彼らから観念を迫られていた。

　……間違いだったのかな。

　逃げる事だけを考えるなら、大通りや商店街を通るべきだった。

　多くの人の眼に付くし、その方が追う側も強引な真似がしづらい。

　だが──強引な真似は、難しくはあっても、不可能という訳ではない。

　現に先程、止むを得ず大きい交差点を駆け抜けた直後。

　背後からけたたましいクラクションとブレーキ音が聞こえてきた。

　──唯自身は、信号無視や誰かにぶつかるような事はしていない。

　しかし黒服達は、全てに構わずこちらの後を追っていた。

　……どうしよう。

　自分のせいで何か事故が起きてしまっていたら。その可能性を思うと泣きたくなる。

「可能な限り手荒な真似は避けるようにとの命令だ。抵抗するな」

　その言葉は、必要とあれば乱暴も辞さない事を伝えてくる。

　だから、唯は覚悟を決めようとした──その時だった。

「…──ああ、いたいた」

　どこか力の抜けた声がした。

　見れば黒服達の背後……この路地の入り口に、悠然と佇たたずんでいる者がいる。

　…──それは不思議な雰囲気を湛たたえた少年だった。

　身に纏っているのは上下とも黒の学ラン。上着の前ボタンを全て開け、インナーの白のパーカーのフードを襟から出す事で、堅い印象の学生服をラフに着崩している。

　髪色は遊んでいないものの、髪型はブラストにしてボリュームを作り出していた。

　外見だけを見れば、そう珍しくもない普通の少年だ。

　だが唯は──少年に『異質』なものを見た。

　眼だ。

　こちらを……正確には黒服達を見据えている少年の瞳は、あらゆるものが吞のみ込まれてしまいそうなほど昏くらく、深い色を宿していた。

　しかし──黒服達はそんな少年の『異質』には気が付かなかったのだろう。

　彼らは互いに目配せをすると、最も近い位置にいた一人が少年へと向かう。

「待って！　その人は何の関係も──…」

　とっさに叫んだこちらに構わず、一人の黒服が少年の前に立ち、

「失せろ小僧。下らない好奇心や、勘違いした正義感で関わるな」

「そんなつもりはないよ。俺は、ちょっとクレームを言いにきただけでね」

　巨体で威圧しながら凄むように言う黒服に、微み塵じんも臆する事なく少年。

「…──アンタ達のせいで、小さな女の子が危うく死ぬとこでさ」

　そう告げた少年の声が少しだけ剣けん吞のんなものになり、その瞳に昏さが増す。

「よっぽど恐かったんだろうね……震えながら泣いてたよ。そのまま家に帰れば、優しく母親が迎えてくれて、おつかいを頑張ったって褒めて貰える筈はずだったのにね」

　そして少年が掲げて見せたのは、白のビニール袋だ。

「ご覧の通り、あの娘が頑張って買った卵は一つ残らずグチャグチャだ。おたくらの世界じゃ大切だと思うんだけど、この落とし前はどうしてくれるのかな？」

　そう言った少年に、眼前に立つ黒服が答えた。言葉ではない。ビニール袋を持った少年の手を乱暴に払いのけたのだ。ガサっと音を立てて袋が地面に落ち、

「…………ったく、とことん食べ物を粗末にして。罰が当たっても知らないよ？」

　少年は嘆息を一つすると、卵のパックが入った袋を拾おうと手を伸ばした。

　だが──そんな少年の手より先に、黒服の右足がそれを踏み潰した。

　ぐしゃりと無残な音が生まれ、

「もう一度だけ言う。失せろ小僧。さもないと──…」

　という黒服の言葉を遮ったものがあった。

　轟音だ。

　と同時、ビルのコンクリートの壁面がゴバッと陥没し、巨大なクモの巣状にひび割れる。

　その中央には、少年の右手に鷲わし摑づかみにされた黒服の頭が思いきり叩き付けられていて、

「…──さもないと、何？」

　冷たく笑った少年の瞳が、ゆっくりと他の黒服達へと向けられた。

「き、貴様っ、何を──…」

　残る三人の黒服達が慌てて警戒の構えを取る中、少年は摑んでいた男の頭から手を離すと、悠然と彼らへ向かって歩み始める。

「くっ────…！」

　黒服達は左の懐に突っ込んだ右手を、斜め下へ滑らせるように抜き放った。

　シャキンという音と共に、伸長したのは鋼鉄製のシャフト。

　同時にスパーク音が生じ、バチバチと輝きを放った──電磁警棒だ。

　──直後、黒服達は三人同時に少年へと襲い掛かった。

　狭い路地で三対一。少年には逃げ場はおろか、避ける隙間すらない。

　それなのに、少年は平然と黒服達へと向かって歩き続け──次の瞬間、

「え────…？」

　鴻崎唯は思わず眼を見張った。

　黒服三人の巨体の壁を、少年がぶつかる事なくスッと通り抜けたのだ。そして、

「…──大丈夫だった？」

　そう笑顔でこちらへと笑いかけてくれる少年の背後では。

　三人の黒服達が前のめりに崩折れるようにして、地面へと倒れていっている。







　擦り抜けざまに、神速の手刀を首の後ろへ叩き込む事で黒服達を制圧した士狼は、

　……さて、と。

　驚いている様子の少女を見ながら、この場の状況を推測した。

　物騒な男達に追われていた。訳ありである事は疑いようもない。

　着ているのは、ここから少し離れた場所にある高校の制服だった。

　それは少女の素性を示す重要な情報だ。だが、それ以上に目を引くのは、

　……うーん、やっぱり凄いね。

　眼の前に奇跡があった。それ程までに、その少女は可か憐れんだった。

　こちらを見詰める瞳は、まるで輝く大つぶの宝石。

　背中まである滑らかな艶髪は、左側だけを三つ編みにしてリボンで纏めていた。

　鼻や唇、顔の輪郭などの各パーツの造形は、極限の域にまで整っている。

　…──そんな素晴らしい容貌とは別に、少女には見る者の眼を奪うものがあった。

　それは若干幼さのある顔立ちの彼女には、いささか不釣り合いなもの。

　百人いれば、百人が絶対にけしからんと言うに違いない膨らみ。

　大きな胸……おっぱいだ。

　そして士狼は、その至高の感触を味わう幸運を得た。少女が、急に抱き付いてきたのだ。

「おっと────…」

　まず最初に感じたのはボリュームたっぷりの柔らかな感触。そして士狼が受け止めるように抱き締めると、互いの身体がさらに密着し、何とも素晴らしい状態になる。

　最高すぎる胸以外にも、少女の身体はウエストのくびれからお尻に至るまで、魅惑の曲線を描いており、うっかり触ってしまいそうになる程こちらを甘く誘ってくる。

　しかし──そこまではできなかった。抱き付いてきた少女の勢いが、非常に強いものだったからだ。そうして後ろへと傾いてゆく体勢の中、ふと視界の端で動くものがあった。

「────────」

　それは最初に士狼が壁へと激突させた男。倒れていた筈の一人目の黒服だ。

　男の手には、士狼達に対して向けているものがあった。恐らくスーツの下……背中にでも隠していたのだろう。漆黒のボディを持ったそれは、最新式のサブマシンガン。

　既にセーフティは外れており、引き金には指が掛かっている状態だ。

　……成る程。

　そして銃声が響いたのと、少女が士狼を地面に押し倒したのは同時。

　すると銃弾は、一瞬前まで士狼の身体があった場所を穿うがつようにして抜けていった。

　間一髪のタイミング。しかし、

『────────』

　一緒に地面へと倒れこんだ拍子に、勢い余ってハプニングが起きた。士狼と少女の唇が重なってしまったのだ。それは偶然の事故……しかしそれでも確かなキスで。

　……あ、これは少しマズイかな。

　とっさに思った士狼に対し、

「んぅっ────…!?」

　向こうも想定外の事態だったのだろう。

　少女は驚きに眼を見開いて──その瞳の奥に、とある紋章が浮かんでしまったのを見て、

　……あちゃあ。

　事態がさらに複雑化してしまった事に、士狼は頭を抱えたくなる。

　一方、不意のキスに驚いた少女は、こちらから離れようと身を起こしかけていて、

「っと、危ないよ」

　すかさず士狼は、彼女の頭の後ろに手を回して強引に抱き寄せた。

　すると再び互いの唇が重なってしまうものの、発射された二発目の銃弾は、間一髪で少女の頭の上を抜けてゆく。我ながら悪くない機転だと思っていると、

「んんっ……やぁ、んむぅ……は……ぁっ」

　なぜかこちらとキスをしている少女が、戸惑いを孕はらんだ甘い吐息を漏らし始めていた。

　……おや？

　何事かと見れば、原因は思いきり士狼だった。左手は添えるだけ──などという事はなく、少女の腰をぐっと抱き寄せ、右手は彼女の頭の後ろに回してホールドしていて。

　挙げ句には重ねた唇から、少女の口内へと舌を入れていた。互いの舌がいやらしく絡み合い、濡ぬれた粘膜がくちゅくちゅと音を立てて擦れる度に、少女は甘い反応を見せていて、

　……男の本能って恐いね。

　これだから『裏吉祥寺の歩く下半身』などと呼ばれてしまうのだ。すると、

「っ……このっ、ふざけるな……っ！」

　怒気を孕んだ声と共に、黒服がこちらへサブマシンガンの銃口を定めようとした。

　だが頭を強打したダメージで視界がぼやけているのか、男の銃口は小刻みに揺れていて、

「そんな状態で……危ないなぁもう」

　少女の口から舌を抜いた士狼は、やれやれと自分に覆い被さっている少女の尻を思いきり鷲摑みにした。途端に両手いっぱいに、少女のお尻の温もりと柔らかい感触が広がり、

「やっ────ひぁあんっ♥」

　少女はこちらの腰の上で、髪を振り乱しながらビクンと甘く身を仰け反らせる。

　すると発射された三発目の弾丸が、ちょうど士狼と少女の身体の間を抜けてゆき、

「なっ──…？」

　黒服が愕がく然ぜんとした表情になる中、

「……これはまた、随分とエロいお尻だね」

　士狼はそちらを見る事なく、少女の尻を揉もむ事に夢中になっている。







　サブマシンガンを構えたまま、黒服は驚愕に陥っていた。

　こちらがセミオートで発射した銃弾に対し、少年がありえない回避を見せたからだ。

　銃弾の発射タイミングと軌道を見切ったかのような動き。愕然となった黒服に対して、

「おじさんさ……多分だけど、この娘を捕まえるように言われてるんでしょ？」

　目標の少女を自身の上から退かせて、ビルの壁面に凭もたれ掛からせると、

「…──撃つんなら、しっかり俺の方を狙ってくれない？」

　すっと立ち上がり、悠然と笑った少年の挑発に、

「っ────このっ！」

　頭に血を上らせた黒服は、フルオートへと切り替えてトリガーを引き絞った。

　特殊な二重螺ら旋せん構造のヘリカルマガジンだ。収納可能な弾丸数は一二九発。

　既に三発撃っており、残るは一二六発──その全てを斉射して、

「なっ────…!?」

　次の瞬間、黒服の愕然が呆ぼう然ぜんへと変わった。
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　黒服がトリガーを引いた瞬間にはもう、少年は一振りの刀を手にしていて。

　そして見たのは、少年の身体が霞かすんだのと路地裏に無数に煌きらめいた閃せん光こう。

　…──だがそれは、銃弾を放った黒服のサブマシンガンのマズルフラッシュではない。

　糸を引くような白い閃光は、虚空を刻み散らすように無数に走っていた。

　そして──銃声を搔かき消すように、甲高い金属音が連なるように鳴り響いてゆく。

「……馬鹿な……っ」

　三十二発／秒。瞬く間に全残弾を撃ち尽くした黒服は、愕然の呟つぶやきを漏らしながら手のサブマシンガンを地面へと落とした。

　──この近距離で発射された百発以上の弾丸を、刀で全て斬られた。

　しかも黒服は、自分の放った弾丸が全て真っ二つにされたのを確認する事ができていた。

　斬られた百発以上の弾丸の成れの果て──それが少年の足下に転がっていたからだ。

　ただ斬っただけなら、弾丸は発射された勢いそのままに少年の背後へと抜ける。

　弾いたならば、周囲のどこかへと着弾していただろう。そうなれば、或あるいは跳弾が少年や少女に当たってしまう危険性があった。だから眼の前の少年は──あろう事か、刀で弾丸を斬る際に、自分の足下へと落下するように弾丸の衝撃を完全に殺したのだ。

「っ……超人的な身体能力に、概念付加の武器の具現化まで……貴様、『純血種』かっ!?」

「いいや、違うよ。今のは俺の持っている力」

　刀身の背でトントンと肩を叩きながら言った少年は、そこでスッと眼を細めて、

「…──で、まだ続ける？」

「っ────…」

　冷たい色を宿した瞳に見据えられ、黒服は思考を焦らせた。

　──この街がどういう場所なのかについては、自分も知っている。

　よって今回の捕獲任務は、自分を始め『能力者』と遭遇した場合に対処できるだけの格闘術や、銃火器使用のスキルを持った者が選抜されていた。

　だが──それはあくまで、大半を占める下位クラスの能力者が相手だった場合だ。

　……どうするっ!?

　今ならば、自分にも異能力が使える。この街は、そういう場所なのだから。

　だが自分は外の世界の人間であって、この街の──この『異世街』の人間ではない。

　使える能力も、ありふれた代物だ。破れかぶれで戦いを挑んでも結果は見えている。

「………………っ！」

　だから黒服は、とっさに右腕を水平に振り上げた。

　と同時、仕込んでいたギミックが作動。袖の内側から隠し銃が飛び出した。

　自らが磨き上げた銃火器使用のスキルを信じて、不意の一撃に賭ける──だが、

「っ────がぁああぁぁぁっ!?」

　生じたのは銃声ではなく黒服の絶叫。少年が振り下ろした刀剣の峰打ちが、トリガーを引くよりも早く黒服の手を砕いていた。生じた激痛に地面へ両膝を突いた黒服に、

「お仲間達を連れて帰って欲しかったんだけど……そういう態度なら仕方ないね」

　嘆息混じりに少年が言うなり、黒服は強引に彼の手で首根っこを摑まれた。

　そして頭を持ち上げられたと思った時にはもう、黒服は顔面を地面へと叩き付けられ、

「がっ…………!?」

　その激しい衝撃は、黒服の意識を刈り取るには充分すぎるものだった。

　奇しくも黒服の顔が打ち付けられたのは、先ほど黒服自身が踏みにじった場所。

　最早残骸のようになった、卵のパックが入ったビニール袋の上だ。

　暗転する視界と共に薄れゆく意識の中、黒服は最後に少年の静かな声を聞く。

「アンタが粗末にした食べ物だ。責任とってちゃんと食べなよ──殻まで残さず綺き麗れいにね」
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　そして──鴻崎唯は、少年が全ての黒服達を制圧したのを見た。

　彼らは街の不良や悪漢などではない。訓練されたプロの特殊工作員だ。

　そんな男達を、少年はたった一人であっさりと片付けていて、

「……………………」

　信じられないものを見て動けずにいるこちらに対し、少年は倒れている黒服達の懐やズボンのポケットを探っていて、

「うーん……やっぱ身分証はないか」

　そこで少年は黒服達の携帯端末を拝借。バッテリーと通信用カードを抜くと、自分の制服の胸ポケットにそれらをしまった。そんな少年に、先程から抱いていた疑問を口にする。

「あの……小鳥遊くんだよね？」

　尋ねるように口にしたのは、唯が通っている高校のクラスメイトの名だ。

　フルネームは小鳥遊士狼。すると、こちらの問いに少年が答えるより先に、

「あ～士狼さん見っけ！」

　唯達のいる路地裏へ、露出の多いメイド服を纏った可愛らしい少女がやってきた。

　彼女の呼び掛けが、眼の前の少年が小鳥遊士狼である事を確定させる。

　幼いメイド少女は、そのまま士狼のすぐ眼の前へとやってきて、

「どうです？　クレームの方は……って、とっくに終わってるみたいですね」

　足下に転がっている黒服達を確認して、

「見た事ない連中ですね……念のため団長に報告しときます？」

「いいよ、この件は俺が首を突っ込んだものだし。後で俺の方で言っておくから。翠琴の方は、あの娘の母親と連絡は取れた？」

　士狼に翠琴と呼ばれた少女は、「はい」と頷きを一つして、

「お家も近所だったので、すぐに迎えに来てくれました。士狼さんが真希ちゃんを助けた事、すっごい感謝してましたよ？　改めてお礼に伺わせて下さいって」

「そっか……ちゃんと断った？」

「ええ、丁重に。あと卵もきちんと渡しときました」

「そりゃ良かった。助かったよ」

　穏やかな表情を浮かべながら言った士狼が、不意に何故かジト眼になって、

「……下着の色とか訊きかなかったよね？」

「はっはっは、滅相もありませんよ」

　唯には理解できない謎の会話をしていると、そこでふと翠琴がこちらに気が付いて、

「あっ、士狼さんこの人！　鴻崎唯さんですよねっ？　士狼さんのクラスメイトで、千年に一人の委員長と評判の！」

「そうだよ。何か、そのおじさん達に追われてたみたいでさ」

「それで助けたんですか。いっや～さすが裏吉祥寺の歩く下半身。グッ・ジョブ・です！」

　そう言うなり、唯の腰にタックルするように抱きついてくる。

　そして、無駄にキラキラした瞳でこちらを見上げて、

「初めましてっ、因幡翠琴ですっ。鴻崎唯さん、パンツの色教えて下さいっ！」

「えっ────…」

　明るい笑顔から繰り出された予想外の質問に、思わず唯は固まる。

　すると、いつの間にか翠琴の背後へ回った士狼が、刀を収めた鞘さやを構えていて、

「…………そいっ」

「んほぉあぁうぅっ!?　ぉ、女の子の大事なお尻に鞘をぶっ刺すなんて……士狼さんは、私のアナルを何だと思ってるんですっ？」

　足を交差し、お尻を押さえながら涙目で抗議している翠琴に、

「口で言っても解らない娘は、身体に教えてあげるしかないからね」

「えっと……」

　唯が全く話に付いていけずに困惑していると、士狼が翠琴に告げる。

「ところで翠琴……はしゃいでいるとこ悪いんだけど、ちょっと問題が発生しちゃってさ。実は──さっき流れで彼女と地面に転がった拍子に、うっかりキスしちゃったんだよね」

「…………は？」

　士狼の言葉に、クネクネと芋虫のように地面をのたうっていた翠琴が動きを止めた。

「えっと士狼さん……それマジで言ってます？」

「うん。マジなんだよね、これが」

「これが、じゃないですよ！　何しちゃってんですか、今日は木曜日なんですよっ!?」

　信じられないとばかりに翠琴。

「──で、どうだったんですか？」

「それが、驚いた事に『当たり』みたいなんだよね。だから、どうするにせよ彼女を何とかしてあげなきゃいけなくてさ」

　そこで士狼はようやく唯へと向き直った。そして、ゆっくりとこちらへと歩み寄り、

「色々と事情があるんだろうけど、取り敢えず移動しようよ……立てる？」

　唯の眼の前に右手がそっと差し出された。こちらがその手を取って立ち上がると、

「それじゃあ、行こうか委員長」

　そう言って彼は──小鳥遊士狼は悠然と笑った。
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　２０ＸＸ年──吉祥寺の街に突如、七体の熾セ天ラ使フが降臨した。

　すると井の頭公園を中心とする数㎞圏内において、とある現象が起きた。

　人々に異能の力が次々に宿り始めたのだ。

　そして熾天使たちは、公園内に超高層の建造物を出現させると、その中へと姿を消した。

　日本国政府は、何度となく熾天使に接触を試みるもことごとく失敗。

　熾天使たちは一切呼び掛けに応じず、姿はおろか何らかの声明を発する事もなかった。

　当初こそ混乱が生じたものの、人々に出現した異能の力は、当該地区にいる時にのみ使用可能である事が判明。その影響は極めて限定的であるとの判断が下された。

　その結果──人道的な観点から住人らの隔離は行なわず、当該地区の名称を各市区から独立した『吉祥寺市』へと昇格させ、世界初となる『異能特区』へと政令指定。

　すると、以前より日本国内だけでなく、世界的にも注目度の高かった吉祥寺という街は、国内外を問わず、人類の新たな可能性を求める移住希望者が次々と殺到。

　企業も続々と移転を希望し始め、抽選や順番待ちが行なわれるような状況となった。




　とはいえ──異能の研究や実態解明は初期段階で、伴うリスクも未知数だ。

　そこで政府は異能特区を、この世界にありながら、異なる世の理によって成り立っている街──『異世街』として、国内外に向けて大々的にアピール。

　既存の転入届けに変わる『転世届け』というシステムを考案し、ＩＤとして個人情報を把握しつつ、同時に異能特区におけるあらゆるリスクを承知したとする誓約書にした。

　…──だが、しばらくすると正式な手続きを経ずに異能特区へ住み着く者が出始めた。

　移住の抽選から、あえなく漏れてしまった者達。

　そして己の過去を捨て、異能特区で生まれ変わり、新たな人生を歩もうとする者達だ。

　すると、そうした不法な移住を手引きするブローカーによって偽造の転世届けが出回り始め、それらは裏で『転生届け』と呼ばれるようになり、反社会勢力や流れ者などが流入。

　彼らのような不法移住者の大半は、新興地区ではなく、以前の姿を色濃く残しているため紛れやすい、吉祥寺駅の周辺で暮らすようになった。

　一帯では著しい治安の低下が見られたものの、様々な種類の人間がいた方が異能研究の発展に役立つとして、政府はこうした無法地帯化をあえて黙認していった。




　…──数年後、新宿や渋谷、池袋などを超える都内最大規模の歓楽街が形成される。

　それが『裏吉祥寺』だ。

　すると、異能力の研究と発展を狙う政府にとって、さらに嬉しい誤算が起きた。

　熾天使の降臨の影響で異能に目覚めた者とは別に、元々この世界で己の存在や力を隠していた純粋な異能者達が、自分たちにとって生きやすい裏吉祥寺へとやって来始めたのだ。

　能力の根源が異なる事から、熾天使の影響で異能に目覚めた者達は『覚醒種』。

　元から異能力を持っていた者達は『純血種』と呼称。

　吉祥寺市は、さらに多種多様な異能力を持つ者たちが溢あふれるようになっていった。




　そして──熾天使たちの降臨から数年が経過し、異能力が当たり前になった現在でも。

　吉祥寺は、若者達が暮らしたい街ナンバー１として、トップの座に君臨し続けている。





第１章　裏吉祥寺の《餓狼旅団》
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　士し狼ろうによって黒服達から助けられ、現場の路地裏を離れた後。

　鴻こう崎さき唯ゆいは士狼と翠み琴ことに連れられて、とある雑居ビルの一室を訪れていた。

　室内にあるのはテーブルにソファ。キッチン横の壁際に大きめの戸棚が一つ。

　それと休息を取れるように、奥の部屋にベッドが置かれているだけの簡素な部屋だ。

「…………ここは？」

「私達がたまに使っているビルです。幾つかあるセーフハウスの一つですね」

　ソファに腰掛け、初めて訪れる室内を物珍しそうに見回していた唯に、キッチンで沸かしたお湯でお茶を淹いれながら翠琴が教えてくれる。

「セーフハウスって……隠れ家って事？　でもビルごとだなんて……ここへ来る途中に聞いたけど、二人が入っている《餓狼旅団》って凄いんだね」

　それは、この裏吉祥寺に存在する『とある異能力者集団』の名称だ。

　…──名前だけなら、そこまで裏吉祥寺の知識に明るくない唯でも知っている。

　異能特区において、その名は「最強」の代名詞だからだ。

「ちなみに士狼さんは私たち《餓狼旅団》の最高幹部筆頭で、組織のナンバー２ですよ」

「最高幹部の筆頭……小鳥遊たかなしくんが？」

「一応ね。でも実態は、少し決定権があるだけの雑用みたいなものだよ」

　唯が驚きと共に見ると、士狼は苦笑しながら言った。

　…──唯の中での士狼のイメージは、あまり目立つ事のないクラスメイトの男子である。

　授業中は大抵寝ているか、窓からぼんやりと外を眺めているかのどちらか。

　それが《餓狼旅団》の最高幹部筆頭だなんて、普通なら俄にわかには信じ難い話だ。

　しかし──唯は、そうした事実を受け入れる事ができていた。

　路地裏で黒服達を圧倒した、士狼の凄まじい強さを目の当たりにもしていたし、

　……それに。

　以前──放課後の教室に、一人でいる士狼を見かけた事がある。

　夕陽が差し込む教室に佇たたずむ士狼の横顔は、まるで別人のように不思議な迫力があって。

　普段、クラスで目立たずにいる事が噓うそみたいな圧倒的な存在感がそこにはあった。

　…──それは唯がたまたま垣間見る事のできた、小鳥遊士狼の別の顔。

　その日から士狼の事が気になり、自然と彼を眼で追うようになっていたのだが──あの日に見た、士狼の表情や雰囲気にようやく納得がいった。

「でも刀で銃弾を斬るなんて……小鳥遊くんて、凄い異能力の才能があったんだね」

「どうかな。俺は『覚醒種』じゃないし」

「え、そうなの？　じゃあまさか」

「それが『純血種』って訳でもなくてね」

　士狼はふっと苦笑して、そして言った。

「俺の異能力は……前に異世界へ召喚された時に、向こうで手に入れたものなんだ」







　唯が投げてきた問い掛けは、今までにも士狼が何度となくされてきたものだった。

　…──それだけの力を、一体どうやって手に入れられたのか？

　よって士狼は、これまでと同じように真実を伝えた。

　これまでと変わる事のない、同じ反応が返ってくると思いながら。

　しかし、




「…──何て名前の異世界だったの？」




　そう唯が問い掛けを重ねてきた。予想外の反応に、士狼が思わず眼を丸いものにすると、

「？　どうかした？」

　唯がキョトンとこちらへ尋ねてきて、

「ふっ、あははっ……ゴメン。この話をしたら、大体みんな怒るか呆あきれるかのどちらかでさ。信じてくれた反応が新鮮で、ついね」

　思わず吹き出しながら、士狼は改めて眼の前の唯を見る。

　……学校の男子連中が騒ぐのも無理ないね。

　士狼や唯が通っている『私立聖せい蹊けい学園』。

　小学校から大学までの一貫教育を行なうこの総合学園に、士狼は高等部から編入し、そこで唯と出会った。一方の唯は初等部からの生え抜きで、入学してすぐに「千年に一人の委員長」と呼ばれるようになった。その理由は優れた成績と、抜群すぎる容姿だ。

　…──現在、高等部一年の士狼たちは学年末の試験を終え、春休みを目前に控えた時期。

　だが唯はテストの後、登校しなくなっていた。これまで休んだ事はほとんどないのにだ。

　そんな彼女が制服姿で裏吉祥寺の街にいて、銃を持った男達に追われていた。

　……どうしたもんかな。

　成り行きから先程は助けたが、もし士狼が深く関われば、唯は裏吉祥寺の街に存在する他の異能組織や、様々な異能者たちからも注目されてしまう。

　唯のためにも、余計な手出しは避けるべきである。ただし、

　……今日が木曜じゃなかったらね。

　そう──困った事に今日は木曜日なのだ。それだけで、全ての状況が引っ繰り返る。

「俺の異能力の話をする前に、俺らの事は学校では秘密にして貰もらえるかな？」

「うん、もちろんそのつもりだけど……でも、そもそも小鳥遊くんはどうしてウチの学校なんかに？　《餓狼旅団》の人なら、他にもっと異能分野に強い学校があったよね？」

「…──そういう学校だと、持っている異能力をあれこれ調べられちゃうんでね」

「下手に私たちの能力の秘密や仕組みが外に……それこそ他の組織に知られたりすると、色々と困った事になっちゃうんです」

　言いながらやって来たのは、お茶の準備を整えた翠琴だ。

「お話の途中にすみませんね。美味しいお茶が入りましたよ～」

　幼いメイド少女は、カップを手際よくテーブルに並べて、淹れたての紅茶を注ぎ始める。

　すると芳ほう醇じゆんな香りがふわりと立ち上り、

「良い香り……」

　思わず呟つぶやいた唯の表情が、ふっと和らいだものになる。

「まあそういう訳で、学校に通う年代の団員は、敢えて異能力の研究開発に消極的な聖蹊学園を選んでいるんだよ」

「じゃあ、翠琴ちゃんも？」

「はい、私は聖蹊の中等部に通ってます。双子の妹も一緒に」

「でも、心配しなくて良いよ。俺達がいる事で一般人を巻き込むような事態が起きないように、力のある主要組織同士で協定を結んでいるから」

「主要組織って……裏吉祥寺の？」

「うん。黙っててゴメンね。でも皆に迷惑は掛からないようにしてるからさ」

「……ううん、謝る必要なんてないよ」

　こちらへ小さく首を横に振ってみせた唯の表情が、どことなく浮かないものになる。

「小鳥遊くんたちだけじゃない……誰にだって他人に言いたくない秘密はあるもの」

　それは唯が追われていた理由が、学校の皆には話せない類いの事情だと教えていた。

　そして、

「…──あのね小鳥遊くん。ちょっと良いかな」

　ふと唯は、改まった声音で言った。そして居住まいを正すとスッと頭を下げてから、

「ちゃんとお礼を言うのが遅くなってごめんなさい……先刻は、危ないところを助けてくれて本当にありがとう。小鳥遊くんは恩人だね」

　どこまでも真っ直ぐにこちらを見詰めて感謝の言葉を述べてくる少女に、

「…………良い子だね、委員長は」

「？　そうかな……別に普通だと思うけど」

　どこまでも自分の純粋さに無自覚な唯の反応を見て、

「…………どうしましょう、士狼さん」

　こちらの隣に腰掛けている翠琴が、大きな瞳を輝かせながら言った。

「私……唯さんの事、すっごく気に入っちゃったんですが！」

「良かったね。でも、パンツの色は訊きいちゃ駄目だよ」

　興奮気味の翠琴を窘たしなめつつ、士狼は腕時計を見た。

　…──タイムリミットは残り数分。

　ひとまずこちらの事情を説明し、理解して貰えるところまでは漕こぎ着けられた。

　なら、そろそろ本題だ。そう士狼が思っていると、

「小鳥遊くん……さっきから時間を気にしてるみたいだけど、何か用事でもあるの？」

「…………用事はまだ大丈夫なんだけど、差し迫ってる問題がちょっとあってね」

　唯の問い掛けを切っ掛けに、士狼はいよいよ伝えるべき話題へと入る事にした。

「実は──委員長に、謝っておいた方が良い事があるんだ」





２






「小鳥遊くんが私に……？」

　鴻崎唯は思わずキョトンとなった。

　すると向かいのソファに座る士狼が、「ほら」と前置きを一つして、

「委員長がとっさに俺を助けてくれようとして、一緒に地面に倒れ込んだ時にさ」

「あ……えっと、うん。あの時の事ね……」

　唯は頰を赤くして視線を外した。そして──無意識にそっと唇に触れる。

　…──キスをしたのは、あれが初めてだった。

　だから、あの時の事は鮮明に……鮮烈すぎる程に記憶に刻まれてしまっている。

　……だって。

　こちらは慌てて飛び退のこうとしたのに……士狼はそれをさせてくれなくて。

　さらには身体をギュッと抱き締められ、二度目のキスまでされてしまった。

　もちろん黒服の男がまだ銃で狙っていて、士狼はその危機から助けてくれたのだ。

「あれは事故みたいなものだし、小鳥遊くんが悪い訳じゃ……もちろん二度目の時の事は、思い出すとすごく恥ずかしいけれど」

　強く腰を抱かれ、頭の後ろにも手を回された奪われるようなキス。

　気が付いた時にはもう、舌まで入れられてしまっていた。

　初めてのため、一度迎え入れてしまった士狼の舌をどう拒めば良いのか解らなくて、あっという間に何も考えられなくなると、そこからは互いの舌が絡み合った状態の、いやらしいキスになっていった。

　……あの時、私……。

　唯は自分から眼を閉じて、士狼のキスを完全に受け入れてしまっていた。

　お尻を揉もまれて、信じられないような甘い声まで上げて。

「………………っ」

　その時の感覚を思い出し、スカートの中で内股を擦り合わせながら、

「で、でも……あれだって私を助けようとしての事だったんだし」

　俯うつむき、消え入りそうな声を絞り出すと、

「…──グランシュルト」

　不意に士狼が一つの名前を口にした。

「え…………？」

「前に俺が召喚された異世界の名前だよ。異能力はその時に手に入れたものでね」

　思わず顔を上げたこちらに、士狼が教えてくる。

「俺が向こうで得た力は、こっちの世界でも伝わっている『七つの大罪』を属性としているものなんだ。委員長は七大罪については？」

「えっと……『傲慢』『憤怒』『強欲』『暴食』『嫉妬』『怠惰』『色欲』で、七大罪だよね？」

　そして唯は納得したように、

「そっか……小鳥遊くんの能力は異世界のものだから、覚醒種でも純血種でもないんだね」

　士狼の言葉を思い出しながら、嚙かみしめるように呟くと、

「でも、何で今その話を？　それに、そんな大事な話を私に教えちゃって良いの？」

「本当は駄目なんだけどね。委員長には伝えておいた方が良い事情があってさ。俺の七つの大罪異能は、この世界だと曜日ごとにそれぞれ顕在化が強まる特性があってね。金星と結びつく傲慢なら金曜日に、土星と結びつく憤怒なら土曜日にって具合に」

　さらに。

「各惑星には、力が強くなる惑星時間というものがあるんだけど、俺の七つの大罪異能にも、それぞれ感覚が強烈に活性化する『大罪因果』っていう時間帯があってね。大罪異能が顕在化している日にそれが重なると、ちょっとした問題が出てきちゃうんだよ」

「問題……？」

　オウム返しに尋ねると、そこで士狼の隣に座っている翠琴がふと、

「事故とはいえ、木曜日の士狼さんとキスしてしまうとは……しかも、よりにもよってこの時間帯に。運が悪いというか、これはもう運命だったんでしょうねぇ」

「…………えっと、何の事？」

　遠くを見る瞳で言われてしまったが、まだ事情が飲み込めずに問い返した時だった。

　不意に──唯の身体の奥に『熱』が生まれた。

「えっ────…？」

　そして、そう感じた次の瞬間──途端に体内で膨れ上がる『ある感覚』があって、

「あ……やっ、何これ……んぅっ♥」

　初めて経験するその感覚は、戸惑いの声さえ甘くなるほど強烈なものだった。胸と下腹部の奥が熱い切なさでいっぱいになり、鼓動が加速すると体温が一気に上昇を始める。

「あー、始まっちゃったみたいだね」

　そんなこちらに、士狼が申し訳なさそうに言った。

「実は俺に触れた状態で、顕在化が強まっている属性の本能を共有してしまった相手は、その大罪に由来した感覚が強まっちゃうんだ。それだけならまあ、ちょっとしたハプニングで済むんだけど……」

　ところが。

「大罪の担い手として相応しいと判断された者には、《刻印》が刻まれるんだ。覚醒してその力を自分のものにできれば、該当する大罪異能に目覚められるっていう代物がね」

「ちなみに私は、士狼さんから『暴食』の刻印を貰って担い手になっています」

　横から翠琴が自らの能力について告白してくる。

「私を含めて、現在士狼さんの他に三名いる《餓狼旅団》の最高幹部と、旅団を率いているトップの団長は、全員何かしらの大罪異能の担い手なんです」

「大罪異能は全部で七つ。ただ翠琴が言ったように、その刻印を持った者はまだ四人しかいなくて、あとの三つは俺の中にあったんだよ──つい先刻までは」

「っ……もしかして」

　もはや嫌な予感を確信に変えながら唯が問うと、士狼は「うん」と頷うなずいて、

「残っていた中に色欲の大罪異能があってね、これは木曜に顕在化するものなんだ……そんな俺と、委員長がキスしてしまった拍子に、色欲の力が反応した。おまけに、どうも委員長は色欲の大罪異能の担い手として相応しい素質があったみたいでね」

「う、噓……じゃあ、私に……？」

　信じられない想いで自分の状態を問う唯に、

「そう、色欲の刻印が刻まれてしまったんだ」

　そして、と士狼がこちらへ言った。

「委員長のその感覚は、色欲の大罪因果がちょうど始まったからなんだよ」







「そ、そんな……んっ、はぁ……ふぁあん♥」

　とうとう耐えられなくなったのか、唯がソファの上で横向きに倒れ込んだ。

　向かいのソファでそれを見た因幡いなば翠琴は、

「おおっと……大丈夫ですか、唯さん？」

　すかさず唯の下へと向かい、そっと抱き起こす。

　すると、唯の躰からだは服の上からでも解るほど熱く火照っていた。

　…──恐らく唯は今、経験した事のない異次元の甘い疼うずきに襲われている。

　思考を甘い熱に侵され、理性を蕩とろかされてゆくその表情はどこまでも艶めいていて、

　……え、エロいですねえ……。

　色欲の本能に吞のみ込まれかけている唯の姿に、翠琴がごくりと喉を鳴らすと、

「んっ……翠琴ちゃん達の時も、こんな風に……大罪に関係した衝動が強まったの？」

「いえ……実は、私と妹は特別な『純血種』でして。異能特区に来る前から結構強い力を持っていたんで、比較的すんなり順応できたんです」

「特別な純血種……翠琴ちゃんが？」

「…──はい、私と妹はヴァンパイアなんです」

　純血種の中でも、単に異能を持っているだけでなく、そもそも人間とは異なる存在である『亜人種』は、裏吉祥寺はもちろん異能特区全体でも非常に希有な存在だ。

　稀き少しよう性に伴う様々な問題やリスクがあるため、翠琴たち因幡姉妹の素性は裏吉祥寺でも限られた者しか知らない極秘事項である。だが、唯になら教えても構わないだろう。

　新たな《餓狼旅団》のメンバーになるかもしれないのだ。変に隠し立てする必要はない。

「まあ事情が異なる私のケースは参考にできませんが……大罪異能を自分のものにすれば、普通ならその感覚はコントロールしやすくなりますよ」

「ど、どうすれば自分のものにできるの……？」

「唯さんの場合は、色欲という罪深い本能が自分の中に存在している事を認めて、それを満たしてあげるんです。…──ちなみに唯さん、ひとりＨの経験は？」

「そ、そんな事……っ」

「そうですか……困りましたね。大罪因果の間は、該当する衝動はどんどん活性化していきます。おまけに、一時間ほど続いちゃうんですよ。終わるまで我慢できそうです？」

「んっ……駄目……そんなの無理……絶対、無理ぃ……っ」

　羞恥に震えながら、可愛らしく首を横に振る唯に、

「ご安心を。覚醒して大罪異能を扱えるようになるには、その感覚を自分一人で乗り越えなくてはなりません。ですが、活性化した状態を鎮めるだけなら、他にも方法はあります」

「っ……本当に……？」

　潤んだ瞳で縋すがるように尋ねてくる唯の色気は、最早とんでもない事になっていた。

　流石は千年に一人の委員長。快楽に堕ちかけている様子は、背徳感が半端なくて、

　……はぁぁぁあっ、エッろおぉぉぉぉ────っ！

　翠琴は心の中で、本場のイタリア人も唸うなるほどの巻き舌を披露しながら、

「大丈夫です……ええ大丈夫ですよ唯さん。何にも心配はいりません」

　ぬふふのふ、と忍び笑いを漏らしながら、翠琴は優しく唯に希望を教える。

「…──士狼さんですよ」

「小鳥遊…くん……？」

　視線を向けた唯と一緒に士狼を見ながら、

「ええ。全ての大罪異能を宿している士狼さんは、色欲の刻印を満たす力も持っています」

　だから、と因幡翠琴は言った。

「士狼さんにして貰えば、唯さんもすぐにご自分の色欲がどれほど淫らで罪深いかを、思い知る事ができますよ」







　震える程の甘い熱に浮かされながら、鴻崎唯は翠琴の言葉の意味を想った。

　おかしくなりそうな程の性的な官能。それをどう受け入れれば良いのか解らない。

　何よりこの感覚を受け入れてしまった時、自分がどうなってしまうかを想像すると怖い。

　……小鳥遊くん……。

　唯に刻まれてしまったという色欲の刻印。それは、元は士狼の中にあったものだ。

　よって翠琴の言うように、士狼に任せれば間違いないというのは納得できる。

「…………っ、でも……」

　それでも唯は躊躇ためらった。だってそうだろう。

　こんな状態の姿を見られているだけでも恥ずかしいのに。気が狂ってしまいそうなほど切ないのに。自分の中にある色欲の感覚が、どれ程いやらしいか……それを思い知らされるような淫らな事を士狼にされてしまうだなんて。

　だが、その程度の羞恥で抗えるほど、色欲の感覚は生易しくはなかった。

「んっ……ぁ……やぁっ、んぅ……ふぅ、は……あぁ……っ♥」

　決して抗う事のできない大罪級の色欲は、唯を強烈な催淫状態へと陥らせる。

　淫らな甘い感覚は最早、唯ではどうにもできないほど強いものになっていて、穿はいているショーツがはしたなく濡ぬれてしまっているのが自分でも解る。

　その事実に羞恥をより激しいものにしながら、ソファの上で甘く喘あえいでいた唯は、

「大丈夫ですよ唯さん……士狼さんにされるの、凄く気持ち良いんですよ？」

「っ……それって──…」

　ふと耳元でした甘い囁ささやきに、唯はまさかと翠琴を見た。

　すると可愛らしいメイド少女が、ゾッとするほど艶めかしい笑みを浮かべている。

　間違いない。士狼に与えられる性的な快楽がどういうものかを翠琴は知っている。

　こんなにも幼い躰つきをしているのに、

「そんな……翠琴ちゃん、あぁ……っ」

　どこまでも背徳的で淫らなその真実に、いよいよ唯の中の理性と正気が揺らぎ出す。

「…………では唯さん、こう考えてみてはどうです？」

　すると、翠琴が優しく語り掛けてきた。

「唯さんは、誤って危険な薬物か何かを飲んでしまったんです。助けるためには服を脱がせて状態を確認し、適切な治療を施さなければなりません。もちろん恥ずかしいでしょう。ですがそれが医療行為で、医者の指示の下で行なわれたとしたらどうです？」

「…………医療行為……」

「はい。唯さんは患者で、士狼さんはお医者さんです。そして、これから士狼さんが行なうのは、唯さんを助けるための言わば医療行為ですよ」

「小鳥遊くんが……私を助けてくれる……」

　瞳をとろんとさせながら呟くと、唯の中でその言葉がみるみる真実性を帯びてゆく。

　躰の奥で膨れ上がる色欲の本能が、士狼にされる事を望んでいるかのように感じられ、

　……どうして私、こんな……。

　理由は先ほど聞いた。木曜日の今日、士狼とキスをしてしまったからだ。

　…──だが、誰が悪いという訳でもない。

　あれは不幸な事故。その結果として現在の状況があるというなら、唯はそれを受け入れるしかない。そして、そんな今の唯を助けられるのは、士狼しかいないのだ。

　唯はゴクリと喉を鳴らすと、官能に潤んだ瞳で改めて士狼を見た。すると、

「────────」

　士狼は静かな瞳でこちらを見詰め、唯が心を決めるのを黙って待ってくれていた。

　そこにあるのは、優しさであり気遣いだ。

　そう思うと僅かながら不安が和らいで、代わりに甘い切なさが胸の奥で強くなる。

　……もしも、小鳥遊くんが自分の秘密を守る事だけを考える人だったら。

　彼の異能力を目撃してしまった唯は、危害を加えられていたかもしれない。

　……もしも、小鳥遊くんが自分の欲望しか考えない人だったら。

　自分の事など何も話さず、唯の気持ちも一切考えず、どこか適当な場所へ唯を連れ込み、とっくにそういう行為に及んでいたに違いない。

　……でも、小鳥遊くんは……。

　唯にどこまでも誠実に接してくれた。リスクを承知で、自分達の秘密まで明かして。

　そうして唯は、士狼にされても構わない理由を積み重ねてゆく。

　…──もちろん、恥ずかしさがなくなった訳ではない。

　何もせずに済むならそうしたいと、本気で思う。

　……だけど。

　鴻崎唯は誤魔化せない。放課後の教室に、彼が一人でいるところを見かけたあの時から。

『────────』

　鴻崎唯は……小鳥遊士狼の事が、ずっと気になっていた。

　そんな士狼が今日、あの路地裏で唯を助けてくれたのは運命だったのかもしれない。

　そして今、再び唯を救ってくれようとしている。だから、

　……私……私は……。

　奇しくも大罪の色欲が、唯に素直になって良いのだと促してくる。

　だから静かに口にした、願うような言葉は本音。

　鴻崎唯の真実。




「…………お願い小鳥遊くん、助けて……」




　士狼を信じ、自分の全てを彼に委ねる。すると、

「解った……何とか最後まで行かずに済ませるから、委員長も頑張ってね」

　その言葉は優しい口調とは裏腹に、士狼の確かな意志を伝えてくる。たとえ抵抗しようと、唯に色欲の本能を強引に思い知らせる──そう士狼は言っている。だから、

「………………ん」

　唯はコクンと頷きを返した。そんなこちらに、

「──────────」

　士狼は無言のまま、ゆっくりと唯の胸元へと手を伸ばしてきて、

「…………あ……」

　そしてセーラー服のネクタイが解かれると、その裏側に隠れていたフロントジッパーが姿を現した。そして唯は、士狼の手でゆっくりとファスナーを下ろされていった。

　すると、すぐにファスナーの軌道がいやらしいカーブを描き始める。

　それは唯の胸の形と大きさを教える曲線だ。制服を脱がされる──その初めての経験に、

「……やっ、あぁ……っ」

　恥ずかしさに甘く躰を悶もだえさせた唯は、自分の胸元が露わにされてゆくのを見た。

　レースの刺し繡しゆうが施されたブラジャーに覆われた豊かな膨らみが、少しずつ晒さらされてゆく。

　それでも士狼の手は止まらなかった。唯の臍へそまでを露わにすると、そのままファスナーを下ろしきって完全に前を開けられる。そうして唯をはしたない格好にした士狼が、

「委員長──…」

　覆い被さってくるようにして、ゆっくりと唇を寄せてきた。

　…──今度はもう事故じゃない。

　確かな意志で行なえば、あらゆる言い訳ができなくなる絶対のキスになる。

　だが──唯は拒まなかった。

「小鳥遊くん……」

　ソファの上で仰向けになった唯はそっと瞳を閉じ、己の意志で士狼の唇を受け入れた。

　そして柔らかい粘膜が重なり合って──その瞬間。

「んっ……んんぅ───～～～っ♥」

　全身に甘い痺しびれが走り、唯はビクンと躰を震わせた。

　時間が経過した事で色欲がさらに膨れ上がり、唯の肢体は想像以上に敏感になってしまっていた。だからキスだけでも、信じられない程の快感を得て、

　……噓……こんなに……っ。

　生まれて初めての感覚に、唯は唇が立派な性感帯である事を思い知る。

　すると、いつの間にか士狼の両手に抱き締められていて、

「っ────っ……んぅ……んっ……はぁ♥」

　唯は士狼の腕の中で、ピクンピクンと敏感に躰を震わせてゆく。

　……凄い……これぇ……っ。

　もう高校生だ。経験や興味はなくても、年相応の性知識は持ち合わせている。

　下腹部の奥──腰のすぐ裏辺りに、いつの間にか熱い塊のような甘い疼き。

　それが脈動する度に、躰が悦ぶかのように反応してしまうのを止められない。

　だから──士狼にキスをされながら、鴻崎唯は理解する。

　…──自分は今、キスをされただけで、軽く達してしまっているのだと。

　そして──初めての絶頂の甘い快楽の奔流が収まり、士狼に唇を離された唯は、

「んぅ……っ、あっ…はぁ……んっ……♥」

　熱を帯びた吐息を漏らしながら、快楽の残ざん滓しに躰を甘く震わせていると、

「キスだけでそんな風になっちゃうなんて。唯さんの色欲は罪深いですね」

　一部始終を見ていた翠琴が、艶っぽい笑みを浮かべながら言った。

　…──だが、翠琴の言葉に反応する余裕は唯にはない。

　絶頂で躰を跳ねさせた拍子か、それとも士狼がやったのか。いつの間にか、唯のブラのフロントホックが外れてしまっていて……唯の大きな両胸は完全に露わになっていた。

　そして豊かな膨らみの頂点──桜色の先端は、もはや言い訳しようのない状態になってしまっている。唯の乳首は、見た事もない程いやらしい形にぷっくりと張り詰めていて、

「……や、あぁ……っ」

　あまりの恥ずかしさに、唯が顔を逸らそうとすると、

「いけませんよ唯さん、それではいつまで経っても色欲は鎮まりません」

　翠琴が優しく窘めるように言ってくる。

「教えたでしょう……自分の本能を受け入れて下さい。その恥ずかしさも、はしたなさも、全てが唯さんなんです」

「……全てが……私……」

　唯はうわ言のように同じ言葉を繰り返した。

　…──翠琴がこちらを助けようとして、アドバイスしてくれている事は理解できる。

　しかし、それでも唯は湧き上がる恥ずかしさを抑えられなかった。

　キスだけで淫らに達して、乳首もこんなに硬くしている自分が信じられない。

　だけど。そうして唯が恥ずかしがっている限り、色欲が鎮まる事はないのだ。

　だから唯は、深呼吸を一つすると眼の前の士狼を見詰めた。

　官能に潤んだ瞳で──己の願いを口にする。




「小鳥遊くん、お願い……優しくしないで、もっと滅茶苦茶にして」




　恥ずかしいなんて考えられない位、強く色欲を教えて──そう懇願したこちらに、

「────────」

　士狼はスッと眼を細めると、少しだけ動きを止めていた。

　その理由は解らない。だが──やがて士狼は言葉ではなく、行動で応えてくれた。

　すっかり露わになったこちらの胸に手を伸ばしてきたのだ。

　唯は息を吞んだ。だが抵抗はしない。何も考えられないようにして欲しい……そう望んだのは自分だ。だから唯は士狼の手を受け入れる。そして直に己の胸へと触れられた瞬間。

「やっ、あぁっ……ぁぁあああああああああぁっ♥」

　士狼の下で、唯は嬌きよう声せいを迸ほとばしらせながら激しく躰を震わせた。

　先程はキスだけで達した。そんな自分が、胸を触られたら一体どうなってしまうのか。

　その答えを……唯は心の底から、骨の髄まで強烈に思い知らされる。

　…──それはもはや、気持ち良いなどという次元を完全に超越した感覚。

　胸の奥で甘い感覚が一気に膨れ上がった時にはもう、唯の視界は真っ白に染まっていて。

　一瞬で激しい快感が全身に行き渡ると、噓みたいに腰がいやらしく浮き、そのまま勝手に背中が弓なりに反る。

　そうして全身を硬直させた唯は──白い柔肌をいやらしく痙けい攣れんさせながら、

　……あぁ……噓、こんな……っ。

　恥ずかしいのに、敏感な胸や尻が淫らに震えてしまう。その原因は、股間の奥に生まれていた火傷しそうなほど甘い熱の塊。触れられたのは胸なのに、唯のそこは信じられないほど熱くとろけていて、やがて硬直していた躰が力の抜き方を思い出し、

「っ……ぁ……はぁ……あっ、ふぁ……んぅ……♥」

　唯は全身をわななかせながら、官能の熱を排気するように甘い吐息を漏らした。

　ただ呼吸しているだけなのに、ゾクゾクと震えてしまうほど気持ちが良い。

　…──それは唯の淫らな初体験。

　躰が自分の意思ではなく、他人に与えられた快楽によって支配される。大罪因果によって色欲の刻印が活性化している状態の唯は、背徳の絶頂の味を知った。

　そうして禁断の快楽の奔流に吞み込まれれば……もう逃げる事はできない。

　…──だからもう、恥ずかしいという気持ちはどこかへ行っていて。

　どこまでも甘美な感覚に全身を浸らせた状態で、とろんとした瞳になっていた唯は、

「────────…？」

　あるものを見る。士狼の手は、まだ唯の胸から離れていなかった。

　それどころか、唯の両胸は先程よりもさらにいやらしい形にされてしまっていて、

「…………ぁ、あ、あぁ……っ」

　唯の口から、呆ぼう然ぜんともつかない声が漏れた。

　士狼の手を食い込ませた唯の乳房は、五指の間からはみ出るほど強く揉まれる度に、悦ぶかのようにその形を淫らなものに変えている。その事実に頭より先に反応したのは、色欲ですっかり敏感になっていた躰。あっという間に、より遥はるかな快楽の高みへと昇らされ、

「やぁっ、ぁあぁっ、あぁあぁぁあぁぁぁぁあぁ～～～～～～っ♥」

　驚くほど簡単に三度目の官能を極まらせ、唯は仰け反るように腰を浮かせた。

　先程までよりも強く、そして長い絶頂感に、どうしようもなく打ち震える。

　そんなこちらの様子を、すぐ傍にいる翠琴が艶めかしい表情で見ていて、

「ふふっ……唯さん、凄くエッチで可愛いです。さあ、もっと気持ち良くなりましょうね」

「…………はぁ……んっ、やぁ……私……あぁ……っ」

　甘く悶えた唯に対し、士狼はこちらの腰へと腕を回してきた。

　そして唯は躰を起こされると、ソファの上で彼の膝に跨またがるようにして座らされる。

　その状態で士狼が両脚を広げると、唯の股間もいやらしく開かれてしまうのは必然で、

「ぁ、あぁ……小鳥遊くん、駄目ぇ……」

　信じられないような淫らな体勢に、消え入りそうな声で羞恥に身をよじらせた唯は、

「っ──────…？」

　そこで、自分の格好に気が付き息を吞んだ。

　いつの間にか、唯はセーラー服とブラジャーを脱がされ、上半身を裸にされていた。

　慌てて両腕で胸を隠そうとした。だが士狼の方が早かった。

「委員長──…」

　そうこちらへ囁きながら、優しくキスをしてきたのだ。

　…──だが、今度は唇にではなかった。頰や額でもない。

　士狼がキスしたのは唯の左胸。はしたなく張り詰めたその先端で。

　……え……？

　一瞬、何が起きているのか唯は解らなかった。

　だけど瞼まぶたを閉じた士狼は、確かにこちらの左胸の乳首を口に含んでいる。そして熱い舌先で乳輪に沿って舐なめられてから吸われた。その瞬間──一気に快感が追い付いてきて、

「ぁ……や……はぁっ、ぁああああぁあぁぁぁぁあぁぁああぁああぁぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁあああぁぁあぁぁ────────～～～～～～っ♥」

　激しすぎる絶頂を得た唯は、士狼の膝の上で髪を振り乱しながら白い喉を反らせた。
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　いやらしく乳首をしゃぶられる事によって達した背徳の絶頂。

　それは唯の意識を、完全に色欲へと吞み込むには充分すぎるものだった。

　…──唯が得てしまったのは、ただ快楽を極まらせただけの絶頂とは次元が違う。

　現在の唯は、異世界の魔神が持っていた大罪級の力により、それこそ神も魔も抗えないようなレベルにまで躰の感覚を活性化させられているのだ。

　そんな状態でなければ、決して味わう事のできないような異次元の絶頂を四度。

　つい先程までキスの経験さえなかった少女が、立て続けに刻まれてしまった。

　よって──官能の奈落へ堕ちてしまう事は避けられない。

　唯は乳首を吸われる度に、士狼の膝の上で淫らに躰を暴れさせながら、

「あんっ、やぁ……ん、はぁっ……あぁ……はぁっ、んぅっ……はぁああぁっ♥」

　噓みたいに次々と絶頂を連ならせては、ひたすら性的な快楽へと溺れてゆく。

　自分がはしたない事をしているのは解っている。恥ずかしい気持ちだって充分にある。

　だけど……そんな唯の理性はもう、背徳の色欲に支配されていた。

　一方で──士狼は、唯の「滅茶苦茶にして欲しい」という願いに応え続けてくれた。

　唯のスカートを捲めくり上げると、ショーツの上からこちらの尻を強く揉んできて、

「やぁっ、ふぁあん……小鳥遊く、あぁ……はぁ……んっ♥」

　胸と尻を同時に攻められた唯は、躰が浮いてしまう程の快感に士狼の頭の後ろに両腕を回した。そうして縋るようにしがみつきながら、士狼がもたらす女の悦びを受け入れてゆく。乳首から口を離した士狼が再び唯の唇へキスをし、そのまま舌を入れてきても、

「あぁん……ちゅっ、ん……くちゅ……はぁ、んちゅ……♥」

　己の色欲を受け入れ始めた唯は、自分からも艶めかしく舌を絡めていった。

　だから──ショーツの上から尻を揉んでいた士狼の両手が、スカートを脱がしつつ腰の後ろから滑り込むようにして下着の中へと入ってきても。そのまま直に尻をいやらしく揉んできても。唯は一切拒まなかった。

「はぁ……ん、ちゅ……小鳥遊くん……あぁ、んぅ………ちゅぷっ♥」

　唯は甘く濃厚なキスに夢中になっていて、もはや思考が完全にとろけていた。

　そして──そんな唯のショーツは、恥ずかしいくらい熱く濡れてしまっている。それは唯が溢あふれさせた女の蜜液だ。士狼に尻を揉まれる度に、キスで舌を絡ませ合うよりも淫らな水音が、いやらしく濡れた唯のショーツの中で「くちゅ♥　くちゅ♥」と生じている。

　スカートはもう、とっくに床へと落ちていて、唯はショーツ一枚にされていた。

　どこまでも淫らな格好。しかし唯の色欲の刻印は、まるで鎮まる気配を見せなくて、

「っ──…んぅ……小鳥遊くん、あぁ……小鳥遊くん……はぁ……♥」

　先程から信じられないくらい感じて、何度となく達してしまっているのに。士狼にされればされるほど、躰の奥から甘い切なさが溢れて止まらない。すると、

「…………そろそろかな」

　そう呟くように言った士狼に、唯は抱き上げられた。

　そして──そのまま隣の寝室へと連れて行かれると、ある場所へと降ろされる。

　…──ベッドの上だった。

　だが、唯が自分の状況を不思議に思う事はなかった。完全に色欲に溺れた唯は最早、士狼がする事に何の疑問も抱かない。たとえどれだけ淫らな事でも、それを士狼のくれる幸せとして受け入れる。優しくこちらを受け止めて軽く沈むマットレスの浮遊感と、色欲の官能に火照った肌へそっと触れる滑らかなシーツの感触がどこまでも気持ち良くて、

「…………ん……あぁ……はぁ、ん……っ」

　ベッドの上で仰向けになった唯は、とろんとした瞳であるものを見た。

　着ていたシャツを脱いでゆく士狼の姿だ。

　…──すると、服の上からは解らなかった士狼の鍛え抜かれた上半身が露わになった。

　そして脱いだシャツを窓際の椅子へと放り投げると、ベッドへと乗ってきた士狼が、

「さあ……続けるよ委員長。お望み通り、滅茶苦茶にしてあげるからね」

　そう優しい笑みで言うと、ゆっくりとこちらへ覆い被さってきて。

「ぁ……小鳥遊く……んぅ……」

　鴻崎唯は……そんな士狼を、両手を広げて迎えてしまう。

　だからもう止まらない。

「──────────」

　リビングに続き、寝室でも唯の淫らな嬌声が響き始めた。
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　…──鴻崎唯が《餓狼旅団》のセーフハウスに入って三十分ほどが経過した頃。

　彼女と士狼が出会った現場の路地裏の辺りでは、とある動きが生じていた。

　路地の入り口に、複数台の車両が停まっているのだ。だが──それはパトカーなどの警察車両ではない。停まっていたのは、いずれも漆黒の車体のバンやＳＵＶ車。

　その車内や周囲には、サングラスを掛けた黒服の男達の姿がある。

　そして──薄暗い路地裏には現在、一人の男が佇んでいた。

　黒服達を指揮する立場の男性だ。彼は一通り状況の確認を終えると、無線へと告げる。

「全チーム、こちらオメガ１。対象をロストした現場でアルファチームの負傷者を回収した。現場の痕跡についても、間もなく簡易消去が完了する」

　状況を告げた男性は、そこであるものへと視線を向けた。

　それは巨大なクモの巣状にひび割れ、破壊されたビルの壁面。

　そして路地裏の地面に散らばる無数の斬られた弾丸と、それらの鋭利な断面だ。

「……………………」

　男は、この現場で起きた事象を教える痕跡をジッと見つめながら、

「状況を伝える。アルファチームが対象を確保しようとしたところ、異能力者一名がこれに介入。アルファチーム四名が負傷し、対象をロストした。恐らく介入者によって連れ去られたと思われる。敵異能力者は十代と思しき少年。戦闘系の能力者で、異能レベルは最低でも中位……高位である事も想定される」

　だが、この街はそういう場所だ。その程度で男達が怯ひるむ事はない。

　男達の任務が変わる事もだ。だから続行は必然で、

「以降の捜索は全チームで連携。高位異能力者との戦闘に備えろ」

　繰り返す。

「敵は裏吉祥寺の異能力者だ。戦闘になった際は──一切の躊ちゆう躇ちよなく排除しろ」
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　鮮やかな彩りに包まれながらも、落ち着いた雰囲気を湛たたえている空間がある。

　裏吉祥寺の一角にある、女性向けのランジェリーショップだ。

　そんな店の軒先で、

「…──そう、それで士狼クンとのジャンケンに負けて買い物に」

「はい……凄く良いところだったのに」

　出口まで見送りにきてくれた美しい女性店員と会話しているのは、長い髪をツインテールにまとめた幼いメイド少女。

　因幡翠琴だ。

　翠琴の表情は不満たっぷりで、その手にはこの店の紙袋がある。

　……本当なら。

　旅団の隠れ家で、士狼が唯に究極の色欲の本能がどういうものかを教え込む一部始終を、かぶりつきで見ている筈はずだったのに……寝室まで付いて行ったところで、よもや唯の替えの下着を買ってくるように士狼から頼まれるとは。

「まあ……あんな状態になってしまったら、替えの下着は絶対に必要ですけど」

　まだ無自覚なところがあるようだが、唯が士狼へと好意を持っているのは明らかだ。

　だから先程はけしかけるような事を言ったのだが……官能に乱れ、快楽へと溺れてゆく唯の姿は、想像を遥かに超えた淫らなものだった。

　……そりゃ無理もないでしょうけどね。

　大罪異能の刻印を満たす方法は他にないとはいえ、よりにもよって木曜日の士狼の愛撫を受けてしまったのだ。そもそも士狼の対女性への官能系テクニックは、色欲の大罪異能の副作用なのか完全にカンスト状態で、もはや絶頂必至の概念に近い次元に達している。

　その上で木曜日の士狼は、さらなる色欲無双状態なのだ。

　もはやそれは──淫魔ですら裸足で逃げ出す、歩くスーパー催淫野郎である。

「…………軽く噂うわさには聞いているけど、木曜日の士狼クンってそんなに凄いの？」

「ええ……それはもう、半端じゃないですよ」

　色欲を活性化させた士狼がどれほど凄まじいかは、翠琴もよく知っていた。

　…──『暴食』の刻印を士狼から得た後。

　大罪異能の覚醒は果たせた反面、刻印が活性化する度に、ヴァンパイアとしての吸血衝動が増幅されてしまった翠琴は、少しずつ自分を抑えられなくなってしまっていた。

　暴食は──その名の通り、暴走しやすい大罪だ。だから士狼の大罪異能を刻印化した団長に相談すると、暴食に近い関係にある色欲なら抑え込む事が可能だろうと教えてくれた。

　食欲と性欲が、本能レベルでは密接な関わりがある事が関係しているらしい。

　他に方法がない事が解ると、士狼も仕方なく承諾してくれて──活性化した暴食によって膨れ上がっていた翠琴の吸血衝動を、それ以上に強力な色欲によって抑え込んでくれた。

　そのため、翠琴も先程の唯と似たような状態になり──それこそ、自分がヴァンパイアである事を忘れてしまう程の絶頂を、何度となく刻まれてしまった。

　暴食と色欲は近しい感覚のため干渉しやすく、刻印までは行かないものの、翠琴の心と躰には士狼の色欲の『烙印』がしっかりと刻まれている。

　……まあ、全然良いんですけどね。

　士狼の事は好きだ。彼となら、ああいう事をしても全然嫌じゃない。そもそも吸血には、性行為としての側面があり、その衝動を本能として持つヴァンパイアは、淫らな行為を好む性質がある。おまけに翠琴は暴食の副作用もあるため、特にその傾向が強いのだ。

　だが定期的に士狼にされる事で、吸血衝動については抑えられるようになっていた。

　…──バイオリズムやメンタルが不安定になると、異能力は暴走しやすくなる。

　よって裏吉祥寺には、翠琴と同じく強すぎる自分の異能力をコントロールできずに苦しんでいた女の子が他にもいて、士狼は助けを求めてきた娘については助けてあげている。

　翠琴の暴食を抑え込んだ事で、士狼の色欲に暴走を抑えられる力が備わったからだ。

　そのため士狼と淫らな関係になりながら、それでも士狼に感謝している娘達は沢山いる。

　自分の力のせいで、不要に誰かを傷付けてしまう事がなくなったからだ。

『裏吉祥寺の歩く下半身』とは、そうした事情を知らない者が士狼に付けた異名である。

　そんな士狼にされるだけでも凄まじいというのに……おまけに今日は木曜で、

　……さらには。

　色欲の大罪異能の担い手として認められてしまった唯は、大罪因果で淫らな本能と感覚とが異次元のレベルにまで高められてしまっていた。恐らく唯が与えられる快楽は、翠琴の時とは比べものにならない。

　……とはいえ。

　担い手に選ばれた以上、唯には魔神の色欲を受け入れられる程の素質があると判断されたという事だ。感覚への耐性もあるだろうし、最悪の事態を心配する必要はないだろう。

　だから──千年に一人の委員長と謳うたわれる唯が官能の奈落へと堕ちてゆく姿を、特等席で拝ませて貰おうと思っていたのに、

「……おのれ～士狼さんめぇ」

　事が終わったら幾らでも買いに行くと言ったのに。ならジャンケンで決めようだなんて。

　まあ、「もし翠琴が勝ったら、見てるだけじゃなく参加して良いよ？」と言われたら、乗る以外の選択肢はない。期せずして訪れた木曜３Ｐ劇場のチャンスに、それはもう翠琴は興奮しまくった。だが──結果はあえなく惨敗。もうパンツを脱ぐ準備もできていたというのに。あっさりと士狼に勝利を許した情けない己の右手を見ながら、

「なぜ……なぜ私は、あそこでグーを……っ！　ええい、今世紀最大のガッデムです！」

「でも……急場を凌しのぐだけなら、今時コンビニだって下着は売ってるのに。近くの適当なお店で済ませて、すぐに戻ろうとは思わなかったの？」

「いやですね柑かん奈なさん、そんな事する訳ないじゃないですか」

　美人店員──柑奈の問い掛けに、翠琴は即答する。

　唯が付ける下着を買って良いのだ。これはこれで凄まじいチャンスである。

　翠琴は紙袋を腕に抱きながら、

　……待ってて下さいね、唯さ～ん♪

　清純なのに滅茶苦茶エロい、唯にぴったりのブラとショーツを購入した。サイズもバッチリ。これを着ければ、己の肢体がどれほど淫らな躰つきかたっぷりと自覚できるだろう。

「くっふっふ……すぐに思い知らせてあげますからね～」

「あんっ……翠琴ちゃん、何を……んぅ♥」

　翠琴が邪悪な笑みを漏らすと同時、柑奈が戸惑いを含んだ甘い声を漏らした。

　……おや？

　何事かと見れば、翠琴の右手が隣に立っている柑奈の尻をいやらしく揉んでいて、

「ああっ、すみません。士狼さんのせいで欲求不満がもう限界で、つい手が勝手に」

　しまった──と謝りながら、しかし翠琴は柑奈の尻から手を離さずに、

「それにしても……柑奈さんのお尻って、こんなにエロかったんですね」

「やっ……翠琴ちゃん、ちょっと……駄目ぇ」

　翠琴の暴食には、士狼から刻まれた色欲の力も一部備わっている。

　言うなれば『暴色』。よって士狼ほどではないが、性的快感を強く与えやすい。

　腰をくねらせながら内股を淫らな動きで擦り合わせる柑奈に、段々と翠琴も興奮してきてくる。手をスカートの中へと入れて、本格的に柑奈の尻を揉みしだきながら、

「いや～すみません柑奈さん。これは士狼さんのせいです。士狼さんのせいですよ～？」

　手触りの良いショーツの布地越しに、柑奈の尻をいやらしい形にしていた時だった。




「おい──そこの、くそロリ。変態も大概にしねえと通報すンぞ」




　ふとした声に手を止めて見れば、翠琴のよく知る人物が店の前の通りに立っていた。

「あ、煉れん也やさん」

　そこに居たのは、翠琴と同じく《餓狼旅団》の最高幹部のひとり。

　御み堂どう煉也だ。

　すらりと高い身長。整った顔には気の強そうな瞳がギラついており、左耳にはチェーン付きの二連ピアスが光っている。服は白のＹシャツの上から学ランを羽織り、下は制服ではなく濃いインディゴブルーのスキニージーンズ。靴は、動きやすい機能性と白とカラーの組み合わせが有名なスニーカーの、グレー×ホワイトのハイカットモデルだ。

　美形の顔にスタイルの良い長身という事もあり、まるでモデルや役者のような雰囲気。

　そんな煉也の手には、オタク系専門店の袋が下げられていて、

「またゲームソフトですか……今月に入って何本目です？」

「大きなお世話だ。そっちこそ、そんなとこで何やってやがる？」

「あれ、見て解りません？」

　翠琴は柑奈の尻たぶを解りやすく揉んでみせると、

「やぁっ……翠琴ちゃん、駄目ぇ……んぅっ、煉也クンが見てる……」

「解るか、この変態っ！」

　柑奈が再び喘ぎ出したのを見た煉也が、頰を赤くしながらこちらへ怒鳴ってきて、

「何ですとー！」

　翠琴は柑奈の尻から手を離すと、聞き捨てならないとばかりに煉也の下へ向かった。

　そして眼の前に躍り出ると、長身の彼をキッと見上げて、

「取り消して下さい！　柑奈さんの一体どこが変態だっていうんです!?」

「取り消すか！　変態はテメエだ！」

　こちらを遥かに上回る声量で、煉也が激ギレを返してきた。







　…──そして互いに魂の叫びを交わし、柑奈の制止を受けた後。

　因幡翠琴は、煉也と共にランジェリーショップを後にした。

　二人並んでアーケードの商店街を歩きながら、

「ふーん、士狼のお使いねえ……」

　という煉也の言葉に、翠琴は「ええ」と頷きながら、

「ちょっと緊急の事案がありまして。その対応ですね」

「緊急って……おいまさか、今夜の晩メシの事じゃねえだろうな？」

「だったら柑奈さんのお店には行きませんよ」

　唯の替えの下着が入ったランジェリーショップの紙袋を見せながら言った翠琴は、そこである事を思い出した。卵の問題だ。本当は士狼が伝える筈だったのだが、

　……ここで会ったのに黙ってたら、後で文句を言われちゃいますかね。

　仕方ない、と翠琴は嘆息して、

「あのー……煉也さん。すき焼き用の卵ってあったじゃないですか」

「ああ、三年先まで予約でいっぱいで市場には一切出回らないのを、黄さんのツテで何とか押さえて貰った奴だろ。確か結構な値段だったよな」

「ええ、その卵なんですけど……士狼さんに言われて、人にあげちゃったんですよね」

「はあァ？　おいおい、何だってそんな事になんだよ？　だったら俺らのすき焼きは？」

　案の定、途端に煉也が不機嫌になる。

「まあ、今回は普通の卵で我慢する感じじゃないですかねー」

「ふざけんな。肉も他の具材も、調味料も一級品で揃そろえてんだ。ショボイ卵で食えるかよ」

「なら延期にするとか」

「馬鹿こけ。俺の口はな、昨日から完全にすき焼き仕様で待ったなしなんだよ」

「私だってそうでしたよ……」

「つーか、何があったか知らねえけど、簡単に諦めてんじゃねえよ。ウチが頼んだものなら、黄さんが念のために多めに押さえてくれてるかもしれねえだろ？」

　煉也はそう言うと、懐から携帯端末を取り出してコール。

「あ、黄さん？　俺だけど……ああ、今日ウチの士狼と翠琴が、頼んでたすき焼きの材料受け取りに行っただろ？　そうそう、で卵なんだけどさぁ……同じのが残ってたりとかって……ある？　マジでっ!?　さっすが黄さん！　悪わりぃんだけどさ、それもウチで買って良いかな？　うん、これから行くからよ……もう速攻で。ああ、んじゃヨロシク！」

　っしゃあ、と言いながら煉也は通話を終えると、

「あるってよ。ほれ行ってこい」

「えっ、私が行くんですか？」

「当たり前だろ。今日の買い出しはお前の担当だろうが」

「それはそうなんですけど……いや～でも私、もう士狼さんに別のお使いを頼まれてるので、それを届けなきゃいけないんですよね」

　三年待ちの卵も捨てがたいが、こっちは千年に一人の委員長なのだ。

　今日のところは食い気よりも色気。色気よりもエロ気である。そんなこちらに、

「んだよ、仕方ねえな……じゃあ、そっちは俺が届けてやるよ。お前はさっさと卵を買い直して、晩飯の準備を手伝ってこい。ホラ、貸せその紙袋」

　煉也が手を差し出してくる。だから翠琴は両腕を交差するように唯のための下着が入っている紙袋をギュッと胸に抱き締めると、半泣きになりながらジリジリと後退した。

　叫ぶ。

「後生です煉也さんっ。こっちへ行かないと私、暴走してしまいますぅっ！」
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　…──翠琴に下着を買いに行かせた後。

　士狼は連れ込んだ寝室のベッドの上で、数え切れない程の絶頂を唯へと刻んでいった。

　それは大罪因果で活性化してしまった唯の色欲を鎮めるための措置。

　よって、最後の一線を超える事はしない。与えるのはあくまで唯を救うための絶頂だ。

　それでも唯の中で色欲の刻印が活性化してしまった以上、彼女には快楽と淫欲に溺れてしまう本能がある事を思い知らせる必要がある。

　だから──士狼は唯に、その事実を徹底的に教え込んでやった。

　大罪因果によって強烈に色欲の刻印を活性化させていた唯は、躰中が触れるだけで絶頂してしまうほど敏感になっていて、

「あぁっ──やぁ、小鳥遊く……ふあぁっ♥　はぁっ……小鳥遊くんっ、あぁあぁぁあっ♥」

　驚くほど簡単に、淫らな絶頂を極まらせ続けた。

　色欲が活性化し、強烈な催淫状態にある唯が達する絶頂は、普通の人間では決して味わう事のできない……どんな薬物を使用しても得る事のできない背徳の悦楽だ。

　…──一般人なら、とっくに気を失っていてもおかしくない程の絶頂。

　当初は、唯の安全を最優先にさっさと色欲を満たして終わらせようと考えていたのだが、士狼がどれだけ背徳の快楽を与えても唯はそれらを受け止める事ができていて、

　……凄いね。

　無尽蔵ともいうべき快楽の受容キャパシティ。あの真面目な唯の中に、こんな罪深い色欲の本能が眠っていたとは。しかも──活性化している色欲は、唯の中に存在していたものである。もし覚醒に成功すれば、唯は相当の力を扱えるようになるだろう。

　……けれど。

　唯の色欲の凄まじさは、放っておけば深刻な事態をもたらすリスクもある。もし何者かに悪意を以て利用されれば、それこそ淫らな性玩具にされてもおかしくはない。

　だから、今日こうして唯の素質が解ったのは不幸中の幸いだ。

　…──そして、寝室へと連れ込んでから三十分後。

　大小合わせて三桁に近い数の絶頂を唯へと刻み続けた結果、最後の一線までは越える事なく、色欲の大罪因果の終了よりも早く唯の刻印を鎮める事に成功した。

　現在は、官能に膨れ上がった唯の感覚を少しずつ落ち着かせていっているところだ。

　士狼はベッドの上で唯を背後から抱き竦すくめるようにし、両手で優しく彼女の胸を揉みしだいてやっている。色欲の余韻がもたらす官能の多幸感に包まれている唯は、こちらの愛撫を恍惚とした表情で受け入れており、乳首もずっといやらしく立たせていて、

「んむ……ちゅ……はぁ、小鳥遊く……ん、あぁ……ん、ふぅ……んちゅ♥」

　肩越しにこちらを振り返りながら、士狼とのキスに夢中になっている。

　士狼が乳房を揉みしだく度に、唯は飼い主に甘える仔こ猫ねこのようにいやらしく腰をくねらせながら、よりキスを淫らにして欲しいと訴えるように自分からも舌を絡めてくる。

　まだ快楽に陶酔しきって、淫らな酩めい酊てい状態にあるようにも見えるが、

　……この様子なら、ひとまずは大丈夫かな。

　そう唯の状態を判断した士郎が、やれやれと胸を撫なで下ろした時。

　ジーという電子音が室内に鳴り響いた。それは玄関の扉の向こう側──廊下で押されたこの部屋の呼び鈴。だから士狼は、絡め合っていた舌を解くようにゆっくりと唇を離した。

　すると混ざり合った二人の唾液が、お互いの舌先の間で糸を引いてプツンと切れて、

「……あ……」

　唯が小さく漏らした声は、明らかに名残惜しさを含んでいた。自分でもその事に気が付いたのか、恥ずかしそうにこちらから視線を逸らした唯に、

「大丈夫……すぐに戻るよ」

　士狼が笑みと共に、そっと唯の唇にキスをすると、

「ん……ちゅ……はぁ……む」

　すっかり従順になった唯は、恥じらいながらも士狼の唇を受け入れる。

　そして──いったん寝室を出て玄関へと向かった士狼は、鍵を開けると扉を開けた。

　しかし、そこに居たのは翠琴ではない。

　金髪の少年──御堂煉也だ。

　戦闘の際は士狼の相棒をよく務める彼は、上半身が裸のこちらを見るなり眉を顰しかめて、

「…………まだ陽も沈まねえ内から、随分と良いご身分だな」

「煉也こそ、わざわざこっちへ来るなんてどうしたのさ。今日は楽しみにしてたゲームの発売日じゃなかったっけ。さっさと家に帰ってヒャッハーしなくて良いの？」

　このセーフハウスは旅団のアジトからも、煉也のマンションからも離れている。

　滅多に利用する事のない煉也が、珍しくこの場所へ顔を見せた理由を問うと、

「帰る途中、翠琴の奴に会ってな。すき焼きの卵を他所のガキにやっといて、お前に頼まれた事があるから買い直しに行けないとか言いやがってよ。こっちは俺が届けてやるから、さっさと行けって言ったら妙に渋るんでな。問い詰めたら、渋々だけどゲロったぜ」

「成る程ね……それで翠琴の代わりに来てくれた訳だ」

「できれば来たくなかったけどな。けど今日の晩飯は特別なんだ。アイツをこっちに行かせたら、どうせまた余計な油売って準備が遅れちまうだろ」

　煉也は手に持っていた高級そうな紙袋を「ほれ」とこちらへ差し出し、

「お届けの品だ。野郎が野郎に渡すもんじゃねえけどな」

「まあでも煉也に男物の下着を渡されても、それはそれで気持ち悪いよ」

　士狼が苦笑して紙袋を受け取ると、煉也は表情を真剣なものにして、

「…──それで、あの鴻崎唯が色欲の適合者だったってのはマジなのかよ？」

「うん。刻印がバッチリ刻まれてるからね、間違いないよ」

「ならどうすんだ。ウチに入れんのか？」

「…………どうかな。最終的な決定は、彼女自身の事情と意志をきちんと聞いた上で、団長の判断も仰ぐ事になるけれど。でも、可能なら俺としては避けたいかな。今回は皆の時とは違って、予め説明をして同意の上で刻印を刻んだ訳じゃないからね」

　大罪異能を得て《餓狼旅団》に入れば──否応なく人生が変わってしまう。

　普通に生きられるなら、絶対にそうするべきだろう。唯のような良い娘ならば尚更だ。

「とはいえ、色欲の大罪因果が迫ってたからね。取り敢えずここへ連れてきて、おおまかに事情を説明した後、ひとまず活性化した刻印を鎮めてあげてたって訳」

「ふーん、成る程な……」

　納得したように煉也。そこで何故か頰を少し赤くして、

「なあ……もしかして、まだ最中だったりとかすんのか？」

「どうしたのさ赤い顔して……もしかして見たいの？」

「アホかっ！　お前らがよろしくやってる間に、黒塗りの車がこのビルを取り囲んでるんだよ。表も裏も、通りは完全に押さえた形でな」

「ああ、そういう事ね……」

　黒塗りの車の群れというのは、路地裏で唯を捕らえようとしていた黒服達の仲間だろう。

　だが問題はない。この状況は想定していたものだからだ。

「どうやら上手く釣れたみたいだね……じゃあ連中の数だけ確認したらお暇いとましようか」

　士狼は笑いながら携帯端末を取り出すと、そのままとある番号へとコールした。
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　その後──電話を終えた士狼は、廊下に煉也を残して室内へと戻った。

　そして、リビングでソファの周りに落ちている唯の服を拾って寝室へと向かう。すると、

「小鳥遊くん……」

　唯はベッドの上で身を起こしていた。その格好は裸の上に白のシーツを巻いただけの状態で……瞳にはまだ色欲による快楽の残ざん滓しが少なからず見て取れる。

　思考は幾分しっかりしてきているようだが、移動は可能だろうか。

　士狼が見詰めると、頰を赤くした唯が恥ずかしげにこちらから視線を外した。

　すると唯の肩に掛かっていた髪が流れるように胸の前へと落ち、

「…………んっ」

　まだ色欲の余韻で躰が敏感なままなのだろう。

　髪が触れてのくすぐったさが仄ほのかな快感になったのか、唯はピクンと身をよじらせる。

　すると衣擦れの音と共に、彼女の素肌を覆う白のシーツの皺しわがいやらしく変化して、

　……全く、犯罪級だね。

　先ほど「滅茶苦茶にして」と懇願された時にも思わずゾクッときたが。快楽に溺れる背徳を……その罪深さを知った今の唯は、匂い立つような色気を湛えている。

　士狼はそんな彼女のいるベッドの方へ。そして唯のすぐ傍へと腰を下ろすと、

「恥ずかしい想いをさせちゃって御免ね。もう少し落ち着くまで待ってあげたいんだけど、先刻の連中がこのビルを囲んでいるみたいでさ」

　そう告げると、ハッと唯は表情を硬いものにして、

「っ……そんな、どうやってこの場所を？」

「多分、俺が路地裏で連中から拝借した携帯端末だよ。その反応を探知したんだろうね」

「でも、小鳥遊くんはバッテリーや通信チップは抜いて……」

「独立駆動する小型発信機が別に仕込まれてる、なんてのは常じよう套とう手段だよ」

「……じゃあ、もしかして私の携帯も？」

「だと思うよ。連中は路地裏に隠れた委員長をすぐに見つけられているしね」

「そんな……解っていたならどうして？」

「向こうの戦力がどの程度の規模か、把握しておきたくてさ」

　困惑の表情で尋ねてくる唯に、士狼はさらりと告げた。

「路地裏で必要以上に実力差を見せ付けておいたからね。間違いなく連中は残存する戦力を集結させようとする。それを誘おびき寄せれば一気に叩たたく事もできるし、逆に逃げればまとめて置き去りにする事もできる」

　まあ。

「何度も面子メンツを潰しちゃうと面倒になるから、今回は穏便におさらばするつもりだよ」

「それは賛成だけど……携帯端末はどうするの？」

「連中の端末のデータはもう全部コピーしたし、ここで処分していくよ」

　士狼が視線を向けたのは、窓際に置かれたテーブルの上。黒服達の携帯端末と士狼の端末がケーブルで繫つながった状態になっていて、既にデータの転送が完了していた。

　そして士狼はテーブル脇の椅子に掛けられている自分の上着を手に取ると、

「後は委員長の携帯だね……悪いけど、この通信チップに入れ替えてくれる？」

　そう言って、胸の内ポケットから取り出したものを唯に手渡す。

「これはウチの団員が使ってる代物でね。これを使用すれば通話もネットも大丈夫だから」

　という訳で、と士狼は笑顔で言った。

「俺としては色っぽい委員長をもう少し見ていたいけど、逃げる準備をして貰って良いかな。替えの下着はこれね。選んだのは翠琴だから、文句があったら後で直接本人に頼むよ」

　そう告げて唯に紙袋を渡すと、士狼は脱いでいたＴシャツとパーカーを着て、学ランを羽織る事であっという間に自らの準備を終えると、一足先にリビングへと戻った。

　そして──数分後。

「っ、お待たせ……」

　寝室から、恥ずかしそうに頰を赤くしながら唯が出てくる。

　…──その格好は、このセーフハウスへやって来た時とパッと見は変わらない。

　にも拘らず、唯の頰が赤くなってしまっているのは、間違いなく先程まで士狼としていた行為による影響だ。おまけに、下着まで替わってしまっている。

　士狼は紙袋の中を確認しなかったが、あの翠琴がチョイスしたものだ。少なくとも先程まで唯が身に付けていたものよりも扇情的なデザインだろう。

　先程あそこまで乱れたのが噓のように、こうして羞恥を持て余す唯は実に初々しくて、

　……やれやれ、可愛いなぁ。

　思わず満足げにうんうんと頷いていると、こちらへとやってきた唯が、

「…………意地悪な顔だね、小鳥遊くん」

　少し拗すねたような上目遣いで、ジッとこちら見詰めてくる。

　…──きっと唯は、自分が今どんなに可愛い顔をしているか気付いていない。

　可能ならそれをたっぷりと教えてあげたいが、生憎と今は時間がなかった。だから、

「誤解だよ。それじゃあ、行こうか」

　笑みと共に士狼は肩を竦めると、唯を連れて玄関へと向かった。
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　鴻崎唯は、士狼の後に続いて玄関から廊下へと出た。

　すると──不意の出会いが待っていた。知っている少年が部屋の外に立っていたのだ。

「御堂くん……」

　驚いたように唯がその名を口にすると、

「あれ、もしかして煉也とは知り合い？」

　士狼にそう尋ねられ、唯は「ううん」と首を横に振る。

「クラスが違うし、話した事はないの……でも御堂くん、女子の間で凄く人気があるから」

「凄いね煉也。話した事もない相手に、顔と名前を覚えられてるなんて」

「知るかよ。大体、それなら俺なんかより鴻崎の方がよっぽど有名人だろ」

「そんな事はないと思うけど……」

　唯は、改めて長身の煉也を見上げて、

「…………御堂くんも《餓狼旅団》の人だったの？」

「まあな。しかし、どういう経緯かは知らねえが、よりによって鴻崎が士狼の色欲に当たっちまうとはな……って、何してんだテメーはっ!?」

　不意に煉也が困惑の怒鳴り声を上げた。

　見れば士狼がいつの間にか　煉也のＹシャツの裾をお腹の辺りまで捲り上げており、

「いや、卵がなくなったせいで煉也がさぞ臍へそを曲げるだろうから、俺が直しておくって翠琴と約束したのを思い出してさ……大丈夫そうだね？」

「そう見えるか？」

　口の端をヒクつかせた煉也が、シャツを捲り上げていた士狼の手を振り払うと、

「ったく、ほら行くぞ」

　一人でさっさと行ってしまった煉也の後を、唯は士狼と並んで付いていった。

　…──そして、程なく唯は裏吉祥寺の街並みを一望できる場所へと辿たどり着いた。

　ビルの屋上だ。抜けるように鮮やかな青空の下、心地の良い春の風が吹いていて、

「……ここから逃げるの？」

　ビルを丸ごと一棟所有している位だし、ひょっとしてヘリでも呼ぶのだろうか。

　そう尋ねると、士狼は誰かに電話を掛けていて、

「もしもし、レム？　お待たせ、移動する準備ができたよ……そっちは？」

　僅かな間の後。

「了解──じゃあ、一分後に約束の地点で」

　そう言うなり士狼は通話を終了して、携帯端末を懐へとしまった。

「誰かに迎えに来て貰うの？」

「うん、知り合いのタクシーに拾って貰うんだ」

「拾って貰うって……でも、このビルの周りは」

「平気平気。合流するのは、ここから少し離れた場所だから」

「……じゃあ、どうして屋上に来たの？」

「穏便にお暇するためだよ。んじゃ、行こうか煉也」

「ああ」

　士狼の言葉に煉也が頷く。

「行くってどこに……えっ、ちょっと？」

　問い掛けを口にしかけた唯は、とっさに困惑の声を上げる。

　いきなり士狼にスッと抱き上げられたからだ。

「小鳥遊くん、何をして──…」

「少しの間だけ我慢してね。怖かったら眼を瞑つむってて良いよ」

　戸惑うこちらに士狼は笑顔で言って──そのまま煉也と並んで一気に駆け出した。







「え──…？」

　小鳥遊士狼の腕の中で、唯が驚いたように眼を丸くした。

　だがその時にはもう、彼女を抱きかかえた士狼の疾走はトップスピードに乗っている。

　隣を並走する煉也もだ。そこで士狼達が何をしようとしているのか理解したのだろう。

「っ────」

　とっさに唯がこちらの首の後ろへ両手を回し、ギュッと抱き付いてきたのと、士狼と煉也が屋上の縁を踏み切り板よろしく蹴ったのは同時。そして、

「────────」

　勢いそのままに、士狼達は宙へと跳躍した。

　通りを挟んで向こうに建っているビル……その屋上へと向かって身を躍らせる。

　すると視界の遥か下。真下の通りに、士狼達のいたビルを囲んでいる複数の車両と、その周りにいる黒服の男達の姿が確認でき、

『っ──────…!?』

　連中が驚きよう愕がくと共に、こちらへ気が付いた時には遅い。

　向かいのビルへと着地した士狼達は、そのまま疾走を緩める事なくさらに一段と加速。

　吹く風を追い越す速度で、ビルの屋上から屋上へと飛び移ってゆく。

　そうした疾走と跳躍のルート選択は、その全てが瞬間ごとのアドリブだ。

　建物の屋上に縛られる事なく、時に電柱を飛び石代わりに利用し、或あるいは建物の壁面を水平に横走りして、士狼達は風よりも速く裏吉祥寺の空中を軽々と駆けてゆく。そして、

「…──ほいっと」

　とあるビルの屋上から、士狼達がふっと裏通りの地面へと軽やかに降り立った瞬間。

　完璧なタイミングで、眼の前に一台の黒いタクシーがキキィッと止まった。

　そして助手席と後部座席のドアが自動でガチャッと開き、

「…………お待たせ」

　運転席でハンドルを握っている少女が、淡々とした声音でこちらを迎える。

「いいや、時間通りだぜレム」

　そんな少女へ、煉也が笑いながら助手席へと乗り込み、

「委員長は俺と後ろだよ。お先にどうぞ」

　士狼は唯を先に後部座席へ乗せると、自らもその後に続いた。

　すると再び自動でドアが閉まり、

「…──それじゃあレム、安全運転でよろしく」

「了解」

　士狼の言葉に、運転席の少女──レムはこくんと頷くと、タクシーを発進させた。
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　鴻崎唯が士狼らと乗り込んだタクシーの車内は、上質な快適性を有していた。

　圧迫感をまるで感じさせない広い空間に、心地よく身体が沈む革張りのシート。

　足下もゆったりとした作りになっていて、フットレストも完備されている。

「助かったよレム。忙しいのに悪いね」

「別に平気。今日は裏の仕事は入れずに、普通にタクシーをやってたから」

　運転席の少女は、感情を排したかのような表情で士狼と話していた。

　綺き麗れいな少女だった。

　まず眼を引いたのは、ボストンタイプの眼鏡レンズの向こうにある、透き通るような大きな瞳。左右にボリュームのあるショートボブの頭には、スカルの髪飾りが鎮座している。

　着ているのはレザーブルゾンにショートパンツ。バックルが付いたロングブーツを履き、それら全てがモノトーンでまとめられた、ロック系のボーイッシュコーデの出で立ちだ。

　そして胸元には、首から下げた大ぶりのクロスモチーフのペンダントが光っていた。

　少女は抑揚のない喋しやべり方のため感情の起伏が見えにくい。しかし、それがかえって彼女の透き通るような美しさをより際立ったものにしている。車を運転しているという事は恐らく年上なのだろうが、喋り方や幼い顔立ちもあり、まるで可愛らしい人形のようだった。

「…………………………」

　後部座席で──士狼の隣に座りながら、唯は改めて車内を見回した。

　単に乗る者に極上のくつろぎを提供するだけではない。運転席と助手席の間から見えるインストルメントパネルは、縦に細長い棺のような形状の大型モニター。それは走行状況をリアルタイムで表示するだけでなく、車内環境のあらゆる操作が行なえる立体ホログラムコンソールを手前に浮かび上がらせるなど、最新鋭の技術が使われていた。

「凄い車に乗られてるんですね……えっと」

「…────レム」

　素直に驚きを伝えると、運転席の少女はルームミラー越しにこちらを見て名乗ってきて、

「あの、初めまして……小鳥遊くんのクラスメイトで、鴻崎唯といいます」

　よろしくお願いします、と唯が軽く頭を下げると、

「ん……わかった」

　こくんとレムは頷きを返してくれた。そして、

「──このままアジトに向かえば良い？」

「うん。でも念のために、適当に遠回りしてくれる？　ルートは任せるからさ」

　士狼の言葉に、「了解」とレムは返すと、交差点で車を左折させた。

　そんな二人のやりとりを聞いていた唯は、

「もしかして……レムさんも《餓狼旅団》の方なんですか？」

　ふと抱いた印象から尋ねると、レムはふるふると首を横に振って、

「私はフリーの『運び屋』。特定の組織には属してない」

　すると助手席に座っていた煉也が、

「こう見えても街で一、二を争う凄腕でな。俺達もよく世話になってるんだよ」

　そうレムを紹介してくる。煉也の性格を考えると、それは最大級の賛辞だろう。

　……凄い人なんだ。

　恐らくレムは裏吉祥寺においてかなり知られた存在なのだろう。しかし、

「フリーの運び屋という事は……場合によっては、レムさんは小鳥遊くん達と敵対するような事もあるんですか？」

　唯がふと抱いた疑問を問うと、運転席のレムが言った。

「これまでに、そういった状況になった事はない……」

　でも。

「この先もずっと、そうならずに済むかは解らない」

「ま、そればっかりはな」

　煉也が肩を竦めて言うと、運び屋の少女は「ただ」と静かな前置きを入れて、

「もしそうなっても……それはあくまで立場的な対立で、敵対する事はないと思う。私が今も『運び屋』でいられるのは……《餓狼旅団》のお陰でもあるから」

「それって……──ひぁあんっ？」

　レムの言葉の意味を問おうとした唯は、不意に後部座席の上で身を跳ねさせると、

「っ………………！」

　顔を真っ赤にして、隣の座席の士狼を睨にらんだ。

　すると士狼はしれっと前を向いていて、だから唯は信じられない。

　人の尻を揉みながら、どうしてそんな平然としていられるのだ。

　それも煉也とレムがすぐ前にいるというのに。

「どうした鴻崎、虫でも出たか？」

　死角のためこちらの状況に気付いていない煉也の言葉に、レムは少しむっとしたように、

「そんな筈ない……失礼なこと言わないで」

　煉也が口にした可能性を即座に否定すると、

「…………何か問題が？」

　ルームミラー越しにこちらと視線を合わせて尋ねてきて、

「っ、いいえ……何でも、ないです……んっ」

　尻を揉まれながら、唯は首を横に振って真実を誤魔化した。

　…──士狼が理由もなくこんな真似をするとは思えない。

　……もしかして。

　色欲の刻印絡みで、こうしなければいけない何かしらの事情があるのだろうか。

　だとしたら、恥ずかしくても我慢しなくては。そう唯が思っていると、

「へえ、お尻を触られてるのに何でもないだなんて、委員長はエッチだね」

「何か理由があるのかと思って黙ってたのに、どうして言っちゃうかな小鳥遊くんっ」

　あっさり白状した士狼の襟元を、唯が両手で摑つかんでガクガクと揺すると、

「委員長が、無自覚にこっちの世界の情報に触れかけていたんでね。情報を知るって事は、足を踏み入れるのと同じだ。気が付いた時には、後戻りできないなんてのは嫌でしょ？」

　そんな士狼の言葉に、レムが驚いたように少しだけ眼を見開いて、

「もしかして彼女……士狼達のただの同級生？」

「今の所はね。ちょっと色々あって、放っておけなくなっちゃったんだけど……でも、あんまりこの街や俺らの事情には深入りさせない方が良いとは思ってるよ」

　それは唯の事を大切に想ってくれているからこその言葉で、

「…………そうだったんだ。ゴメンね小鳥遊くん」

　やはり理由があったのだと、唯は怒ってしまった事を謝ってから、

「だけど……もう意図は解ったので、そろそろ私のお尻から手を離してくれないかな」

「それがどうにも難しくてね。委員長のお尻は魔性だね……って、あれ？」

　引き続きこちらの尻を揉みながらヌケヌケと士狼が言った瞬間。

　彼の座ってたシートが、不意に背もたれから後方へグルンと回転。

　そのまま士狼を座席後部のトランクルームへと吞み込んだ。
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　助手席にいた煉也は、ルームミラー越しに士狼がトランクへと吞み込まれたのを見て、

「あんな機能があったのかよ……」

　流石はレムの車だと感心しながら、今後は後部座席に乗るのは止めておこうと決める。

　士狼の隣に座っていた唯などは、突然の出来事に呆然となっていた。そんな中、

『うわっ、暗くて狭い。出してよレム、冗談にしちゃキツイよ？』

　くぐもった声と共に、トランクの中からドンドンと叩く音がしてくるが、

「士狼……女の子のお尻を勝手に触るのは犯罪。しばらくそこで反省するといい」

『いやいや、人をトランクに入れて走るのだって立派な犯罪だと思うよ？』

　減らず口をたたく士狼に、「ちなみに」とレムは付け加える。

「トランクは完全に密閉する事もできるから、何分で窒息するか試してもいい」

『とんだ殺人タクシーがあったもんだね』

「死にたいなら、オプションで致死性のガスも流せる」

『………………………』

　さすがに士狼の減らず口が止まる。煉也はいい気味だと思いながら、

「ああ、もしかしてそのガスって画面に出てるこれの事か？」

　ふとインストルメントパネルの表示に気付くと、

「そう。今はもう対生物兵器モードが起動した状態にあるから、画面の×マークを押せばトランクが密閉状態になる。後はそっちの髑どく髏ろマークを押せば毒ガスが出る」

「物騒なモードだな。ちなみにマークが色違いで三つあるのは？」

「毒ガスにも色々と種類があるから」

　レムの説明に、煉也は「ほう」と興味深く呟いて、

「──一番強力でエグいのは？」

「赤いやつ。ちなみに右下のは、トランクの緊急射出装置の起動ボタン」

「へえ……って事は殺してから発射もできるのか。気が利いてるな」

『…………煉也、俺らって友達だよね？』

「えっと……」

　どこまでが本気か解らず、少し心配そうな声を上げた唯に、

　……あの馬鹿が毒ガス程度で死ぬかよ。

　御堂煉也は心の中で毒づいた。そして、

「────────」

　煉也は改めて、ルームミラー越しに後部座席の唯を見た。

　千年に一人の委員長と評判の美少女だが、煉也自身はそこまでの興味はない。

　……だが。

　士狼が唯を保護すると決めたなら、煉也がそれを手伝う事は決まっている。

　──それは組織内における上下関係からではない。

　確かに士狼は、形の上では最高幹部である煉也達の上役だ。

　しかし、それでも自分達はあくまで対等の付き合いをしている。

　でも──もし煉也が誰かを守ると決めたら、士狼は絶対に力を貸してくれるだろう。

　その事は既に、これまでの付き合いの中で証明されている。

　だから煉也も同じ事をする。これからも士狼と対等の関係であるために。すると、

「…──ところで煉也」

　ふと運転席のレムが、助手席の煉也にだけ聞こえる声で言った。

「あン、何だよ？」

「少し前から後続の車が気になる……三台後ろ、黒のランクル」

　煉也はドア横のバックミラーをチラッと見て、車高のある対象車を確認。

「あれか……隠れ家の方にいた連中は、俺と士狼とで置いてきた筈なんだけどな」

　とはいえ裏吉祥寺屈指の運び屋のレムが気になるというなら、間違いないのだろう。

　……だとしたら別働隊か。

　煉也は脳裏に浮かんだ可能性を思いつつも、

「──でも、レムの腕なら撒まけるだろ？」

「それは簡単。ただ、もし向こうが複数で組織だって動いてるのなら、追ってきているのがあの一台だけとは限らない」

　だから。

「一度引き離したところで、煉也達だけ降りて徒歩で移動する手もある」

「気持ちはありがたいけどな、流石にそこまでは甘えられねえよ」

　煉也は苦笑しながらレムの案を却下した。

　──士狼がレムに依頼したのは、彼女に危険な真似をさせるためではない。

　だから煉也は懐から携帯を取り出すと、トランクルームの士狼にレムの言う追っ手の可能性と、その対応をどうするか問うメッセージを送信した。すると即座に、

【働きたくないでござる】

　と、ムカつくスタンプが返ってきて、

　……丸投げかよ。さては、くつろいでやがんなアイツ。

　煉也が「後悔すんなよ」とメッセージを送った時だった。

　後続のランクルの窓が開き、チカッと何かが夕暮れの陽光に煌きらめいた。その瞬間、

「──摑まって」

　レムはそう告げるなり急ハンドルを切って──直後、生じたのは連続した銃声。

「っ────…!?」

　突然の事に、後ろの唯が驚きに息を吞んだのと、さらにゴンっという鈍い音と共に、

『あ痛っ』

　トランクルームから馬鹿の声が聞こえてきたのは、ほとんど同時だ。

　見れば、後ろを走る黒のランドクルーザーの窓から、黒服の男が身を乗り出していた。

　その両手はアサルトライフルを構えていて、

「そんな……っ」

　唯が緊迫の声を上げた。街中で撃ってくるとは思っていなかったのだろう。

「大丈夫、この車は特殊な耐衝撃装甲でできている。今のは私達の前の車が狙われたから壁になってあげただけ」

「前の車を事故らせて、俺らを巻き込もうって腹か……」

「そう。それなら狙われたのは前の車だったと、警察の捜査を欺ける」

　というレムの言葉に、

「……………………っ」

　後ろの唯が、膝の上でギュッと拳を握ったのを煉也は見た。そして唯は顔を上げると、

「すみませんレムさん、私だけ車から──」

　降ろしてください……そう言ってしまう前に、

「…──悪ぃレム、ちょい左に寄せながら走ってくれるか？」

　煉也は助手席の窓を開けて言った。するとレムは煉也の意図を汲くみ取ったのか、

「了解」

　即座に左へ車線変更。だから煉也は窓から左手を出し──無造作にあるものを摑んだ。

　それは道路脇に違法駐車をしていた大型バイクのハンドルだ。

　そして煉也は助手席に座ったまま、左手一本で四百㎏近くある鋼鉄の塊を持ち上げた。

「え……？」

　そんな煉也を見た唯が、呆然と眼を丸くする中、

「これでも喰くらっとけクソ野郎」

　煉也はそう言って、ひょいと大型バイクを背後へ──後方斜め上へと放った。

　すると煉也が無造作に放り投げたバイクが、綺麗な放物線を描きながら黒のランクルのボンネットへと落下。ドシャッ、という衝撃音と共にフロントガラスが割れた黒のランクルは、ボンネットから前──道路へと落ちた大型バイクに乗り上げて宙を舞った。

　想定外の事態にハンドル操作を誤ったのか、着地と同時にバランスを崩したランクルは派手に横転。けたたましい破砕音を立てながら、グルグルと車道の上を転がる。

「はっ、ザマぁ見やがれ…………ん？」

　窓から身を乗り出した煉也が、良い気味だとばかりに笑って後方へと中指を立てていると、横転したランクルを避けるように車線をはみ出した巨大トラックが、対向車を弾き飛ばしながらこちらへと迫ってくる。すると高速走行の逆風をものともせずに、トラックの荷台部分の上──ルーフパネルに立っている男と眼が合った。

　その男の左手は、赤い燐りん光こうを纏まとっていた。

　それが何を意味しているかなど言うまでもない──異能使いだ。燐光の輝きと量から、

「へえ、中位第二級ってとこか……どうやら裏吉祥寺にもパイプがあったみたいだな」

　多種多様な異能力が存在する中で、戦闘系に特化した能力所持者は全体の三割未満だ。

　しかもその大半が下位レベルであり、中位以上の能力者の数は限られている。

　──相手の能力クラスを察した煉也がそう呟くと同時。

　解き放たれたのは巨大な火か炎えん龍りゆうだ。

『──────────』

　大気を震わせるような咆ほう哮こうと共に、こちらが乗るタクシーへと向かって、焰ほのおの紅龍がアスファルトの地面を焼きながら水平飛行でグングン迫ってくる。

　しかし──こちらへ追い付く少し手前で、火炎龍はぶわっと急上昇を行なった。

「見逃してくれたの……？」

「いいや、俺らが避けにくいようにしたんだろ」

　見上げながら言うと同時、煉也の想像した通りの事が起きた。

　上昇した火炎龍が、宙でその身をうねらせると、こちらへ向かって急降下を始めたのだ。

「──煉也、どうする？」

　レムが対応を確認してきた。それは煉也の能力が、車内だと全力を発揮しにくいものだと知っているから。だから煉也はハッと笑って、

「んなモン決まってんだろ……こうするんだよっ！」

　インストルメントパネルの右下に表示されているマークを押した。

　すると轟ごう音おんと共に、トランクリッドが跳ね上がるようにして開放。

　そして『中身』が、問答無用で上空へと向かって射出された。
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　両手を頭の下で組み、さらに足まで優雅に組んだ、どこまでもリラックスした体勢で。

　勢いよく大空へと発射された士狼は、

「酷いなあ煉也……友達は打ち上げ花火じゃないんだよ？」

　もはや間近に迫る火炎龍を眼の前にしながらやれやれと嘆息。

「炎の龍か……元素系の能力かな」

　右手に愛刀の『七鍵天狼牙』を具現化し、付加する大罪属性に『怠惰』を選択。

　そして構えの体勢から士狼が繰り出したのは、抜刀から斬撃へと繫げる剣けん閃せんだ。

　すると白線が引かれたかのように火炎龍の巨体が縦真っ二つに両断され、

「…──喰らい尽くせ」

　そう士狼が告げた瞬間、七鍵天狼牙の柄の根元部分にあるリングパーツが回転。

『怠惰』が『暴食』へと切り替わり、巨大な火炎龍が七鍵天狼牙の刀身へと一気に吸い込まれ、北斗七星のように刀身に穿うがたれた穴の一つに輝きが宿った。

　そして七鍵天狼牙を鞘さやに収めると、士狼は宙でくるりと身体を回転。

　ふわりと軽やかに地面へと降り立った……そこへ。

　火炎龍の能力者をルーフ上に乗せたまま、巨大なトラックが突っ込んだのは同時だった。
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　トラックのスピードは、時速一五〇㎞をゆうに超えていた。

　運転していたのは、先ほど路地裏で士狼に倒された黒服の一人。

　士狼に素っ首を摑まれ、地面に落ちた卵のパックへ顔面を叩き付けられたあの男である。

　任務失敗の責任の恐怖と、士狼への恨みは、黒服から理性を奪うには充分すぎるもので、

「死ねえええええええぇぇぇぇぇぇぇ────っ！」

　狂ったように叫びながら、黒服は士狼へとトラックを突っ込ませた。

　──直後、生じたのは凄まじい激突音だ。

　巨大な10ｔトラックの重量と、一五〇㎞超の速度とを掛け合わせる事で生まれる衝撃。

　それは人間を容易たやすく肉塊へと変える破壊力を有している。だが、

「な────…？」

　黒服が見たのは、車体の上に乗せていた仲間の異能使いが前へと吹っ飛ぶ姿だった。

　その光景を、黒服は展開された最新式エアバッグ越しに見ていた。

　それは今の衝撃音が、士狼を撥はね飛ばした音ではなかった事の証明だ。

　士狼へと突っ込んだ筈のトラックは、彼を撥ねる直前で止まっていた。

　だが──エンジンは激しくうねりを上げ続けている。

　当然だ。黒服の足は、今もアクセルをいっぱいに踏み込んでいる。

　そんな超重量の突撃を受け止めているものが、トラックの前面にあった。

　頑強なフロントバンパーを突き破るようにして、あるものがめり込んでいる。

　両手をポケットに突っ込んだ金髪の少年が繰り出している、右の前蹴りだ。その衝撃が数瞬遅れでトラックの前面から後方へ抜けると、車体を丸ごと歪いびつな形状へと陥没させた。

　ありえない真似をやってのけたのは、大型バイクを放り投げていた金髪の少年。いつの間に対象車両から降りたのか……タクシーの姿が見えない事から察するに、高速走行の状況にも構う事なくドアを開放して飛び降りたとしか考えられない。

「っ、馬鹿な……」

　そう黒服が呆然と呟いた時──車体全体が陥没してしまうような衝撃を受けた状態で、なおアクセルを踏み続けていた代償が起こった。

　メイン回路がショートし、エンジンが動く事を止めたのだ。

　──そんなこちらに、金髪の少年は次の動きを見せた。

　フロントバンパーに突き刺すようにして叩き込んでいた右足を抜き去り、

『──────────』

　そして──少年の口が何か言葉を発したように動いた次の瞬間。

　轟音と共に、黒服の視界が宙へと急上昇した。

　金髪の少年に、下からカチ上げるようにしてトラックごと蹴り上げられたのだ。







　細かい部品を撒き散らしながら、宙へと舞い上がった巨大な10ｔトラックを見上げて、

「どうするよ、このまま俺の方でブッ飛ばしちまって良いのか？」

　煉也は隣の士狼へと問いかけた。

　…──相手は、唯の事を狙っていた連中だ。

　どうすべきかの判断は煉也ではなく、唯を保護した士狼が行なうべきだろう。すると、

「必要ないよ。もうやったから」

　そう士狼が言った次の瞬間、トラックの車体に無数の線が走った。

　そして──巨大な鉄の塊が細切れになる。ただし座席シートや、エアバッグが開いたハンドル周りはそのままのため、地面に落下しても運転していた男が死ぬ事はないだろう。
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　一昔前なら落下時の衝撃でガソリンタンクに引火する恐れがあったが、異能特区内の車両の駆動は電力モーターが主流であり、引火爆発の心配もない。

「…………いつ抜いたんだよ？」

「ん？　煉也が蹴り上げた瞬間」

　事も無げにそう言うと、鞘に収めた七鍵天狼牙の具現化を解いた士狼が悠然と歩き出す。

　だから煉也はチッと舌打ちをすると、そんな士狼の後に続いた。

　すると程なく二人の背後──十数ｍほど後方で、金属が打ち鳴らされるような音が大量に生まれ始めた。トラックの残骸が雨のように地面へと降り注いでいるのだろう。

　だが、煉也は士狼と共に振り返る事なく歩き続けると、やがて車道脇に転がっている男の横を通り過ぎながら、

「…──ちなみに、今のが火炎龍使いな」

「みたいだね。まああれだけ無茶をやれるんだ。向こうにも色々パイプがあるんでしょ」

「鴻崎にそれだけの価値があるって訳か……」

　唯の事はレムに任せてある。今頃はもう、先に彼女を送り届けてくれている事だろう。

　自分達の──《餓狼旅団》のアジトへと。

　そして煉也が士狼の隣に並ぶと、士狼は「まあ」と切り替えるように、

「その辺の話は戻ってから本人に聞くさ。翠琴も無事に替えの卵を買えたみたいだし」

　トランクの中にいた時に、メッセージを貰っていたのか笑いながら言った。

　それは《餓狼旅団》の最高幹部筆頭ではなく、確かな少年の笑顔で。

「…──予定通り、今夜はとびっきりのすき焼きといこうよ」





第２章　狼たちの住み処
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　…──まるで、映画の世界に足を踏み入れたかのような空間だった。

　打ちっ放しのコンクリートをベースに、壁は重厚な赤あか煉れん瓦がで彩られ。

　剝き出しの空調設備や、配管の金属チューブが伝う天井を支える柱は、ダーク調の鉄骨。

　壁の時計や照明、テーブルを始めとする家具は、どれもアンティークで統一されており、ともすれば無骨になってしまいそうな空間に温もりを与えていた。

　かつて──この街に暮らす誰もが愛したジャズ専門のライブハウス。

　それが、裏吉祥寺最強の一角を担う《餓が狼ろう旅団》が誇るアジトだ。

　そのキッチンでは現在、二人の少女がこの日の夕食の準備を行なっている。

　因幡いなば翠み琴ことと双子の妹の因幡凜りん──《餓狼旅団》が誇るヴァンパイア姉妹だ。

　彼女達は業務用の大きなキッチンで、手を動かすのを止める事なく、

「ふんふふーん、ふんふんふふふん♪」「らんらった、らったった♪」

　メロディーラインの鼻歌に、声に出したリズムの合いの手を重ねるという、双子だからこそ可能な息の合ったアンサンブルを奏でている。
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　そんな二人の可愛らしい歌を、小鳥遊たかなし士し狼ろうは中二階のＬ字型のソファで聞いていた。

　アジトのフロア全体を俯ふ瞰かんできるそこは、団員達のリラクゼーションスペースだ。

　木製のテーブルを囲んで革張りのソファが置かれ、壁には大型の超薄型モニター。その画面には、細切れになったトラックの現場を伝える夕方のニュース番組が映っている。

　そして──ソファには士狼以外に、唯ゆいと煉れん也やの姿もあった。

　…──今から三十分ほど前。

　煉也と共にアジトへ戻った士狼は、レムによって先に送り届けられていた唯と合流した。

　翠琴によって、初対面の唯と凜は簡単な挨拶や自己紹介を済ませた事。そしてレムは旅団の事情に深入りはしないようにと気を遣い、帰っていった事など諸々の状況を確認。

　それから、とうとう本題へ──唯が街で黒服の男達に追われていた事情を聞き始めた。

　そこで唯の口から語られたのは、彼女の生い立ちに関するもので、

「あの神かぐ羅ら坂ざか幻げん志しが、委員長のお祖父さん……成る程ね」

　そう呟つぶやいた士狼の言葉に反応して、モニターに映っていたニュース映像が縮小され、代わりに一人の男性が大きく表示された。

　それは、日本有数の巨大企業グループの総帥の写真だ。すると煉也が、

「神羅坂グループの名前くらい俺も知ってるけどよ、トップの事までよく知ってんなお前」

「新聞や経済誌なんかで、よく見かける名前だからね」

「はン……そりゃ俺には縁がねえ訳だ」

　頭の後ろで両手を組みながら吐き捨てた煉也に、小さく苦笑を作った唯が、

「二人は、神羅坂の事はどれくらい知ってるかな……？」

「まあ、おおよその事は。米国の政治的影響力を持つ名門一族との繫つながりから、戦後の解体を実質的に免れた神羅坂財閥の創業家。買収や合併も積極的に行ない、現在グループは金融や保険から、不動産、果ては医療まで様々な分野において大きなシェアを獲得してる」

　そして、と士狼。

「中でも神羅坂総合セキュリティ──通称『ＫＳＳ』は有名だ。海外の諜ちよう報ほう機関やフリーの傭よう兵へいなんかからも人材を集めていて、今じゃ世界有数の民間軍事会社になってる」

「先刻の黒服共は、その『ＫＳＳ』の連中か……道理で持ってた武器が派手だった訳だ」

　煉也の言葉に、唯は「うん」と頷うなずいて、

「『ＫＳＳ』の社長の神羅坂玲あき人とさん……私の従兄いとこに当たるんだけど、あの人の指示で逃げた私を捕まえようとしていたんだと思う」

「それって……委員長が期末試験以降、ずっと学校を休んでいた事とも関係ある？」

　士狼が眼を細めて問うと、唯は瞳を伏せたものにして、

「…………私の鴻こう崎さきという名字は、お母さんの旧姓なの。現在の神羅坂グループの医療関係企業は、元は鴻崎の家が興したものでね。互いの創業家の思惑が合致した事で、神羅坂家の次男である父にお母さんが嫁いで、鴻崎は神羅坂に吸収合併されたの」

　大きな企業間ではままある話だ。

　会社同士が見合いをし、創業家同士が血縁関係を結ぶ事で、血を濃く強いものにする。

「だけど……次世代医療の治験中に、主要スタッフが海外のライバル企業に引き抜かれたせいで、プロジェクトが立ち行かなくなってしまって。その事が原因で、伯父に後継者争いで敗れた父は、お母さんと鴻崎の家を酷く責めて」

　静かに、淡々と過去を語る口調で唯は言った。

「最終的には私達を神羅坂の家から追い出したの……それが十年前の話」

　そして。

「神羅坂に切り捨てられたら倒産は免れないからって、鴻崎の家はお母さんと私が戻る事を許してくれなかった。だから、私達は二人だけで暮らしてきたの」

　今から十年前……当時の唯はまだ五、六歳である。

「けど、そんなお母さんも二年前に病気で亡くなって……それでも私はどうにか一人でやっていたんだけど、去年の年末にいきなり神羅坂の家に戻されて」

「その感じだと、かなり強引に連れ戻されたみたいだね。それはお父さんの指示？」

「ううん、神羅坂の家にもう父はいなかった。神羅坂を継げなかったショックで……私とお母さんを追い出した後、しばらくして失踪したきり、今も行方不明なんだって」

　では誰なのか。その答えを唯が言った。

「私を家に戻すように決めたのは……祖父だったの」

「何で今さら。将来的にお前を、自分とこのグループの跡取りにでもしようってのか？」

「ううん……祖父が眼を付けたのは私じゃなくて、私の異能力の方」

「委員長の？」

　尋ねた士狼に、唯が「うん」と頷いて、

「話すよりも実際に見せた方が解りやすいと思う。小鳥遊くん、ちょっと腕まくりして貰もらえるかな。左手を、肘が出る位まで」

「構わないけど……こんな感じ？」

　士狼は頼まれた通りにした。すると肘の辺りが少しだけ赤く擦り剝けている。

　それは路地裏で唯に押し倒され、地面に転がった際にできたものだ。

　すると「ありがとう」と言った唯は、

「──────────」

　無言で士狼の左肘にそっと右の手のひらをかざした。

　すると唯の右手が白く輝き始め、ふわりと光の粒子が舞い始める。と同時、士狼は左肘の辺りに心地良い温かさを感じて──そう思った時にはもう、擦り傷は跡形もなく消えて、士狼の左肘は綺麗な状態になっていた。横でその様子を見ていた煉也が、

「治癒能力か……！」

　異能特区内はおろか、高位能力者がひしめく裏吉祥寺でもレアな力に驚く。

「……いや、違うよ煉也」

　しかし士狼は否定の言葉を放った。実際に唯の能力を体験したからこそ解る。

「委員長がやったのは『治癒』じゃない──『回復』だ」

「回復って……同じじゃねえのか？」

「似た意味で使われる事が多いから、混同されがちだけどね……でも、現象としては違うものだよ。そもそも人の身体には、自己治癒機能が備わっている。治癒系能力は、それを促進・活性化するんだ。患部の細胞の再生スピードを早送りする感じだね」

　異能特区にいる最強の医療系能力使いで、『将軍』と呼ばれている闇医者は、「生きてさえいれば治療可能」「死後五分までなら蘇そ生せい可能」という驚異の次元に達しているが、

　……あの人は例外だしね。

　大抵は重傷レベルまでは治せても、重体レベルには対応できない者ばかりだ。

「対する回復は、治癒とはアプローチが逆なんだ。肉体を元の状態に復元するんだよ。時計の針を巻き戻すみたいにね。力の強さ次第では、怪我や病気を治せるだけじゃない……肉体の老化を止めたり、果ては若返らせる事だって可能になる」

　士狼は回復能力が持つ可能性について言及する。

「その稀き少しよう性は治癒系能力者の比じゃない。俺らも、回復能力の所持者なんて噂うわさレベルでも聞いた事ないでしょ。それこそ本当に、千年に一人の奇跡クラスの能力だよ」

「確かに……つーか、とことん権力主義者が欲しがりそうな能力だな。神羅坂幻志は、鴻崎に自分の老化を止めさせるか、それこそ若返らせるために家へ呼び戻したってところか」

　煉也が尋ねると、唯は浮かない表情で言った。

「うん……今ではそうするようにも言われてる」

「……その言い方だと、最初は違ったのかよ？」

「だと思うよ。俺らでさえ存在する事を把握していなかった回復能力者の存在を、神羅坂幻志に先に摑つかまれていたりしたら困るしね。確かに委員長とは親戚だし、神羅坂グループも近年になって異能力の研究開発分野に進出を始めてはいるけどさ」

「んだそりゃ……こっちの世界にまで手ェ伸ばしてたのかよ？　じゃあ、先刻の火か炎えん龍りゆう使いは、裏吉祥寺にパイプを持ってたんじゃなくて」

「神羅坂が自前で抱えていた能力者だろうね。後発ながら、既に業界におけるシェアは三番手。来年には二番手に躍り出るんじゃないかって言われてる」

　というか、と士狼。

「そもそも──委員長自身、自分の力は治癒能力だと思っていたんじゃないかな？」







　士狼から発せられた問い掛けに、

「うん……私が呼び戻されたのは、祖父の病を治すためだったの」

　鴻崎唯は肯定の言葉を返した。

　…──唯が異能力に目覚めたのは二年前。

　たった一人の家族だった母親が、病で亡くなった事がきっかけだ。

　それは──余りにも皮肉な覚醒だった。

　最もその力を使ってあげたかった存在は……既にこの世を去っていたのだから。

「……私は普段あんまり異能力を使っていなかったから、加減がよく解らなくて。結果的に祖父の病気は治ったんだけど、予後の検査で患部の細胞年齢が異常に若返っている事が判明して──そこで私の力は回復能力だった事が判ったの」

「成る程、だから学校へ来られなくなったんだね。先刻の口ぶりだと、まだお祖父さんを若返らせる事はできていないみたいだけど……恐らくそれ以外の事にも、委員長の力を色々な事に利用しようとしたんじゃないかな」

　たとえば。

「回復能力を最大限に利用すれば、世界中の権力者に恩を売る事もできる。効果は異能特区内に限定されるかもしれないけど、それでも構わないという人は多いだろうし」

　それに、と士狼。

「異能特区内に限定されるのも、考えようによっては悪くない。何せ、世界中の権力をこの一帯に集める事ができるんだからね。恩を売った相手なら、色々と従えやすいだろうし」

「確かに、旨味としては充分すぎるわな……」

「それだけじゃないよ……『総合異能学府』を始めとする異能力の研究・開発組織が最優先で目指しているのが、覚醒種が異能特区の外でも能力を使えるようになる事だ。その方法が確立したら、この世界の概念が一変する」

　だから、と士狼は言った。

「もしＫＳＳが委員長の能力を解明して利用できるようになれば、負傷しても傷が治る死なない兵士を作って、世界中の戦場や紛争地帯に送り込む事だって可能になる」

「………………………」

　士狼の言葉に、唯は沈黙を返した。それは彼の推測が正せい鵠こくを射るものだったから。

　…──祖父の幻志や、従兄の玲人は、唯の回復能力を様々な事に利用しようとしている。

　かつて──神羅坂の家は唯や母を捨て、鴻崎の家も自分達が戻る事を許さなかったが、

　……それでも。

　医療の進歩や、怪我や病に苦しむ人達の助けとなれるなら、唯は協力するつもりだった。

　どれだけ凄い力を持っていようとも、人ひとりにできる事は限られている。

　神羅坂という世界的な企業グループを介する事で、より多くの人を救えるのなら。

　自分のように、大切な家族と望まぬ別れを強いられる人の運命を変えられるなら。

　可能性にすぎなくても構わない。できる限りの事をしよう──そう思っていた。

　だが──神羅坂が唯の力を求めたのは、自分達の利益のためだった。

　そうした祖父や従兄の目論見を知り、己の能力がそれこそ世界を滅茶苦茶にしてしまう危険性を孕はらんでいると理解した時には、唯は神羅坂の家という檻おりに捕らわれていた。

　だけど──自分の能力が悪用されるような事態だけは、受け入れられなかった。

　それは何よりも大切な、唯一の家族である母を悲しませる事になるからだ。

「でも、よく逃げられたよな。結構な監視が常に張り付いてただろうによ」

「ずっと大人しくしていたから……言われた事にも従っていたし」

　そうやって機会を窺うかがっていたのだ。監視の気が緩み、逃げられる隙ができる瞬間を。

「そして今日、ついに私は逃げ出して──あの路地裏で、小鳥遊くんと会ったの」

　唯が黒服の男達に追われていた理由について、その背景も含めて一通り話し終えると、その場にしばしの沈黙が下りた。そして、

「……ありがとう。お陰で委員長の事情が色々と解ったよ」

　やがて、隣の士狼が静かな声を発した。

「どこか行く当てや、頼れるような相手は……？」

「…………………………」

　唯が無言を返すと、士狼は「そっか」と呟いて、

「困ったね……今はまだ神羅坂から狙われるだけで済んでるけど、回復能力者である事が公に知られたら、委員長を狙う連中はもっと増えるだろうし」

「警察に保護を求めたところで、総合異能学府に回されるのがオチだな」

「両方とも国家機関だからね。とはいえ、後ろ盾は国なんだ。利用される事には変わりはないだろうけど、委員長がそれで安心できるっていうなら、それも一つの選択肢だよ」

　下手な闇組織に捕まるよりはマシだろうしね、と士狼が言った時だった。

「…──そんなの、ウチで保護してあげれば良いじゃない」

　不意に横から可愛らしい少女の声がした。

　見れば、夕飯の準備をしている筈はずのメイド服の少女が、唯達のソファの脇に立っている。

　因幡凜──翠琴の双子の妹だ。

　ツインテールにメイド服と、要素だけで見れば翠琴と同じではあるが、かといって双子コーデのようにそっくり同じではない。翠琴は額を見せているのに対し、凜は前髪を下ろしているし、メイド服も翠琴のように露出の多いアイドル風ではなく、白レースのケープが一体化したゴシック系だ。だが二重構造のスカートは外側の布がシースルーになっており、ガーターベルトが透けて見えるなど、可か憐れんでありながらセクシーさも備わっている。

　…──士狼達よりも一足先にアジトを訪れた唯は、翠琴から既に彼女を紹介されていた。

　二人が双子というのは、言われてみれば納得できるのだが、

　……タイプが少し違うかな。

　確かに顔は似ているが、見分けられないという事はない。

　翠琴が可愛らしさを極めたタイプなら、凜は神聖さを感じさせる綺き麗れいなタイプの印象だ。

　唯一、勝ち気な性格が現れた大きな力強い瞳に、年相応の可愛らしさを見る事ができる。

　そんな凜に対し、煉也がソファに深く腰掛けていた身を起こして、

「お、もしかしてできたのか飯？」

「まだよ。お肉の準備をするから呼びにきたの。どうせ煉也は、自分の好きなサイズに切りたいんでしょ？」

　少しゴツメのシルバーブレスレットを嵌はめた両手を腰の横にやった凜は、可愛らしい仁王立ちをしながら言った。煉也の性格をよく把握している口ぶりで言った凜は、

「それより……二人がＫＳＳとかいう連中をしばいちゃったせいで、彼女の立場は余計マズイ事になってるんじゃないの？　色欲の刻印の問題だってあるんだし、責任取って何とかしてあげるのが筋だと思うけど」

「それは、その通りなんだけどね……」

　士狼が困ったように笑う。そして、

「…──委員長はどうしたい？」

「どうって……」

「刻印の事なら心配ないよ。今すぐは無理だけど、消す方法がない訳じゃないから」

　でも、と士狼。

「回復能力の問題については、時間で解決できるものじゃない。だから、自分の力を望まない形で利用されるのが嫌なら、委員長は選択する必要がある。戦うのか逃げるのか──それを自分一人で行なうのか、誰かの力を借りるのかをね」

　もちろん。

「ここまで事情を話してくれたのは信用してくれての事だと思うし、乗り掛かった船でもあるからね。もし俺達を頼ってくれるなら、出来る限りの事はするよ」

「小鳥遊くん……でも……」

「遠慮はいらないよ。巻き込んだのはお互い様だしね。ただ、街で助けられたり、学校やクラスが同じ顔見知りだったりして、少し安心しているのかもしれないけど──…」

　そこまで言うと、士狼は僅かに声のトーンを低くする。

「《餓狼旅団》は、この裏吉祥寺で異能力を使って、自分達のやりたいように生きてる、言わばならず者の集団だ。委員長のお祖父さんや従兄が、委員長を利用して何を企んでいるのかもすぐに想像が付いちゃうような、ね」

「脅してどうすんだよ、オメーはよ……」

　呆あきれたように言う煉也に、

「事実を言ってるだけだよ。別に悪党を気取るつもりはないけど、かといって正義の味方かって言ったら絶対に違うでしょ？」

「まあな。つーか、この街にはいねえだろ……正義の味方なんてよ」

　そんな彼らのやり取りを見ながら、鴻崎唯はふと表情を穏やかなものにした。

　…──自分がどうすれば良いかは、正直まだ解らない。

　士狼の言うように、《餓狼旅団》が本当に悪い組織なのかどうかも。

　でも……それでも一つだけ間違いないと思える事があった。

　確信する。眼の前のいる彼らは──きっと信じても大丈夫だと。

　そんなこちらの様子に気付いた士狼が、

「少し気持ちに余裕ができてきたみたいだね……良かったよ」

　笑いながら、優しい口調で言った。

「まあ、すぐに結論を出す必要はないさ。色欲の刻印を消せるのは、最速でも一週間後だし。それまで、ゆっくりと身の振り方を考えるといいよ」

　一息。

「それまでの時間は──俺達が守るからさ」





２






　それから三十分後。

　旅団アジトの木製ダイニングテーブルの上に、圧巻の存在感を放っているものがあった。

　直径一ｍをゆうに超える、超巨大サイズのグリル鍋だ。

　食卓を囲んでいるのは士狼、煉也、翠琴、凜──そして客人である唯の五名。

　旅団のメンバーが鍋を囲む際に使用する巨大鍋に注がれているのは、昆布出汁、酒、みりん、醬しよう油ゆ、砂糖を黄金比で混ぜ合わせて作った割り下だ。

　使用した調味料はどれも一級品。さらに砂糖は和三盆とザラメをブレンドする事で、すっきりとしながらも、まろやかなコクを兼ね備えた本格仕様に仕上げられている。

　──そんな極上の割り下で煮られているのは、この日のために集められた食材の精鋭達。

　鮮やかな緑が美しい九条ネギと春菊は、どちらも異能特区の最新有機農法によるもの。

　ベテラン職人が手作りした木綿豆腐は、フライパンで程よく焦げ目を付け、エノキも味が染みやすく、さらに旨味も増すようにと軽く冷凍する一手間を。

　そして──主役は、何と言っても牛肉だ。

　Ａ５ランク信仰が根深くある和牛の美味さが見直されつつある流れを無視して、異能特区では異能力と絡めた畜産技術の向上によって、牛肉の等級はＳ６まで拡大している。

　しかし今回、《餓狼旅団》は赤身の旨味と脂のサシの上質さ、そして両者の割合の黄金比を追求した、これまでにない高評価基準に該当する『ＳＳ３』という、育成実例が少なく公には認められていないランクの牛肉を、独自のツテを利用して購入していた。

　光沢のある薔ば薇ら色の赤身に、粉雪の如く美しい純白のサシを持ったその肉に、特別な概念熟成を掛けて究極の逸品に仕上げたものを、巨大な塊のままブロックで入手し、スライサーを使って、自分達の好みの大きさと厚さに切ってある。

　…──ここで注意すべきは、鍋の火加減だ。

　強火でさっとだと割り下の味が染みず、かといって弱火で長く煮てしまえば、肉の旨味と食感を損ねてしまう。今回のように厚めに肉を切った場合は、強めの中火が正解だ。

　そうして出来上がったすき焼きの、迫力とオーラはとんでもない事になっていて、

「た、食べて良いんですかね、コレ……？」

「ば、馬鹿お前……食って良いに決まってんだろ？」

　いつもなら、我先とばかりに肉の取り合いを始める翠琴と煉也が尻込みしていた。

　こういう時に可愛げのある二人を、士狼は微笑ましく思いながら、

「ほら何してんの、煮えすぎると肉が硬くなっちゃうよ……っと」

　自ら先陣を切って、鍋の中へと箸を伸ばした。

　そして摘まんで持ち上げた肉は、ずっしりとした重さとサイズを備えていて、

「また凄いサイズに切ったね煉也……」

　士狼はそのまま己の口へと肉を運ぶ事はしない。左手で持った陶器の器の中を満たしている、濃厚な黄橙色のプールへと泳がせる。翠琴が買い直してきた、三年待ちと言われる幻の鶏卵だ。そして艶々にコーティングされた牛ロースは、もはや黄金色に輝いていて、

『…………………………』

　他の四人にジッと見詰められる中、士狼は折り畳んだ牛肉を口元へと運んだ。

　そして齧かぶり付くなり、

　……うわ。

　まず最初に驚いたのは、とろけそうなほど柔らかな食感。

　歯は添えるだけでいい。嚙かみ締めるのではなく、舌でそっと抱き締めればもう充分だ。

　後は口の中の温度だけで、肉はスッと溶けてゆく。すると究極の赤身と脂が織りなす至上の旨味が、上品な割り下の甘みに包まれながら口の中いっぱいに広がっていって。

　牛の肉を美味に食する──その究極形の一つを今、士狼は確かに味わっていた。

　ＳＳ３ランクの肉から溢あふれ出る旨みは格別で、口の中全てが濃厚な幸せに包まれる。

　究極の肉汁を飲み干すようにして吞のみ込めば、幸せが喉の奥へと滑り落ちて。

　口の中に残った芳ほう醇じゆんな香りの余韻が口から鼻の奥へと抜けて、士狼の舌をとろけさせる。

　思わず溜ため息を吐いた士狼が、いつの間にか瞑つむっていた眼をゆっくりと開けると、

『…………………………』

　他の四人はまだこちらを見ていて、茶ちや碗わんによそわれた白米をパクリと食べた士狼が、

「……あれ？　食べないの？　凄く美味いよ？」

　そう言って再び鍋へと箸を伸ばした瞬間、

『────────っ』

　煉也と翠琴が慌てて食べ始めて──そして食卓が一気に賑にぎやかになった。

　あまりの美味さに感動の声が上がり、大量にあった第一陣の肉と野菜があっという間になくなって。そのまま第二陣として投入したものも、五人で瞬く間に平らげていった。

　そこまで来ると、流石に少し興奮を落ち着かせる事ができて、第三陣を入れる前に、

「少し煮詰まってきたかな……ちょっと待って」

　凜が追加の割り下を入れて味を調え始めた所で、ひとまず小休止となった。

「煉也、凜、まだお肉を食べるなら、自分の分のお替わりは自分で切りなさいよ」

「おう、解ってんよ」「はいはい～」

　煉也と翠琴はそう言うと、嬉き々きとしてキッチンの方へと向かう。

　あの様子では、まだまだ食べるつもりだろう。そんな二人の背中を見送った士狼は、

「委員長、ちゃんと食べてる？」

　隣の席に座る唯に声を掛けると、

「うん、いただいてるよ。こんなに凄いすき焼きは初めてだから、ビックリしちゃった。ご飯の時はいつもこんな感じなの？」

「内容に関してなら今日みたいなのは特別だよ。雰囲気はまあ、毎回こんな感じかな」

　士狼は苦笑しながら、

「騒がしいでしょ」

「ううん、賑やかで羨ましい……私は普段、家では一人で食べていたから」

　唯が家族と食事をする事は、もうずっとなかったのだろう。

　母親が二年前に死んでから──そして神羅坂の家へ戻ってからも。

「でも小鳥遊くん。特別なら、団長さんを待たずに始めちゃって良かったの？」

「うん。委員長の事で連絡を入れた時に、戻りの時間が読めないから先に食べてろって言われてたしね」

「そうなんだ……ここにいるのって、全員旅団の最高幹部の人なんだよね。他の団員の人はどうしてるの？」

「ああ、ウチの団員はここにいる俺達に、団長を加えた五人で全部だよ」

　士狼はさらりと告げる。

「対外的な都合でね。ウチは少数精鋭だけど、裏吉祥寺ではそれなりの集まりって事もあって、全員が付き合いのある組織のトップと対等に喋しやべれる関係性ができてるんだ」

　だけど。

「それなのに、こっちが肩書きのないただの団員だと、向こうが立場的に困るんだよ。だから団長をトップに、全員を最高幹部って事にしてるんだ」

「そうだったんだ……」

　納得の呟きを漏らした唯が、ふと思い出したように「そういえば」と言葉を繫いで、

「確か翠琴ちゃんが『暴食』の刻印の持ち主なんだよね……なら凜ちゃんや御み堂どうくんも？」

　という問いに、お替わりの野菜を鍋に入れていた凜が、

「ええ。あたしは『嫉妬』、煉也は『憤怒』の刻印を持っていて、それぞれ大罪異能も使えるわよ。ただし同じ大罪異能でも、あたし達と士狼の能力は違うものだけど」

「まあ、異能力は人それぞれだからね。そして団長も刻印を持つ大罪異能の使い手だよ」

　士狼が告げると、隣の唯は何かを考え込むかのように黙り込み、

「？　どうかした？」

「うん……大した事じゃないんだけど」

　ふと、こちらと視線を合わせて言った。

「《餓狼旅団》って……それだと何だか団長さんよりも、七つの大罪異能を持ってる小鳥遊くんを中心に、メンバーが構成されているみたい」

「ああ……確かに、そう思うのが自然だよね」

　唯の口にした疑問に、笑いながら士狼。

「でも──そうじゃない事は、団長に会えば解ると思うよ。きっとね」

　そう言った時だった。不意に、




「…──それはどういう意味だ、士狼？」




　入り口の方から、からかいの笑みを含んだ女性の声がしたのは。
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　その女性は美しく、そして鮮烈なオーラを纏まとっていた。

　濡ぬれたように艶めく瞳は、まるでこの世の全てを見透かすかのように透き通り、腰の辺りまである長い髪は無造作に流しているように見えて、その質感は光沢があり滑らか。

　──そんな彼女の容姿を、表すのに相応しい言葉は「圧巻」だ。

　鴻崎唯は、女性が突然現れた事よりも、彼女の美しさに息を吞んでしまう。

　……凄い……綺麗な人……。

　美を司る神々が、その魂と技術の全てを注ぎこみ、気の遠くなるような長い年月を掛けて作り上げた最高の芸術品──そう言われても、誰も疑わない。

　さらに女性は、そのプロポーションまで別格だった。

　まず目が行くのは迫力の胸。

　唯もかなり大きい方だが、女性の胸はそんな唯よりも一回り……いや二回りは大きい。

　そして彼女の尻は、海外のグラビアモデルのような艶っぽい曲線を描いている。

　──恐らく、そんな凄まじい肢体に合う服がないのだろう。

　ウエストに合わせてチョイスされたインナーは、まるでレオタードのような形状で、しかし前ファスナーが胸の下までしか上げられない状態で止まっているため、胸の谷間はおろか下の輪郭までもが露出してしまっている。

　その上に赤いレザーのショートジャケットを羽織り、下は超ミニのタイトスカート。

　色っぽい脚は扇情的なデザインのレースをあしらった黒のストッキングで覆われ、極めつきとばかりに床を踏みしめるのは真紅のハイヒールときている。

　今の唯には得る事の敵かなわない、息を吞むほど艶めかしい女性の色香がそこにはあった。

　驚きを禁じ得ずに見ていると、女性はゆっくりと唯達の方へとやって来て、

「この娘か……お前が街で助けた際に、色欲の刻印が反応してしまったというのは」

「うん。学校では同じクラスで、委員長をしている娘でね」

「あ、あの……鴻崎唯です。よろしくお願いします」

　慌てて唯が立ち上がって頭を下げると、

「皇おう神がみ美み伽かだ。《餓狼旅団》の団長を務めている」

　そう言ってこちらへ微笑んだ。その笑みは極上の美しさと色気を備えていた。

　路地裏での士狼の表情や雰囲気、戦闘能力を目の当たりにした時には、唯はその凄まじさに息を吞んだ。それは煉也や翠琴、凜らを前にした時にも感じられた驚きだ。

　──だが眼の前にいる皇神美伽という女性の存在感は、そんな士狼達をも上回っている。

　士狼達は圧倒的だ。だが美伽は、絶対的という表現ですらまだ生温い。

　存在感が違いすぎる。疑う余地など微み塵じんもない。

　士狼ではなく──この美伽こそが《餓狼旅団》の長なのだと。すると、

「君には謝らないといけないな……」

　こちらを見ながら美伽が言った。

「士狼が持っている大罪異能は、私が魔法で因子化し、他者へ刻印として共有させられるようにしたものなんだ。あの七つの力は、士狼一人で抱えるには大きすぎるものでね……そのままだと色々と問題が生じてしまう可能性が高かったんだ」

「魔法……ですか？」

　唯は思わず聞き返した。異能特区ではあまり馴な染じみのない言葉だったからだ。

　そんなこちらの戸惑いを理解したのか、隣で座っている士狼が「ああ」と笑いながら、

「団長は純血の魔法使いなんだよ。覚醒種だと目覚める異能は基本的に一つで、その力を高めたり汎用性を広げる事によって能力を強化する。ウチだと煉也がこのタイプだね」

「ああ。まあ俺は『憤怒』の刻印も持ってるから、普通の覚醒種じゃないけどよ。これが純血種だと、さらにそれぞれの特性に応じた力を使用できる。俺みたいな覚醒種との大きな違いは、能力の系統が一つとは限らない事だ」

　新しい肉を鍋に入れて食事を再開していた煉也が、凜と翠琴を顎で指し示しながら、

「こいつらみたいなヴァンパイアの能力が、吸血だけじゃなく人の意識に干渉できる魔眼を持っていたり、自分の血を自在に操れるみたいに……っておいコラ、それは俺が食うつもりでこっちに寄せといた肉だろうが！」

「ふふふのふ。所有権を主張したいなら、自分の器に取ってからにして下さい」

　特大の肉をゲットした翠琴はしれっとそう言い放ち、

「団長も純血種ですよね？　異能特区の特性で目覚めた訳じゃないですし」

「けど……あたしや翠琴と違って、団長はもうほとんど万能じゃん」

　と凜。美伽のための器や茶碗を用意しながら、こちらへ「あのね」と前置きをして、

「魔法使いの大半は、学者と同じで一つの系統を極めようとするの。魔法には様々な系統がある上に、特性が相反するものもあれば、才能や資質によっても向き不向きがあるから」

　けれど。

「団長は、特定の系統の『魔法』じゃなく、『魔法使い』を極める事にしたんですって。それで大抵の事をやれちゃうのよ」

「それは言い過ぎだな。まあ、人よりも出来る事が多いのは確かだが」

　苦笑した美伽が、そこで唯の方へと視線を移してきて、

「君は回復能力者という話だったな。私も幾いく何ばくかの治癒魔法は使えるが、回復魔法は流石に難しい。回復という事象の原理については理解しているけどね。しかし、それだけじゃなく色欲の大罪異能まで担えるとは……大したものだよ」

「そんな……」

　唯が思わず恐縮していると、士狼が事情を伝えるように、

「そういう訳で、しばらく委員長をウチで保護しようと思うんだ。良いかな団長？」

「ああ、構わない。客人としてウチで預かれば、少なくとも裏吉祥寺にいる連中がおかしな手出しをしてくる事はないだろう」

　大体、と美伽。

「しばらくは、士狼のマンションで寝泊まりする事になるんだからな」
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「えっと……ちょっと待ってよ団長、何だってそうなるわけ？」

　小鳥遊士狼は、思わずキョトンと問い返した。

　…──士狼としては、別に唯と同居する事について問題はない。

　裏吉祥寺の歩く下半身としては、むしろ大歓迎なくらいだ。

　だが、唯の方がそれでは何かと困るだろう。ところが、

「何を驚いているんだ。彼女を一人にして、みすみす危険に晒さらすつもりか？」

「いや、そんなつもりはないけどさ。委員長は女の子だし、ここは翠琴と凜の部屋とかに泊めてあげるのが良いんじゃないかなーと」

「それでは、何かで色欲の刻印が反応してしまった時に、対応ができないだろう。彼女はまだ未覚醒なんだ。お前が傍にいて、いざという時には鎮めてやらないでどうする」

　いや、それはその通りなのだが。

「でも団長が刻印化したものでしょ。確か、魔法で反応を抑える方法もあったよね？」

「あるにはあるが、それは避けるべきだ。無理に抑え込めばそれだけ大きな反動を生む。そもそも他者と共有・分散化できるようにしただけでも、かなり無茶な真似をしているんだ。もし何かの拍子に噴出でもしたら、彼女の肉体と精神に深刻なダメージを与えるぞ」

「えっ、と……そうなんですか？」

　その忠告には流石に驚いたのか、恐る恐る尋ねた唯に、

「あくまで下手に抑えようとしたらの話だ。本能は、欲求としての側面も持っている。だから下手に爆発してしまわないように、きちんと処理を行なう方が良い」

　とはいえ、と美伽。

「あくまでそれは起きている時の話ではある。深く眠っている間は、刻印が反応する事はない。要は食欲や性欲と同じだ」

　すると凜が、「それに」と付け足すように、

「色欲の刻印が一番強く活性化しちゃうのは、木曜日の大罪因果の時だけよ。他の曜日なら、大罪因果がきても、そこまでひどい状態にはならないわ」

「そうなんだ……」

　凜の説明に少し安あん堵どしたかのように言った唯に、「ええ」と翠琴が頷いて、

「それに、刻印が活性化してしまうのは悪い事だけじゃありませんよ。大罪異能に覚醒するためには、刻印が活性化した状態に慣れるのが第一条件なんです」

　とはいえ。

「覚醒できるまでは、唯さんが何かでエッチな気持ちになって色欲の刻印が反応してしまったら、セーフハウスの時みたいになっちゃいますけど」

「…………そうなんだ」

　声のトーンを低くした唯が肩を落とす。

　そうした唯の事情も懸案事項ではあるが、

「っていうか俺、例の『指切り事件』の件で、動いてる真っ最中なんだけど」

「『指切り事件』って……もしかしてあの連続不審死事件の？」

　尋ねてきた唯に、士狼は「うん」と頷いた。

　士狼が口にしたのは、このところ裏吉祥寺を騒がせている殺人事件だ。しかし、

「だがその件はもう、あらかた解決の目処が立っているという話だったじゃないか」

「いや、まあそうだけどね……」

「ならば、何も問題はないだろう。禁忌の大罪を刻んだ責任は取らなくてはな」

　悠然と笑いながら、美伽がこちらへと言った。

　そして《餓狼旅団》の団長は、正式に命令を下す。

「彼女はウチの新しい団員になるかもしれないのだし、どうなるか決まるまでは大切な客人だ。良い機会だから、顔見せとして明日から一緒に街を回ってくるといい」

　一息。

「この先──この裏吉祥寺で暮らしてゆく事になっても、構わないようにな」
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　…──そして《餓狼旅団》のアジトでの夕食が終わった後。

　色欲の刻印が反応してしまった時のリスクに備えるべきという美伽の忠告を士狼が受け入れて、唯はしばらく彼のマンションに滞在させて貰う事が決まった。

　訪れた士狼のマンションは室内面積が広く、また部屋数にもかなりの余裕があって。

　客室の一つを使わせて貰える事になった唯は現在、先にお風呂に入らせて貰っている。

　湯気が漂う広い浴室。温かなお湯がたっぷりと張られた浴槽に身体を浸からせた唯は、ん……と足と手を伸ばすと、身体の力を抜くように大きく深呼吸をして、

「大変だったよね……」

　そう呟くと、今日あった事を振り返った。神羅坂の研究所から逃げだし、追われていた所を士狼達に助けられ。銃を持った相手との戦闘から、異能特区内を駆け抜ける激しいカーチェイス。それだけでも怒ど濤とうの一日だったというのに、

　……私、小鳥遊くんとあんな事……。

　唯は頰を赤らめながら、腕を交差するようにして、自分の身体を浅く抱き締める。

　…──路地裏では、ファーストキスをしてお尻まで触られて。

　その後……セーフハウスでは、ほとんど性交と変わらない淫らな行為に及んでしまった。

　そう思った瞬間──脳裏にその時の事が一気に甦よみがえり、

「っ………………」

　途端に腰の奥辺りから湧き上がった甘い感覚に、浴槽の中でぶるりと身を震わせた。

　温かいお湯の中にも拘わらず、ゾクリとするような感覚と共に、腰の辺りに甘い快感がじわりと生まれる。それこそが、淫らな色欲の感覚だ。

　翠琴の言っていた話が真実である事を理解した唯は、たまらず身をよじらせながら、

「っ………あ……はぁ、駄目ぇ……こんな……っ」

　何とか刻印が反応しないよう、鎮める方法を思い出そうとする。すると、

『…──唯さん、……の経験は？』

　頭の中に浮かんだのは、セーフハウスで翠琴が発した問い掛け。

　自分でした経験がないのは事実だ。どうやれば良いのかも全く解らない。

　……だけど……。

　セーフハウスで士狼とした淫らな行為の数々は、はっきりと覚えている。

　見れば、大きくてお湯に浮かんでしまう唯の胸の先は──すっかり張り詰めていて、

「……………………っ」

　ゴクリと喉が鳴る。胸の鼓動が高鳴り、いやらしい自分の乳房から眼が離せない。

　そして気が付けば、唯の両手は胸のすぐ前にあって、

　……小鳥遊くんが、したみたいに……。

　このまま胸をいやらしく揉もんで……そう頭の中で色欲が囁ささやいている気がした。

「────────っ」

　しかし、唯はブンブンと頭を振って、色欲の誘惑を自分の中から追い出した。

　…──あれは、色々な事故が重なった結果として必要な行為だったのだ。

　ここで今、安易に己を淫らに慰めるような真似をすれば──士狼が唯を想ってしてくれた事が、ただのいやらしい性行為になってしまう。

　そうして必死に自分を落ち着かせると、程なく色欲の感覚は治まってくれた。

　同居初日に自慰デビューという最悪の事態を回避した唯は、ホッと嘆息を一つ。

　……でも……。

　これでもうハッキリとした。間違いない。

　色欲の刻印が活性化する木曜に、士狼とキスをしてしまった事はあくまで偶然だが。

　色欲の大罪異能の担い手として選ばれてしまった──その事は偶然ではなかったのだ。

「…………私に色欲の素質があるって事だよね」

　ただでさえ、回復能力という問題を抱えているのに、大罪異能なんてものの担い手としての素養まであったとは。しかも……よりによって色欲である。

　これまで交際経験などもなく、キスはおろか男子と手を繫いだ事さえなかったのに。

　そんな自分に、色欲の才能があるだなんて未だに信じられない。

　……とにかく。

　今は回復能力についての問題を、どうにかする事を第一に考えるべきだろう。

　士狼達が危惧するように、もし唯の能力についての情報が漏れるような事があれば、どんな組織が狙ってくるとも限らない。

　そうした現状を踏まえると、唯の力を利用されないための解決方法は限られている。

　だとしたら、大罪異能の担い手として選ばれた事は、何かの運命なのかもしれない。

　状況が……これからの生き方を、唯に選べと言っている。

「ちゃんと考えなくちゃ……」

　自分は一体どうするのか──《餓狼旅団》に入るか否かという選択肢も含めて。

　そして、同時に抱いた想いが声になって漏れた。

「小鳥遊くんに、何かしてあげられる事があれば良いんだけど……」

　士狼は単に唯を救ってくれただけではない。

　こちらに考える時間を与えて、どうするか決めるまで守ると言ってくれた。

　そして、今日からはこの彼の家に住まわせてまでくれる。

　ならば、せめて自分にできる事をして、少しでも恩を返していかなければ。

「…………うん」

　唯は頷きを一つすると、湯船から上がって洗い場にあるバスチェアへと腰を下ろした。
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　…──自分よりも先に入浴する事を唯に勧めた後。

　小鳥遊士狼の姿は、リビングのソファにあった。

　くつろぎながら眺めているのは、正面の壁に掛けられた百インチ超の薄型モニターだ。

　高精細なネオ量子ドットの画面に映し出されているのは、士狼の端末から飛ばしている映像。『指切り』事件について、一通り纏めてあるデータである。

「…………………………」

　小鳥遊士狼は無言で画面を眺めながら、改めて『指切り事件』を振り返った。

　…──一人目の被害者が発見されたのは、二週間ほど前。

　早朝の裏吉祥寺で、左手の小指が切断された裸の少女の変死体が発見された。

　恋人の少年が行方不明な事もあり、当初は痴情の縺もつれによる単純な事件かと思われた。

　だが警察が捜査を開始すると、被害者の少女の身体に付着していた体液が恋人のものではないと判明。また日を追う毎に同様の手口で二人目、三人目と立て続けに同様の被害者が発見された。また小指が切断されたのは、殺された後ではなく前。つまり犯人は、被害者たちに苦痛と恐怖を与えてから殺している。恐らく一種の快楽殺人だろう。

　そんな被害者たちには、幾つかの共通点があった。

　まず──いずれも十代の可愛らしい外見の少女である事。

　そして恋人が存在し、さらに彼らが全員失踪してしまっている事だ。

　警察は同一犯による連続殺人として捜査を行なったが、犯人の逮捕には至っていない。

　……まあ無理もないね。

　特区内の吉祥寺警察には特殊異能対策班という部署もあるのだが、署長を筆頭に上層部は積極的な運用には極めて及び腰であり、半ば形骸化してしまっている。

　相手を無力化しようとした際に、加減を誤って殺してしまえば社会的に非難され、かといって手加減すれば自分達が殺されてしまいかねない。

　割に合わないのだ──異能が溢れるこの街で、警察という組織は。

　──それに、今回の事件は、高度に政治的な問題も孕んでいる。

　そのため警察は二の足を踏まざるをえない状況に陥り、被害者は増え続けていった。

　そして三日前──とうとう七人目の被害者が出てしまった事で、士狼たち《餓狼旅団》を始めとする裏吉祥寺の有力組織は緊急の会合を行ない、この事件への介入を決定。

　情報収集については連携して行ないつつ、犯人の特定・発見後の始末をどうするかについては、その方法も含めて事件への介入を提言した《餓狼旅団》に一任された。

　──そうして士狼を筆頭にして動いた結果。

　美伽の言っていたように、この事件については解決の目処が立つところまできている。

　よって明日にでも、煉也と共に動くつもりだったのだが、

「…………何でまた、このタイミングで色欲の候補が見つかっちゃうかね」

　しかもそれが、あの唯だったとは。どうしたものかと士狼は呟きながら、モニターから資料の表示を消した時だった。ガチャリと控えめな音を立てながら、リビングの扉が開き、

「小鳥遊くん……お風呂、お先にありがとう」

　扉の向こう──廊下側から唯が入ってきた。

　着ているのは、士狼がパジャマとして貸し与えたＹシャツだ。身体から立ち上る風呂上がりの熱気を逃がすためか、ボタンは上から三つめまで開けられており、大きな胸の谷間が色っぽく覗のぞいている。士狼のズボンの類いは唯にはサイズが大きい事もあり、下はショーツ一枚だけ。そのため唯の太股は、シャツの裾の下からにゅっと露わになっている。

　そんな素晴らしい格好の唯は、ソファにいる士狼の姿を認めると、こちらへやって来て、

「…………何を見ていたの？」

「ちょっとね。例の『指切り事件』について改めて情報を見直していたんだ」

「そうなんだ……えっと、隣に座らせて貰っても良い？」

「そりゃもちろん良いけど」

　士狼が頷くと、「それじゃあ……」と唯はこちらの隣に腰を下ろした。しかし、

「……………………」

　それっきり何も言う事なく、黙り込んでしまう。だが、見れば彼女の膝の上に置かれた両手は硬く握り締められていて。華きや奢しやな両肩が、ほんの少しだけ震えていた。

「どうかした……？」

　士狼がそっと頰に触れた瞬間──唯は、こちらの胸に飛び込むように抱き付いてきて。

　Ｙシャツ越しでも解る柔らかくボリュームのある唯の乳房がこちらへと押し付けられ、そして互いの唇が重なる。

「──────────」

　思わず士狼が眼を見開くと、ゆっくりと唇を離した唯が、

「と、突然ごめんね……でも、私のこと助けてくれた小鳥遊くんに、何かお礼がしたくて。最初はね、私にできる事がないか聞こうと思っていたの。でも、小鳥遊くんの声を聞いていたら、段々頭の中が真っ白になっちゃって。それで……あの、小鳥遊くん？」

　そこで唯は、ふと怪け訝げんそうな顔をしてこちらを見た。

　それはこちらの表情が、微妙なものになっていたからだ。

「こんな夜遅くに人の家に来て、おまけに委員長に化けて何をするのかと思ったら……」

　やれやれと士狼は言った。

「…………いったい何のつもりさ、翠琴？」

「えっ、あれ？　いつからバレてました？」

　眼の前の唯は小首を傾げると──次の瞬間、光の粒子と共にヴァンパイアの変化能力が解け、その姿が翠琴のものになった。

　幼い躰つきの彼女には、士狼のＹシャツはかなり大きく、相当なブカブカ具合である。

　だが、そのアンバランスさを唯とはまた違った可愛さにしていて、

「唯さんが明日着る分の服と下着を届けにきたんです。何せコンビニではパンツは売っていても、ブラジャーまでは置いてませんから。ちょっと私、心配になりまして」

「そりゃ助かるけど……こんな時間によく買えたね？」

「余裕ですよ。裏吉祥寺のランジェリーショップで、私の顔が利かない店はありません」

「それはまた、頼もしい話だね」

「でも、どうして私が唯さんに化けてるって解ったんです？　貰ってる合い鍵を使って、完全に音を立てずに入ったというのに」

「いや、色欲の刻印の事があるのに、委員長が自分からキスはしてこないでしょ」

「唯さんなら、ちょっとくらい恥ずかしくても、士狼さんへのお礼を優先するかな、と」

「あのね……もし俺が気付かなくて、その気になってたらどうするつもりだったのさ？」

「それこそ望む所ですよ。士狼さんと気持ち良い事するのは私も好きですから」

　ふふっ、と幼い外見からは信じられないほど艶っぽく笑いながら翠琴は言った。

「それに、必要なら絶対に容赦なんてしない士狼さんが、唯さんの色欲を鎮める事には少し消極的だったのが気になって。こんなに可愛いのに、タイプじゃないんですか？」

　再び唯の姿に変化した翠琴に、士狼は肩を竦すくめて、

「そんな事はないよ。ただ委員長は翠琴みたいに、そういった行為が好きな訳じゃない。色欲の刻印が刻まれた弱味に付け込んで、こっちから手を出すのは反則でしょ」

「ほほう……それはまた、随分と唯さんのことを大事に考えてるんですね。ですが士狼さん、その優しさは、唯さんのためにならないんじゃないでしょうか？」

「……というと？」

「もし《餓狼旅団》に入るなら、将来的には唯さんは色欲の大罪異能を使えるようになる必要があります。逆に刻印を消すにしたって、ある程度は色欲の感覚に耐性を付ける必要がある訳じゃないですか」

　そして、と翠琴。

「唯さんの性格では、自分から士狼さんにして欲しいとお願いするような事はできません。真に唯さんの事を想うなら、多少強引でも士狼さんがリードしてあげるのが、優しさというものだとは思いませんか？」

「…………成る程、そうかもしれないね」

「でしょでしょ？　でも、いきなり唯さん本人に無茶な事をするのは気が引けてしまうでしょうから。まずは、彼女に化けた私を練習台にするのが良いと思うんです」

　唯に化けたまま、翠琴は眼を輝かせながら言った。

「脱衣所にあった唯さんの着替えは、こうして私が拝借しています。お風呂から上がってなくなっている事に気が付いたら、向こうから声を掛けてくるでしょう。ですから、それまではどんなエロい事をしても大丈夫という訳です」

「流石は翠琴だ。抜かりがないね」

「任せて下さい。私、出来る子なので。という事で士狼さん、早速いきますよぉ～」

　唯の姿で、はしゃぐように言った翠琴は、Ｙシャツの前のボタンを上から開けていった。

　大きな胸を始め唯の躰からだが完全に再現されており、艶めかしい肢体が露わになってゆく。

　そして、オホンとわざとらしく咳せきを一つすると、色欲に支配された表情をして、

「小鳥遊くふぅ～ん……お願ぁい、唯の事いやらしくハメてぇ～♥」

　無駄に腰をくねくねしてお尻を振りながらこちらへと身を寄せてくる。

　ところが──そんな翠琴の背後に、いつの間にか立っている者がいた。

　半眼に瞳を細めた本物の唯だ。

「──────────」

　バスタオルを巻いただけの姿でやって来たのは、こちらの話し声が聞こえたからだろう。

　リビングの扉が背後に──死角になってしまっていた翠琴は気付かなかったようだが、士狼は少し前から唯がやって来ていた事に気が付いていたし、何度か眼も合っていた。

　そして。唯が、もう一人の自分の肩をトントンと叩たたくと、

「ほぇ……？」

　口の端から涎よだれを少し垂らすほどノリノリだった偽者は、無防備に背後を振り返り、

「………………………………………………………………………………………………」

　そこでようやく本物に気が付いて、ピシッと完全に固まった。

　それから顔中にだらだらと脂汗を流し始めると、ぎこちない動きで士狼へと向き直る。

　その時にはもう、幼い翠琴の姿に戻っていて、

「ひどいっ、なんで唯さんがいる事を教えてくれないんですか士狼さんっ！」

　半泣きになりながら、こちらの服の襟元を摑んでガクガクと揺さぶってくる。

「え、でも『嵌めて』欲しいんじゃなかったの？」

「字も意味も違いますっ。私が言ったのは性的にいやらしい意味であって、危機的な状況を望む訳ないでしょう。これじゃあ私、色んな意味でピンチじゃないですかっ？」

　慌てふためく翠琴の背後では、唯がニッコリと笑っている。怖いくらいに。そして、

「…………翠琴ちゃん、そんなに私のこと心配してくれてたんだね」

　そう唯は言うと、翠琴の腕に自分の腕を絡めて逃げられないようにロックした。

　口元は笑ったまま。しかしスッと開かれた瞳は、いささか冷たいものになっていて、

「ありがとう。お礼がしたいから、ちょっと来てくれるかな？」







　そして──リビングの外へと翠琴を引き摺ずってゆく唯を見送った後。

　士狼は浴室へと赴き、この日の汗を流した。

　かなりのんびりと入ったつもりだったが、士狼が風呂から上がって廊下へ出てもまだ、『ご免なさいご免なさいご免なさいご免なさい、唯さんご免なさい許して下さい』

　唯の部屋からは、必死に繰り返される翠琴の半泣きの声が聞こえてきていて。

　……優しい娘が本気で怒ると怖いよね。

　漏れ聞こえてくる声から察するに、どうやら反省文らしきものを書かされているらしい。

　優等生の唯ならではの怒り方だ。自分も気を付けなくては。

　とはいえ、唯と翠琴が打ち解けるのは良い事だ。ここは敢えて、助け船は出さずに放っておくのが良いだろう。近所とはいえ、翠琴も家に帰る必要がある。

　このまま反省会で夜を徹するような事はない筈だ。

　…──時刻は間もなく深夜０時。

　長かった木曜日がようやく終わろうとしている。
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　小鳥遊たかなし士し狼ろうは眠る時、寝室の扉を開けたままにしている。

　前日の晩、コーヒーメーカーのタイマー予約を翌朝起きたい時刻に設定しているからだ。

　覚醒にアラーム音は必要ない。漂う深みのある芳香が、充分な目覚まし時計だ。

　しかし──そうした習慣も、同居人ができれば普段と異なるものになる。

　この日もコーヒーの香りと共に、士狼は眼を覚ました。だがベッドから下りるより先に、

「あの……小鳥遊くん、起きてる？」

　こちらがまだ眠っている可能性を思い、気遣うようにして呼び掛けがきた。

　見れば寝室の入り口から、唯ゆいが室内のこちらを窺うかがうように顔を覗のぞかせている。だから、

「起きてるよ。お早う委員長、昨夜は眠れた？」

「う、うん……お陰様でぐっすり。ありがとう」

　こちらに対し、唯は少しだけ頰を赤くして頷うなずいた。士狼の格好が上半身裸だからだろうか。その反応を微笑ましく思っていると、向こうが話題を変えるように、

「あのね小鳥遊くん、コーヒーができてるんだけど……ベッドで飲む？」

　唯の問い掛けに士狼は思案。普段は自分で入れてリビングのソファで飲むのだが、

「そうだね。委員長が入れてきてくれるなら、ここで飲もうかな」

「解った。ちょっと待ってて、今持ってくるから」

「二人分作ったから、良かったら委員長も飲んでよ」

　部屋を出てゆく唯の背中に、士狼が呼び掛けると、

『ありがとう、お言葉に甘えていただくね……』

　キッチンの方から唯の声が返ってきて、程なく彼女はマグカップを両手に一つずつ持って戻ってきた。素足でフローリングの床を踏みながらベッドの士狼の所まで来て、

「はい、小鳥遊くん」

　そう言ってこちらへ片方を手渡してくる。士狼がお礼を言ってコーヒーの芳香を放つマグカップを受け取ると、唯は「それじゃあ」と部屋を出て行こうとした。

「どうせなら一緒に飲もうよ。その方が美味しいし。それに、しばらく同じ部屋で暮らすんだ。二人での生活に慣れるためにも、色々とコミュニケーションを取りたいしね」

　すると、唯は少しだけ思案してから、

「うん、そうだね……それじゃあお邪魔しようかな」

　そして士狼は、唯をベッドにいる自分の傍へ座らせると、一緒にコーヒーを飲み始めた。

　……こういうのも良いね。

　両手でマグカップを包み込むように可愛らしくコーヒーを飲む唯を、士狼は眺める。

　窓から差し込んでいるのは柔らかな陽の光。それがレースのカーテンをフィルターにして優しく唯を照らすと、パジャマの代わりに唯が纏まとっているＹシャツを透かし、彼女の肢体のラインを浮かび上がらせる。またシャツの裾からは、色っぽく太股が露出していて、やはりＹシャツは女の子を魅力的に見せるワンピースなのだと、士狼はしみじみ思う。

　…──学校で、千年に一人の委員長として優等生をしている時。

　鴻こう崎さき唯は有名人である。普段のそうした彼女の事は、誰もが知っている。

　だが昨日、セーフハウスで色欲の本能に吞のまれて別人のように艶っぽくなった唯や、こうして無防備な姿を晒さらしている彼女を知っているのは、恐らく士狼だけ。

　それこそ唯本人さえも知らず、気が付いていないかもしれない。

　そんな唯の素顔を自分だけが知っているという贅ぜい沢たく。その感慨に浸っていると、

「…──なに、小鳥遊くん？」

　こちらの視線に気が付いたのか、唯は耳に掛かった髪をそっと搔かき上げながら、こちらの顔を覗き込むように見詰めてきた。至近距離からくる上目遣いの破壊力は抜群だ。

「委員長……他の人にそういう顔しちゃ駄目だよ。危ないからね」

「？　うん……よく解らないけど、小鳥遊くんがそう言うなら」

　キョトンとしながら了承した唯の前で、士狼は朝のコーヒーを飲み終えた。

　そしてベッドから立ち上がろうとすると、

「待って、洗い物は私にやらせて。あと良かったら部屋のお掃除やお洗濯とかも」

「あれ、もしかして気になる所とかあった？」

「ううん。綺き麗れいにしてあるから、あんまり意味ないかもだけど……でもお世話になるんだし、せめて家事くらいはやらせて欲しいの」

　そんな事は気にする必要ないのだが……とはいえしばらく同居するのだ。

　何もしないでいて居心地が悪くなる位なら、やらせてあげるべきだろう。

「解った……じゃあお願いするよ」

「うん。他にもして欲しい事があったら何でも言ってね」

　士狼がマグカップを渡すと、嬉うれしそうに微笑を浮かべて唯はキッチンへと向かった。

　そんな唯の後ろ姿を見送った後、士狼も端末を手にリビングへ。

　そしてソファに座るとすぐに起動し、新着の情報に眼を通して精査を始める。

　すると無数のメッセージの中に、ある組織の人間から送られてきていた情報があった。

　例の『指切り事件』に関するものだ。だから士狼は、まずその内容を確認し、

「…………成る程、ね」

　納得の呟つぶやきを漏らした。すると、洗い物を終えたのか唯がこちらへとやって来て、

「どうかした……？」

「ううん。けど、もう少ししたら出かけるから、委員長もそのつもりでいてくれるかな」

　士狼は笑顔で告げる。

「今日は一日かけて案内するよ。裏吉祥寺がどういう街なのかをね」
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　…──世界で初となる、政令異能都市に指定された吉祥寺市。

　その範囲は異能力の使用可能地域に準じており、かつての吉祥寺から大幅に拡大された。

　井の頭公園を中心に、半径およそ四㎞圏内──武蔵野市、三み鷹たか市、西東京市、調布市、杉並区、世田谷区、練馬区の四市三区に跨またがる形で誕生したのが異能特区・吉祥寺市だ。

　それに伴い一部の地域名や駅名の改変が行なわれ、新たに交通整備もなされた。

　東西の隣駅の西にし荻おぎ窪くぼ駅と三鷹駅は、それぞれ『東吉祥寺駅』と『西吉祥寺駅』に変更。

　吉祥寺が終着駅だった井の頭線は、北へと延長。井の頭線から、自動線路切り替えによる直通乗り入れのモノレールが新たに建造され、路線終点に『新吉祥寺駅』が作られた。

　そして吉祥寺の駅ビルは、装いも新たに超高層の『吉祥寺ＥＩＧＨＴ』へと変貌。

　その結果、異能特区外からも多くの客が訪れるようになり、海外からの観光客によるインバウンドも一気に上昇。今では建物のロゴデザインの『ＫＥＩＧＨＴ』の文字になぞらえ、『ケイト』や『毛糸』といった愛称やスラングが浸透したランドマークになっている。

　そんな吉祥寺駅の北口へ、鴻崎唯は士狼に連れられてやって来た。

「凄い人の数だね……」

　平日の午前中にも拘わらず、行き交う人の多さに唯が感嘆の声を上げると、

「まあね。けど裏吉祥寺を案内するなら、まずはここから始めないと。取り敢えず今日の所は、俺達と付き合いのある所に委員長の事を紹介しながら、街を巡っていく感じかな」

　同じ歓楽街でも、地名である新宿の歌舞伎町と違い、俗称の『裏吉祥寺』という名が根付いてしまうほど、吉祥寺駅の周辺が歓楽街として目覚ましい発展を遂げているからだ。

　そのため異能研究機関や移転してきた企業、新興住宅街などは吉祥寺駅周辺ではなく、東西南北の離れた地区に構えられ──結果として、治安のドーナツ化現象が起こっている。

　そんな裏吉祥寺の真ん中で、

「ところで委員長、お腹の方は空いてる？」

「うん、まあ……」

　唯は頷いた。士狼の部屋ではコーヒーはご馳ち走そうになったが、朝ご飯は食べていない。

「じゃあ、まずは軽く腹拵ごしらえからだね。近くにこの街で一番美味しいパン屋があるんだ」

　そう笑った士狼に連れてこられたのは、バスロータリーの外れにできている行列だった。

　…──その先にあるのは、トレーラー販売の屋台だ。

　トレーラーの後部スペースには陳列棚が展開されており、オーソドックスな食パンやフランスパンの他に、総菜パンから菓子パンまで幅広い種類のものが取り揃そろえられ、さらにパンの種類や具材を選んでオーダーすると、その場で作ってくれるサンドイッチもあった。

　近くに来ると焼けた小麦の香りがふわりと漂ってきて、匂いだけでもう売られているパンの美味しさに間違いがない事を伝えてくる。

　車内には五名のスタッフがおり、二人が会計、三人がサンドイッチ作りを担当していた。

　そして、トレーラーの傍には折りたたみ式のテーブル席が幾つか設けられており、美人の女性スタッフが、出来たてのサンドイッチや飲み物を、明るい笑顔と共に運んでいた。

　すると士狼がそちらへ歩を進め、

「おはよう亜あ純すみ。今日も美味しそうだね」

　パンを運び終え、トレーラーへ戻ろうとしていた女性に挨拶すると、

「士狼！　どうしたの、平日のこんな時間に珍しい」

　女性は他の客に見せていたのとは違う、本物の嬉しそうな笑顔と共にやってくる。

　そして士狼のすぐ後ろにいた唯に気が付くと、興味深そうにこちらを見て、

「へえ……学校サボって、こんな可愛い子とデートなんかしちゃってるんだ」

　亜純と呼ばれた女性は、意地の悪い笑みを浮かべながら士狼に言った。

　飛び出した「デート」という単語に、唯が頰を赤くしながら頭を下げた挨拶をすると、

「鴻崎唯さん。しばらくの間、《餓が狼ろう旅団》で預かる事になったお客さんでね。今日は裏吉祥寺を案内するって事で、まずはこの街で一番のパン職人の所に連れてきたんだよ」

「あはは、嬉しいこと言ってくれるね」

　士狼の称賛ともいうべき言葉に、満面の笑みになった亜純が、

「どうする？　いつもので良いの？」

「うん。ただ、今日は彼女の分と併せて二つ用意して貰もらえるかな」

　注文を確認してくる亜純に、士狼が折り畳まれた千円札二枚を渡すと、

「了解。じゃあ、そっちの席で待ってて」

　こちらへ空いている席を勧めると、トレーラー屋台へと戻っていった。

　そして亜純はスタッフに対して何事かを告げて、自らキッチンで調理を始める。

　こちらと話していた時とは打って変わって真剣な表情。それは完全に職人のもので、

「もしかして……この街一番のパン職人さんって」

「そう、亜純だよ。彼女以上のブーランジェを俺は知らない」

　士狼とふたり席で待っていると、程なくトレーを手に亜純が戻ってきて、

「はい、お待たせ。ＢＬＴサンドセット二つね」

　テーブルへ置かれたのは、フランスパンのサンドイッチとオニオンスープのセットだ。

　焼き立ての香ばしい匂いを漂わせているパンは、サイドに切り込みが入れられていた。

　挟まれているのは鮮やかな色の野菜がたっぷりに、パンからはみ出すサイズのベーコン。

　その出来映えは、思わず写真を撮りたくなるほど美しくて、

「凄い……」

「そうやって驚いて貰えると嬉しいね。でも、唯ちゃんだっけ？　注意しなよ」

　出来たてで熱いのだろうか。すると、亜純はそっとこちらの耳元へ唇を寄せてきて、

「士狼は良い奴だけど、歩く下半身だから。注意しないと、気が付いた時にはベッドの上にいて、パンツを脱がされちゃってるからね」

「っ………………」

　既に手遅れだがそれを言う訳にもいかない。唯が真っ赤になっていると、

「酷いね亜純。そんな事はないって証明してあげるから、ちょっとおいでよ」

「ふふっ、今は駄目……まだ仕事があるから。脱がしたいなら店が終わった後でね」

　士狼の軽口に対し、亜純は艶っぽい笑みを浮かべながら軽くあしらうと、

「じゃあ、ごゆっくり。唯ちゃんもまたね」

　唯には明るい笑顔を見せて、仕事へと戻っていった。

　そんな亜純を笑顔で見送る士狼の横顔を、唯はジト眼で見ながら、

「小鳥遊くんって……本当にエッチな人だったんだね」

　そう言って溜ため息いきをつくと、冷めないうちにと亜純のＢＬＴサンドへ囓かぶり付き、

「っ……美味しい」

　思わず感動の声を漏らすと、「でしょ」と士狼が笑い、彼も自分の分を食べ始める。

　フランスパンの皮は、パリっとしながらも嚙かみ切るのが難しいものが多い。

　独特の厚みと硬さがあるからだ。

　だが亜純の店のものは簡単に歯が通り、心地の良い食感を得られる生地になっていた。

　レタスとトマトを始め、挟んである野菜はどれも瑞みず々みずしく新鮮。掛けられているドレッシングやパルメザンチーズも、しっかりとしたコクがありながら後味は全然しつこくなく、野菜の繊細な味を邪魔する事なく引き立てている。

　そうして酸味の向こうからやって来るのは、ベーコンの旨味と程よい塩味だ。

　薄めでカリカリなものと、厚めでジューシーなものの両方がレタス一枚を隔てて重ねられているため、嚙めば二つの味と食感が口の中いっぱいに広がり舌を喜ばせる。

　……でも、それ以上に。

　何よりも凄いのは、それらの高品質な具材に、パン自体の味が全く負けていない事だ。

　小麦の味が濃いとでも言えば良いのか。

　嚙めば嚙むほど、主役は野菜でもベーコンでもなく、あくまでパンである事が解る。

「他のパンも全部美味しいし、機会があったらパンの朝市が開かれている時に来てみるといいよ。朝市限定のものもあるから。かなりの人気商品なんで、早起きは必須だけどね」

　そんな士狼の言葉に、唯は心の底から頷きを返していた。







　セットのオニオンスープも、一口飲む度に思わず幸せな吐息が漏れるほど絶品で。

　お腹だけでなく、心の奥まで幸せで満たした後、本格的な裏吉祥寺巡りが始まった。

　…──案内役を買って出てくれた士狼は、様々な店や場所に唯を連れて行ってくれた。

　ＶＲハンモックカフェでは、初めて「宙で寝転ぶ」という感覚を体験でき。

　世界中から取り揃えているカエル雑貨の専門店では、その多彩なアイテムに驚いて。

　カウンターの前に巨大スピーカーが置かれている喫茶店で、音楽とコーヒーを楽しみ。

　大きな建物の壁に描かれている、壮大なアートを一緒に並んで見上げて。

　老舗の精肉店で行列に並んで買った、名物のメンチカツに二人で舌鼓を打ち。

　アニマルカフェでは、その愛くるしさに心を癒やされた。

　…──そうして士狼が唯を連れて行ってくれた場所には、「とある共通点」があった。

　どの店やスポットでも、必ず士狼の事を知っている人がいるのだ。美人や可愛い女の子の比率が妙に高かった気はするが、その全員が士狼に……というより、《餓狼旅団》に対して好意的だった。裏吉祥寺最強の一角と恐れられているという噂うわさが、まるで噓うそみたいに。

　……きっと。

　これまで士狼達は、この裏吉祥寺で多くの信頼を得てきたのだろう。

　しかし、そうなると疑問が沸いてきて、デパート裏の通りを並んで歩きながら、

「ねえ小鳥遊くん……小鳥遊くんたちが《餓狼旅団》って事は裏吉祥寺では有名なの？」

「まあ、知り合いの間ではそれなりにね……どうして？」

「もし有名なら、どうして学校では《餓狼旅団》のメンバーだって事を、他の生徒や先生達に知られずにすんでいたのかなって思って」

　ここまで顔が広ければ、どこかしらから情報が漏れてしまいそうなものである。

　それこそ、こうして街を歩いていたら、すれ違う人が士狼に注目する筈だ。すると、

「ああ、それは刻印のお陰だよ」

　そうした唯の疑問に、士狼は種明かしをしてくれる。

「大罪刻印は、覚醒すると団長の付与した魔法効果が発動するようになっていてね。こっちから話し掛けない限り、俺らに興味や関心を抱けるのは、知り合いか一定レベル以上の能力者に限定されるように、周囲に認識操作が働く効果があるんだ」

　と士狼。

「《餓狼旅団》という組織の都合上、トラブルの抑止や牽けん制せいのために他の組織には顔や名前を知って貰いたいんだけど、誰彼構わず必要以上に素性が知られるのも困るからね」

「そうなんだ……でも学校だと御み堂どうくんは他の女子から人気だよね？　それって」

「うん。例の、他の組織との協定があるからね。学校や病院など一部の公共施設では能力を使用しない事にしているんだ。で、学校では認識操作を解いてるって訳」

「そういう力もあるんだね、大罪刻印って。そんなものを作り出せるなんて……小鳥遊くんが言ってたように、皇おう神がみさんて本当に凄い人なんだね」

「それはもう、色んな意味でね……」

　溜息混じりに言う士狼がおかしくて、唯はクスッと笑いながら思う。

　……いつ以来かな。

　こんな風に自然な笑顔になれたのは。

　…──母が死んでからというもの、唯はいつも一人だった。

　勿もち論ろん、学校ではクラスメイトと笑い合う事もあったけれど。

　それはその場の空気を壊さないように、周囲に自分を合わせていただけだ。

　もちろん噓じゃない──でも真実でもなかった。そして、神羅坂の家のせいでそんな日常すら失われてからは、どう笑えば良いのかさえ忘れてしまっていた。

　……それなのに。

　今こうして士狼の隣にいて、彼と過ごす時間は──素直に楽しいと思えた。

　男の子と二人きりで過ごすなんて、これが初めてだというのに。

　……順番が滅茶苦茶だよね。

　昨日はあんなに淫らな事をしてしまったというのに。

　自分が今しているものが初デートであるという事実に、唯は小さく苦笑う。そして、

「…………………………」

　唯はそっと、自分の隣を歩く少年の横顔を窺い見た。

　小鳥遊士狼。一昨日までは、ただの気になるクラスメイト……だけど、今はもう違う。

　成り行きとはいえ、唯はキスや、それ以上に過激な事も士狼としてしまった。

　これから一緒に暮らしている間に、昨日よりも凄い事になってしまう可能性だってある。

　そんな機会が訪れてしまった時──自分達は一体どうなってしまうのだろう。

　その答えは解らない。

　ただ今は……自分の隣で歩く士狼の事を、もっと見詰めていたかった。

　そう思っていた時だ。

『…──調子に乗ってんじゃねえぞ、このクソガキがあぁぁっ！』

　通りの向こうから、男性の野太い怒声が響き渡ったのは。
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　小鳥遊士狼は、通りの少し先で生じているトラブルを見た。

　裏吉祥寺での待ち合わせ場所として、よく利用されているコーヒーチェーン店。

　現場となったオープンデッキのテラスにいた客達が、逃げるように避難を始めている。

　…──原因は、テラス席に座っている一人の少年を取り囲んでいるスーツ姿の男達だ。

　三名の内二人の手には拳銃が握られ、その銃口が少年へと向けられていた。

「小鳥遊くん……」

「大丈夫。心配いらないよ」

　士狼は安心させるように、心配そうにしている唯の肩を抱いてあげた。

　すると士狼達の視線の先で、銃を突きつけられている少年が、

「……調子に乗ってる？　そりゃ、そっちの話だと思うんすけどねえ」

　テラス席の椅子に座ったまま、ヤクザ達を下から睨にらみ上げる。

　…──小柄な、中学生くらいの外見の少年だった。

　服装はドレープタートルのニットウェアの上から、ミリタリーベストを羽織り、下はゆったりめのカーゴパンツにスニーカーというラフな装い。

　そして頭には、トレードマークのように幅広のヘアバンドが巻かれている。

　少年は不機嫌そうに、右手の人差し指の先でテーブルの上をトントンと叩たたきながら、

「ここはウチの兄貴が任されているシマだ。なのにお宅らは、ウチに何の断りもなくここらで勝手な真似を始めてる。それを止めろって言ってるだけスよ俺は」

　しかも、と少年。

「問い合わせてみたら、そちらさんの勝手は本家にも通ってない話ときた。んな仁義もクソもないような行為、ウチが黙って見過ごすとでも思ってんすか？」

「お前ら若造共に任せておけないから、こうして俺らが出張ってきてんだよ」

「ウチの組にここらのシノギを任せたら、お前らの十倍は本家に金を入れてやるぜ」

　ヤクザ達はせせら笑うように言い放つ。

　すると少年の正面の席に座っている、リーダー格と思しき赤スーツの男が、

「会長も耄もう碌ろくしたモンだ。よりにもよって片桐のクソガキなんぞにこの街を任せるとはな」

　吐き捨てるようにそう言った途端。

「おい……」

　瞳を剣けん吞のんなものにした少年が、ゆらりと立ち上がり──と同時、二発の銃声が響いた。

　銃を構えていた二人のヤクザが、忠告もなくいきなり発砲したのだ。

「っ────…!?」

　だが驚きよう愕がくしたのは撃った二人の方。少年の姿が、彼らの眼の前から消えていた。

　すると右側のヤクザの背後──虚空へ不意に少年が出現。

　その体勢は既に回し蹴りの動作に入っていて、繰り出された蹴撃が側頭部へ叩き込まれ、

「っがぁああぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　たまらず吹っ飛んだ右のヤクザは、その先にあったテーブルや椅子を薙なぎ払うようにデッキの上を転がると、最終的に電柱へと激突。そのまま動かなくなった。

「っ、このガキぃぃ────っ！」

　それを見た左のヤクザが、即座に連続で発砲した。その判断は決して的外れではない。

　異能力者も人間だ。人を殺すだけなら、大仰な異能力である必要などない。

　ただし──それは鋼の刃や銃弾が当たればの話だ。

　左のヤクザが撃った無数の弾丸は、そのどれもが少年には当たらない。

　銃口の先から消えた少年は、撃ったヤクザの足下へ屈んだ姿勢で出現。

　そこからバク宙を繰り出し、ヤクザの顎を真下から蹴り上げ、

「ごぶぅっ!?」

　顎を砕かれて仰け反るように宙を舞ったヤクザの口から、折れた歯が何本も飛んだ。

　これで二人を無力化。残るはリーダー格を残すのみ。しかし、

「ハッ、馬鹿がぁあっ！」

　懐から抜いた銃を構えながら、リーダー格のヤクザが笑った。その銃口は、宙を斜め後方へと跳んでいる少年を捉えている。宙にいる少年に、高速移動による回避は不可能だ。

　リーダー格のヤクザは容赦なく発砲。

　放たれた弾丸は、そのまま少年のこめかみを撃ち抜く──筈はずだった。だが、

「なっ────…!?」

　発射された弾丸が命中したのは、コーヒー店の壁で、

「ああ、馬鹿っすね──アンタが」

　冷たい声がした時にはもう、男の首は宙に水平の姿勢で出現した少年の両脚に挟まれている。少年はそのまま、己の身体を斜め下へと巻き込むように捻転。轟ごう音おんと共に、リーダー格の男を脳天からデッキへと叩き付けた。

　頭で木製の床を突き破る羽目になった男は、無様な格好のままピクリとも動かなくなり、

「ったく、一昨日おととい来やがれっす」

　フンと言い放ちながら立ち上がった少年に、士狼は背後から歩み寄り声を掛けた。

「やあ『ちんタマ』、ご苦労さま」

「あァんっ!?　だぁれが『ちんタマ』……げっ、士狼さん!?」

　振り向いた途端、こちらを見た少年は顔を引き攣つらせ、ザザっと身を引いた。

「あれ、どうしたのちんタマ。そんな化け物でも見たような顔して」

「いやっ、化け物じゃないっすか！」

　思い切り指で士狼を指しながら叫ぶ少年に、

「酷いなあ。これでも俺は、君の義理のお兄ちゃんだよ？」

「っ……ウチの兄弟杯を、安っぽい萌もえ属性みたいに言うのは止めて下さい！　大体、士狼さんが杯を交わしたのは片かた桐ぎりの兄貴じゃないすか！」

「その京きよう介すけは君の兄貴分でしょ。だったら俺とちんタマだって兄弟みたいなもんでしょ」

「小鳥遊くん……知り合いの人だったの？」

　そう唯から尋ねられた士狼は「うん」と頷きを返すと、少年の肩に腕を回して、

「異能ヤクザの『ちんタマ』だよ。見ての通り、俺とはとっても仲良しでね」

「ちょっと、何を勝手な紹介してくれてんすか！」

　異議ありとばかりに少年が叫ぶ。そんな少年からこちらへと唯は視線を移して、

「えっと……『ちんタマ』って」

「彼は堂どう珍ちん環たま貴きっていってね、略して『ちんタマ』って訳。でも、ここで会えて良かったよ。この後、そっちの事務所に行こうと思ってたんだ」

「えっ……士狼さんがウチに？」

「そんな嫌そうな顔しないでよ。ちょっと京介に話があるんだ」

「若頭にですか？　確かに、今日は事務所にいらっしゃる筈っすけど……何の用です？」

「実は、例の『指切り事件』について少し確認しておきたい事があってね」

　そこまでを言うと、士狼は口調を落ち着いたものにして告げる。

「正式に取り次いで貰えるかな。個人的にではなく、組織同士としての話がしたいって」
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　日本全国に、その名を轟とどろかせている特別指定暴力団がある。

　東京都港区にその本部を構える《六神会》だ。

　会長の伊い勢せ龍りゆう治じを筆頭に、構成されている執行部の面々は、それぞれ直系の《熱田組》《石上組》《國くに懸かかす組》《日ひの前くま組》《鹿島組》《香取組》の組長が務めている。

　そして裏吉祥寺における活動を任されているのが、六神の一角──《鹿島組》だ。

　その組事務所は吉祥寺駅にほど近い、真新しいビルの高層階にある。

　まるで、上場ＩＴ企業か何かのようなオシャレなフロア。

　その奥にある広々とした応接室のソファに、唯と共に腰掛けた士狼が笑顔で、

「悪いね京介……忙しいのに時間を作って貰っちゃって。会議とか入ってたんでしょ？」

「ああ……だがお前の用件の方が、優先度が高い」

　テーブルを挟んで正面のソファに座るスーツ姿の青年が、低い声で言った。

　けだるげな表情をした長身の青年だった。クセのある長い髪を後ろで無造作に縛っているが、ラフさや不潔さは一切ない。それは身に纏っているスーツとベスト、シャツにネクタイから靴に至るまで、一流ブランドでまとめたそれらを完全に着こなしているからだ。

　整った顔立ちと、すらりとしたスタイルは海外ブランドのモデルを思わせる。

　片桐京介。

　若干二十歳にして、高齢の組長に代わって《鹿島組》を取り仕切っている若頭である。

　…──それは同時に、片桐が裏吉祥寺の異能ヤクザの頂点である事を意味している。

　士狼は過去に、とある事件でこの片桐と出会い、解決へ向けて手を組んだ事があった。

　そして──その一件を通じて、後に彼とは個人的に五分の兄弟杯を交わしている。

　片桐はチラリと自分の背後に控えている堂珍を見てから、

「コイツからは『指切り事件』の話って聞いてるが……そっちの娘は？」

「紹介が遅れたね。彼女は鴻崎唯さん。ちょっと今、ウチで預かっているお客さんでね」

「どうも……初めまして」

　自分でもここにいる理由が解らないとばかりに、唯が気まずそうに頭を下げる。

「ただの客人に聞かせる話でもないと思うがな。どういうつもりだ？」

「確かに、ただの客ならね……」

　でも、と士狼。

「彼女は──新しく旅団のメンバーになる可能性がある娘なんだよ」

「えっ……マジっすかそれ？」

　こちらの言葉に、それまで黙っていた堂珍が驚きの声を上げた。

《餓狼旅団》は、そのメンバー全員が最高幹部となる。新しいメンバーが入るという事が、どれほどの事かを彼は知っているのだ。それは片桐も同じで、

「成る程……顔見せという訳か。この事は？」

「広めてくれて構わない。こっちも朝から、彼女と裏吉祥寺をあちこち回っているしね」

《餓狼旅団》が預かっている客人は、新たな団員候補である。その情報は、裏吉祥寺における唯の安全を保証する。その程度には、旅団は力を持った組織だ。

　団長の美み伽かが、士狼に唯を連れて街を回るように言ったのも、そういう理由からだ。

「解った……なら本題に入るとしよう」

　そう片桐が言った途端、応接室の白い壁をスクリーンに電子画像が複数浮かび上がる。

　それはいずれも、同じ欧米系外国人の青年を映したもので、

「アントニオ・ファブローニ。欧州系マフィア、《ファブローニ・ユニオン》のボスの長男だ。裏吉祥寺への進出を画策しているユニオンが、情報収集のために派遣した連中と共に来日。向こうにいた時から、二代目の立場を利用して好き放題やっていたみたいでな」

　スクリーンに次々と、ヤンチャの様子の画像を映しながら、

「女遊びと称して、国内外を問わず気に入った女を拉致しては、自分の性奴隷に仕立て上げていたらしい。で、飽きた女はアビスウェブを通じて売り払っていたようだ。この街に来ても、それと同じ事をやっていやがるようでな」

「ただ本国と違って、まだ人身売買のルートが構築できていないからね。それで飽きた女の子の指を切り落として殺すなんて真似をしてくれてる訳だ」

「じゃあ、この人が……？」

　驚きの声を上げながらこちらを見る唯に、士狼は「うん」と頷いて、

「──彼だよ、『指切り事件』の犯人は」

　その言葉に、改めて全員の視線がスクリーンに映る青年へと集まった。

「野郎……このクソったれ、今どこにいるんすかっ!?」

「欧州連合大使館だ。裏吉祥寺には、夜にお忍びで遊びに来ているようだな。どうやら去年できた『ヘブンズオーシャン』ってアクアリゾート系のクラブがお気に入りらしい」

「あの馬鹿デカい悪趣味なヤリ箱っすね。ナイトプールの楽園とか謳うたってる」

「どうやら、ボスの父親が連合の政府高官とは随分と仲良しらしくてね……」

　という士狼の言葉に合わせて、黒色の乗用車に乗り込むアントニオの画像が表示される。

　さらに別のウィンドウが展開して拡大されたのは、車のナンバープレート部分。

　青地に白文字という特殊なそれは、外交官ナンバーだ。

「ご覧の通り、外交特権も与えられてるみたいで、こっちの警察も手出しできないんだよ」

　嘆息した士狼は、しかしすぐにふっと笑った。瞳だけを鋭いものにして、

「まあ……俺達には何の関係もないんだけどね」

　たとえ国や警察が手出しできなくとも。たとえ国際問題に発展しようとも。

　この街で自分の欲望を満たすために女の子を殺すような奴を、《餓狼旅団》は許さない。

　潰す。

「ただこの事で、今朝になって新しい情報が入ってさ。アントニオ・ファブローニが裏吉祥寺でやってるお遊びに、場所や女の子を提供している連中がいるみたいでね」

　士狼はそう言うと、液晶画面に画像を表示した携帯端末をテーブルの上に置いた。

　それはアントニオ・ファブローニと共に映っているスーツ姿の中年の日本人男性だ。

　その画像を見た片桐が、チッと苛立ったように舌打ちをして、

「熱田の叔父貴……そういう事か」

「最近、本家に断りもなく裏吉祥寺で商売を始めようとしているって聞いてるけど……」

「つーか士狼さん達と会った時、俺に喧けん嘩か売ってきてたの《熱田組》の連中すよ！」

　アイツら……と怒りを滲にじませる堂珍に、

「《熱田組》は、以前は《六神会》系の中でもトップの規模で、かなりの発言力を持っていたんだが……俺らが裏吉祥寺を任されてからは、勢力情勢が変わってな」

　と片桐。

「未だに規模はでかいが、近頃はシノギにも苦しむ有様で、今じゃ発言権は三番手まで落ちてる。一方、裏吉祥寺に来てからの俺達は知っての通りだ。それが気に入らないのか、最近はあれこれとちょっかいを出してくるようになっていたんだが……」

「ファブローニと手を組めば、裏吉祥寺でよろしくやれるとでも思ったんだろうね」

　やれやれと士狼。

「とはいえ、『指切り事件』については正式に《餓狼旅団》が解決を請け負ってる。俺個人としても、見逃すつもりはないよ」

　ただし。

「俺と京介って、非公式とはいえ杯を交わしちゃってるでしょ？　いざ動いたら、《熱田組》の連中が『《鹿島組》と付き合いのある組織が、自分ら《六神会》に盾突いた』みたいな事を本家に報告しちゃう可能性があるからね。どうしたもんかと思ってさ」

　場合によっては、片桐達《鹿島組》の立場が危ういものになりかねない。しかし、

「…──構いやしねぇよ」

《鹿島組》若頭として、片桐は微み塵じんも揺らぐ事なくこちらへ言ってくる。

「熱田のクソ共なんぞに、俺らをどうこうさせやしない。大体、腐れマフィアの二代目や、でかいだけのカビの生えた組に舐なめられるほど甘くはないだろう。俺達も、この街も」

　そう言って浮かべた笑みは、どこまでも冷酷なもので、

「それなら安心だ。ウチは今夜にも煉れん也やと動いちゃうけど……良いよね？」

　という士狼に、片桐は「ああ」と頷いた。

「《熱田組》の方は、こっちに任せてくれ。連中の事務所は異能特区の外にある」

　それに。

「これは内輪の問題だ。俺らの手できっちりと型に嵌はめるのが筋だからな」
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《鹿島組》の事務所を出た後、唯は士狼に連れられてある場所を訪れていた。

　駅の北西にそびえるようにして建つ、白亜のファッションビルである。

　ハイブランドが数多く入っている吉祥寺ＥＩＧＨＴと違い、こちらは十代の若者向けだ。

　平日ながら既に夕方という事もあり、多くの若者たちで溢あふれている正面入り口の前で、

「…………やっぱり悪いよ小鳥遊くん」

　唯は躊ちゆう躇ちよの声を上げた。ここへ来たのは、唯の当座の服を買うためだ。

　しかし、神羅坂の家から逃げ出してきた唯には持ち合わせがない。

　つまり、会計は全て士狼が持つ事になる。

「ここまで来て何言ってんの。現状、委員長は制服の他には、今着ている翠琴が用意したものしか服がないんだ。それだと明日から困るでしょ」

「でも……ただでさえ私、小鳥遊くんのお家にお邪魔までしちゃってるんだよ？」

「なら、バイト代わりに俺の部屋の家事を頑張ってくれるのでも良いし、どうしても気兼ねしちゃうなら、お金ができた時に返してくれたって良い」

　というか。

「実はちょっと待ち合わせをしていてね。しかも少し遅れちゃってるんだ。これで今さら買いませんなんて話になると、せっかく来て貰ったのに悪いでしょ」

「待ち合わせ……？」

　一体誰と──そう唯が尋ねようとした時だった。

「もう、遅いわよ士狼。そっちから呼び出しといて」

　背後からした不満げな声にとっさに唯が振り返ると、そこには凜りんが立っていた。

　唯や士狼と違い、今日はきちんと学校に行っていた事もあり、着ているのはメイド服ではなく聖蹊学園中等部の制服だ。

「凜ちゃん……？　じゃあ待ち合わせって」

「女の子向けの店は、やっぱり女の子の方が詳しいからね。凜に頼んだんだよ」

「そうだったんだ……ゴメンね凜ちゃん、わざわざ来て貰っちゃって」

「ううん、あたしも見たいものがあったから全然気にしないで」

　謝るこちらに、笑顔の凜がひらひらと手を振ると、士狼を見て、

「取り敢えず、唯が当面着る服を選ぶのを手伝ってあげれば良いのよね？」

「うん。けど委員長が変に遠慮するようなら、凜のセンスで見繕ってあげてよ。それでもまだ渋るようなら、翠琴も呼んで好き勝手に選ばせちゃうからね」

　見透かしたように士狼が唯の逃げ道を塞いできて、

「小鳥遊くんは優しいけど、ちょっと意地悪だよね……」

「そうかな？　そんな事はないと思うけど」

「確かに、少しなんて事はないわよね」

　とぼける士狼に、ジト眼で突っ込んだ凜が、

「あ、そうだ士狼……団長から伝言よ」

　ふと思い出したように言った。

「『指切り事件』を片付けに行く時は、唯も連れて行けって」

「え、何だってそんな話に……？」

　思わず士狼が尋ねると、

「相手は例のクラブに顔が利くんでしょ？　士狼と煉也の男二人で入ろうとしたら、下手をすれば入り口で止められて、中に入るには事を荒立てる必要が出てきちゃうわ」

　だけど、と凜。

「唯が一緒なら大丈夫だろうって。アントニオ・ファブローニは無類の女好きだし、例の特殊な性癖もあるし。だから唯は、服と一緒に良い水着を買っておくようにだって」

　というか。

「団長、もう唯を旅団に入れるつもりみたいよ。ただウチに入るって事は、この街の汚い部分に触れる事にもなるから。今回みたいな荒事の現場を見せた上で、どうするか決めて貰うのが良いだろうって。もちろん『最後は本人の意志を尊重する』とは言ってたけど」

「やれやれ……勝手なこと言うね、団長も」

　呆あきれたように言った士狼の、その横顔を見た唯は、

　……あ……。

　僅かに息を吞んだ。穏やかな口調とは裏腹に、士狼の瞳が冷たいものになっている。

「…………ねえ凜、団長はまだアジトにいる？」

「多分ね。今日は出掛ける用事はないみたいだし」

「そっか……じゃあ、しばらく委員長の事を頼めるかな？　会計は旅団のカードを使ってよ。欲しいものがあったら凜も好きに買っていいからね」

「了解よ、二人で見て回って色々と買っておくわ」

　嘆息しながら凜が頷いた。そんな二人のやりとりに、

「あの、小鳥遊くん……」

　唯が躊躇ためらいがちに呼び掛けると、士狼は申し訳なさそうに眉尻を下げた笑顔になって、

「ゴメンね委員長。ちょっと行ってくるよ」

　そう告げると、唯達を残して一人で駅の方へと歩いてゆく。

　そうして、人波の中へと消えてゆく士狼の背中を唯が見送っていると、

「心配しなくても大丈夫。団長が何の考えもなしにこんな指示をする人じゃないって事は、士狼が一番解ってるからね。どういうつもりなのか、聞きに行っただけよ」

「……それなら良いんだけど。小鳥遊くんが、団長さんの事を一番よく解ってるっていうのは、やっぱり最初に《餓狼旅団》に入ったから？」

「ええ。っていうか、旅団ができる前からの付き合いみたいよ、あの二人」

「そうなんだ……」

　団長と最高幹部筆頭……ナンバー１と２の関係は、少数精鋭の《餓狼旅団》のような組織においては非常に重要なものだ。よって唯をどう扱うかで、その関係に軋きしみが生じてしまうような事にはなって欲しくない。それこそ本当の意味で士狼達の迷惑になってしまう。

「…………やっぱり怖い？」

　こちらを気遣うように、凜が尋ねてくる。

　恐らく『指切り事件』を解決する士狼達に、同行する事を言っているのだろう。だから、

「少しだけ。でも小鳥遊くんたちもいるし、私が一緒に行く事で何かの役に立てるのなら手伝いたい……それが正直な気持ちかな」

　素直に己の気持ちを口にした。

「でも……私が付いて行ったら、小鳥遊くんたちの足を引っ張っちゃうんじゃないかな」

「それなら大丈夫よ。だって、士狼と煉也の二人が動くんだから」

　保証するわ、と笑顔で凜。

「唯がいる位で、状況が難しくなるなんて事は絶対にないわよ」

　そうこちらへ断言してくる凜に、唯は眼を丸くして、

「凄いね……」

「まあね。あたしや翠琴も戦える方だけど、流石にあの二人には敵かなわないし。あ、でも本人達には言わなくて良いわよ。調子に乗られたら癪しやくだから」

「ううん、そうじゃなくて……」

　唯は首を横に振りながら、

「そんな風に思えちゃうほど、信頼できる関係なんだね。羨ましいな」

「う……まあ、色々と乗り越えてきたからね、それなりに」

　こちらの言葉に、凜は気恥ずかしそうにそう言うと、

「まあとにかく、今の唯がするべき事は、余計な不安や心配じゃない。新しい服を買う事よ。問題のクラブに同行するにせよしないにせよ、明日から着る服は必要でしょ？」

「…………うん、そうだね」

　頰を赤くして強引に話を戻した彼女に、唯は微笑ましい気持ちになりながら告げる。

「じゃあ凜ちゃん、お願いして良いかな」

「ええ、任せてちょうだい」

　すると凜は胸に手を置くと、こちらへ向かってニッコリと笑う。

「あたしが来たのは、そのためなんだから」
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　旅団のアジトへと戻った士狼は、ノックもせずに団長室へと足を踏み入れた。

　すると、あらかじめ士狼が来ると解っていたのだろう。

　部屋の奥にあるデスクの椅子に腰掛けていた美伽が、

「久しぶりだな……そんな顔をしているお前は。何か気に障る事でもあったのか？」

　確信犯的な笑みを浮かべてこちらを迎えてきて、

「…………解ってて言ってるでしょ、団長」

　士狼は嘆息しながら美伽の下へ。そして、デスクの前に立つと彼女を見下ろし、

「同居や街の案内は良いよ。お客さんの面倒を見るのは、連れてきた俺の役目だからね」

　でも。

「『指切り事件』の犯人の所へ、同行させるとなると話が別だ。筋金入りのマフィアや、ヤクザ連中の欲望がドロドロに渦巻いている現場に、わざわざ連れて行く必要はないでしょ」

「神羅坂の問題が解決したって、彼女の持ってる回復能力まで消えてなくなる訳じゃない。遅かれ早かれ、彼女は裏の世界と繫つながる事になるよ」

　だったら、と美伽。

「《餓狼旅団》の関係者という事を、積極的に広めておく方が安全だと思うがな」

「その位なら構わないよ。でも、俺らに助けられたという気持ちを強く持っている委員長に、ウチの仕事に貢献できる役割をチラつかせて判断させるのは、意図的な思考誘導だ」

　現に唯は今朝、自ら家事を買って出てくれたし、先程は服を買う事にも遠慮していた。

　真面目で、純粋な娘なのだ。よって、

「旅団は、あくまで選択肢の一つだよ。委員長にすべき問い掛けはウチに入るかどうかじゃない、どこで生きていきたいかだ。そしてその問いは、昨日の今日でするものじゃない」

「確かに、どう生きるかの判断は冷静な思考の下で行なわれるべきだ。できる事なら、私もそうさせてやるべきだと思うよ。だが、お前も解っているだろう」

　静かな瞳で美伽が言った。

「鴻崎唯の置かれている状況は──彼女自身でどうにかできる次元を超えている」

「それは……」

　士狼は、美伽の言葉を否定できなかった。

　──唯が図らずも手にしてしまった回復能力は、世界中が欲する夢のような力だ。

　それは、唯個人の手にはどうしたって余ってしまう。

「自分の手には負えない状況で、自身にとって正しい道を選べる人間は少ない。その事を解っていながら、本人の意志に委ねるというのは、優しさではなく見殺しだろう」

　だから、と美伽。

「私が言った『本人の意志を尊重する』というのは彼女の話じゃない。お前の事だよ士狼。鴻崎唯は、もう普通の世界では生きられない。それが強すぎる力を手にした者の宿命だ」

　だが。

「幸いにも彼女は今、彼女を守る事のできる力を持った者の傍にいる……お前の傍にな」

　その言葉に、士狼はしばし沈黙を続けていた。

　しかし──やがて嘆息を一つすると、美伽の前を離れた。

　そして部屋の中央にあるソファへと腰を下ろすと、

「彼女……凄く真面目で、良い娘なんだよ。だから、普通に生きて欲しかったんだけどね」

「ああ。だがあの娘が持ってしまった力は、一人で抱えきれるものではないよ」

　そこまでを言うと、美伽は声と表情をふっと優しいものにして、

「彼女を迎え入れる事に、消極的になるお前の気持ちは解る。翠琴や凜、煉也の時とは違い、事故のような形で刻印を与えてしまったのだし……何より刻んでしまったのが、お前がずっと自分の中に抱えてゆくつもりだった色欲だったんだからな」

　要は。

「お前は、自分の手で彼女を穢けがすのが後ろめたいんだろう。だが、お前がここで手を引いたところで、彼女はどのみち穢れる事になる。残念ながら彼女はもう、裏の世界の入り口に足を踏み入れてしまっているからな」

　だから、と美伽。

「彼女と彼女の人生を、お前自身の手で穢すのか。それとも放り出して、穢れてゆく彼女を見て見ぬ振りをするのか、全てはそういう話だ」

　だが。

「他の誰でもない……お前が彼女を穢すのならば、守ってやれるものもあるだろう。彼女に送って欲しいと願った生き方も、お前が傍にいれば少なからず叶かなえられる筈だ」

　そして、と美伽は言った。

「何よりも、お前は既に一度彼女に手を差し伸べた。そして彼女は、そんなお前の手を取ったんだ。その手を自分から離すような真似が、お前にできるとは思えないがな」

「………………ああ、そうだね。その通りだ」

　士狼は自嘲めいた笑みと共に、美伽の言葉を全面的に認める。

　彼女が口にした言葉は、小鳥遊士狼にとっての真実だと。だから、

「…──では、鴻崎唯の件は構わないな？」

　という美伽の確認に、士狼は「うん」と頷いて、己が下した決断を告げる。

「彼女を──委員長を《餓狼旅団》に入れよう」
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　そして士狼は、美伽と互いの意見を同じものにした後、

「悪かったね団長……お陰で頭を冷やせたよ」

　素直に謝罪の言葉を口にした。すると、

「謝らなくて良い。私の役目は、お前を導く事でもある。また一つ、お前の可愛い所が見られて嬉しいよ」

　美伽はそう言って、こちらへ微笑んでくる。

「あのね……そういう意地悪なとこ、直した方が良いと思うよ団長……団長？」

　ふと美伽の表情が不満げなものになったのを見て、士狼が彼女の顔色を窺うと、




「いつまでその呼び方をするつもりだ。ここには私とお前しかいないんだぞ？」




　少し拗すねたように美伽が言った。

　それは他の者は決して見る事のない、士狼だけが知る皇おう神がみ美伽の素顔で、

「私が団長なんてものを務めているのは、お前が私にやれと命じたからだ。本来ならお前こそがこの旅団を率いるべきであって、私はあくまで代理なんだからな」

　美伽が口にしたのは、士狼と彼女の二人だけしか知らない《餓狼旅団》の秘密だ。

　…──かつて、美伽と異能特区で旅団を立ち上げる事にした時。

　本当ならば士狼が団長となり、美伽を従える筈だった。異能特区を訪れる前からの付き合いである士狼と美伽の間には、絶対的ともいうべき支配関係が交わされていたからだ。

　だが──美伽は、どうしようもなく人間離れした美しい外見と存在感を持っている。

　そんな彼女を差し置いて、士狼がトップになってしまうと、美伽だけでなく士狼まで必要以上に周囲の注目や関心を集めてしまい、自由に動きにくくなってしまう。

　…──だから、美伽に団長を任せたいと頼んだのだ。

　そして美伽は、士狼の頼みならばどんな事であろうと断らない。

　だから美伽が団長となり、士狼は最高幹部筆頭として表向きは彼女を支える立場になって、裏から旅団を取り仕切っている。それが裏吉祥寺の《餓狼旅団》の真実だ。

　ただし──美伽からは、団長を引き受ける代わりに条件を出されていた。

　だから、ソファへ座るこちらの下へとやってきた美伽は、

「きちんと約束した筈だぞ？　皆の前では、私は団長としてお前と接する。その代わり、二人だけの時は……」

　そう言って、艶めかしい瞳でこちらを見詰めてくる。だから士狼は立ち上がり、

「ゴメンゴメン、忘れた訳じゃないよ。ただ、アジトにいる時はついクセでね」

　笑いながら彼女の額にそっとキスをした。ところが、

「…………額で済ませるつもりか？」

　美伽は少し不満げに、ジッとこちらを見た。その濡ぬれた瞳は吸い込まれてしまいそうで、

「────────っ」

　不意に、士狼の鼓動が跳ね上がる。と同時、美伽から眼が離せなくなった。

「駄目だよ美伽……こんな所で『魅了』なんて」

　それが美伽の魔法によるものだと解る士狼は、本来の呼び方で窘たしなめようとしながらも、美伽の腰に腕を回して彼女を抱き寄せてしまうのを止められない。そんなこちらに、

「約束を破った罰だ。これならもう、私の事しか考えられないだろう？」

　美伽は、ふふっと悪戯っぽい笑みを浮かべた。

　そしてこちらの首の後ろへ両手を回すと、そのままギュッと抱き付いてくる。すると美伽の躰からだの温もりと柔らかさが感じられ、彼女の放つ甘い香りが一気に匂い立った。

　そんな美伽を、己の欲望のまま好きにしてしまいたい衝動に駆られた士狼は、

「っ……もし誰か来ちゃったら、どうする──」

　つもりさ──そう言おうとした士狼の口を、温かくて柔らかな感触が塞いだ。

　美伽の唇が、こちらへと重ねられたのだ。

　そうして士狼の言葉をキスによって奪った美伽は、互いの唇を重ねた状態で軽く押すように士狼をソファに座らせると、そのまま膝の上へと跨がってきた。

　そして──ゆっくりと唇を離すと、熱の籠こもった眼差しをこちらへ寄越して、

「私は別に構わない……困るのはお前だろう？」

　艶っぽい笑みを浮かべて言うと、そのまま士狼へと再びキスをしてくる。

　今度はもう唇だけでは済まない。

「はぁ……んむ、ちゅっ……はぁっ……士狼……んっ……ちゅぷ♥」

　いやらしく舌を絡めてきた美伽は、同時に士狼の右手を摑つかんで彼女の胸へと導いた。

　すると圧倒的なボリュームを誇る美伽の胸は、服の上からでもとろけそうなほど柔らかさを主張してくる。

　…──小鳥遊士狼は、とある事情から皇神美伽を完全に自分のものにしていた。

　美伽の肢体は、圧巻の大きさの胸も、艶っぽい曲線の尻も、全てが士狼によってどこまでも淫らに性開発されている。それこそ色欲の刻印などなくても、唯と同等クラスの快楽を得る事が可能なレベルにまで。だから、

「あぁ……ちゅっ、はぁ……ん、やっ……ちゅぷ……あぁ、ん……♥」

　軽く胸に触れてやっただけで、美伽はこちらの膝の上で躰をいやらしく震わせた。

「…………すっかりエッチになっちゃって」

　初めて出会った頃を思い出しながら、士狼が苦笑混じりに告げると、

「ふふっ……お前じゃないか、私をこんな女にしたのは」

　官能に潤んだ瞳でこちらを見詰めて、




「私の下へ、望みを叶えに来てくれたあの時に……グランシュルトにいた時にな」




　かつて、異世界へと士狼を召喚した最高位の女神──ミカエルが言ってくる。

「だが、お前もそろそろ限界だろう。曜日や大罪因果による、それぞれの衝動から逃れられないのは、刻印を刻まれた者だけではない。オリジナルの七大罪の力を持つお前こそが、誰よりもその影響を受けてしまうのだからな」

　そう──士狼が、なるべく木曜日は女性に近付かないようにしていたのは、何も色欲の刻印による影響を周囲に与えないようにしていただけではない。

　士郎自身の理性が、色欲の衝動によって失われやすくなってしまっているためだ。

　普段、士狼は強きよう靱じんな精神力によって七大罪の衝動を抑え込んでいる。だが、

「昨日は鴻崎唯の一件があって、いつものようにお前自身の色欲を鎮めてやれなかったからな。あれほどの魅力を持った娘を堕としてんだ。彼女の姿や躰の柔らかさ、温もりが忘れられず、収まりが付いていなかっただろう？」

　艶めいた笑みと共にこちらの状態を見透かし、どこまでも淫らに誘惑しながら、

「だが、もう我慢しなくていい。ここにいるのは私とお前だけだよ」

　そんな異世界の女神だった美伽の言葉は、士狼の理性を優しく殺して、

「…………じゃあ、お言葉に甘えて」

　そう告げると、士狼は『魅了』の興奮に身を任せて──自分から美伽へとキスをした。







　士狼に唇を重ねられた美伽は、

「んんっ……ちゅっ、はぁ……ちゅぷ、あぁ……士狼……んぅ♥」

　熱いキスに蕩とろけそうになりながら、士狼と初めて会った時の事を想った。

　舌を淫らに絡め合いながら思い出すのは、かつて人々からミカエルと崇められていた頃。

　美伽のいたグランシュルトという世界の地上は、七体の魔神たちの争いに多くの人間が巻き込まれ、長きに亘わたって凄惨な苦しみに襲われ続けていた。

　そんな中、天上で最高位の女神の一人だった美伽は、人々を助けにゆく事を禁じられていた。美伽の女神としての位が、地上へと関与するには高すぎてしまったからだ。

　だが──そんな自分の立場に我慢ができず、やがて美伽は一つの決意をする。

　女神としての位を捨て去り、地上に降りて魔神たちを封印しに行く……そのために人と契約を交わし、その者の手によって堕とされる禁忌を犯す事を。

　……でも。

　美伽と契約を結ぶという事は、その過程で人である事を捨てる事になる。

　成功する確率も非常に低い。よって、その役はグランシュルトとは異なる世界の人間にする必要があった。信仰がある者が、精神的に美伽を上回る事は不可能だからだ。

　…──そして、美伽が極秘裏に発動させた召喚魔法に応じて現われたのが士狼だった。

　女神が堕ちる方法として最も簡単なのは、下位の種族に抱かれる事。そうして穢れを得た身となれば、聖上なる存在としての資格を喪失する。

　だが──この方法では、美伽の女神としての力まで失われてしまう。

　そこで、太古に最高位の女神が魔神によって堕とされたという闇の伝承に従い、美伽はその方法を……無限の快楽によって堕とされ続けるという、禁断の手法を士狼に求めた。

　召喚されたばかりの士狼は、まだ多くの混乱や不安を抱えていた筈だ。

　縁もゆかりもない異世界のために、禁忌を犯して人である事を捨てて欲しいと頼まれて、応じてくれる事など本来ならばあり得ない。

　それなのに──士狼は、美伽の願いを聞き入れてくれた。涙を流しながら、どうか力を貸して欲しいと懇願したこちらに、士狼はしっかりと頷いてくれたのである。




　そして、美伽は士狼に屈服するために己の力を惜しみなく使った。

　最高位の女神としての力を、己の快楽中枢を増幅させるために全て注ぎ込んだのだ。

　その結果──最後の一線こそ越えないものの、美伽は士狼によって無限の快楽を与えられ、己の存在さえ不確かになる程の絶頂の数々を刻まれていった。

　…──そして、一方的にされるだけではない。

　美伽も士狼に対し、どこまでも淫らに性奉仕を行ない、自ら屈服していった。

　これにより、美伽は士狼に対してより深く隷属してゆけるようになったのだが、

　……凄かったな、本当に……。

　当時の事を思い出すと、今でも躰が甘く震える。

　聖なる天界で──誰にも気付かれぬように、昼夜を問わず行なわれる淫らな調教。

　最高位の女神の自分が、どれほど淫らな女だったかを、士狼によって美伽は徹底的に思い知らされた。日ごとに淫らになってゆく躰つき。既に充分すぎるほど豊かだった──唯くらいの大きさはあった胸も、さらなるサイズにまで成長して。得られる快感も、精神崩壊を起こしかねないレベルへ、胸も尻も、躰中の隅々まで開発されてしまった。

　もちろん全て美伽自身が望んだ事だ。恥ずかしさはあるが、後悔など全くない。

　…──けれど、どこまでも淫らに堕ちてゆく感覚に溺れながら美伽は思っていた。

　自分が召喚したのはただの少年ではなく、想像を遥はるかに越えた何かだったのでは、と。

　……だけど。

　本当の意味で、士狼が美伽の想像を越えたのはそこからだった。

　ある日の晩……士狼が戦闘の修業を付けて欲しいと言ってきたのだ。

　士狼への隷属を進めていた美伽に、彼の頼みを断るという選択肢はない。

　それでも理由は尋ねた。なぜ力を得たいのかと。

　すると、『吉祥寺に熾セ天ラ使フが降臨した現場に居合わせながら、士狼だけは何故か一人だけ異能力に目覚めなかった』という話を聞かされた。それが、士狼に秘められた凄まじい特異性である事を、この時はまだ美伽はもちろん士狼自身も気付いていなかった。

　自分にも確かな力が欲しい。そんな純粋な想いが、士狼が力を求める理由だった。

　また──士狼の抱える事情も聞かされて、美伽は彼への戦闘の手解きも始めていった。




　…──そこから士狼の覚醒が始まった。




　美伽のいたグランシュルトの天界が、士狼の世界よりも上位次元にあったからか。

　または最高位の女神である美伽を隷属させてゆく過程で、何らかの覚醒がなされたのか。

　美伽の導きもあり、士狼は秘められていた身体能力と戦闘スキルの潜在能力を開花。

　人の限界を遥かに越えた領域へと昇華させていった。

　その中でも、凄まじいレベルで際立っていたものがある。

　速さだ。

　それを可能としたのが、士狼の体内で生じた変化──『超高位次元神経伝導』である。

　一般的な人間の、反応速度の平均限界は〇・二秒。

　戦闘スキルを持つ者が、身体強化や加速魔法を行なって〇・〇〇一秒がいいところの中。

　まるでゲームか何かのように、己の限界速度を上げる事に夢中になっていった士狼が天界で到達した限界反応速度は、〇・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一秒。

　これは、精神加速を使用した状態の美伽をも上回る驚異的な速さだ。

　すると──天界の宝物庫の奥に眠っていた、かつて七体の魔神を封印したとされる伝説の神剣『七鍵天狼牙』が士狼に反応。異世界から来た彼を、己の使い手として選んだ。

　そして、そんな士狼とグランシュルトの大地へと降り立って──彼と共に、美伽は人々を苦しめていた魔神達を一体ずつ倒していった。

　解き放たれた魔神の大罪異能は、力の源泉であると同時に存在の核のようなものだ。

　そのままにすれば新たな魔神を生み出してしまう。

　そこで士狼は、七鍵天狼牙を通して自らの体内へ大罪異能を取り込んでいった。

　七つの大罪異能の『器』となれる……それこそが、七鍵天狼牙を扱える素質だったのだ。

　そして、やがて魔神を一体残らず殲せん滅めつすると、士狼は七つの大罪異能を全て手に入れた。

　それは最早、奇跡という言葉すら追い付かない、お伽とぎ話ばなしのような結末。

　美伽が、心の底から願いながら呼び寄せた異世界の少年は……小鳥遊士狼は。奇しくも、数あま多たある世界の中で、美伽の抱いた望みを叶える資質を、誰よりも有していたのである。

　だから──湧き上がり、溢れて止まらなくなったその感情は必然。

　…──グランシュルトの全ての人々を愛し、救うべき最高位の女神ミカエルは。

　小鳥遊士狼という一人の少年だけを愛する女になっていた。

　よって魔神が全て倒された事で、美伽は自らの責任と存在意義を果たし終えたと判断。

　この先は、士狼のためだけに生きる事を決めた。

　最高位の女神を堕とし、七大罪の魔神の力まで全て己の内に取り込むという最大級の禁忌を犯した士狼に、グランシュルトでの居場所はない。だから美伽は元の世界へと帰る彼に付き従い、こうして異能が溢れてしまった士狼の生まれ故郷の街で彼に力を貸している。

　全ては──自分の願いを叶えてくれた士狼へと報いるために。
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　士狼が手にした七つの大罪異能は強大すぎるものだった。

　身の内に留めておくだけで、士狼の命を縮めてしまう。

　よってこちらの世界へ来てまず最初にしたのは、士狼を守るための大罪異能の刻印化。

　大罪異能の強大すぎる力を抑えられるようにし、さらに他者とも共有を可能にする事で、士狼への負担を減らしたのだ。刻印を他者に与え、同時に共有できるようにするには、士狼自身の大罪異能を別の形へと変化させ、共有相手と重複させない必要があった。

　…──そのために、音はそのままに字を変えた。

　勿論、ベースは士狼の本来の言語であり、同音異義語を多数持っている日本語。

　そこでまずは『強欲』を、『神抑』とする事で魔神の力を封印して抑え込んだ。

　さらに『色欲』も、『色抑』とする事で、士狼を襲う性衝動を抑える事にも成功。

　そして残る五つについては、刻印化による封印のせいで弱まる力を補えるよう、士狼は自身の特性を活かせるものへと作り替えていった。

　それはどれも戦闘系の能力で、さらに半分以上が『超高位次元神経伝導』を活かすもの。

『憤怒』は、時を分かつ程の瞬速を可能とする『分時』へ。

『暴食』は、他者に触れられる事を防げる速度へと繫がる『防触』へ。

『嫉妬』は、己の中に存在するあらゆる鈍さを失わせる『失鈍』へ。

　そして『怠惰』を、相対する全てを両断する『対断』にして戦闘能力をさらにアップ。

　…──その上で、士狼は『傲慢』をあるものへと変えた。

　単純に考えるなら強さを満たす『強満』が、まず真っ先に思い浮かぶ。

　そんな中、士狼が選択したのは『業満』。

『強満』では、単に士狼の強さを限界値にまで引き上げるだけ。

　しかし『業満』にして、業──つまり罪を満たす効果の語句にした事で、大罪異能の力そのものを限界領域にまで増幅させる事を狙ったのだ。

　…──すると、士狼や美伽が予想していなかった出来事が起こった。

　一度は『色抑』にした筈の『色欲』が、この世で士狼へと向かって生じる事象を見極め、反応を可能とする『識世極』へと変化を遂げたのである。文字数の変化はオリジナルとの差が大きくなってしまうためコントロールが難しく、本来であれば不可能。

　しかし、色欲の大罪がより士狼に相応しいものへと変化したのだろう。

　その結果、スピードへの極振りのような転化が生じた事で、さらなる超神速への反応が可能となった士狼の反射速度は、さらに千倍にまで上昇。

　数値上では〇・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一秒。

　国際単位系で表すなら一フェムト秒となる。

　それはもはや美伽でさえ認識できない領域だった。







　その後──美伽が請け負う事にした大罪刻印は『強欲』だった。

　士狼との関係を考えれば色欲だが、士狼は色欲を他人に背負わせる事を嫌がっていた。

　また美伽自身の色欲は、既に刻印の力など借りなくても、士狼によって大罪クラスにまで磨き上げられている。美伽がいつでもグランシュルトの女神へと戻れるよう、今でも最後の一線を越える事だけはしてくれないという不満はあるものの、美伽はそれを逆手に取り、最後の一線以外の全てを行なっても良いと解釈。

　士狼の全てを満たしたい己にとって、最も相応しいのは強欲だと考えた。

　あれから仲間が増えて……それこそ色欲の担い手である唯が現われた今も、当時の自分の選択は間違っていなかったと美伽は確信している。

　ただ士狼に力を貸すだけではない。時にこうして己の強欲を免罪符に、彼を求める事もできるのだから。そして今──美伽はどこまでも強欲になりながら、

「はあっ……ちゅっ、んっ……あぁ、士狼……もっと……んぅ♥」

　キスの合間に彼を呼んで、口付けをより濃厚なものにして欲しいとねだると、士狼は応じるように、たっぷりと唾液をこちらの口内へと流し込んできて、

「……んっ……んっ……はぁ……ん……♥」

　美伽はいやらしく喉を鳴らしながら、悦びと共にそれを飲み干してゆく。

　そして──美伽は士狼と濃厚なキスをしながら、互いの服を脱がせ始めた。

　何度となくしているその行為に、掛かる時間は一瞬だ。

　美伽は、士狼の上半身をあっという間に裸にして──その時には、美伽も着ていたジャケットとタイトスカートを士狼によって脱がされ、床へとそれらを落としていた。そうして下着の役割も兼ねているレオタード型のインナーに、ストッキングを吊つるしたガーターベルトだけの姿にされた美伽は、士狼の視線が自分の胸へと向けられているのに気付き、

「ふふ……解っている」

　蠱こ惑わく的な笑みを浮かべると、胸前にある紐ひもを留め具から外した。そして自分からファスナーをゆっくりと下ろしてゆく。そうして下着を臍へそ辺りまで摺ずり下ろすと──美伽の大きな乳房が躍り出るようにして完全に露わになった。すると桜色をした美伽の胸の先端は、既に士狼への興奮ですっかり張り詰めていて、ぷっくりとしたそのいやらしい形に、

「…………もうそんなに乳首を立たせて。はしたないよ」

　こちらの『魅了』で興奮しているのか、士狼はわざと言葉責めのように指摘すると、美伽の胸をやわやわと揉もみ始めた。そのいやらしい愛あい撫ぶに、

「はあぁっ、んっ……ぁ……あぁっ♥　やぁ……ん、はぁっ……ふぁああぁあっ♥」

　とろけそうな程の甘い快感が一気にきて、美伽はひたすら淫らに悦んだ。

　たっぷりとした量感の乳房を始め、美伽の躰は士狼によって極限まで開発されている。

　だから士狼の手でいやらしい形にされると、恥ずかしさよりもおかしくなりそうな程の快楽が勝って、美伽は胸を揉まれる悦びに美しい肢体を震わせる。

　しかし──美伽の本当の性感はこんなものではない。

「あんっ……お願いだ士狼、そろそろ感覚の封印を解いてくれ……」

　だから美伽は、甘えるように大きな胸を揺らして懇願した。

　…──士狼の『神抑』の力で、普段の美伽は感覚を抑える封印を施されている。

　それを解けば、美伽はさらに士狼がくれる女の快楽の深しん淵えんを味わえる。

「いいよ……幾つ外して欲しい？」

「一つだけで良い。今日は私が、お前の事を気持ち良くさせてやりたいから」

　艶っぽく笑った美伽に、「解った」と士狼は頷くと、こちらの左胸へと口を寄せてきて、

「…────行くよ」

　そう告げられた次の瞬間──皇神美伽は左胸の先端を士狼にいやらしく吸われた。

　と同時、美伽の躰から封印の解除を示す金色の光の粒子が一気に舞い上がり、

「っ────────────～～～～～～っ♥」

　解放された性感は三割。

　しかし──それだけでも胸の先を吸われた快感は、一気に膨大なものとなって。

　士狼の膝に跨がりながら、皇神美伽は甘い嬌きよう声せいと共に激しく絶頂を極まらせた。







　小鳥遊士狼は、感覚の封印の一つを解かれた美伽が凄まじい絶頂を果たしたのを見た。

　膝の上にいる美伽は、喉を反らしながら激しい絶頂の余韻に酔いしれている。インナーの股間の脇からは、美伽が分泌した大量の女の蜜液がいやらしく溢れ出て、ストッキングを穿はいた内股が淫らに光っていた。そんな美伽の乳首を士狼がさらに吸ってやると、

「んっ……あぁ……や……ぁ、はあ……っ……あぁ……んっ♥」

　その度に美伽は恍こう惚こつの表情と共に、ピクンピクンと淫らに身を震わせた。普段の美伽しか知らない者には、まるで想像できないような淫いん猥わいな姿。そんな美伽のもう一つの顔を士狼はよく知っているが、今は『魅了』を掛けられている状態だ。だから、

「っ────…」

　士狼は興奮を昂たかぶらせ、美伽をソファの上へと押し倒して彼女の腰へと跨がる。すると、

「あんっ♥　はぁ……ふふっ、良いよ……お前の好きなようにして」

　美伽は官能に潤んだ瞳で、嬉しそうにこちらへ全てを許してくる。

「お前に隷属する幸せを、私にもっと教えてくれ……」

　だから士狼は、どこまでも美しくそれ以上に淫らな女神に甘えた。

　溢れて零れそうな程いやらしい大きさの胸を、指の隙間からハミ出すほど強い力で揉みしだく。手の平いっぱいに広がる極上の感触を楽しみながら、同時に快感ですっかり張り詰めている乳首を手の中で転がしてやると、

「はあぁっ♥　あぁん、やぁっ……士狼……はぁっ、士狼っ……ふぁあぁああぁっ♥」

　美伽はビクンと腰をはしたなく浮かせて達し、ソファを軋ませる程いやらしく躰を跳ねさせた。感覚の封印を解いてやった事で、完全に官能の恍惚に溺れているのだろう。

　その表情は壮絶に艶めかしく──それ以上に美しくて。

「──────っ」

　そんな美伽に、激しく嗜し虐ぎやく心しんを煽あおられた士狼は互いの体勢を変えた。

　胸から離した両手を美伽の腰の下に入れ、強引に躰を起こして自分の膝の上に跨がらせた。そして美伽の腰の後ろに回していた手を、士狼はゆっくりと下へ降ろしていった。

　そのまま腰のくびれから尻の曲線を楽しむように撫なでると、美伽が身に付けているレオタード型の下着……そのショーツ部分の中へ、強引に両手を滑り込ませる。すると美伽のショーツの中は、既に尻の割れ目までとろけるように熱く濡れていて……すっかり柔らかくなっていた淫らな尻たぶを、割れ目まで乱暴に揉んでやると、

「はあぁっ……やぁ……ん、あぁっ……んっ──ふぁああああぁんっ♥」

　美伽は、こちらの首の後ろへ回した両手に力を入れ、縋すがるようにしがみいてくる。

　激しい快感を得た美伽が腰を淫らにくねらせる度に、士狼の眼の前で乳輪が淫らな弧を描くようにして、彼女の大きな胸がいやらしく揺れる。すると、士狼に吸って欲しいのか、美伽の乳首は先程よりさらに淫らな形になっていた。だから士狼は、舌から迎えるようにして美伽の乳首を口に含むと、思いきり吸い上げてやった。と同時、容赦なく両手にグッと力を入れ、美伽の尻をきつく鷲わし摑づかみにしてやると、

「やっ……あぁ、ああぁあぁぁぁああぁぁあああああああぁぁぁあぁぁああぁぁあぁぁぁあぁぁあぁあぁあああぁぁぁぁあぁぁぁぁ────────────っ♥」

　激しい嬌声と共に、美伽は士狼が両手を入れているショーツ部分の中を温かい液体で満たした。こちらがもたらした激しい絶頂で、いやらしい女のシャワーを迸ほとばしらせたのだ。

　大量に生じた美伽の淫蜜が、ショーツ部分の横から大量に溢れ出してくる。

　それは抱えきれない程の快楽を得た女の反応。

　小鳥遊志郞は、皇神美伽を完全に快楽で支配し、屈服させていた。

　だから彼女の左胸から口を離すと、まだ甘い愉悦の中にいた美伽は、

「んっ……あぁっ、や……ぁ……はあぁ……っ……あぁ……ん♥」

　士狼の膝の上で、恍惚の表情で膨れ上がった快楽に全身を甘く震わせていた。

　すると彼女の内股をヌラヌラにしながら伝い落ちた美伽の蜜液が……彼女の『魅了』の効果で硬く大きな膨らみを作っている士狼のズボンの股間を熱く濡らしていって、

「どうしてくれるの美伽……こんなになっちゃったよ？」

　士狼が彼女を見詰めながら、己のそこを軽く突き上げるようにして彼女の股間にクニクニと押し当ててやると、

「ふぁあん♥　ぁ……はぁ、ふふっ……解っている、任せてくれ」

　美伽は慣れた手付きでこちらのベルトを外すと、ズボンの留めボタンを外してそのままファスナーを引き摺り下ろした。そして士狼の膝の上から床へ──開いているこちらの両脚の間へと下りると、こちらのズボンのウエスト部分に両手を掛けて、

「…──今度は、お前が気持ち良くなってくれ」

　従順に床へ乙女座りをした美伽に上目遣いで懇願された士狼は軽く腰を浮かせた。すると美伽がこちらのズボンとパンツをまとめて脱がしてきて……そして露わになった士狼のそこは、『魅了』によって限界にまで膨れ上がり、反り立っている。すると、興奮を昂ぶらせて凄まじい剛直と化した士狼のモノを目の当たりにした美伽は、うっとりとしたように、

「さあ……たっぷりと私の胸で甘えてくれ」

　艶めかしい笑みと共に、大きな乳房を両手で抱えるようにして士狼の股間へと寄せてきて……そして、士狼のモノが美伽の胸の谷間に吞み込まれるように挟まれた。

　美伽の乳房は、キュッと吸い付くような弾力に加え、快楽の熱でとろけそうなほど柔らかくなっていて、そんな美伽の胸で己のものをしゃぶられた士狼は、

「──────…っ！」

　至福の快感に思わず息を詰める。すると乳房を使った淫らな行為に、美伽もまた興奮と快楽を得たのか、嬉しそうに左右の胸をより強く擦り合わせ始めた。上下に揺らすようにこちらのモノをはしたない動きでしごきながら、

「んっ……はぁ、凄いな……いつもよりも熱くて、大きさも……んぅ♥」

　艶っぽい表情でこちらのモノを見詰めた美伽は、

「お前をこんなにしてしまうなんて……色欲に溺れた鴻崎唯はかなり良かったようだな」

「…………半分は、美伽の『魅了』のせいだよ」

　士狼が恨めしそうに原因を告げると、

「そうか……なら、これからは毎回使うとしよう」

　悪戯っぽく笑った美伽は、艶めかしい乳房の動きをさらに激しく淫らにしてきて、

「っ────…！」

　たまらず士狼は下腹に力を込めた。すると美伽がこちらのモノをしごく度に、クチュクチュという音が生まれ始める。興奮と快感を得た士狼のモノの鈴口から、粘着質な透明の腺液がトクトクと溢れ出していた。そして顎を引いた美伽が、口の中に溜たまっていたとろりとした唾液を垂らして、淫らな潤滑液をさらに追加。すると美伽の胸の谷間と士狼のモノとの密着感がさらにいやらしい状態になる。淫らに乳房を駆使した美伽の奉仕に、

「…………………っ」

　士狼は徐々に腰を揺らめかせながら、快楽を昂ぶらせてゆく。あっという間に腰の裏が熱くなり、すぐそこまで射精感が迫ってきていた。そんな限界が近付きつつあるこちらに、

「ふふっ、我慢しなくて良い。私に好きなだけ出してくれ」

　美伽はどこまでも艶っぽい笑みと共に、チュッと士狼の剛直の先端にキスしてきた。

　上目遣いでこちらを見ながら、いやらしく舌を這はわせるその顔は、団長として通している普段の美伽とはまるで別人。完全に快楽に溺れた、淫らな女がそこにいた。

　そんな美伽による、凄まじい量感の乳房を用いた淫らを極めた奉仕に、とうとう士狼は己の快楽を抑えきれなくなり、

「っ…………ぅ…………ぁあっ！」

　美伽の大きな胸へ、己の精を一気に放出した。







　その瞬間──皇神美伽は、己の胸の中がドクンっと強く脈打ったのを感じた。

　…──だが、それは心臓の鼓動ではない。

　美伽の胸の谷間で射精した士狼のものが、まるで快楽に打ち震えるように暴れている。

　勢い良く吐き出された士狼の精は、美伽の胸の谷間には収まりきらなくて、

「んっ……ふふ、凄い量だな……やはり溜め込んでいたんじゃないか」

　胸だけでなく、首筋から頰にいたるまでべっとりと白色に染められた美伽は、士狼を射精へと導けた悦びに躰を震わせた。そして、ずるり……と士狼のものが美伽の胸の谷間から抜けた。と同時、濃い白濁液が雫しずくではなく塊になった状態でボタっと床へ零れ落ちる。

　…──こうして美伽は、定期的に士狼の色欲を鎮めてやっている。

　翠琴たちのような、己の本能衝動や異能力を暴走させてしまいかねない者達を士狼が救ってあげているのと同じように……『識世極』へと変化してしまった士狼の色欲の力はあまりにも強大で、放っておけば士狼の命を奪ってしまうからだ。

　士狼の精液と、美伽の唾液とで艶光るようにコーティングされた士狼の剛直は、美伽の眼の前でまだ大きく張り詰めたままの状態を保っていて、

「まだこんなにして……仕方ないな」

　美伽はうっとりとした瞳で告げると、当然のように士狼のそこへ唇を寄せた。

　そして、そのまま唇を滑らせるようにして、一気に喉の奥まで迎え入れるように咥くわえる。

　すると士狼のモノの肉感と濃い精液の味が口の中いっぱいに広がり、

「んぅ……ちゅっ、はぁ……む♥」

　ねっとりと舌でしゃぶりながら、美伽はさらに深い官能を得て思考をとろけさせた。

　こちらが顔を前後させて、硬い剛直の粘膜を口で淫らに癒してあげると、

「っ────…」





[image: ]





　士狼は腰を軽く浮かせて、そのままこちらの頭に手を置いてきた。そうして許しを得た美伽は、自分が彼に与えた絶頂の証を愛おしむように、いやらしく舌で舐め取りながら、新たな快楽を与える。わざと大きな音を立てて唇で強く吸い上げ、

「んむ……れろっ、ちゅぷ……はぁ、んちゅっ……れろっ、はぁ……ふふっ♥」

　たまに口を離すと、手でくちゅくちゅと竿さおから先端にかけてをしごき上げ、そしてまた舌で迎えるように淫らに咥える。士狼の熱い硬肉の塊を、美伽は己の舌と口の粘膜とでたっぷりと愛してゆく。すると口から鼻へ士狼の雄のフェロモンが抜けて、美伽の頭をより淫らに麻ま痺ひさせてきて、際限なく官能の悦びが高まった美伽は、

　……ああ……。

　己のしている行為に、おかしくなりそうな程の背徳を得て躰を震わせた。

　…──もし今の美伽の姿を、グランシュルトで崇拝してくれていた者達が見たら。

　彼らはきっと、卒倒してしまうだろう。

　だが構わない。美伽はもう、最高位の女神ミカエルではないのだから。

『皇神』という姓は、最高位の女神の力が消えないよう強い字を組み合わせた。

　名前も、ミカエルから抜き出す事で、こちらの世界でも力を引き継げるようにした。

　そして──『美伽』という漢字は、士狼と共に生きてゆく決意を示すもの。

　それは士狼の心と躰を満たすため。彼の傍にあり続けるという誓いの名。

　…──小鳥遊士狼に己の全てを捧ささげ尽くす。

　それこそが、誰よりも強欲な──皇神美伽の存在理由。

　だから美伽は、心から望んで士狼へ淫らな奉仕を行ない続ける。すると、

　……あ……。

　美伽の口の中で、士狼のモノが徐々に硬さと大きさを増して震え始めた。

　──それは射精の前兆だ。

　だから美伽は官能の悦びを深めると、口での奉仕を激しくしていった。

　一気にイカせる。

「はぁむ……ちゅぷ……はぁっ、んんっ……ちゅる、れちゅっ……んふぅ、ちゅぅうっ♥」

「っ…………ぁ、美伽っ！」

　そんな美伽の強烈な口淫は、絶頂の階段を昇っていた士狼を一気に限界まで押し上げて、

「────────っ！」

　次の瞬間──美伽の舌の上で、士狼のモノが荒ぶるように跳ね、盛大に精を解き放った。

　それを、己の口いっぱいに受け止めた美伽は、

「んっ、んんぅ～～～～～～～～っっ♥」

　ぶるりと、尻から腰にかけてを甘く震わせた。これまでフェラチオをしながら、士狼からも愛撫を受けて快楽を極まらせた回数は数え切れない。心と躰に教え込まれたそれらの絶頂は、美伽の中にしっかりと刻まれていて……今では士狼の射精を己の口内へ受け入れると、美伽は反射的に震えるような悦びを得て、達してしまうようになっている。

　それは躰を……その性感を、徹底的に開発されてしまった者だけが至れる淫らな境地。

　そうして自らも快楽を極めながら、それでも美伽は士狼の白濁液の迸りを喉を鳴らして飲み干していった。士狼のモノが口の中で熱く脈動しているのも、トロリとした生温かい液体が塊となって食道を滑り落ちる感覚も、震えてしまうほど幸せで、

「んっ、んんっ……んふぅ、はぁ……んっ、こくん……っ、はぁ……あぁ……っ♥」

　最後の一滴まで士狼の精を飲み干すと、美伽は恍惚の吐息を漏らした。

　そんな美伽の秘所からは、女の蜜が洪水のように溢れていて、ぐしょ濡れになったショーツ部分のクロッチの横から、何筋も零れて内股をいやらしく伝って落ちていっていた。

　…──もう、この下着は付けていられない。

　だから美伽は、ファスナーを一番下まで降ろすと、片脚ずつ抜いて下着を脱ぎ去った。

　すると、ガーターベルトとストッキングだけを穿いた裸よりもいやらしい格好になる。

　だが美伽は構わない。

「…………………………」

　ソファ前のテーブルに腰を下ろすと、美伽はゆっくりと両脚をＭ字に開いていった。

　いやらしく晒した美伽の秘所は、淫らな女の蜜を大量に垂らして艶光っている。

　そんなこちらを見る士狼の瞳には、まだ色欲の本能が宿っていて……彼のモノもまるで興奮が収まりきらないかのように、ビクンビクンと熱く脈動していた。

　だから美伽は、ふふっと艶っぽく笑うと己の前へと手を差し伸べて、

「おいで……もっと気持ち良くしてやる」

　そう言って、甘い声音で士狼を誘った。

　…──皇神美伽は、小鳥遊士狼の全てを満たすために存在する。

　その事実を証明するかのように。
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　心地の良い温もりに溢れた空間がある。

　木製の床やテーブルに、観葉植物が至る所に飾られている和テイストのカフェだ。

　…──ファッションビルの各フロアのお店を回り、一通りの買い物を済ませた後。

　鴻崎唯は、凜と共に七階にあるこのカフェを訪れていた。

　ゆったりとしたソファ席に座り、注文したヘーゼルナッツラテに口を付けてから、

「随分買っちゃったけど、本当に良かったのかな？」

　唯は、自分の隣に置いてある色取り取りの紙袋を見た。その中には、凜と共に回った店で購入した服や下着などが入っている。だがその量は、一週間分の服としては明らかに多い。それこそ洗濯を一切しなくても大丈夫な位である。すると、

「これくらい全然平気よ。好きなだけ買って良いって士狼も言ってたでしょ」

　林りん檎ごとローズマリーのフルーツティーを飲んでいた凜が平然と言う。

「まあ、それはそうなんだけど……」

「それに、例のクラブにも行く事になったんだから、この後は水着も買わなくちゃだし」

　そうなのだ。先ほど二時間ほどをかけて買い物を終えた頃、凜の携帯へ士狼から、唯も『ヘブンズオーシャン』への潜入に連れて行く、というメッセージが届いていた。

　美伽と話して、唯を同行させる事に納得できたのだろう。

　唯としても、自分が役に立てるなら協力するつもりだったし異論はない。

「大体、唯はこのままウチに入るかもしれないんだから。そう考えたら足りない位よ」

「それを見越して多めに買っちゃうっていうのは、図々しすぎると思うけど……」

　困ったように笑うこちらを、向かいの席の凜がジッと見詰めてくる。

「唯は……ウチに入るのは嫌？」

　その瞳は少し寂しげで、だから唯は慌てて手を横に振りながら、

「ううん、そんな事はないの。《餓狼旅団》の皆は、良い人ばかりだし」

　士狼と煉也以外は昨日会ったばかりだが、それでも彼らがどういう人間かは明らかだ。

　士狼は他の選択肢も考えてみるべきと言っていたが、今の唯に《餓狼旅団》以上に頼れる存在を見つけられるとは思えない。

　幸か不幸か──神羅坂は、唯の力を独占しようと企んでいる。

　そのため回復能力については秘匿しており、唯の情報が拡散する可能性は現状低い。

　だが、絶対にないとまでは言い切れないのが実情だ。

　…──一番良いのは、唯を狙おうとする者達がいなくなってくれる事だろう。

　よって、国の機関である《総合異能学府》の保護を受けるというのも一つの方法だ。

　だが神羅坂の研究所を逃げ出した唯は、《総合異能学府》に駆け込む事はしなかった。

　あそこは、異能力の研究・開発を目的とした場所だ。

　それでは利用されるのが神羅坂から国に変わるだけであって、何の意味もない。

　この国は今、異能力と概念科学による軍事力の増強へと舵かじを切っているのだ。

　よって──鴻崎唯は、可能なら士狼たちの《餓狼旅団》に入れたらと思っている。

　……だって。

　彼らは強大な力を持ちながら、何ものにも縛られる事なく異能特区で生きている。

　異世界の魔神の力の根源である七つの『大罪異能』を持つ士狼たちは、それこそ唯以上の力の持ち主だ。にも拘わらず、彼らは強大な力を他者に利用されずに済んでいる。

　それは──彼らが《餓狼旅団》だからだ。

　裏吉祥寺最強。そんな彼らへ無闇に手出しを考える者は、ほとんどいないのだろう。

　また士狼の話では、他の有力組織とも衝突を避ける協定が結ばれているという話だった。

　彼らの仲間に入れれば、回復能力を誰かに利用される危険性はぐっと減る。

　……でも。

　もし唯が入れば、《餓狼旅団》は面倒事を抱え込む羽目になる。

　士狼たち五人が作り上げた自由や平穏が、自分のせいで乱れてしまうのは嫌だった。

　改めて己の抱いている躊躇と迷いに、俯うつむき無言になっていると、

「…──あたし達の迷惑になるのが怖い？」

　凜に静かな声で尋ねられ、唯はコクンと頷いた。すると、

「あたしはね……唯のそういう気持ち、解る方だと思う」

　だって、と静かな声音で凜が言った。

「あたしも──唯と似たようなものだから」

「え…………？」

　予期せぬ言葉に思わず顔を上げると、凜はこちらへ苦笑を向けていて、

「あたしと翠琴がヴァンパイアだって話は聞いたでしょ？　けど、以前は正体を隠して普通の人間として生活していたの。お父さんと一緒に」

　けれど。

「何かね……あたしだけ、ヴァンパイアの中でも特殊なタイプだったみたいで、厄介な奴に眼を付けられちゃってね。あたしと翠琴はどうにかこの異能特区まで逃げてきたんだけど、そいつは諦めてくれなくて。その時に、士狼と団長と……そして煉也に助けられたの」

　唯から視線を外し、凜は虚空を見上げる。その眼が見ているのは今ではない。

　過去を思い出しているのだ。そして、再びこちらへ視線を合わせると、

「あたしも翠琴も、士狼たちの力を借りて、どうにか奴らを撃退できた。でも、連中はまだあたしの事を諦めていない。だから、あたしがこうして旅団にいる事は、ある意味では皆の迷惑になっているんだと思う」

　でもね、と凜。

「そんなあたしを、それでも皆は受け入れてくれている……それが当たり前の事みたいに。だからあたしも、皆の迷惑になるのを恐れるんじゃなくて、それ以上に皆のためにできる事をしようって決めたの。嫉妬の刻印を貰ったのもそれが理由」

　一息。

「だって……あたしの望みも、皆と一緒にいる事だったから」

　まるで他の選択肢なんてないかのように、凜は自分の確信をこちらへ告げてくる。

「傍に居れば、迷惑を掛けちゃうかもしれない。でも、『それが一緒に居るって事だろ』って怒られちゃった。一切迷惑を掛けない関係なんて噓っぱちだって。互いに迷惑を掛け合って、それを分け合って……それが一緒にいるって事だろって」

「凜ちゃん……」

　凜が語ってくれたのは、彼女と他のメンバーとの大切な絆きずなの話だった。

　本来それは、昨日今日出会ったばかりの唯が、気安く聞いて良いものではない。

　だけど凜は話してくれた。それは彼女が本当に唯を想ってくれているからだ。

「お節介だったらご免ね。でも、もしも唯が昔のあたしと同じような不安を抱いているのなら。そんな必要ないって事を伝えられるのは、きっとあたしだけだと思うから」

　まあ。

「皆に助けられたあたしが、偉そうに言える事じゃないんだけどね……」

　そう言って苦笑する凜に、「ううん」と首を横に振って、

「そんな事ないよ……ありがとう、話してくれて」

　鴻崎唯は心の底からのお礼を言った。

　告げる。

「きちんと考えるね。私のしたい事と……私にできる事の両方を」
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　都内でも屈指の歓楽街である裏吉祥寺に、昨年誕生した若者向けの施設がある。

　新世紀型超巨大クラブ『ヘブンズオーシャン』。

　そこはナイトプールとクラブとが融合を果たした、新感覚のアクアリゾートだ。

　収容キャパシティは八千人超。平日週末を問わず、毎晩のように何かしらのイベントが開催されており、夜が更けると異能特区の内外から多くの若者たちが集まり賑にぎわっている。

　…──そして、間もなく深夜二時になろうという頃。

　小鳥遊たかなし士し狼ろうは、煉れん也やと唯ゆいの二人と共に『ヘブンズオーシャン』へとやって来た。

　既にこの日のイベントは開始されている。しかし週末という事もあって、この時間でも客足は絶える事はなく、入店しようとする若者達によって行列待ちができていた。

　その列の中程に並んでいる士狼たちの服装や髪型は、この店を訪れる客層から浮かないようなテイストのものになっていて、

「こういうチャラい格好も、たまにやると面白いもんだね」

「そいつは良かったな。こっちは似合わねぇコスプレやらされてる気がしてならねえよ」

「またまた、そんなに着こなしといて。普段より違和感ないくらいだよ？」

「どういう意味だよそりゃ……」

　フンと不機嫌そうに鼻を鳴らした煉也に、士狼は「まあまあ」と宥なだめる。

　そして煉也とは逆隣──己の左側へと顔を向けた。

　すると、そこには肩や脚をかなり露出した服装の唯がおり、

「？　どうかした小鳥遊くん？」

　こちらの視線に気付いたのか、キョトンと小首を傾げて尋ねてくる。

　すると今の唯は大きな胸とその谷間をわざと強調するような格好をしているため、身長差のある士狼の眼から見る彼女の胸元は、絶妙に揺れる素晴らしい光景になり、

「そんなにエロい格好なのに、全然下品にならないなんて……委員長は神秘だね」

「……小鳥遊くんは、女の子を褒めるのが下手だよね」

　そう言いながら胸元を直すのだが、その拍子に大きな胸が柔らかそうに揺れてしまい、

　……こういうところは無防備だなぁ。

　眼福ではあるが、こういう真似を外でさせては余計な虫が寄ってきかねない。

　なので、士狼は唯の腰に腕を回して彼女を抱き寄せた。

「えっ────…？」

　突然の事に、驚いたようにこちらを見る唯の耳元に、

「俺らはカップルって設定で行くって言っておいたでしょ？　そろそろ入り口だし、それっぽく見せないと。ほら、もっと俺にくっ付いて」

「う、うん……こんな感じ？」

　士狼が囁ささやくと、唯は恥ずかしそうにしながらもこちらに身を寄せてくる。

　と、そこで唯がふと思い出したように、

「そういえば、《餓が狼ろう旅団》は小鳥遊くんが、美み伽かさんと一緒に作ったものだったんだね」

「ん？　うん、そうだけど……それがどうかした？」

「ううん。ただ、一緒にいるだけじゃなくて、わざわざ組織を作ったって事は、何か目的があっての事なのかなって思って」

　その何気ない唯の言葉に、

「…………まあね。どうしても、やらなくちゃいけない事があってさ」

　士狼がそう言ったところで、前の客が受付を終えて店内へと入っていった。

　だから士狼が受付で男性二名、女性一名分の料金を払うと、水着の上にＴシャツを着ている女性スタッフが、入場証明のシリコン製の細いリストバンドを三人分渡してくる。

「こちらはロッカーの認証キーにもなっているので、失くさないようにお願いします」

「はいはい、どうも」

　士狼は笑顔でそれに応えると、唯と煉也と共に建物の奥へと入っていった。
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　…──鴻こう崎さき唯は、見た事もないような空間に足を踏み入れた。

　四階ほどを吹き抜けにした巨大なフロア。その空間を満たすのは青と蒼あお、さらに碧みどりが入り交じった光のシャワー。そして、超ボリュームで流れているアップテンポの音楽だ。

　まるで床が揺れていると錯覚しそうになる程の重低音が鳴り響いているフロアの奥は、一面が滝になっていて、大量の水がカーテンのように落下している。

　また中央には超巨大な水槽が、両サイドには大きな噴水プールが設けられていた。

　その床面は、概念科学による第三世代型マイクロＬＥＤでできており、プロジェクションマッピングのように水槽を幻想的なアクアリウムへと変えていた。

　美しい蒼に照らされた水の中では、多くの水着姿の男女の若者たちが、水遊びに興じながら深夜の宴に熱狂している。唯は軽いカルチャーショックを覚えながら、

「クラブって、こういう所だったんだね……」

「まあ……ここは特に、はしゃぎたい連中向けだけどね。それに週末で特別なイベントって事もあって、いつもよりも騒がしくしてるんじゃないかな」

　という士狼の説明を聞いた後、唯達が最初に向かったのはフロア脇の通路奥。

　水着に着替えるための更衣室だ。

　…──潜入の目的は、『指切り事件』の犯人、アントニオ・ファブローニの拘束。

　しかし水着以外の格好で施設内を歩き回れば、否応なしに目立ってしまう。

「じゃあ、まずは俺から準備してくるね」

　だから士狼が男性用の更衣室へと入っていき、唯と煉也は入り口の前に残った。

「ゴメンね御み堂どうくん……お守りみたいな真似して貰もらっちゃって」

「気にすんな。犯人のマフィア野郎はこの店の常連って話だ。店側が協力してるにせよ、脅されて仕方なく使わせているにせよ、連中の我わが儘ままは通りやすくなってる」

　だから、と煉也。

「この店にいる間、鴻崎が一人になる時間は最低限に留めるっていう、士狼の判断は間違ってねえよ。団長から虫除けも貰ってるんだろ？」

「うん、ちゃんと付けてるよ」

　唯は耳に付けている、狼と月と十字架とが組み合わさったイヤリングを煉也に見せた。

　美伽の魔法により、覚醒した大罪刻印と同じく周囲の人間に認識操作が働く代物だ。

『ヘブンズオーシャン』への潜入に当たり、唯はこのアクセサリーを渡されていた。

　これで唯は、周囲から必要以上の興味や関心を抱かれずに済む。

「なら良いが……そいつはあくまで保険だからな。過信はすんなよ」

　士狼や煉也ら旅団メンバー全員が覚醒している刻印の効果は、《餓狼旅団》の知り合いや、一定レベル以上の能力者には効かないようになっている。

　そして、カメラなどモニター越しで見ている相手にも通用しない。

　何より──問題のアントニオ・ファブローニは、高位能力者である可能性が高い。

　こちらが店内に入った事は、既に知られているものと考えるべきだろう。

　唯の役割は、アントニオ・ファブローニの下へ士狼達を辿たどり着かせるサポートだ。

　……情報だと。

　アントニオは、既に恋人のいる女の子を強引に自分のものにする事に固執している。

　そして、恋人が見ている前で女の子を犯す事に、激しい興奮を覚える歪ゆがんだ性癖の持ち主らしい。誰のものにもなっていない処女を自分のものにする事に飽きたため、今はもう他人の恋人を奪う卑劣な行為でしか満たされなくなっているのだという。

『指切り事件』の被害者は、そうして彼に奪われた女の子たちなのだ。

　そして発見された遺体は七人だが、他に行方不明となっている娘は数十人に上る。

　…──人として、絶対に許してはならない男。

　そんなアントニオを逃がさず釘くぎ付づけにするには、彼のターゲットとなるのが一番だ。

　よって唯が士狼の恋人を演じれば、アントニオは間違いなく興味を引かれるだろう。

　唯は、自分の容姿がどれほど男受けするかは解らない。

　……だけど。

　女の子を恋人から奪う事に興奮するというのなら……相手の男性のステータスが高いほど、奪った時の満足感は増幅する。それが《餓狼旅団》の最高幹部筆頭である士狼の恋人なら、それこそアントニオにとって己の興奮とマフィアとしての実績を満たせる最高の獲物だろう。よって唯は、この建物内でとにかく士狼との関係を見せ付ける必要があって、

　……頑張らなきゃ。

　そう心の中で決意を新たにしていると、士狼がバミューダタイプの水着にアロハシャツを羽織った格好で戻ってきて、

「お待たせ。じゃあ、次は委員長の番だよ」

「うん、ちょっと行ってくるね」

　そして、唯は女子更衣室へと向かった。

　士狼と煉也は外で待機してくれており、何か問題が発生したら二人はすぐ駆けつけてくれる手て筈はずになっている。もし唯が何者かに拉致されてしまった場合の想定も済んでいるし、

　……いざという時には。

　唯自身、どのように行動すべきかについても共有済みだ。

　その事を頭の中に置きながら、唯は女子更衣室へと足を踏み入れた。

　建物の収容キャパシティの大きさもあり、更衣室はかなり広めの作りになっていた。

　ロッカーは一定間隔で何列も配置されており、沢山の女の子達が水着へ着替えるために裸や下着姿になっている。

「えっと……」

　室内で何かあった場合に備えて、士狼からはできるだけ入り口に近いロッカーを使うように言われている。しかし週末のイベントのためか、既にどれも埋まってしまっていた。

　仕方なく唯は、使われていないロッカーを探して更衣室の奥へ。

　そして程なく空いているものを見つけると、その前で着ていた服に手をかけた。

　とはいえ、唯は服の下に水着を付けた状態で来ている。

　よって羽織っていたパーカーと、穿はいていたホットパンツを脱げば準備は完了だ。

　これは着替えを省く事で、更衣室内に一人でいる時間を最小限に抑える目的と、

　……それに。

　士狼の話では、この更衣室の様子もＶＩＰルームに流されている恐れがあるという。

　…──もう見られているかもしれない。

　その可能性を想い、唯が浅く身体を抱いた時だった。




「…………ねえ、《餓狼旅団》が面倒見てる客って、アンタの事？」




　不意に横から掛けられた声に、唯は反射的にそちらを振り返る。

　すると水着姿の綺き麗れいな女性が、こちらを値踏みするかのように見詰めていた。

　今の唯を認識できているという事は、旅団の知り合いか高位レベル能力者のどちらか。

　能力者の場合──最悪、アントニオ・ファブローニの手の者という可能性もある。

　とはいえ、まだ士狼達を呼ぶには早計すぎると唯は判断。

「あの……貴女は？」

「誰だって良いでしょ。それより、否定しないって事はやっぱりアンタがそうなのね」

　こちらの問い掛けに答える事なく、女性は不愉快そうに舌打ちをして、

「よくもまあ、あんな奴らの世話になってるわね。どうせ、これまでアイツらがどんな事をしてきたか、大して知りもしないんでしょ」

　高位レベル能力者かどうかは解らない。だが表情や口ぶりから察するに、女性は《餓狼旅団》と何らかの関わりがあるのだろう。そして──敵意を抱いている。

「聞いた話じゃ、旅団の新メンバー候補らしいけど……一人でこんな所に遊びに来て、もう連中の一員気取り？　あんまり調子に乗ってると、痛い目を見るだけじゃ済まないわよ」

　言いながら感情を昂たかぶらせていっているのか、女性の瞳が据わったものになり始める。

「あの……すみません、人を待たせてますから」

　水着に着替えられなかったが仕方ない。唯は女性を刺激しないよう頭を下げて踵きびすを返す。

　しかし、そんなこちらの反応が気に入らなかったのか、

「っ──ちょっと、待ちなさいよ！」

　一気に感情的になった女性が手を伸ばしてきて──乱暴に腕を摑つかまれる、その直前で、

「…──止めなよ、京みやこ」

　こちらへ割って入るようにして、冷静な声音が女性を制止した。

「亜あ純すみさん……」

　駅前でパンを売っていた、あの亜純だった。思わず名前を呼んだこちらに、亜純は優しい笑顔を向ける。しかし、すぐに知り合いと思しき女性を厳しい眼差しで見据えて、

「京、あたしはアンタの立場や事情をそれなりに知ってる。だから、アンタが《餓狼旅団》をどう思うかは、アンタの自由だし止めもしない」

　でも。

「アンタの個人的な感情を、この娘に押し付けるのは許さない」

「感情の押し付け？　あたしはただ、忠告してあげているだけよ」

「忠告？　京が知っているのは、アンタが見た士狼たちの一面でしかない。この娘に何か忠告できる程、何かを知っている訳じゃないでしょ」

「っ、ふざけないでよっ！　連中の事なら嫌ってほど知ってるわ！」

「…………アンタのかつての立場と、今の状況を考えれば、確かに気の毒だとは思う。居場所を失ってしまった事に、士狼たちが関わっていないとも言わない」

　でもね。

「あの一件は、士狼たちが悪い訳でも、間違っていた訳でもない。アンタにはアンタの立場があったように、彼らには彼らの立場があって、譲れないものがあった。彼らはそれを守るために行動しただけ。その結果、どれだけの娘が救われたと思ってるの？」

「それが何？　他の娘を助けるためだったから、あたしには犠牲になれとでも言うの？」

「そんなつもりはないよ。でも、今のアンタの状況の責任を、士狼達に求めるのは間違ってる。士狼は、ちゃんとアンタにも手を差し伸べていたじゃない。あの時も、今だって。その手を振り払って、無視して、今の生き方を選んでるのは京……アンタ自身でしょ」

　何なら。

「士狼と煉也も来てるから、文句があるならこの子じゃなくて、二人に直接言ったら？」

「冗談じゃないわ。あんな奴らとは二度と関わるのはゴメンよ！」

　そう言うと、京はこちらを見て、

「アンタもどうせ、すぐに思い知るわ。その時にせいぜい後悔すると良いわよ」

　最後にそう吐き捨てるように言うと、奥のシャワー室の方へと去っていった。

　その背中が扉の向こうへ消えると、ようやく唯は胸を撫なで下ろす。そして、

「助かりました、亜純さん……でも、どうしてここに？」

「知り合いのパン屋が、このクラブと取り引きしてるんだけど、そこの職人さんがちょっと腰をやっちゃってね。今日の夜だけ、ヘルプに入ってあげてるのよ」

　亜純は笑顔で事情を説明してくれる。

「ここへは納品のために初めて来たんだけど、そうしたら士狼と煉也がフロアにいるのが見えてさ。声を掛けたら、唯ちゃんも来てるっていうじゃない。大丈夫だとは思うけど、あんまりガラの良いお店じゃないからね。ちょっと様子を見に来たって訳」

「そうだったんですね……ありがとうございます」

　唯は重ねてお礼の言葉を述べると、

「………………あの、亜純さん」

「…──先刻の娘の事が気になる？」

　亜純の静かな声音の問い掛けに、唯が肯定の頷うなずきを返すと、

「如月きさらぎ京。去年までこの街にあった『エリュシオン』ってキャバクラに勤めてた娘だよ。当時は、裏吉祥寺で知らない人はいない位の人気嬢だったんだけど」

　でも、と亜純。

「お店の経営母体が半グレ連中でね。上納金を稼ぐために、売り上げの悪い娘をクスリ漬けにして、自分の所の風俗店送りにしていたの。その情報を聞きつけた士狼達が、店に乗り込んで女の子たちを一人残らず助け出して、店と一緒にそいつらを潰しちゃったのよ」

「そんな事が……」

「けど京は店じゃナンバー１で、オーナーを勤めていた幹部とも付き合ってたから、その煽あおりを一番受ける事になった。士狼が他のお店で働いたり、別の仕事に就けたりできるように話を通してあげようとしたんだけど、ああやって頑なに拒み続けてるの」

「…………………………」

　京の事情を聞いた唯が、思わず沈黙していると、

「別に、唯ちゃんが気にする必要はない話よ。立場が違えば見方だって変わるし、異なる想いを抱くのは当然。京みたいに《餓狼旅団》を恨んでる人もいれば、あたしみたいに好きな奴もいる。それは、どちらが正しい訳でも間違ってる訳でもない」

　だからね、と亜純。

「唯ちゃんは自分自身の素直な気持ちで、士狼達と向き合えばそれで良いと思うよ」

「はい……」

　亜純の言葉に、唯は迷う事なくしっかりとした頷きを返した。

　他の誰でもない。

「私にとって、小鳥遊くん達がどういう存在かは……私が決める事ですから」
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　鴻崎唯は服を脱いで水着姿になると、亜純と共に更衣室を出た。

　そして通路で待機してくれていた士狼に、

「お待たせ小鳥遊くん」

　と声を掛けると、先程まで一緒にいた煉也の姿がない事を確認して、

「御堂くんはもう……？」

「うん、予定通り一人で動いて貰ってる。今頃は、ここの男性スタッフのギャルソン服を手に入れてるんじゃないかな」

　頷いた士狼が、既に状況が動いている事を教えてくる。

　…──この『ヘブンズオーシャン』のＶＩＰルームは、二つのフロアに存在している。

　一つはフロアを見下ろせる上階フロア。そしてもう一つは、存在自体が秘密にされている地下フロアだ。アントニオ・ファブローニは、店を訪れた際はいつも両方を貸しきりにしているが、その日の気分で使い分けており、選ばなかったもう一方は取り巻きに使わせているらしい。本命は地下フロアの方だが、絶対にそうとは言い切れない。

　そこで、士狼と煉也がそれぞれ手分けして上階と地下へ乗り込む事になっている。

　唯は恋人役の士狼と共に、地下フロアの担当だ。

「？　どうかした小鳥遊くん？」

　ふと、士狼がまじまじと自分を見ている事に気付いて唯が尋ねると、

「いや……先刻も相当エロかったけど、着てたのを脱いだらまた一段と凄いね」

「…………小鳥遊くんも、そう思うよね」

　唯は頰を赤くすると、なるべく考えないようにしていた自分の水着を見下ろした。

　…──唯の水着は、変形タイプの白いバンドゥビキニ。

　そのデザインは極めて扇情的で、胸の大きい唯が付けると、まるで手ブラで隠しているように胸の上下が色っぽく露出してしまう。さらに中央に設けられたデザインホールのせいで、胸の谷間もこれでもかというほど見えてしまっていた。

　下も形こそショーツタイプなのだが、肝心な部分が菱ひし形がた状の布地で隠されている以外は、切り絵のように縁しかないデザインになっている。

　…──実は、この水着を選んだのは翠み琴ことだった。

　最初は、凜りんと共に普通のお店で探していたのだ。しかし一体どこから聞きつけたのか、翠琴は無駄に笑顔全開で姿を現すと、唯達のいた店の水着ではアントニオを惹ひき付けるには大人しすぎると力説。そして唯を、強引に別の店へと連れて行った。

　その店で売っていた水着は、どれも信じられないほど扇情的なデザインのものばかりで、流石に唯は難色を示したのだが、そんなこちらに翠琴が言ったのである。

　士狼の役に立ちたいのではないのか、と。

　そう言われてしまったら、唯に拒む事などできる筈がなかった。とはいえ、とてもじゃないが自分で選ぶのも無理で。結果として、翠琴に選んで貰ったものを着る羽目になった。

　それが、この『童貞を虐殺するビキニ』という謳うたい文句の商品だ。

　他にも『童貞を八つ裂きにする競泳水着』や『童貞を蜂の巣にするスクール水着』など様々な『童貞殺し』シリーズが並んでいたが、それらは最早際どいとかいう次元ではなく、どれも完全にアウトなデザインのものばかりだった。

　……これでも、あの店の中ではまだ控えめなんだけど。

　唯の役目は、アントニオ・ファブローニの眼を引き、興味を持たれる事。そのためには、確かにこの水着は効果的なのだろうし、美伽のアクセサリーのお陰で周囲の人達の注目を集めてしまう事もない。よって、翠琴に押し切られた形でこの水着を購入したのだが、

「…………やっぱり、ちょっと大胆すぎたかな」

　改めて恥ずかしさを得た唯が呟つぶやくと、亜純が笑いながら、

「水着はただの布地よ。エッチに見えるなら、それは着てる人のせいよ唯ちゃん」

「そっちの方が困るんですけど……」

　思わず唯が肩を縮こめていると、

「でも、助かったよ亜純。お陰で、委員長が一人になる時間をなくせた」

　士狼が亜純に感謝を告げた。

「悪かったね、仕事の途中だったのに」

「良いよ。それに頼んでくれて正解だったし」

「あれ、更衣室で何かあった？」

　という士狼の問い掛けに、

「大した事じゃないんだけどね……京がいたのよ」

　亜純が更衣室であった出会いの事を告げると、

「………………そうか。元気にしてた？」

　京の名前を聞いた士狼が静かな表情になって、そっと問い掛けを口にすると、

「まあね。相変わらずの感じだったよ」

　亜純は苦笑しながら言った。詳しい話をしないのは、その必要はないという亜純の判断だろう。だから唯も特に何かを告げる事はしなかった。そして、

「じゃあ、あたしは仕事があるからそろそろ行くね」

　表情を明るい笑顔に切り替えると、亜純はそのまま通路の奥へと去っていった。

　唯は、士狼と二人でその背中を見送る。そして、

「…──さて、俺達も行くとしようか」

　そう言った士狼がこちらへ手を差し伸べてきて、

「…………………………」

　鴻崎唯は、その手を見詰めた。小鳥遊士狼という少年の手を。

　…──如月京にとって、この手は彼女の大切なものを奪った手なのかもしれない。

　でも──唯にとっては違う。

　この手は自分を助けてくれて、そして守ろうとしてくれている手だ。だから、

「うん……」

　唯は迷う事なく士狼の手を取った。そして自分からキュッと握り締める。

　…──士狼がしている軽い言動の裏側に、優しさや思いやりがある事は解っている。

　よって何があろうと、士狼を拒絶するような真似は絶対にしない。

　告げる。

「…──行こう、小鳥遊くん」





４






　小鳥遊士狼は、唯を連れてメインフロアの奥へと向かった。

　人の波を縫って向かったのは、凄まじい勢いで流れている巨大な滝の前だ。

「さて委員長……見えるかい？」

「うん……」

　こちらの呼び掛けに、隣の唯が頷きながら滝の一点を見た。視線の先──滝の向こうに、眼を凝らしてようやく存在を確認できる岩場がある。その岩の一部が扉になっているのだ。

「あれが地下への入り口だよ。どうも流している水に、認識阻害の効果があるみたいでね。基本的には入り口で特別なリストバンドを渡された者しか気付けないようになっている」

　士狼たちが気付けるのは、ここへ来る前にそのリストバンドを予め入手していたからだ。

　普通の人は、あの階段を使う者を目撃しても滝の中で遊んでいるとしか思わないだろう。

「行くよ……足下に気を付けてね」

　士狼はそう唯に呼び掛けると、二人で滝の中へと入っていた。

　と同時、流れている水が士狼たちのリストバンドに反応して岩場の扉が開放される。

　そして水のカーテンを抜けると、淡い照明が足下を仄かに照らす階段が姿を現していて。

　士狼たちは、ゆっくりとその階段を下りていった。

　…──そして設けられた踊り場の折り返しを何度か経て、四フロアほどを降りた後。

　程なくして、階段の終わりが見えてきた。

　その先にあったもの──それは地下とは思えないほど高い天井を持った巨大な空間だ。

「──────────」

　そこに広がる光景を目の当たりにした瞬間。

　…──士狼の隣で、唯が思わず息を吞のんでいた。

　床に無数に設けられているのは、直径二～三ｍ程の丸や四角の形をした小さなプール。

　その一つ一つを、それぞれカップル達が利用している。

　彼らが入っている少人数用のプールに張られているのは、特殊加工が施された水だ。

　士狼達のいる場所からは水面までしか見えず、水の中を窺うかがい知る事はできない。

　だが狭いプールの中で、互いの身体を密着させたカップル達が何をしているのか。

　それは、その表情や身体の動き、そしてあちこちで生まれている甘い声から明らかだ。

　…──非日常の世界の、さらに裏側に作られた禁断の空間。

　そこは普通の興奮やスリルでは満足できない者らの、欲望や背徳感を満たす楽園だった。

　そんな『ヘブンズオーシャン』の裏の顔に、

「……………………っ」

　隣の唯は、頰を赤くしてすっかり言葉を失っている。

　どういう場所かの説明はしていたが、言葉で聞いて行なえる覚悟は想像の範囲内だけだ。

　現実が想像を超えていた時──その覚悟は崩れ去り、後にはただ動揺だけが残される。

　……それに。

　唯は現状、他にも厄介な事情を抱えている身だ。よって、

「委員長……委員長、大丈夫？」

　士狼は彼女の腰を抱いていた手に力を込め、揺さぶるように声を掛けると、

「う、うん……少し驚いちゃっただけ……平気」

　唯はコクンと頷きを返してくる。だが潤んだ瞳の奥には、色欲の刻印が薄っすらと浮かんでしまっていた。そして触れる肌の熱が、唯の体温の著しい上昇を士狼へと伝えてきて、

　……まあ、そうなっちゃうよね。

　想像を遥はるかに超えた淫らな光景に、唯の色欲の刻印が反応してしまっていた。

　そして──とうとう立っていられなくなったのか、

「んっ……ゴメン小鳥遊くん……」

　腕の中の唯が、こちらへ身を預けるように凭もたれ掛かってきて、

「謝らなくて大丈夫だよ。こんな場所にいて、まともでいられる方がどうかしてる」

　そう言うなり、士狼は唯をひょいと抱きかかえると、ぐるりと周囲を見回した。

　そして左奥の隅のプールが空いているのを見るや、すぐにそちらへと移動して、

「入るよ──少し冷たいけど我慢してね」

　そう言って、唯を抱きかかえたままカップル用プールへと入った。







　鴻崎唯は、その身に心地の良い冷たさを得た。

　それは、士狼に抱きかかえられて入ったカップル用プールの水がもたらしたもの。

　ちょうど胸の高さまである水の中に身を沈めた唯は、

　……あ……。

　そこである事に気が付いた。

　先程までは水面までしか見えなかったのに、今は水中の自分達の身体がきちんと見える。

「この水は、特殊な光の反射特性があってね。角度に加えて距離も近くないと中が見えないようになってるんだ。水中の様子は、同じプールに入っている人にしか見えない」

「同じプールに入っている人にしか……」

　つまりこのプールの水の中の事は、

　……小鳥遊くんと、私にしか見えないんだ……。

　色欲の感覚に襲われながら、唯はゴクリと喉を鳴らした。

　自分がなぜそんな淫らなプールの中へ連れ込まれたのか、その理由を唯は解っている。

　この奥のＶＩＰルームでは──恐らくアントニオ・ファブローニがこちらを見ている。

　よって唯は、今こそアントニオに見せ付けなくてはならない。

　唯と士狼は恋人同士で、そしてこの地下フロアへ来るような淫らな関係であると。

　…──もちろん、卑劣な人殺しなんかに色欲に乱れた姿など晒さらしたくはない。

　だが、士狼とそういう関係だと見せかける事で、士狼達の役に立てるというなら。

　そして、アントニオ・ファブローニを捕らえて犠牲者を一人でも減らせるのなら。

　どれだけ恥ずかしい事だって、耐えてみせると心に決めていた。

　だからここへ来る前、美伽から潜入中に唯の中にある色欲の刻印が反応してしまう可能性が高いと忠告を受けていたが、それでも士狼の恋人役を引き受けたのである。

　そして今──唯は、己の覚悟の先へと足を踏み入れいていて、

「……………………っ」

　これから行なう事を想った唯は、おかしくなりそうな程の恥ずかしさに身を震わせた。

　…──旅団のセーフハウスで、士狼に鎮めて貰った時とは訳が違う。

　ここは、多くの人がいる場所だ。

　……でも。

　周りのカップル達は、これから唯と士狼がする事よりも過激な行為をしている。

　そしてこのプールは、水の中を見られずに済むし、美伽のアクセサリーもあるため、周りに唯と士狼の行為を気付かれるような心配もほとんどない。

　現に隣のプールで、いやらしく絡み合っているカップルなどは、周囲の視線を気にする事なく完全に自分達だけの世界に溺れていた。しかも、向こうは二人とも女の子で、

「ああっ、やぁん……ちゅっ、ふぁあんっ♥」

「はぁ……んむっ、やっ……はあぁぁあっ♥」

　脱げた水着が水面に浮いているのに構う事なく、彼女らは互いを夢中で求め合っている。

　……女の子同士で、あんなに……。

　初めて見るその背徳的な光景に、唯の中にある色欲の本能がより一層膨れ上がり、

「んっ、小鳥遊くん……駄目、私もう……っ」

　こちらを抱いている腕の中で、唯が官能に潤んだ瞳で切なげに見上げると、

「うん……」

　唯の恋人は……士狼は静かに頷くと、こちらの顎をそっと持ち上げてくる。

「────────」

　だから唯はそっと眼を瞑つむって……そして必然のように互いの唇が重なった。なるべく早くこちらを鎮めてくれようとしているのか、士狼はすぐに唯の口の中へ舌を入れてきて、

「あっ……んぅっ、ちゅっ……はぁ、くちゅ……ふぅ、くちゅ……んぅ♥」

　強引なキスをされた唯は、士狼の首の後ろへ両手を回すと、彼の舌を迎え入れた。

　…──それは、こちらが士狼に身を委ねた事を伝えるもの。

　すると、士狼の両手がそれぞれ上と下に動き出し……そして唯は甘い声を漏らした。

　水着の上から胸とお尻をいやらしく揉もまれたのだ。途端に湧き上がった背徳的な快感に、

「は……んむ、ちゅっ、はぁ、んっ……小鳥遊くん……んちゅっ、ああっ……ふぁあん♥」

　唯は甘く躰からだをよじらせながら、キスの合間にする吐息に官能の嬌きよう声せいを混じらせた。反応した色欲の刻印によって催淫状態にある唯の躰は、瞬く間に激しい快楽に侵される。冷たいプールの中だというのに、躰が切ないくらいに熱く火照ってゆくのを止められない。

　…──だが、この程度では足りない。

　アントニオ・ファブローニの興味を惹くためにも、色欲の刻印を鎮めるためにも。

　だから……そんな唯に対して、士狼は必要な事をしてくれた。

　気が付いた時には唯は水着の中に手を入れられ、直に胸とお尻を揉まれていた。色欲の快楽ですっかり敏感になっていたそこを、いやらしい形になるほど滅茶苦茶に愛あい撫ぶされ、

「やぁっ────…あぁああぁぁぁぁああぁぁぁぁっ♥」

　鴻崎唯は、飛沫しぶきが舞うほどプールの中で激しく躰をわななかせた。脱げ掛けたビキニから右の胸が露出して、裸よりもいやらしい姿になるが、恥ずかしさを絶頂感が塗りつぶしてしまう。薄布一枚の有無の差なのに、得られる性感は天と地ほどの差があって、

　……凄、い……。

　背徳的なシチュエーションでする絶頂は、一瞬で唯の視界を真っ白へと染め上げる。

　まるで頭の中から、骨の髄まで蕩とろけてしまうような甘美で罪深い官能だった。

　思い知る。

　……私、こんな簡単にイカされちゃうんだ……。

　泣きたくなるような恥ずかしさ。それなのに、その奥から暗い心地良さが湧き上がってくる。こんなにいやらしい事をしているのに。こんなに背徳的な事をしているのに。

　心地の良い震えが、終わる事なく続いてしまって止まらない。

　…──昨日、旅団のセーフハウスで体験したものが可愛く思える程の絶頂。

　それはとっさに、呼吸の仕方を忘れてしまうほど凄まじくて、

「っ────はぁっ、あぁ……はぁ、ん……ふぅっ、あぁ……♥」

　ようやく吐き出す事ができた吐息は、激しい絶頂の残ざん滓しですっかり甘く熱せられていた。

　そして……真っ白に染まっていた唯の視界が、まるで霧が晴れるように戻ってくる。

　すると眼の前に、こちらを優しく見詰めている士狼の顔があって、

「…………委員長。アントニオ・ファブローニは、ＶＩＰルームでこのフロアと同じかそれ以上の事をしている筈だ。だから、向こうでそれを見せられた時に、今みたいに困った事にならないように、ここで念入りにやっていくよ……良いね？」

　それは昨日、美伽が言っていたこと。あらかじめ色欲を多めに解消しておく事で、刻印が反応しにくくするという対処法だ。

　…──恋人のフリは最早、演技の領域を完全に超えてしまっている。

　だが唯は、アントニオ・ファブローニに己の存在を主張し、彼の気を引かなくてはならない。そして、それ以上に士狼の足あし手で纏まといになる訳にはいかなかった。だから、

「………うん………」

　唯は潤んだ瞳で士狼を見詰めると、自分から腕を回してギュッと彼に抱きついた。

　それが唯の、士狼に対する精一杯の答えだった。すると、

「──────────」

　士狼は抱き締め返すようにこちらの背中へ手を回してきて、あるものを解いた。

　それは唯の水着の紐ひも。胸の後ろと首の後ろ、そして腰の左右の結び目を解かれて、

　……あ……。

　そして水着を剝ぎ取られた唯は、とうとうプールの中で一糸纏わぬ姿にされた。

　昨日のセーフハウスでは最後までショーツを穿いていた……その先へと進んだのだ。

　無論、特殊な光の反射をする水だ。美伽のアクセサリーもある。

　周囲に見えてしまう事はないし、気付かれる心配もない。それでも、

「やっ……あぁ……」

　唯は消え入りそうな声を漏らした。たとえ周囲から見られなくたって関係ない。

　鴻崎唯は今──初めて士狼に己の裸を晒していた。その事実は激しい羞恥と共に唯をどうしようもなく淫らな気持ちにさせ、色欲の刻印をさらに活性化させる。水の中なのに言い訳できないほど乳首がいやらしく立ち、下腹部の奥があり得ないくらいに熱くなってゆく。すると先ほど得た絶頂による快楽の余韻を強く残したままだった唯には、ただプールに浸かっている状態すら充分すぎる愛撫になって、

「んっ……あぁ……ん♥」

　思わず甘く身を悶もだえさせると、それによって水に僅かな動きが生まれる。そうして敏感になっている胸とお尻を、滑らかな感触でいやらしく撫で上げられた唯は、

　……そんな、私……プールの水で感じて……。

　信じられないようなその事実は、理性に反して色欲をより強める興奮をもたらし、唯の思考をより官能の渦へとろけさせる。そうして何も考えられなくなったこちらに、

「委員長、そっちを向いて……プールの縁に両手をついて、お尻を上げて見せて」

「………………ん」

　快感に頰を紅潮させた唯は、とろんとした瞳で士狼の言われた通りにした。

　…──色欲に支配されている時の唯にとって、士狼は絶対の存在だからだ。

　だから言われるがままに……水の中でいやらしくお尻を突き出した。すると背後の士狼が、こちらへ覆い被さるように躰を重ねてきた。そして彼の大きな両手が、唯の躰の前へと回された。左手の行き先は唯の胸。そして右手は唯の内股の付け根で、

「………………っ」

　自分が何をされようとしているのか理解して、左の肩越しに振り返った唯に、

「周りと同じように、本当にしてるように見せるからね……行くよ」

　士狼は静かにそう言ってきて──次の瞬間、唯は大きな胸を滅茶苦茶に揉まれながら、尻へ打ち付けられるように士狼に腰をぶつけられ、

「やっ────ぁあぁぁっ、はぁぁぁぁぁぁぁあぁぁ～～～～っ♥」

　大きく波打つ小型プールの中で、地下フロア中に響くような嬌声を上げながら、鴻崎唯は絶頂した。視界が明滅し、思わず意識が飛んでしまう程の凄まじい快感。白い背中をいやらしく反らせて達している唯の姿は、傍目には士狼に後背位で抱かれているようにしか見えないだろう。無論、実際には挿入されていない。だが色欲の刻印によって、唯は常人では決して得られないような凄まじい快楽を感じてしまっていて、

「いいよ……その調子で、もっといっぱい乱れて」

　士狼はこちらへ囁くと、こちらへ腰をぶつけながら唯への行為をさらに激しいものにした。乳首をキュッと摘まみ上げ、指先でいやらしく擦り上げられる。それは別次元の快感を容赦なく唯へともたらし、

「っ────ゃああぁぁぁぁああぁあぁあぁあぁぁぁぁあぁああぁああぁああぁぁあぁあぁぁあぁぁあぁぁぁぁあああぁぁぁぁあぁぁあぁ──────～～～～～～っ♥」

　さらなる絶頂の高みへ押し上げられた唯は、プールの水を乱れさせながら激しく達した。立て続けに刻まれた背徳の絶頂。それは唯の理性を一気に崩壊寸前にまで追い込んで、

「…………ぁ……あぁ……ん……はぁ……っ……♥」

　激しい絶頂に意識を朦もう朧ろうとさせながら、

　……こんな、こんなのって……。

　あと一回……あと一回でもイカされたら、自分はもう何も考えられなくなる。

　それはいけないと、唯の理性が必死に快楽へ堕ちる事を止めていた。すると、

　……あ……。

　唯はふと、自分の尻に硬いものが押し付けられている事に気が付いた。

　昨日までなら、それが何なのか解らなかったかもしれない。だが色欲の刻印が刻まれている今の唯は、性的な現象について理解できる。自分の尻の割れ目に押し当てられている逞たくましい感触──それが一体何なのかを。

　……小鳥遊くんが、興奮してる……っ。

　どうしよう。唯のいやらしい姿に、士狼が激しく己を昂ぶらせている。

　士狼が、こちらを性の対象として見てくれた……その淫らな事実に、色欲に溺れている唯は震えるような悦びを得てしまう。

　……なら、もう私も……。

　自分がされているのは、ただの愛撫ではない。あの士狼が興奮してしまう程の行為だ。

　そして唯に刻まれているのは、異世界を支配していた魔神が持っていた大罪級の色欲。

　恐らく、この地下フロアにいる誰よりも凄まじい快感を得てしまっているに違いない。

　まだ刻印を持て余している唯に……そんな背徳の快楽に抗う事など不可能だ。

「…………………………」

　だから──唯は躰の力をふっと抜いた。弱い己を認め、自分から理性を手放したのだ。

　後に残るのは色欲の本能。途端に、心と躰が士狼の淫らな愛撫を完全に受け入れて、

「ぁあ……んっ、ふあぁあん♥　やぁっ……小鳥遊くぅん、あぁ……ぁあぁああぁあぁああぁぁぁあぁあぁぁああぁぁああぁああぁぁあぁぁぁぁぁ～～～～～～～～～～っ♥」

　途端に感じる快楽が一気に膨れ上がり、唯はそのまま色欲の大罪に溺れていった。

　…──そこからはもう、小さなプールは完全に二人のベッドになった。

　胸も尻も、一番恥ずかしい場所も。己の全てを士狼の両手で滅茶苦茶に愛撫され、どこまでも淫らに堕ちる悦び。士狼の事を夢中で呼びながら、唯は腰を淫らにくねらせ、躰をいやらしく痙けい攣れんさせて、何度も何度も達していった。そして絶頂する度に、士狼への想いが唯の中で大きくなっていった。まるで士狼と、彼のくれる快楽だけが全てみたいに。

　それは処女でありながら唯が刻まれてしまった、官能の奈落へと堕ちる背徳の悦び。

　…──だから、唯はいつ自分の色欲の刻印が鎮まったか覚えていない。

　気が付いた時には、仰向けの状態でプールの縁へと押し付けられていて、

「はぁ……んぅ♥　ちゅ……あぁ、む……ふぅ……小鳥遊く、ん……ちゅっ♥」

　士狼に優しく胸を揉まれながら、ねっとりと舌を絡め合う甘いキスに夢中になっていた。

　気持ち良すぎて、もう何度イッたか解らない。ただ周囲のカップル達の存在はとっくに頭の中から消えていて、士狼に胸を吸われるのも、尻を揉まれるのも当然になっていた。

　両手を士狼の首の後ろへと回した唯は、逞しい腰に回した脚をいやらしく絡める事で互いの躰を密着させて淫らな抱擁に溺れていた。その全てが無意識だ。そして胸を揉まれる度に、唯は躰をピクンピクンと震わせ、キスの合間に漏れる吐息を甘いものに変えている。

　そうした反応の一つ一つが、小さいながらも確かな絶頂で、

　……は、あぁ……小鳥遊くん……。

　士狼がくれる快楽に溺れながら、唯は色欲に堕ちる背徳に浸っていた。

　演技である事を忘れて──どこまでも淫らに彼を求めるように。







　…──その後、念入りに唯の色欲を鎮めた士狼は、彼女が回復するのを待った。

　唯の乱れる姿や、彼女の躰のいやらしさに士郎自身が得た興奮は問題ない。

　その気になれば、強引に大罪衝動を抑え込む事くらいは可能だ。

　そして唯の意識がしっかりしたら、まずは水着を付けさせて……まだ恥ずかしがっている彼女に、大丈夫だと教えるように優しくキスをすると、

「ん、ちゅ……はぁ、む……ちゅ……んぅ」

　唯はもう、士狼の唇を受け入れるようになっていて、キスをしながら可愛らしくこちらへ身を寄せてきた。だから士狼は、唯が落ち着くまでプールの中で抱き合った。

　それから──士狼はとうとう唯と共に、地下フロアの先へ。

　すると奥には細い一本道の通路があり、進むと程なくして大きな扉が見えてくる。

　それが士狼達の目的地。『ヘブンズオーシャン』の地下ＶＩＰルームの入り口だ。

　そして巨大な扉の前には、白スーツの男が四人立っていた。

　アントニオ・ファブローニの護衛だろう。だから、

「…──やあ、お仕事ご苦労さん」

　声を掛けた瞬間──こちらから話し掛けた事で、覚醒刻印の認識操作が無効化。

　護衛達は誰かがやって来たという認識から、士狼達の存在をはっきりと認めて、

「───お前はっ」

　こちらの顔を見るなり、護衛達はとっさに警戒の色を見せた。そんな彼らに、

「《餓狼旅団》の者だよ。中にいる御曹司に会いたくてね。取り次いでくれる？」

　ファブローニ側が、こちらについてある程度の情報を得ている前提で告げる。

　すると護衛達は互いに顔を見合わせると、警戒の色を解かないまま、

「…──そこで待て」

　一人がそう短く告げると、扉を開けて室内へと入っていった。

　護衛としては、すぐにでも不審者を始末したいのだろうが、もし勝手な真似をすれば「自分の『遊び』を邪魔した」と、中にいる護衛対象の怒りを買ってしまいかねない。

　最悪、護衛たちは自分らの命でそれを償わなくてはならなくなる可能性もある。

　……護衛ってのも大変だね。

　士狼が彼らの苦労を忍んでいると、隣の唯がこっそりと、

「…………上手く行くかな？」

　そう囁くように尋ねてきて、だから士狼が「だと思うよ」と答えた時だった。

　再び扉が内側から開けられると、確認に行った護衛が出てきて、

「お会いになられるそうだ──入れ」

　と言うなり、護衛達は両サイドの壁に身を寄せるようにしてこちらへ道を譲った。

「はい、どうも」

　対する士狼はそれだけを言うと、唯を伴って部屋の奥へと足を踏み入れた。
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　地下ＶＩＰルームの内部は、図面で見ていたよりも広さを感じる空間になっていた。

　室内は大きく分けてリビングスペース、プールスペース、ベッドスペースの三つ。

　巨大な空間に高低を付けて設ける事で、ゆとりのある奥行きと開放感を作り出している。

　そんな室内の奥で、生じている音があった。水の音と、女の子達の嬌声だ。

「──────────」

　だから、士狼達はそちらへ向かって歩き出した。

　そして、リビングスペースの壁に埋められた巨大モニターの前を通り掛かった時、

「…………………………」

　マルチ表示が行なわれている画面を見た隣の唯が、不快そうに顔を顰しかめた。

　モニターに映し出されていたのは、この『ヘブンズオーシャン』の建物内の各所。

　一階のメインフロアや先程まで士狼達がいたカップル用プールがある地下フロアを多角的に捉えているだけでなく、女性用の更衣室やシャワー室、トイレまで網羅されている。

　無論、想定していた事態だ。だからこそ唯には着替える必要がないよう、服の下に予め水着を付けさせた。だがこうして盗撮が行なわれている実態を目の当たりにすれば、激しい嫌悪感を覚えても無理はない。

　そんな唯を気遣うように彼女の肩を抱き寄せると、士狼は部屋の奥へと向かった。

　そして──部屋の中程にあるプールスペースへ来ると、およそ十ｍ四方の中型プールの中で、五人の水着姿の少女がビーチボールを使って楽しそうに遊んでいる。

　刻印の認識操作を発動させているため、こちらに気が付かずにいる彼女達を見ていると、

「…──よお、来たな。すぐに行くから、そっちのソファで寛いでいてくれ」

　楽しげな声音の呼び掛けが来て、士狼はそちらの方へ視線を向けた。すると、

『──────────』

　豪ごう奢しやな天蓋付きの巨大なベッドの上で、室内に女の子の甘い声が響いている『原因』が行なわれていた。ひとりの男性に、六人の少女が群がるように身を寄せている。

　少女らの格好は水着ではない。だが裸でもなかった。

　ビスチェやベビードールなど、男を興奮させる目的で作られた裸より扇情的な下着姿だ。

　そして甘い声を響かせていたのは、ベッドの上で四つん這ばいになっている少女。

　彼女は完全に快楽に溺れた淫らな顔で、いやらしい嬌声を上げ続けている。

　その原因を作っているのは、背後からその少女へと腰を打ち付けている若い男。

　資料にあった『指切り事件』の犯人の青年だ。だから、

　……やっぱりね。

　青年は、士狼が声を掛ける前にこちらへ話し掛けてきた。

　つまり認識操作を行なっている士狼達を、予め認識できていたという事だ。

　そして彼は、自分達の知り合いでもない。よってこの瞬間、一つの事実が確定する。

　あの青年は──アントニオ・ファブローニは、高位レベルの能力者だと。そんな彼に、

「やっと会えて嬉うれしいよ。お楽しみの最中に悪いね」

　そう士狼が告げると、

「なあに、気にする必要はねえさ。俺もお前らには会いたかったからな」

　ベッドの上のアントニオが、ハッと笑いながら言った。

「ようこそ、《餓狼旅団》の小鳥遊士狼……俺がアントニオ・ファブローニだ」
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　…──そして士狼たちは、アントニオ・ファブローニと対たい峙じした。

　互いに向き合う形で座るのは、透明な強化ガラスのテーブルを挟む形で置かれた、特殊防水加工が施された革張りのソファだ。座り心地は当然のように抜群。しかし、

「…………………っ」

　士狼の隣に座っている唯は、先程から苦い表情で視線を前から逸らしている。

　……まあ仕方ないよね。

　こちらの正面。まるで玉座に腰掛けているかのように、大股開きでソファに座るアントニオは、椅子の両脇に裸の少女を置いていた。少女らは気だるげにしながら、アントニオへと身を寄せている。

　…──だが、唯の視線を逸らさせたものは別にあった。

　それはアントニオが開いた左右の脚の間。そこには、三人目の少女が跪ひざまずいていて……その少女が、彼の股間へと顔を埋めているのだ。

　こちらに背中を向けている少女の表情を窺い知る事はできない。だが、

「はぁ……ちゅぷ……ん、ちゅっ……ふぅ……んちゅぷ♥」

　少女は甘い吐息を漏らしながら顔を前後させていて、その度にいやらしい水音が生まれている。すると士狼の視線と、唯が示した反応を見たアントニオが、両腕を軽く広げて、

「気にしねえでくれ。実は俺は結構な人見知りでな。こうして女にしゃぶらせていねえと、おっかなくて初対面の奴とは上手く話せねえんだ」

「そりゃ重症だ。よく今日まで生きてこれたね」

　悪趣味な冗談に、士狼が感想を告げると、

「あァ？　おいおい何だ、そのつまんねえ反応は。お前もこの街じゃ『歩く下半身』とか言われてんだろ？　横の女に、こういう事はやらせねえのか？」

　アントニオは唯へと視線を向けた。だから士狼は隣に座る唯に、

「…………なんて言ってるけど。委員長、お願いしたらやってくれる？」

　そう問い掛けると、唯は凍てつくような視線をこちらへ向けてきて、

「…──そういうのは他を当たってくれるかな」
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「………………成る程」

　唯の言葉に、士狼は真顔で頷きを一つすると、部屋中を見渡してから大きめの声で、

「えっと誰か、俺のをしゃぶってくれる人っていたりす……痛ったた、何すんの委員長？」

　言われた通りにしたら、思い切り耳を引っ張られた。

「馬鹿なこと言ってないで、早く本題に入ってね」

　そこまでを言って、ようやく手を離してくれた唯の表情を見た士狼は、

　……この様子なら、しばらくは大丈夫かな。

　たとえどれだけ淫らでも、そこに強い生理的嫌悪があれば人が性的興奮を得る事はない。

　唯の中では、アントニオの存在は最低を通り越して最悪レベルになっているのだろう。

　それに士狼の悪ふざけに反応できるだけの余裕もある。先程のカップル用の小型プールでは、かなり念入りに色欲を解消しておいたし、もしアントニオがさらに過激な行為をこちらへ見せ付けてきたとしても、唯が色欲の刻印を反応させてしまう事はないだろう。

　だから──小鳥遊士狼は告げる。

「…──じゃあ、そろそろ話を始めるとしようか」







　士狼が開始の宣言を口にした瞬間──鴻崎唯は、思わず息を吞んでいた。

　眼の前のアントニオ・ファブローニが、表情を獣のように獰どう猛もうなものへ変えたからだ。

「おいおい、《餓狼旅団》ってのは、この街最強の異能集団って聞いてたんだがな」

　嗤わらう。

「てっきり殺し合いに来たのかと思いきや、お話だと？　お前らのシマで俺が何をしたか解ってるから、ここへ来たんじゃねえのか？」

「生憎と俺らが請け負ったのは『指切り事件』の始末でね。アンタを殺せば一件落着って事になるなら、話がシンプルで楽なんだけど──…」

　でも、と士狼。

「アンタの毒牙に掛かっている女の子が、ここにいる娘たちで全部とは限らないでしょ」

　士狼が言っているのは可能性の話である。警察からは、被害者と思われる行方不明のカップルのリストを受け取っている。この部屋にいる女の子達の中には、リストにあった少女の姿もあった。しかし──リストの行方不明者は数十名にも上っているのだ。

　無論、その全てがアントニオの犯行によるものとは限らないが。

　……それに。

　唯は、士狼が懸念している別の可能性を思った。

　…──アントニオは異能特区の外にある欧州連合大使館と、裏吉祥寺を行き来している。

　よって特区の外にいる時に眼を付けられ、拉致されてしまった者がいないとも限らない。

「現にアンタは、俺の素性を認識していながらこの部屋へと招き入れている。それは俺達に興味を持ったからだけじゃなく、そうした保険を用意しているからって可能性がある」

　だから。

「アンタに下手な真似をして、その保険を人質として利用されたら堪らないんだよ。で、まずは話を聞くところから始めようかなって」

「最悪のケースの想定か……日本人らしい臆病な考え方だ。裏吉祥寺最強も大した事ねえな。だが、他にも俺の遊びに付き合わせた奴らがいる可能性に思い至ったんなら、何だってここへ来た？　人質の有無を把握してからじゃねえと、俺に手出しができねえだろ」

「いや……胸むな糞くその悪い趣味の持ち主のアンタを相手に、のんびりとした真似をしてる訳にもいかないでしょ。カップルばかりを標的にして、相手の男の前で女の子を犯すのが趣味のクソ野郎からしてみれば、この『ヘブンズオーシャン』は最高の遊び場だろうからね」

　何せ、と士狼。

「《熱田組》が手を回して、好き放題やれるようにして貰ってるのを良い事に、この部屋から建物内のあちこちを眺めて、獲物の品定めをしていたんでしょ。このまま放っておけば、新たな被害者が出続ける事になる。それは困るんでね」

「何だ……そこまで読めてんのか。やっぱお前、俺と同類なんじゃねえかよ」

　楽しそうに笑ったアントニオに、

「……………………っ」

　とっさに唯は反論の声を上げそうになり、その言葉を吞み込んだ。

　…──士狼からは、なるべくアントニオと会話をしないように言われている。

　唯達が『指切り事件』を解決するために、このＶＩＰルームへ来たのに対し。

　アントニオがこちらを部屋に入れたのは、彼のドス黒い欲望を満たすため。

　士狼が見ている前で、唯を犯すためだ。現にアントニオは、先程からずっと唯の全身を舐なめるように見てきている。それは今も続いており、

　……こんな酷い人なんかに……。

　心や身体を奪われるなど死んでも御免だった。だが──この部屋にいる女の子達は、既にそれをされているのだ。そんなおぞましい真似をされて、幸せや悦びを感じるように正気まで失わされている。もはや軽蔑などという次元を超えている。絶対に許せなかった。

　どうしても耐えられなくなった時は、我慢しなくても良いと士狼から言われているが、

　……でも。

　こちらがアントニオを非難するような言葉をぶつければ、向こうは余計に興奮を搔かき立てられるに違いない。士狼を想い、彼のために怒った唯を犯した時の事を想像して。

　そんな下劣なアントニオに対し、今の唯にできる対抗は無反応を貫く事だろう。すると、

「しかし、そこまで解ってるなら、いったい何が聞きたいってんだ？」

　アントニオが士狼に本題を尋ねてくる。

　すると士狼は、静かに──しかしはっきりとした声で言った。

「…──女の子の左手の小指を、切り落とした理由だよ」







　小鳥遊士狼は、眼の前のアントニオへと告げる。

「アンタの趣味は本国にいた頃からみたいだけど、向こうでは女の子の指を切り落とすような真似はしていなかった。それが、何だってこっちに来た途端にあんな真似を？」

　尋ねたのは、今までしてこなかった『指切り』という凶行を始めた理由。すると、

「何だ……そんな事かよ」

　アントニオは拍子抜けしたように言うと、両肩を竦すくめながらハッと笑って、

「俺は遊び相手は吟味する方でな。見ての通り、大抵はこうしてお気に入りにしている」

　両腕を広げて、このＶＩＰルームにいる少女達を披露するように言った。

「だが……そんな俺でも、たまに外れを引いちまう事がある。具合がイマイチだったり、反応が思っていたのと違ったりとかな」

　だから。

「あの小指はな、そういう俺を楽しませられなかった女への罰ゲームだよ」

「罰ゲーム……」

　スッと眼を細めた士狼に、アントニオは「ああ」と楽しげに頷いて、

「俺はクールジャパンが大好きでな。前から興味があったんだよ。小指を飛ばすのは、ジャパニーズマフィア、ヤクザ伝統の罰ゲームだろ？」

　ジョークでも言っているかのようなその口調に、

「………………成る程」

　小鳥遊士狼は、己の心を少しずつ冷たいものにしてゆきながら言った。

「じゃあ──殺した理由は？」

「いや……だって指がねえんだぜ？　気持ち悪ィだけだろ、そんな女なんざよ」

　気に入らないから指を切り落とし、その結果もっと気に入らなくなったから殺したと。

　アントニオ・ファブローニは、そう事もなげに言い放った。

　…──ただの遊び。ただのゲーム。

　それが──数え切れない程の被害者を出した『指切り事件』の真相だった。

「そっか……よく解ったよ」

　そう呟いた士狼が、心の中で静かに一つの決断を下した時だった。

　隣に座っていた唯が、士狼よりも先に動いていた。







　その瞬間──鴻崎唯は、全てに構わず動いていた。

　眼の前の男を悦ばせてしまう事になろうと構わない。もう我慢できなかった。

　狂いきった理由で女の子達を犯し、傷つけ、殺した事も。そんな男が、士狼を同類だと言い放った事も──薄汚いその笑みも、全てが唯の限界を超えていた。

「────────っ」

　だから唯は眼の前──テーブルの上にあるカクテルが入ったグラスを手に取った。

　そして、その中身をアントニオの顔面へとぶちまけようとして、

「────動くな」

　そうアントニオが言い放った瞬間、唯の身体は強制的に静止させられて、

　……え……？

　突然の事態に呆ぼう然ぜんとなった唯の手は、グラスを持っている事ができなくなる。

　まるでスローモーションのように、グラスがゆっくりと床へと落ちてゆき、

「──────────」

　そして粉々に割れた時にはもう──鴻崎唯の意識は、深い闇に包まれていた。
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「そうだ……それで良い」

　唯の動きが止まったのを見て、アントニオ・ファブローニは満足げに笑った。そして、

「…………………………」

　唯に異常が生じているというのに、隣の士狼も何も反応できずにいる。そんな二人に、

「ふん……他愛もねえな、噂うわさの《餓狼旅団》も」

　アントニオ・ファブローニは、ハッと笑いながら言った。

　…──言語による対象への精神介入。

　それが、アントニオがこの街に来て目覚めた異能力だ。

　戦闘系の能力ではない。肉眼で相手を十秒以上捉えた状態で、声に出した命令を聞かせるなど、効果の発動には満たさなければならない条件などもあった。たったの十秒ではある。しかし、この条件はかなりの危険を伴う。条件や方法次第ではあるが、十秒の間に人を殺す方法など幾らでもある。戦闘系の能力を持った者ならば容易たやすいだろうし、たとえ異能力を持っていなくても、銃火器を使えば一般人でもアントニオを殺す事はできるだろう。

　……だが。

　アントニオ・ファブローニは、この能力が最強に成り得るものだと確信している。

　…──確かに、戦闘が始まってから十秒を確保する事はそれなりに高いハードルだ。

　しかし、戦いを始めるまでに十秒を稼ぐ事なら、やりようは幾らでもあった。

　そもそも相手の異能力を警戒する事なく、無闇に突っ込むような真似をしては、命が幾らあっても足りない。よって不意の襲撃や、遠距離からの攻撃やライフルなどによる狙撃といったものに注意しておけば、アントニオが負ける事はまずない。

　逆に言えば──予め相手がどんな能力かを知っていれば、対策を練る事はできる。

　だからこそ、この街で異能力を使用した戦闘や命のやり取りを行なうような者達は、自分の能力を隠したり偽ったりする事で己の身を守っているのだ。

　…──現に、《餓狼旅団》の存在は裏吉祥寺では有名だが、彼らがどんな能力を持っているかについては謎に包まれている。旅団員が異能力を使用している際の目撃情報はゼロではないし、その時の状況からおおよその推測を行なう事も不可能ではない。

　だが、そこには恐らく罠が仕掛けられている。

　……間違いねえ。

　自分達の能力の本質を摑まれるようなヒントを、わざわざ残したままにする訳がない。

　下手に推測を行なえば、逆に思考を誘導されて嵌はめられてしまうのがオチだ。

　そうした底知れなさこそが、《餓狼旅団》が最強でいられる理由なのだろう。だが、

「テメエの敗因はな、そんな裏吉祥寺最強っていう自負だ」

　士狼は、アントニオに不覚を取るなどとは思ってもいなかっただろう。

　…──一方、アントニオは微み塵じんも油断してはいなかった。

　それは何も士狼が相手だからではない。アントニオが属している《ファブローニ・ユニオン》は、組織内に複数の派閥があり、ボスの息子というだけで伸し上がれるほど甘くはない。それでもアントニオが二代目の最有力候補となっているのは、大胆奔放でありながら、他の誰よりも用意周到という二面性を持っていたからだ。

「俺がいつ能力を使ったか、お前らは解らねえだろうな……」

　先ほど言った「動くな」という言葉が初めてではない。

　士狼達がこのＶＩＰルームに入ってきてすぐ、アントニオはソファで寛ぐように言った。

　あれがもう、士狼と唯への精神介入だったのだ。その後の会話でも、アントニオは士狼達をわざと見み縊くびるように振舞い、その中に彼らの力や強さを奪う言葉を忍び込ませていた。

　そして今、アントニオは彼らの動きを完全に封じた。これで準備は万全だ。

「もう良いぞ……お前らはベッドに行ってろ」

　アントニオはそう言って、口での奉仕を行なっていた少女と、左右から抱き付いてた二人をベッドへと向かわせた。そして、改めて士狼が連れていた少女を見る。

「こいつは……」

　外の地下フロアのプールで、士狼に抱かれている様子を見ていた時から思っていたが、顔も、スタイルも、少女は全てが今まで見てきた女たちと比べて別格だ。

　…──そんな少女を、今から自分の性奴隷にできる。

　アントニオは湧き上がる激しい興奮に身震いをすると、手の平を上に向けた右手を唯へと差し出した。そして彼女を誘うように、

「たまんねえ……さあ、こっちへ」

　来い──そうアントニオは言おうとした。だが出来なかった。

「あ……？」

　代わりにアントニオの口から漏れたのは、自身でも驚くほど間の抜けた声。

　唯へと向かって差し出していた筈の右手──それが気が付いた時には刀で貫かれ、ガラスのテーブルの上に磔はりつけにされていて。次の瞬間、眼の前の光景に思考と感覚が追い付き、

「ぐああああああああああぁっ、がぁっ、クソっ……っ何だこりゃああぁあぁっ!?」

　灼しやく熱ねつのような痛みに、ソファから床へ転げ落ち、左手で右の手首を必死に握り締める事で、どうにか痛みを堪えようともがくこちらに、

「何って、見ての通りだよ──たまらないでしょ？」

　正面から平然とした声がきた。だから──アントニオ・ファブローニは見る。

　顔を上げた己を見下ろしてくる存在を。

　自分が意識を掌握した筈の少年──小鳥遊士狼を。
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　小鳥遊士狼は、アントニオ・ファブローニを見下ろしながら冷たい瞳で言った。

「やっぱり精神操作の類の能力か……相手の意識を操れる能力は確かに凄いけど、それはあくまで相手に効いたらの話だよ」

「ぐっ……テメエ、どうやってそれに気づいて……っ!?」

「『指切り事件』の犯人が、アンタだって判明していたんでね」

　この事件がアントニオの仕業である事は警察も摑んでいたが、七人もの被害者が出ているにも拘わらず、アントニオの能力については把握できていなかった。だが、

「犯人の身元が解っていて、さらにはこの『ヘブンズオーシャン』を利用している事まで解っているのに、どんな異能力かの情報だけは一切入手できないというのはおかしい」

　だから。

「思考を逆転したんだ。何故か異能力が解らないんじゃなくて、俺達がしているのと同じように、異能力のせいで情報が入手できないんじゃないかってね」

　そう考えれば、有力なのは精神操作系の能力だ。

「恐らくアンタは、意識を操作した相手から自分の異能力についての記憶を消去する事を徹底していた。さらに意識操作の対象も自身の欲望を満たす獲物だけでなく、自分が異能力を使っている所を目撃した者全員にしていたんでしょ」

　無論、それだけではまだ可能性に過ぎない。だが、このＶＩＰルームを訪れた事で、士狼は己の推測を確信に変える事ができていた。それは──アントニオの周りやベッド、そしてプールにいる他の女の子たち。士狼たちとアントニオが話していても、彼女らはまるで反応をしなかった。覚醒刻印を持つ士狼や、美伽のアクセサリーを付けている唯に気が付けないのは解る。だが、アントニオに一切興味を示さないというのはおかしい。

　…──間違いなく、異能力で正気を失わされている。

　とはいえ薬物による洗脳の場合は、操られていても人格は残るため、全く反応しないというのはおかしい。かといって、過剰摂取で精神が完全に壊れてしまっている訳でもない。

　プールの中に入って溺れずに遊ぶという行為は、アルコールで酩めい酊ていしているレベルでさえ難しく、精神が壊れている者には到底不可能だからだ。

「っ……だが、俺の能力は確かに発動した筈……なのに、何でテメエはっ!?」

「悪いけど、効かないんだよね俺。精神攻撃系の能力って」

　しれっと士狼が言ったのは、七大罪の一つ──『怠惰』の力がもたらしている効果。

　士狼の「相対する全てを両断する」事を可能にした攻撃系の『対断』は、発動を切り替えれば「自己に対する精神攻撃の能力を遮断する」防護系の能力にもできる。

　やろうと思えば「相対する異能力を遮断する」絶対防護障壁にしてしまう事もできるが、完全に遮断してしまうと敵の異能力を感じ取れなくなってしまう。その状態では士狼自身は安全かもしれないが、一緒にいる者が危険に晒されていても気が付く事ができない。

　よって意識操作や心理汚染など、侵入・侵しん蝕しよく系の精神攻撃の遮断に限定している。

　この士狼の対異能力障壁は、大罪異能の刻印を通して繫つながっている旅団メンバーという例外を除けば、余程の相手でない限りはまず突破する事はできない。

　少なくとも──アントニオ程度に破る事は不可能だ。そんなこちらに、

「…………………………」

　もはや呆然となったアントニオの前で、士狼は意識を失っている唯の状態を確認。

　……うん、大丈夫だね。

　彼女がしているイヤリングが淡く輝いているのを見て、そう確信する。

　敵が意識操作系の能力者だと解っていたため、美伽のアクセサリーには精神干渉に対する防護概念を付加して貰ってある。唯が意識を止めたのは、一定以上の精神干渉を受けたら、防護レベルが上がるように美伽に頼んでおいたからだ。唯には教えていなかったが、

　……でも。

　士狼としては、この方が都合が良い。だってそうだろう。これでアントニオに対して、唯が見ている時には決してやれないような事も出来るのだから。

「さて、と……」

　そう言って、士狼が次の行動へと移ろうとした時──この状況を動かす事が起きた。

　ＶＩＰルームの扉が外側から開けられたのだ。と同時、

「っ……こっちだ、早く殺せぇっ！」

　アントニオが狂ったように叫んだ。それは外で待機していた護衛たちへの命令。

　異能力による意識操作の必要はない。護衛達にとってアントニオの命令は絶対だ。

　だがしかし──アントニオの命令が実行される事はなかった。

　室内へと入ってきたのは、『ヘブンズオーシャン』のギャルソン服を着た金髪の少年で、

「早く殺せって……潔いなおい」

　右手を貫かれているアントニオを見ながら、感心したように言ったのは士狼の相棒。

　御堂煉也だ。すると事態を理解できていないアントニオが、

「お、表にいた奴らはっ？」

「あン？　上のＶＩＰルームではしゃいでいた連中の事か？　それとも、他の個室にいた《熱田組》のチンピラか？」

「多分フロアの事じゃなくて、この部屋の外の話だよ。白スーツが四人いたでしょ？」

「ああ、あれか……まあ誰でも良いけどよ。取り敢えず、めぼしい奴らは片っ端からブチのめしておいたぜ？」

「なっ────…？」

　煉也の言葉に絶句したアントニオを横目に、

「片っ端からって……どんな判断基準でやったの？」

「そいつの名前出して、しばきに来たって言ったら、襲い掛かってきた奴を手当たり次第」

「ああ、それなら間違いないね」

　問題ない、と士狼は納得。しかし、

「それにしても早かったね……あんまり分散してなかった？」

　ただ倒すだけなら、何人いようが煉也ならあっという間に終わらせられる。

　しかし、騒ぎになってアントニオが警戒したり、それこそ逃げられてしまうような事のないように、煉也には隠密で事を進めて貰う必要があった。

　異常に気付かせる事なく一人で倒してゆくのは、それなりに骨が折れた筈だ。すると、

「いや、バラけてたぜ……ただ強力な助っ人が来てくれたんでな」

　そう煉也が言うなり、聞こえてくる音があった。それはコツコツと床を踏みしめる細いヒールの音。そして部屋の中に入ってきたのは、悠然とした笑みを浮かべた最強の美女。

《餓狼旅団》の団長──皇おう神がみ美伽だ。

「団長……どうしたの、現場に来るなんて？」

　まさかの美伽の登場に、士狼は眼を丸くした。

　…──今夜の件は、士狼・煉也・唯の三人に任されている。

　そして状況が動き出せば、仲間を信頼し、余計な手出しはしない。それが《餓狼旅団》のやり方だ。珍しい事もあるものだと、新鮮な驚きを覚えていた士狼に、

「渡していたお守りが、精神干渉を受けた波動を感じたんでな」

　美伽は、ソファで意識を失っている唯を見ながら言った。

「確かに彼女を連れて行くようにとは言った。だが、明確に狙われた状態で現場に居続けるのは、彼女にとってもお前達にとっても無用なリスクだろう。だから迎えに来たのさ」

「そりゃありがたいけど……でも、それなら翠琴や凜に頼んでも良かったんじゃない？」

「鴻崎唯を帯同させたのは私だ。彼女を危険に晒すだけ晒しておいて、迎えは他の者に任せる……そんな無責任な女に、お前達を率いる資格はないだろう？」

　そう悠然と微笑んだ美伽に、

「…………ねえ煉也。ウチの団長は最高だね」

「ああ、全くだ」

　士狼と煉也が頷き合うと、美伽はこちらへとやって来た。

　そして細い腕で、ソファで眠っている唯を事もなげに横抱きに抱え上げると、

「それでは、私は彼女を連れて一足先に戻るよ。お前達も早く帰ってくるようにな」

　ただし、と美伽は付け加える。

「解っていると思うが、そこの男には自分のした事の責任をしっかりと取って貰う必要がある。それは、薄汚いクズの命程度で贖あがなえるものではないからな──やりすぎるなよ」

　そうこちらへ釘くぎを刺すと、美伽は唯を抱きかかえて部屋を出て行った。

　アントニオには最後まで名乗らず、話さず、それこそ見る事さえせずに。

『指切り事件』を起こしアントニオは、皇神美伽にとってそういう存在だった。そして、

「待たせたね……それじゃあ、続きといこうか」

「………………っ!?」

　ギョッとした顔でこちらを見上げてくるアントニオに、

「何を驚いてるのさ？　こっちはまだ、アンタにやって貰う事があるんだよ」

「けどコイツ、もう犯行についてはゲロってんだろ？　死ぬギリギリまでボコッて連れて行けば良いんじゃねえのか？」

「まあね。ただ、その前にここにいる娘達の意識操作を解いて貰わなくちゃ。時間が経ったり、彼が意識を失ったりすれば能力が解除されるなら良いけど。彼の意思で解除しないといけない場合もあるからね」

「っ……俺が、それを言うとでも……？」

　しかし、アントニオは精一杯不敵な表情をこちらへ向けてきた。唇の端に浮かべた笑みは、自身がまだこの部屋にいる少女達を人質にできているからか。そんなアントニオに、

「ねえ煉也、これって欧風ジョークだと思う？」

「だとしたら無様すぎて笑えねえな」

　士狼と煉也はやれやれと苦笑して、

「さて、どうするよ？」

「そうだね……何かこの人、日本の極道式のけじめの付け方が好きらしいよ」

「じゃあご希望通り、こいつに操られた被害者の数だけ、指いっとくか」

「でも……それだと、彼の手足をドラ●もんみたいにしても足りないんだよねえ」

　などとやり取りを交わすこちらに、

「へ、下手な脅しだ……お前達はこれ以上、俺に手は出せねえだろ……っ」

「どんな理屈だそりゃ。お前をブチのめして意識操作が解除されるか試して、駄目だったら口を割るまでボコれば良いだけの話だろ」

「できねえよ……先刻そっちの奴が言った事だ」

　薄ら笑いを浮かべて、こちらを見たアントニオが言った。

「もし俺に手を出せば、他の場所にいる人質がどうなるか解らねえってな」

　それは先ほど士狼が口にした可能性──だから、小鳥遊士狼は告げる。

「やだなあ、そんなのいないクセに」







　アントニオ・ファブローニは、こちらの脅しに対して士狼が笑ったのを見た。

「慎重で秘密主義なアンタが、自分の切り札の管理を他の奴に任せる訳がない。ジョーカーは大事に手元に持っておくタイプだよ。そうでしょ？」

　それに、と士狼。

「もし人質がいるとしたら、それはこの部屋にいる娘達と、後はこの店の客や従業員くらいかな。いざという時は、別フロアにいるお仲間にも指示を出す気でいたんだろうけど、他の連中は煉也がもう倒したからね。だから──後はアンタだけだよ」

　そう言った士狼の瞳は、アントニオの考えを完全に見透かしていて。

「っ……だったら、先刻は何で……」

　ギリッと歯は嚙がみをしながら、絞り出すような声と共に睨にらむと、

「他に人質がいるかもしれないから、俺達は手出しができない……そう思わせておいたら、アンタは油断するでしょ。気が緩めば精神介入のやり方も雑になるし、自分自身への危機察知も甘くなる。その結果がこの状況だよ」

　良いかい、と士狼。

「アンタの失敗は、自分の慎重さを過信しすぎた事だ。相手を出し抜く事に、自分は誰よりも長けているってね。今までそれで伸し上がってきたんだし、まあ無理もないけれど」

　生憎だったね。

「こっちは能力が解らない相手と、一瞬の油断、刹那の躊ちゆう躇ちよで勝敗が入れ替わる命のやり取りをする世界で生きてるんだ。異能力の駆け引きで、アンタに遅れは取らないよ」

「……………………っ」

　士狼の断言に、アントニオは自分が完全に追い詰められた事を理解する。

　……どうする……っ。

　この状況で、残る手持ちのカードで生き残る術をアントニオは必死に考える。

　士狼達はまだ、こちらの精神介入がどのようにして行なわれるかまでは理解していない。

　それにアントニオの右手を磔にしているため、士狼は武器を手放している状態だ。

　煉也の発言から推測するに、恐らく彼は己の肉体を駆使して戦うタイプ。

　ならばまだ、不意をついて能力を使うチャンスはある。

　…──問題なのは、こちらの精神介入が士狼には通じなかった事。

　煉也にならば或あるいは効く可能性もあるが、彼も《餓狼旅団》のメンバーだ。

　効かない可能性があるし、それこそ唯が持たされていたというお守りと同様のものを煉也が所持していてもおかしくはない。一か八かで試すには分が悪すぎる。

　だとしたら今のアントニオに操れるのは、この部屋にいる女の子達だけ。

「…………………………」

　アントニオは横目で、ベッドとプールにいる女の子達を見た。

　助けに来させようにも、彼女らがこちらへ来るまでの間に、士狼と煉也ならアントニオの意識を奪う事など造作もない。それに、よしんば間に合った所で、彼女達には士狼と煉也の二人を倒す事はもとより、アントニオを助ける事もできないだろう。

　……手詰まりって事かよ。

　己の置かれている状況を冷静に判断したアントニオは、一つの結論を出した。

　今さらどう足搔いたところで、自分が助かる事はないと。

　……だが。

　アントニオ・ファブローニは、眼の前の狼共に一矢報いる事までは諦めない。

　もちろん自分には、直接士狼と煉也をどうこうする事はできない。

　女の子達をどう操っても、士狼と煉也には傷一つ負わせられないだろう。

　しかし──命を奪う事はできる。まだ殺す事は充分に可能だ。

　だから、アントニオ・ファブローニは命じる。




「お前達──…」




　死ね──そうアントニオは命じた。

　士狼と煉也の二人にではない。命じたのは少女たちに対して。

　…──アントニオに操られているだけで、何の罪もない少女たち。

　それを眼の前で自殺させてやれば、士狼たちに対して最も一矢を報いた形になる。

　幾ら士狼たちでも、彼女らの下へ一瞬で移動する事はできない。

　仮に間に合っても、十人以上もいる女の子全員を同時に助ける事など絶対に不可能だ。

　だから──少女たちは間違いなく死ぬ筈だった。だが、

『………………………………』

　少女たちがアントニオの命令に従う事はなかった。

　別に精神介入に失敗した訳ではない。彼女達はこちらの命令に従おうとしていた。

　それでも動かないのは、アントニオの命令の最後の二文字が声にならなかったからだ。

　その理由を、アントニオは見た。

　ガラステーブルに映る自分の口元。唇の左右の端が、横一文字に切り裂かれており、

「あ……あぁっ？」

　そして床には、赤黒いものが落ちていた。それは根元から断たれたアントニオの舌で、

「…………………………」

　呆然と顔を上げると、士狼はいつの間にかこちらの右手を貫いていた刀を手にしており、

「…………させると思った？」

　そうどこまでも冷酷な声音で言ってくる。

「彼女たちに何をさせようとしたのか、おおよその見当はつくけどさ。最後に一つくらい良い事をするチャンスだっていうのに、つくづく救えないね」

　ゾッとするほど冷たい瞳でこちらを見下ろしてくる士狼に、アントニオは必死に状況を打開しようと試みた。だが、

「っ……はっ、あぁ……ぐぅ……はぶぁ……！」

　女の子達に命令する事も、士狼達に助けを乞う事もできなかった。

　舌を切られ、口の中に溢あふれた血で今にも溺れそうな状態だったからだ。

　気が付いた時には、アントニオはもうＶＩＰルームの床に横倒れになっていた。

　そして視界が少しずつ暗転を始める。

「死にはしないよ……死ぬほど苦しいだろうけどね」

　するとアントニオは、頭上から降る酷薄な声を聞いた。

「ああ、もしアンタが気絶しても彼女達の意識が直らないようなら、その時はこっちで何とかするから心配しなくて良いよ」

　だから、と声は言った。

　もはや意識も闇に吞まれつつある中、それでも決して許さないとばかりに。

　どこまでも冷たく暗い、漆黒の闇のような笑みを含んだ声がくる。




「…──さあアントニオ、どの指から行こうか？」





第５章　餓狼たちの流儀
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　繁華街として発展した街には、必然的に裏の顔が作られる。

　その一つが、風俗街としての側面だ。裏吉祥寺として発展した吉祥寺駅周辺では、その傾向は特に顕著で、特にここ数年の間にラブホテルは一気に増加した。

　それらは異能特区へと遊びにきた恋人たちやカップルの観光客などが利用するだけでなく、女性が男性客の下へと赴き、性的サービスを行なう場所としても多く利用されている。

　…──そんな混雑する、土曜の夜の裏吉祥寺で。

　五本の指に入る、超高級ラブホテルのラグジュアリールームを利用している女がいた。

　昨晩、『ヘブンズオーシャン』の女子更衣室で、唯ゆいに対して絡んでいた如月きさらぎ京みやこだ。

　去年まで、京は『エリュシオン』というキャバクラのナンバー１嬢として活躍していた。

　だが《餓狼旅団》に店を潰されて以降、京は自分の躰からだを男に売る事で生きている。

　最初は抵抗もあったが、今ではもう客と肌を重ねる事に嫌悪感や抵抗感はない。

　そして──この日もまた、一人の男性と夜を共にしていた。

　基本的に京が躰を売る相手は、かつて『エリュシオン』に来ていた太客たちだ。

　一晩三十万で、別途宿泊費などの諸費用まで相手持ち。そんな強気の金額設定ながらも、京を一晩自由にできるとあって、予約は常に数ヶ月先まで埋まっている。

　しかし──今日は珍しく、初めて会う男を相手にしていた。

　馴な染じみの客からの紹介と言って連絡してきたこの男性は、今日しか予定が空いておらず、もし付き合ってくれるなら幾らでも──それこそ百万でも二百万でも払うと言ってきた。

　強引な客はリスクを伴うが、金払いの良い客が、さらに良い客へと繫つながる事もある。

　現に紹介は馴染みの超太客からだった。よって特別に受ける事にしたのだが、

「でも、正直ちょっと意外だったわ……」

　男を部屋へ迎え入れ、ベッドで甘い情交を幾度となく行なった後。

　寝室と一体型の豪華なバスルームで、シャワーで汗を流しながら京は言った。

　背後にある巨大なジェットバスに浸かっている男を振り返る事なく、

「お金に糸目は付けないなんて言うから、どんないやらしいおじさんが来るのかと思っていたのに。こんなに格好良いお兄さんなんだもん」

「お褒めに与あずかり光栄だね。ただ、これでも君が思っているよりは年を重ねているんだよ」

　こちらの言葉に、湯船の方から笑みを含んだ声がくる。

「でもお兄さんなら、わざわざこんな風にお金を払ったりしなくても、相手をしてくれる娘なんて幾らでもいるんじゃないの？」

「もちろん。ただ、たまにはこうやってお金を使って遊ぶのも楽しいものだよ」

　それに、と言ったところで湯船から上がる音がした。

　そして濡ぬれた床を踏む足音が、ゆっくりとこちらへ近付いてきて、

「この裏吉祥寺に来るのは初めてでね。君のような娘は、仕事柄いろいろと街の情報にも詳しいだろう。だから話を聞いてみたかったんだ」

　こちらの耳元でそう言うなり、男は背後から京を抱き竦すくめるように両胸を揉もんできて、

「あっ……んぅ、もう……はぁ……んちゅっ♥」

　窘たしなめるように言いながらも、京は男を拒む事なく肩越しに振り返って唇を重ねた。

　二人で一緒にシャワーに濡れながら、キスが互いの舌を絡めたものになっていけば、もう興奮を抑える必要はない。京が男の股間へそっと手を這はわせると、彼のそこは既に硬く大きな状態になっていた。だから京が手でくちゅくちゅとしごきながら、

「凄い……ベッドで何回もしたのに」

　驚きが混ざった興奮の声を漏らすと、男は左手でこちらの胸を揉み続けながら、

「回復力は誰にも負けない自信があってね」

　右の手を胸から離して下へと降ろしてゆき、股間の割れ目を優しく愛あい撫ぶされた京は、

「ああっ、やぁん……はぁっ、そこぉ……ふぁあんっ♥」

　湧き上がる快感に、男の腕の中で甘く身を悶もだえさせた。

　そして京は、シャワーのお湯よりも熱く自分のそこを濡らした男によって、壁に両手を突いた状態で、両脚をいやらしく開いて尻を上げさせられた。

「……あ……」

　すると男の硬いものが京の入り口へ押し当てられ、くちゅりという音が生まれる。

　だが男はそれ以上、腰を前へ進める事なく京を焦らしてきて、

「んっ、こうやって沢山の娘を自分のものにしてきたのね……酷い人」

　京が肩越しに男を振り返り、官能に潤んだ瞳で、

「そんな貴方が、いったい何を知りたいの？」

　そう問うと、男のモノがピクンと震え、その硬さと大きさを増した。

　そして男は、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべながら京に言った。

「裏吉祥寺で最強と言われる異能集団──《餓狼旅団》について」
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『ヘブンズオーシャン』での一件の後。

　アントニオ・ファブローニを倒し、その身柄を押さえた事で『指切り事件』は収束した。

　…──だが、まだ完全な解決には至っていない。

　この件は、多数の被害者が出てしまっていたからだ。

　よって事後の始末をしっかりと済ませるまでは、この事件が終わったとはいえない。

　とはいえ犯人のアントニオを捕らえた以上、後は裏社会のルールに則った政治的な話し合いが行なわれ、解決が図られる事になる。

　議題のトップは勿もち論ろん──アントニオの処分をどのように行なうかについて。

　そして《餓狼旅団》は既に、団長の美み伽かが欧州本国の《ファブローニ・ユニオン》との接触を始めており、日曜の今日中には決着が付く見通しになっていた。

　その間、他のメンバーは念のために待機だ。

　それは客人扱いの唯も同様で、待機自体は唯としても全く異論はないのだが、

「…………何でこんな事になってるかな」

　士し狼ろうと煉れん也やがアジトで待機している中、士狼の部屋に残った唯は思わずそう呟つぶやいた。

　…──唯は現在、士狼の部屋のリビングのソファで、あるものを見る羽目になっている。

　巨大テレビに映っているのは、見知らぬ裸の男女が淫らに絡み合っている映像。俗にＡＶと呼ばれるその動画を見始めて、もうかれこれ５時間。すっかり生温かい眼で画面を見ている唯は、下着姿にされていた。いったい誰にそんな事をさせられているかというと、

「駄目ですよ唯さん、もっと真面目に見て貰もらわないと困ります」

　隣に座るロリメイド──因幡いなば翠み琴ことが「めっ」っとこちらに注意してくる。

「良いですか、これは今の唯さんに一番必要な事なんですよ？」

「色欲への耐性を付けるためだよね。それは解ってるんだけど……」

　唯は嘆息混じりにそう言うと、自分の置かれている状況を改めて想った。

　このまま《餓狼旅団》に入るなら、色欲の刻印をコントロールして大罪異能を使えるようになる事は必要不可欠。かといって《餓狼旅団》に入る以外の道を選択して刻印を消去する事にしたとしても、やはり色欲に対する一定以上の耐性が必要だという。

　……一番の問題は。

　唯が興奮を得て色欲が刺激されると、刻印が反応して催淫状態に陥ってしまう事だ。

　幸い、催淫の強さは唯が得てしまった性的興奮の大きさに比例するらしく、何かの拍子に少し反応してしまった位なら、深呼吸などで心を落ち着かせれば鎮まってくれる。

　つまり──色欲への耐性を強めれば、全ての問題が解決するのだ。

　だが『裏吉祥寺の歩く下半身』の異名を持つ士狼に、「性的な事への耐性を付けるために手伝って欲しい」と頼むのはあまりにも危険だし、それ以上に恥ずかしすぎる。

　それに、士狼との事で相談に乗って欲しい事もあった。そこで、良くも悪くも一番力になってくれそうな翠琴に相談したところ、やってきた翠琴に服を脱がされた挙げ句、ＡＶ鑑賞会が始まって……そして今に至るのだが、

「真っ昼間から延々とＨなビデオを見るって……休日の過ごし方としてどうなのかな？　これなら私、お掃除とかお洗濯とか家事をしたいんだけど……」

　その方が、よほど士狼の役に立てるだろう。すると、

「何言ってるんですか。士狼さんは普通に綺き麗れいにしてたのに、唯さんてば昨日の内に家中ピッカピカにしちゃったじゃないですか」

　呆あきれたように翠琴が言った。ほら、とソファから立ち上がり、

「見て下さいよ、このフローリングの床。鏡みたいになって、スカートの中が映るどころか、パンツまでくっきり見えちゃってるじゃないですか。これ以上どうするつもりです？」

　翠琴の言う通り、立っている彼女のスカートの中がすっかり床に映ってしまっていた。

　士狼と二人で部屋にいると、どうしても色欲の刻印を鎮めて貰った時の事を思い出してしまうため、無心で掃除を行なったのだが……少しやり過ぎてしまったかもしれない。

「学校じゃないんですから、千年に一人の委員長はお休みして。もっとご自分の色欲の衝動と向き合って下さい」

「そんなこと言われても……どうすれば」

「唯さん、深く考えちゃいけません。感じるんです」

「えっと、感じすぎちゃうと困るから相談したんだけど……」

「む～、何だか凄く落ち着いてませんか唯さん。エッチな気分になりやすいように、服も脱いで貰っているのに」

　不満そうに翠琴は頰を可愛らしく膨らませて、

「もしかして、こういうエッチなビデオとか、結構見てたりするんですか？」

「そんな事は全くないけど……でも、知らない人達のこういう行為を見て興奮するのって、男の人じゃないと難しいんじゃないかな」

「まあ、確かにこれは男性向けの作品で、女性向けのようなストーリー性には欠けます。だからこそ感情移入しすぎず、色欲への耐性を付けるのに良いと思ったのですが」

　でも。

「流石にここまで反応が薄いというのは……けど確か、『ヘブンズオーシャン』の裏フロアでは、知らないカップル達を見て刻印が反応してしまったんですよね？」

「…………あの時は、小鳥遊たかなしくんがいたから」

　翠琴の問い掛けに、唯は少しだけ頰を赤くしながら言った。

　もしも──一人であの地下フロアへ足を踏み入れていたら。

　あの異様な光景を目の当たりにした唯は、きっと恐怖や嫌悪感しか抱かなかっただろう。

　…──だが、あの時は士狼が傍にいた。

　そのため愛し合うカップル達に、唯は己と士狼を重ねてしまって……気が付いたらもう色欲の衝動を抑えられなくなっていた。そうした分析は、その時の記憶まで蘇よみがえらせて、

「んっ……」

　途端に甘い感覚を湧き上がらせた唯は、ピクンと躰を震わせた。

　カップル用のプールで士狼にされた事を思い出し、色欲の刻印が反応しかけている。

　いけない──慌てて唯が、頭の中からその時の記憶を追い出していると、

「ああ、成る程……」

　瞳の奥を怪しく光らせながら翠琴がふふっと笑った。

「唯さんをドキドキさせるなら、士狼さんの事を考えさせるのが一番なんですね」

　いけない。もしや、とんでもない弱点を握られてしまったのでは……そう思い、

「翠琴ちゃん、違うの……あのね」

「では唯さん……これならどうです？」

　とっさに言い繕おうとしたこちらを遮るように、うふふと笑みを深めた翠琴の姿が、一瞬で士狼のものへと変化した。偽者だと解っているのに、一気に心臓の鼓動が跳ね上がる。

「ま、待って翠琴ちゃん……小鳥遊くんの姿になるのは反則じゃないかな」

「でも委員長、俺のためにいやらしい奉仕を覚えようとしてくれてるんだよね？」

「そ、それは……」

　唯は顔を真っ赤にして言葉を濁した。

　声や口調まで完全に士狼になりきった翠琴が言ったのは──事実だ。

　…──ヘブンズオーシャンの地下フロアのカップル用プールで士狼にされていた時。

　色欲を淫らに鎮めて貰いながら、唯は士狼もまた興奮を得ている事に気が付いた。

　唯は今後も、色欲の刻印が活性化してしまったら士狼に鎮めて貰う必要がある。

　ならば一方的に助けて貰うだけでなく──そのせいで士狼が得てしまった昂たかぶりについては、他でもない唯が責任を取って鎮めてあげるべきだろう。

　自分のせいで性的興奮を得た士狼を楽にしてあげられるようになりたい。

　そう翠琴に相談した結果、色欲への耐性を付けるために見るＡＶの内容が、女性が男性に様々な性奉仕を行なうものになったのだが、

「映像じゃあんまり気分が乗らないなら、本番のつもりで練習してみるのも良いかもね」

　そう偽士狼は言うと、バッと上着を脱いだ。そして、こちらへ見せつけるようにズボンのファスナーを下ろし始めて、

「ちょ、ちょっと……お願い翠琴ちゃん、待って」

　士狼の姿で迫ってくる翠琴に対し、唯は必死に制止を試みる。

　──士狼がいない時に、本気で色欲の刻印が反応してしまったらどうするのだ。

　そこへ、窮地の唯を助けてくれるものがあった。

　唯が使わせて貰っている客間に置いてあった、携帯端末への着信音だ。

「ご、ごめん……電話が鳴ってるみたいだから」

　唯は逃げるように立ち上がると、そそくさと携帯端末を取りに向かった。

　すると背後で上がった残念そうな声は、もう翠琴のものに戻っていて、

　……あ、危なかった……。

　士狼の姿に化けられるというのは、本当に効果が覿てき面めんだった。

　彼の姿で迫られただけで、唯の心臓はまだ早鐘を打っている。

　……どうしよう……。

　こんなにも強く士狼を意識してしまうようになっていたなんて。

　唯は、両腕を交差するようにして浅く躰を抱きながら想う。

　今夜この部屋で二人きりになった時──一体どうなってしまうのだろう、と。
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　…──荒廃し、ギャング達の巣窟となった街を二人の男が歩いていた。

　屈強な肉体を持つ元プロレスラーの市長と、軍隊格闘術を極めた青年のコンビだ。

　ギャング達にさらわれた市長の娘を取り戻す──それが彼らの目的だった。

　そんな二人組の様子が、とある画面に映し出されていた。

《餓狼旅団》のアジトのリビングにある大型テレビだ。

　そしてテーブルの脇には黒い筐きよう体たい──ＴＶゲーム機の本体が置かれていて、

「俺もこのゲームは好きだけど……一昨日、本物のマフィアを散々フルボッコにしたっていうのに、何だってこのチョイスな訳？」

　ソファに深く腰掛けて脚を組んだ士狼が、コントローラーを手に市長を操作しながら言うと、隣でテーブルに交差した両足を行儀悪く乗せている煉也が、青年を操作しながら、

「お前と違って、こっちは手応えのねえ雑魚を軽くしばいただけで消化不良なんだ。こういう時は、ゴリゴリのアクションでスカッとするに限るんだよ」

　そうこちらへ言った煉也が、チラッと壁の時計を見て、

「そろそろ団長が、イタリア側に話を付けてる頃か。しかし、三田くんだりまで大変だな」

「アントニオ・ファブローニに、外交特権を与えていたのが駐日大使だったからね。活きの良い欧州産の馬鹿が、また輸入されちゃわないようにしないと」

「マフィア共はそれで良いとして、あの馬鹿息子と繫がっていたっつー《熱田組》の方は？」

「そっちの落とし前については、片が付き次第、京介から連絡が来る事になってるよ」

　そう言ったところで、士狼の携帯端末が鳴った。液晶画面を見れば、兄弟分の異能ヤクザの名が表示されている。士狼は通話ボタンを押してスピーカーホンにしながら、

「やあ京介。ちょうど煉也と君の話をしていたところだよ」

『そうか。こっちは今、熱田の叔父貴を型に嵌めてるところだ』

　電話から聞こえてきた京介の言葉に、煉也は少し驚いたように、

「仕事が早えな。《六神会》の身内相手って事で、しがらみがあったんじゃねえのか？」

『裏吉祥寺で勝手な真似をしてくれたんだ。こっちの仁義を無視しやがった連中に、しがらみなんぞで遠慮する必要はねえよ』

　だが、と京介。

『《熱田組》の構成員からも色々と話を聞いてるんだが……その中で気になる情報が出てきてな。裏吉祥寺の風俗ネットワークに所属している女の他殺体が、吉祥寺駅近くのラブホテルで今朝発見された。死因は凍死。死亡推定時刻は昨夜未明だ。知ってたか？』

「初耳だね……妙だな。そんな事件があったなら、こっちにも情報が来る筈はずだけど」

『先に《熱田組》へ情報が行ったのは、被害者の後ろ盾になっていた連中に警察が事情聴取をしたからだ。だが警察はまだ、こちらへ情報を渡す事については慎重になっている』

「どういうこったよ？」

　眉を潜めた煉也に、電話の向こうの京介が言った。静かな声音で、




『発見された女の遺体には、左手の小指がなかったそうだ』




　もたらされたその情報に、

「…──成る程ね」

　小鳥遊士狼は、低い声で納得の呟きを漏らした。

『アントニオ・ファブローニの身柄は確保してる。模倣犯である事は間違いないが……』

「とはいえ、ちょっとタイミングが良すぎるね。ウチが『指切り事件』の犯人を押さえた事を、他の組織にも通達した直後の犯行だ」

　士狼たちが請け負ったのは、『指切り事件』の始末だ。アントニオ・ファブローニの身柄確保は、そのための手段にすぎない。こちらを嘲笑うかのように行なわれた凶行に、

「異捜研の精神感応者は、どういう見立てを？」

『知っての通り、この街のラブホテルには、通常と異能の両面を考慮した盗撮防止の概念が働いている。読み取れたのは一部の音声らしいが、被害者の女が最後に取ったと思しき客は、《餓狼旅団》の情報を集めると共に、「娘を探している」とも言っていたそうだ』

「へえ……それはまた耳寄りな情報だね」

　スッと士狼が眼を細めると、

『ああ。だからお前に連絡したんだ』

　被害女性は、アントニオ・ファブローニと繫がっていた《熱田組》の後ろ盾を得ていた。

　これを偶然と捉えるほど自分達は吞のん気きではない。

　何者かが、《餓狼旅団》の立場と面子メンツを潰しに動いたのだろうとは思ったが、

「ちなみに京介……殺された女性の身元なんだけど」

『…………いずれそっちにも情報が行くだろうから言うが』

　と京介。

『…──如月京だ』

　告げられたその名前に、小鳥遊士狼はそっと瞳を閉じた。そして、

「…………そっか……うん、解った。ありがとね京介」

　静かに納得の呟きを漏らすと、眼を開いた士狼は感謝の言葉を口にして、

「後はこっちで対処する。《熱田組》の親分さんによろしく」

　暗に「手出しは無用」と告げて京介との電話を切った。と同時、

「神かぐ羅ら坂ざかの仕業か……やってくれたもんだな」

　コントローラーを放り投げ、吐き捨てるように煉也が言った。

「ここまでこっちの情報や状況を摑つかんでるって事は」

「《熱田組》がリークしていたんだろうね……裏吉祥寺へ進出するために、ファブローニと手を組む位だ。利用できそうなら、表の企業と繫がりを持ってもおかしくはないよ」

　というか。

「そもそも、ファブローニ側と《熱田組》とを結び付けたのは神羅坂だった……なんていう事もあり得るかもしれない」

　肩を竦めた士狼は、先日登録したばかりのとある番号へと電話を掛けた。

　唯の携帯だ。だが、コール音は鳴らずにそのまま留守電になる。

　だから士狼は、唯と一緒にいさせた翠琴へと電話した。すると今度は、すぐに繫がり、

『士狼さん？　どうかしました？』

「うん、ちょっとね……あのさ翠琴、そこに委員長いる？」

　発したこちらの問いに、

『あれ、そっちに戻ってないですか？　つい先刻、アジトの前まで一緒だったんですけど』

　翠琴から返ってきたキョトンとした声に、士狼と煉也は顔を見合わせる。

「…──翠琴は今、俺の部屋？」

『はい。アジトの前まできたところで、唯さんが部屋に携帯を忘れたと仰ったので。安全の事もありますから、一人で取りに戻らせる訳にはいきませんし……二人で行くのも手間ですから、唯さんは先にアジトへ行っていただいて、私が代わりに取りにきたんですが』

　あの、と翠琴。

『…………もしかして私、ヘマしましたかね』

「いや……委員長が噓うそをついてまで姿を消す可能性に、気を付けるように言っておかなかった俺のミスだよ」

「つっても、移動する時はこっちへ連絡を入れる話になってただろ。何だってお前らだけで勝手に動いたりしたんだよ」

　煉也が電話の向こうの翠琴に問うと、

『すみません……唯さんの携帯に電話が掛かってきて、「解った。今から行くね」と話されていたんです。相手が誰かと聞いたら、士狼さんだと仰っていたので』

　無論、士狼はそんな電話など掛けてはいない。

「やられたな……」

「だね。さすが学年トップだ。とっさに賢い方法を思い付くもんだよ」

『唯さん……どうしてそんな噓をついてまで？』

「ちょっと神羅坂の件で問題が発生したみたいでね。対応を考えてまた連絡するから、翠琴はちょっとそこで待機しといてよ」

　そう告げると、ひとまず士狼は翠琴との電話を終える。

「しかし、黙って姿を消すとは……電話の相手からよっぽどの脅しでも吹き込まれたか」

「或あるいは電話をかけてきたのが、よほどの相手だった、のどちらかだろうね」

　士狼は、唯に起きた事態の可能性を思った。

「異捜研の精神感応者が入手した音声残像では、殺された如月京に対して犯人らしき男は委員長の父親のような事を話してる。もちろん何者かが委員長を拉致する目的で、都合の良いように素性を偽った可能性もあるけど」

　恐らく。

「接触してきたのは委員長の本物の父親だ。おおかた電話口で、如月京を殺した事を言われたんじゃないかな」

「これ以上被害者を出したくなかったら、戻って来いってか。んなモン、いかにも神羅坂が裏で糸引いて、父親にやらせそうなモンだろ」

「まあ、十中八九そうだと思うよ。ずっと行方不明だった父親が、今さらこんな都合の良いタイミングで戻ってくる筈がないしね」

「鴻こう崎さきのヤツ……そこまで考えが回らねえくらい、感情的になっちまったのか」

「恐らく死体の画像か、それこそ殺した時の動画でも携帯に届いたんじゃないかな。委員長は『ヘブンズオーシャン』で如月京とは顔を合わせてる。彼女の事情についても、亜純から聞いちゃったみたいだしね。自分が神羅坂から逃げたせいで、彼女が殺された……そんな風に言われたら、委員長の性格だと冷静じゃいられないでしょ」

　そこまでを士狼が言ったところで、入り口の扉が開いてアジトへと入ってきた者がいた。

　買い出しに出ていた凜りんだ。

「ただいま～……って、どうしたの二人共そんな顔して。…──何かあった？」

　士狼と煉也の表情を見た彼女は、即座に問題が発生している事に感づいた。

　眉を顰ひそめてこちらを見る凜は、買い物袋とは別にある物を手に持っていて、

「ちょっとね……ところで凜、その封筒は？」

「郵便受けに入っていたの。ただ、宛名も差出人も書いてないのよね。切手も消印もないから、直接投とう函かんされたんだと思う。見た感じ危険物じゃなさそうだけど」

「ああ、もしかして……ちょっと見せてくれる？」

　そう言ったこちらへ凜が寄越してくれたのは、士狼の部屋にあるのと同じ封筒。

　開封すると、中には一通の手紙が入っていて、その文面に目を走らせるこちらに、

「…………鴻崎からか？」

「うん。多分、俺の部屋を翠琴と出る前に、こっそり一人で書いたんだろうね」

「置手紙ってところか……で、何だって？」

「よくあるお定まりの感じだよ。『色々と考えましたが、家に戻る事にしました』『急な話で御免なさい』『この数日間、守ってくれて本当にありがとう』『どうか元気で』だってさ」

「何で唯がそんなもの……まさか」

「ちょっと思い詰めちゃったみたいでね。姿を消しちゃったんだよ」

　士狼は凜に現在の状況を伝えた。

「委員長は多分、自分から神羅坂グループへ戻ったっていう証拠となるように、この手紙を残したんだ。《餓狼旅団》の手落ちで如月京が殺されたり、自分が連れ戻された訳じゃなく、あくまで自分の意思と責任で戻った事にするためにね」

　そんなものは建前にしかならない。だが政治は時に建前という名の噓で、真実という道理を覆い隠して進められる。この件で《餓狼旅団》が他の組織への弱みを作ってしまわないよう、唯なりに士狼たちを守る方法を考えて、この手紙を残す事にしたのだろう。

　…──そして、そんな手紙には円状の皺しわができている箇所があった。

　濡れた痕。眼を凝らしても、見る者によっては全く気が付かないような小さなものだ。

　しかし、本日の裏吉祥寺は快晴。雨に濡れる事はあり得ない。

　それでも──唯の手紙には、確かに濡れた痕が残っていた。だから、

「こんなにも一人で抱え込んで……委員長は馬鹿だなあ」

　小鳥遊士狼は、静かに苦笑を浮かべながら言った。

　…──鴻崎唯という少女は、自分が誰かの負担になる事を極端に恐れる傾向があった。

　士狼と一緒にいる時も、ずっとこちらの迷惑にならないかを気にしていた。

　恐らく神羅坂の家を追われて、母親と二人で暮らしてきた事が影響しているのだろう。

　たった一人の家族として、自分を守り育ててくれた母親。そんな彼女の負担にだけはなりたくなくて、唯はずっと優等生として振る舞ってきたに違いない。

　家でも──学校でも。それこそ『千年に一人の委員長』などと呼ばれてしまう程に。

　…──だが、不幸にも母親は病でこの世を去ってしまった。優しい唯は思っただろう。

　自分という負担がなければ、母が病気で死ぬような事はなかったのではないかと。

　そして父親から京を殺したと聞かされた時、唯は思わずにはいられなかったのだろう。

　また自分のせいで人が死んだと。それは自分が神羅坂へ戻るまで続くのだと。

　……委員長……。

　唯は一体どんな想いで、この手紙を書いたのだろう。恐らくは士狼のマンションの客室に、たった一人で。翠琴には気付かれないように、静かに──そっと涙を流しながら。

　その事を考えると、やれやれと想う気持ちがまず先にきて。

「──────────」

　次に──沸き立つような感情と共に、士狼の体温が少しだけ熱いものになる。

　すると、ふと士狼の携帯が一本の電話を着信した。

　唯からではない。しかし、それは士狼が待っていた連絡だ。だから士狼は電話に出て、

「お疲れさま団長……そっちの状況はどんな感じ？」

『話はまとめたよ。アントニオ・ファブローニの犯行を認めさせ、落とし前をどうするかユニオンにしっかりとした誠意を求めて、こちらの要求については全て吞のませた』

　よって、と美伽。

『近く欧州連合より、事後処理を行なう連中が来る。被害者の遺族や家族への賠償についての詰めと……アントニオ・ファブローニの始末を、我々立会いのもとで行なうためにな』

「そっか……じゃあ、これで『指切り事件』については一段落だね」

『おや……それだと他に懸案事項があるように聞こえるが、そちらで何かあったか？』

　士狼の言葉に、美伽が笑みを含んだ声で見透かしたように言ってくる。

　欧州側との話の中で、神羅坂の名前でも出てきたのだろうか。

「いや、ちょっと喧けん嘩かを売られちゃったみたいでさ……という訳で団長」

　士狼は電話の向こうへと告げた。その顔に──獰どう猛もうな笑みを浮かべて、

「ここからは俺のやり方で動かせて貰う。やりすぎた時は勘弁してね」





４






　夜という時間において、空に浮かぶ月よりも眩まばゆく世界を照らすものがある。

　多くの人々が暮らす街そのものが放つ輝きだ。

　…──時刻は間もなく深夜０時。

　時計の針が天辺へと至るこの頃が、裏吉祥寺の街が最も輝きを見せる。

　そんな街の灯を眼下に置く少女がいる。超高層の駅ビルの屋上へとやって来た鴻崎唯だ。

　異能特区のシンボルとして建てられた『吉祥寺ＥＩＧＨＴ』。

　その屋上は、巨大な空中庭園として開放されている。

　だが──それは商業フロアの営業時間内の話。本来なら立ち入り禁止となっている場所を、しかし唯は訪れる事ができていた。ビル内の監視カメラ・警報装置を始めとするあらゆるセキュリティが切られ、要所ごとに設置されている扉も全て解錠されていたからだ。

「…………………………」

　屋上へと足を踏み入れた唯は、無言のまま歩を進めていった。

　すると庭園の中央にある、巨大彫刻の噴水を背に佇たたずむ男の姿が見えてくる。

　それはビル内のシステムを掌握し、唯をこの場所へと呼んだ者。

　その男まで、あと十ｍという所で足を止め、静かに正面を見据えた唯に、

「やあ唯……大きくなったね」

　視線の先の男は──唯の父・神羅坂誠せい史じは、優しい笑みを浮かべて言った。

　両腕を軽く広げて唯を歓迎した父は、姿を消していた十年という時が、まるで噓のように変わらぬ容貌だった。そんな誠史に、

「…────教えて」

　鴻崎唯は硬い口調で問い掛けを放った。

　…──なぜ今さら戻ってきたのか。なぜ自分を呼んだのか。そんな事はどうでも良い。

　おおよその見当は付くし、たとえ想像と違っていたところで、それは瑣さ末まつな問題だ。

　唯が聞くべき事は──知りたい事はたった一つだけ。

「どうして……如月京さんを殺したの？」

　それは十年ぶりとなる父娘の再会を生んだ凶行──その真実だ。

「あの女の事か……最初は別に殺すつもりはなかったんだがね」

　誠史は、さらりと言い放つ。

「彼女の情報は有益なものだった。だが、彼女はお前を害そうとしていたんだ。私にお前の居場所を教えたのも、それでお前を陥れられると考えたからだ。許せない話だろう？」

「それで殺したっていうの……そんな事で？」

「何を言ってるんだ、充分だろう？　お前を害そうとした事も許せないが、それ以上に認められないのは、私をお前に会わせる事が、お前を陥れる事に繫がると彼女が考えていた事だ。そんな事がある訳がない……私は、こんなにも、お前を愛しているというのに」

　そう笑いながら言った誠史の瞳には、決して拭う事のできない狂気の色が滲にじんでいて、

「…………さあ唯、お父さんと一緒に家に帰ろう」

　そう言うと、ゆっくりとこちらへと歩み寄ってくる。

「親父が、お前と一緒に戻ってこいと言ってくれたんだ。ずっと待たせてしまったが、やっとお前と幸せに暮らせるようになったんだよ」

「………………そう」

　誠史の言葉に、鴻崎唯は俯うつむきながらそれだけを呟いた。

　…──ああ、やっぱりそうだった。真実は想像していた通りのものだ。

　父も、祖父も、従兄いとこも。あのアントニオ・ファブローニと同じ種類の人間だった。

　だから鴻崎唯は思う。一人でここへ来た自分の判断は、やはり間違っていなかったと。

　よって誠史が眼の前に来ても、唯は動く事をしなかった。

「良い子だ……」

　すると誠史は笑みと共に右の手を伸ばしてきて、その指先が唯の肩に触れた瞬間、

「っ────…？」

　ギョッとなったように、誠史が腕を引いて後あと退ずさった。その原因は、左の手で押さえられた誠史の右腕。それが服ごと肘の辺りまで凍り付いている。そして、

「…………取り消して」

　静かに告げた唯の足下では、放射状に広がるように展開されてゆくものがあった。

　巨大な氷の結晶だ。極零の雪の華が咲き乱れ、屋上の床を白く覆っていっている。

　急速かつ凄まじいエネルギーの冷却現象。その中心に佇みながら、

「私の家は、お母さんと二人で暮らしていたマンションだから。一人になった今でもそう」

　己の内に湧き上がる感情を吐き出すように、唯は言った。

　…──あの場所にあるのは、優しい母と過ごした日々。

　沢山の笑顔と、時に流した幾つかの涙。そうして積み重ねてきた大切な思い出の数々。

　幸せの記憶。だからこそ、それを汚すような言動は絶対に許す事はできない。

　叫ぶ。

「貴方が帰りたいのは、私を連れ戻すために関係のない人を利用して、殺してっ！　そうまでしないと戻れない場所の事でしょ!?　私の家を、そんな場所と一緒にしないでっ！」

　溢あふれんばかりの感情を解き放った瞬間──唯を中心に超低温の波動が駆け抜けた。

　それは屋上の床だけでなく、周囲の大気まで凍てつかせる氷結現象。

　…──これは、異能特区にいる事で目覚めた回復能力とは別のもの。

　鴻崎唯が、生まれながらに持っていた力だ。

　神羅坂の直系の血を引く者が持っている、『純血種』としての冷却能力。

　神羅坂が財閥となり、法律で定められた解体を唯一逃れられた理由がこれだった。

　この異能力を利用する事で、神羅坂は障害となる物事や存在を闇に葬り続けてきた。

　そして今も、この国で絶対的な地位に就いている。

《餓狼旅団》のアジトを訪れ、神羅坂にまつわる己の事情を説明した時。

　唯は回復能力については告白したものの、この冷却能力については話す事をしなかった。

　…──母と二人になった時、彼女と約束していたからだ。

　神羅坂唯ではなく、鴻崎唯として……母の娘として生きてゆくと。

　だから鴻崎唯となってからは、一度も冷却能力を使う事はしなかったし、これからもそうしてゆくつもりだった。祖父である幻志や従兄の玲人──そして眼の前の父親のような、ドス黒い欲に塗まみれた人間を生み続ける、神羅坂の家と決別するために。

　……でも。

　もうそれは無理だ。仮に──京が殺されずに人質に取られた状況だったなら。

　唯は士狼達に相談するべきか、判断を迷わせたかもしれない。

　一人で行くよりも、士狼達に助力を求めた方が人質を助けられる可能性があるからだ。

　だから自分ではなく、あくまで人質にとっての最善を考えて行動しただろう。

　…──しかし、誠史は既に京を殺してしまっていた。

　事態はもう、取り返しの付かない状況にまで至っている。

　それでも──士狼達に相談したら、彼らはきっと力を貸してくれたに違いない。

　路地裏で唯を助け、その後もずっと守ってくれたように。

　そうして唯にとって最も優しい結末となるよう、尽力してくれただろう。

　……だけど。

　そうやって済ませて良い筈がなかった。如月京は殺されたのだ。彼女はもう戻らない。

　全ては神羅坂と、唯のせいだ。最早、この状況に解決は有り得ない。

　有るとしたら──それは凄惨な決着だけだ。

　……ごめんね、お母さん。

　無関係な女性を殺しておきながら、微笑み掛けてくる眼の前の父も。そんな父を唆そそのかしたであろう祖父や従兄も。そして彼らを、ここまで狂わせたのが自分だというのなら。

　全てを終わらせるのもまた……他ならぬ唯の役目だから。

　だから、封印していた己の力を使う事を決めた唯の眼の前で、




「やれやれ……十年の内に聞き分けが悪くなってしまったなあ」




　そう誠史が笑った瞬間──凍っていた彼の右腕が、一瞬で元通りになった。

　氷を溶かしたのは、同じ神羅坂の血を引く誠史が冷却能力で干渉したからだ。

　だが、完全に凍っていた筈の誠史の右腕は、凍傷の痕どころか赤くさえなっていなくて、

「見てごらん唯……これが玲人君の研究成果によって、私が得た回復能力だよ」

　誠史が笑いながら言った。

「お前の能力の解析と解明は、神羅坂の異能研究所が現在最優先で進めているものだ。お前は知らなかった事だが……お前に回復能力を使わせた初期の実験の中に、密かにお前自身から採取した毛髪があったそうだ」

　それが何を意味するか。

「劣化を生じないコピーは不可能だ。単に細胞を培養してクローンを作ったところで、奇跡のようなお前の力は再現できない。だがお前から得た細胞に、さらにお前の回復能力を重ねる事で培養した細胞なら、劣化コピーにはならない。新たな進化を遂げる事ができる」

　だから。

「そうして培養された細胞核は、回復能力への指向性を持っている。後は異能特区でお前の細胞に拒絶反応の少ない人間に移植すれば、そのまま新たな回復能力者の誕生だ。まあ、他者に使えるお前と違って、私は自分自身にしか使えないがね……」

　そうして語られる事実に、鴻崎唯は無言を返す。回復能力？　それがどうした。

　誠史がどんな力を持っていようと、唯のやるべき事は変わらない。だから、

「さあ、聞き分けのない事をしてないで……おいで唯」

　そう言って手を伸ばしてくる誠史に対し、己の冷却能力を全開にしようとした唯の身体から、唯自身も気付かないあるものが溢れ始める。

　それは赤・青・緑・黄が絡み合った四色の波動。

　そうした己の無意識の力を、唯が解放しようとした時だった。




　…──不意に世界の左右が、鏡のように反転した。




　と同時、街のざわめきがなくなる。裏吉祥寺から人の気配が一斉に消失したのだ。

「っ─────…？」

　突然起きた、大規模な空間異常。反射的に湧き上がる驚きよう愕がくを、唯は即座に打ち捨てて警戒の眼で誠史を見た。この状況が、眼の前にいる彼の仕業だと思ったからだ。しかし、

「これは──…？」

　誠史もまた戸惑いを得ていた。どうやら向こうも、この状況を理解できていないらしい。

　だとしたら一体誰が──そう唯が思った瞬間、それは起きた。

　ゴバッという低い衝撃音と共に、誠史が弾かれたように後方へと吹っ飛んだのだ。

「っ────があああああぁぁああっ!?」

　絶叫と共に誠史が吹き飛んだ先にあったのは、唯が冷却能力で凍り付かせた噴水。

　誠史が突っ込んだ衝撃で、激しい轟ごう音おんと共に氷が粉々に砕け散った。

　そして宙へと巻き上げられた大量の氷の欠片は、裏吉祥寺の夜空を白く輝かせて、

「…………………………」

　突然の事に、思考が追い付かず唯が呆ぼう然ぜんとなっていると、

「いやあ綺麗だなあ……春の夜のダイヤモンドダストだね」

　背後から、しれっとした声がした。

　唯がとっさに振り向くと、そこには愛刀を手に下げた少年が佇んでいて、

「小鳥遊くん……どうして」

　呆然としながら唯が問い掛けると、

「委員長は狙われていたからね。ヘブンズオーシャン以外でも、浚さらわれた場合の事を考えて色々と保険を掛けさせて貰っていたんだ。いざという時に居場所が摑めるようにね」

「セーフハウスでくれた携帯のバッテリーの事？　でも、あれは……」

「うん、委員長は俺の部屋に置いていったよね。けれど、通信機器なんて誘拐されたらまず最初に捨てられちゃうものだ。あんなものは気休めにしかならないよ」

　士狼は言うと、こちらへ向かって歩み寄ってきて、

「まあ、お互いに話すべき事はあると思うけど……せっかく力を出して暴れても問題ない、特別な結界も張った事だし。まずは問題を片付けないとね」

　そう言って唯の脇を通り抜け、そのまま噴水の方へと向かおうとする。

　そんな士狼の腕を唯は慌てて摑んで、

「待って小鳥遊くん！　これは私が……私が自分の手でやらないといけない事なのっ！」

　だから、という唯に、士狼は足を止めるとこちらを振り返って言った。

　確信を込めた声で、

「でも委員長……全てが終わったら、自分も死ぬつもりだよね」
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　小鳥遊士狼は、眼の前の唯が息を吞んで表情を強張らせたのを見た。

　それは、真実を言い当てられた者が見せる反応だ。

「殺された如月京への贖しよく罪ざいのために、汚い野望ごと神羅坂を潰す……そして、その中には委員長自身も含まれる。回復能力による悲劇が、二度と起こらないようにするために」

「…………………………」

　士狼の言葉に、唯は無言を返してくる。

　それは、こちらの推測を肯定する沈黙。だから士狼は嘆息して、

「確かに、それも一つの結末の形だとは思うよ。でも悪いけど、それは認められない。言った筈だよ……守るって。だから俺は、委員長を害する奴は誰であろうと許さない」

　一息。

「それが、委員長自身だろうと」

　そう強い口調で告げると、唯は逃げるようにこちらから視線を逸らして、

「…………でも、如月さんは殺された。私のせいで、お父さんに……神羅坂に殺されたの」

　だから、と唯。

「私は……私達は、責任を取らなくちゃ」

　思い詰めた表情で呟いた唯を、士狼は僅かに眼を細めて見た。

　…──如月京が死んだのは、唯のせいというのは違う。

　唯にあるのは『関係』で、『責任』ではない。だが今の唯に、それを理解しろというのは酷だろう。真面目で優しく、自分で自分を許せなくなっている彼女には。だから、

「…──如月京の死は、委員長が死んだところで責任が取れるものじゃない」

　士狼は別の角度から、唯の考えが間違っている事を教える。

「何をしたって、彼女はもう生き返らない。完全に同じものはこの世に存在しない以上、失われてしまったら、もう戻る事はないんだ。悲しいけどね」

　だから。

「自分の命で、誰かの命の責任なんて取れやしない。失われたものの責任を取るなんて事は、誰にもできないんだ。それでも今、委員長がどうしても責任を感じてしまっているというのなら……それは背負い続けてゆくしかない」

「…………責任を、背負う……」

　士狼は「そうだよ」と頷うなずいて、

「確かに、委員長の力は大きな可能性と危険の両方を孕はらんでいる。これから生きていく中で、いつか委員長も手を汚さなきゃいけなくなる時が来るかもしれない。でも、それは今じゃない。人を殺すのに綺麗も汚いもないけど、それでもその相手は選ぶべきだ」

　断言して良い。

「委員長がすべき事は、神羅坂なんかのために手を汚す事じゃない。委員長にはもっと他にできる事がある。その事を教えてあげるよ。だから、俺を信じてくれないかな」

　そう士狼が語り掛けていると、

「…──酷いね、回復能力はあっても痛覚はあるというのに」

　ふと背後からした声と共に大気を震わせる破砕音が生じ、噴水そのものが吹き飛んだ。

　そして冷気の白い霧が吹き飛ぶと、そこには余裕の笑みを湛たたえた誠史が立っていて、

「不意打ちとは随分な真似だ。私は唯と家族の話をしていたというのに」

　そんな誠史の言葉を聞いた士狼は、はっと笑いながら、

「家族の話って……あれが？　俺には危ない変質者が、ぶつぶつ独り言を言いながら委員長に近付いているようにしか見えなかったよ」

　そこまでを言うと、鋭い瞳で誠史を見据えて前に出た。

「それにアンタは、《餓狼旅団》に喧嘩を売ってくれたでしょ。それも如月京を殺すだけじゃなく、わざわざ左手の小指まで切り落とすなんて持って回ったやり口で。そんな真似しなくたって、言ってくれればすぐに潰してあげたのに」

　何せ、と士狼。

「誰だろうと敵は喰くい千切る。それが《餓狼旅団》の流儀なんでね」

「…………成る程、それが薄汚い狼おおかみのプライドという訳か」

　ふふん、と誠史は笑って、

「ならば──私の流儀も教えておかなくてはね」

　そう言った瞬間、士狼は真横からの衝撃を胴に受けて吹き飛ばされた。

「──────────」

　まるで巨大なトラックに突っ込まれたかのような威力の重い衝撃。

　まともに喰らった士狼は、屋上の外へと撃ち出されるように弾き飛ばされる。

　…──そうして地上数百ｍの高さの宙へと放り出された士狼は、あるものを見た。

　それは、こちらへ一瞬で追い付いてきた誠史。

　士狼の真上を取った彼は、こちらへ向かって右の手の平を翳かざしており、

「私は……私を侮辱する者を許さない」

　笑顔でそう言った瞬間──白い閃せん光こうと共に生じた衝撃が容赦なく士狼に叩たたき込まれた。
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　鴻崎唯は轟音を聞いた。

　それは誠史の追撃を喰らった士狼が、大通りを挟んだ向こうのビルへ突っ込んだ音だ。

「…────小鳥遊くんっ！」

　一撃目を士狼が受けた段階で、すぐに後を追い掛けていた唯が屋上の端で叫ぶと、

「駄目だよ唯……友達はもっと選ばなくては。お前に悪い影響があっては困るからね」

　大気中の水分を凍らせ、宙に浮くための足場にしながら誠史がこちらへ笑って、

「安心しなさい。お父さんが、お前をあの男から守るから。なあに大丈夫だ。この空間でなら、どれだけ力を出しても問題ないそうだからね」

　そう言って士狼の後を追おうとした。だから、

「っ──────…！」

　させない。とっさに冷却能力による攻撃で、誠史を止めようとしたこちらに、

「…────唯、後ろを見てごらん」

　発せられた忠告に、唯は背後へ視線を向けた。

　…──すると、屋上の入り口の辺りに、二つの人影があった。

　ナイフを手にしている神羅坂の黒服と……人質にされている若い女性だ。

　さらに念の入った事に、人質の女性の身体には爆薬らしきものまで巻かれていて、

「っ────お父さんっ！」

「ああ……やっとお父さんと呼んでくれたね。淫売を一人殺したくらいで来てくれたんだ。お前に言う事を聞かせるならこれが一番だと思ったが、間違っていなかったようだね」

　嬉うれしそうに誠史が言った。

「彼女が付けている爆薬は、特別な起爆装置のものでね。先ほどお前が冷却能力を使用した際に、能力波形をスキャンして起爆コードとしてインプットしてある。自分のせいで無関係な人間が死ぬのが嫌なら、私が戻るまでここで大人しくしていなさい」

　そう言ってこちらへ背を向けると、誠史は宙を歩き始めた。一歩ずつ進む度に、足下に巨大な氷の結晶の足場が生まれてゆく。そうして誠史が、士狼が突っ込んだビルへと消えてゆく中……ふと唯の足下でカシャンと乾いた音が鳴った。見れば手錠が落ちており、

「それをしろ。おかしな真似はすればこの女を殺す」

　黒服がそう言って、人質の女性に突き付けているナイフを首元へと寄せると、

「ひっ……ぁ……っ」

　女性が恐怖に顔を引き攣つらせ、身を強張らせた。それを見た唯は、

「…………………………」

　黙って足下の手錠を拾うと、黒服に言われた通りに自分の両手にガチャリと嵌はめた。

　両手の自由を奪われた。その状態で、それでも鴻崎唯は静かに思う。

　……何とかしなくちゃ。

　このまま誠史の卑劣な策略に屈する訳にはいかない。これ以上、被害者を出す事も。

　それに、もし唯が囚われれば、士狼への人質として利用されるかもしれない。だから、

「…──よし、こっちへ来い」

　黒服の命令に、唯は大人しく従った。だが、それは囚われに行ったのではない。

　こちらを捕らえるために黒服が人質の女性から手を離して──その瞬間、

「────────っ！」

　唯は手錠をしたまま、黒服の襟元を摑んだ。

　と同時、手首から先を交差させて首を絞めながら、ハンドルを回すように両腕を回転。

　体勢を崩した黒服の重心を見定め、とっさに足を払い上げると、そのまま両手を離す。

　その一連を電光石火で行なう事で、黒服を頭から床へと叩き付けた。

　受け身を取らせない高速の投げは、普通の人間ならば間違いなく脳のう震しん盪とうを起こすもの。

「がっ……くっ、うおおぉぉっ！」

　しかし神羅坂の工作員として訓練を積んでいた黒服は、ダメージを負いながらも咆ほう哮こうと共にこちらの両手を摑もうとしてきて──だが、唯の方が速かった。

「────────っ！」

　とっさに唯は身体を左へ……横方向へと捻転しながら、屋上の床を蹴って跳躍。

　黒服の真上で身体を横へ高速回転させた唯は、スカートをはためかせながら左の肘を黒服の眉間へ振り下ろすように叩き込む。

　それは起き上がろうと頭を上げかけた黒服の後頭部を、再び屋上の床へと打ち付けて。

　今度こそ黒服は意識を失い、ピクリとも動かなくなった。

「っ…………はぁ」

　そして鴻崎唯は、ようやく安あん堵どの吐息を漏らした。

　…──これは神羅坂の家を離れた後、母の勧めで道場へと通い身に着けた合気の技だ。

　たとえ家を追われたとしても、唯が神羅坂の血を引いている事に変わりはない。

　よって神羅坂を脅迫する目的で誘拐などされないよう、冷却能力を使わなくても自らの身を守れる術を唯は学ぶ必要があった。それは唯の回復能力にしか興味はない神羅坂はもちろん、十年も行方を眩くらましていた誠史などには決して知る由もない話だ。そして、

「………………………………」

　突然の事に呆然となっている人質の女性に、

「あの……大丈夫ですか？　今解きますね」

　そう言って唯は、彼女が嚙かまされていた猿さる轡ぐつわを外した。すると、

「あ、ありがとうございます……っ！」

　女性は泣きそうな顔で頭を下げると、そのままこちらへ両手を突き出してきた。

　その手には電磁警棒が握られていて──スパーク音と共に超電流が炸さく裂れつした。







　……──女が使用したのは、路地裏で黒服達が士狼に対して抜いたものだった。

　超小型・軽量ながら、対象の身体の自由を意識ごと確実に奪い去る機能に特化したもの。

　欧米諸国の軍隊でも暴徒鎮圧目的で正式採用されている最新型の電磁警棒だ。

　黒服と同じ神羅坂総合セキュリティ──『ＫＳＳ』に所属する女は、人質役として振る舞いながら、いざという時には対象を拘束するという己の任務を遂行できたと確信し、

「っ──────…!?」

　しかし驚きに眼を見開いた。こちらが突き出した電磁警棒の先端が、対象へと届く前に受け止められている。それはまるで透明な壁。冷却能力によって生み出された氷の障壁で、

「そんな……」

　その事実に呆然の声を漏らした時にはもう、氷の障壁に触れていた電磁警棒を超低温の冷気が伝い、一瞬で女性は首から下を氷付けにされ、身動きが取れない状態になっていた。

　そして氷の障壁の向こうでは、捕獲対象の少女が……鴻崎唯が冷たい表情で佇んでいる。
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「やっぱり演技だったんですね……」

　鴻崎唯はそう言うと、冷却能力を自分の両手を拘束している手錠へと使用した。

　すると、極限まで冷やされた事で強度が落ちた手錠が、自然と砕けて床へと落ちる。

　そして唯が冷却能力を使用しても、女性の爆弾が反応する事はなかった──偽物だ。

「まさか……気付いていたっていうの？」

　こちらに動きを封じられたまま、驚きを深めた人質役の女に、

「…………小鳥遊くんは『結界を張った』と言っていました。恐らくは、戦闘で周囲の建物や人に被害が出ないようにするためのものです」

　でも、と唯。

「そんな結界が張られているのに、貴方達は後から現れた」

　余人を排除する目的の結界に、後から二人が入ってこられるとは思えない。

　この結界は、裏吉祥寺最強の《餓狼旅団》が構築したものなのだから。

「つまり──小鳥遊くんは貴方達の存在に気が付いていて、それでも一緒に結界内に入れたという事になります」

「ま、待って……何を言っているの？」

　女性は納得できないとばかりに、

「どうすればそんな思考になるの。私達の存在に気が付かずに結界が展開され、誤って一緒に中へ入れてしまった……そう考えるのが自然でしょう？　もし気が付いていたなら、自分や貴女を危険に晒さらしかねない状況を、そのままにしておくなんておかしいじゃない」

　女性の言葉に、唯は成る程と理解する。

「貴女は彼を……小鳥遊くんの事を、表面的にしか知らないんですね」

　恐らく神羅坂は、裏吉祥寺最強と謳うたわれる《餓狼旅団》の最高幹部筆頭という肩書きと、路地裏で黒服達から唯を助けてくれた時に見せた高い戦闘能力に眼を奪われ、士狼の本質については理解していないのだろう。

　もちろん、唯にしてもまだ士狼の事をよく知っているとは言えない。

　……でも。

　士狼には、あの凄まじい戦闘能力と同じか、それ以上に秀でているものがあった。

「アントニオ・ファブローニの時も、小鳥遊くんは人質について、あらゆる可能性を読んでいました。今回だってそう。いざという時に備えて、私の居場所を把握できるように何重にも手を打っていた。そんな彼が人質の可能性に──貴方達に気が付かない筈がない」

　だから、この二人を結界内へ入れた事には必ず意味がある筈だ。

　そんな士狼の真意を、唯は即座に汲み取っていた。

「小鳥遊君は、私を助けに来ただけじゃない。私にある事を教えに来てくれたんです」

　士狼は言っていた。手を汚すのではなく、唯には他にできる事があると。

　それを教えるから、どうか彼の事を信じて欲しいと。

　……きっと。

　士狼は唯を危険に晒した訳ではない。唯ならできると信じて、この状況を任せたのだ。

　確信できる。全ては、

「私の力は誰かを傷付けるだけじゃなく、守る事もできるって……そう教えるため」

　そう士狼の真意を告げるこちらに、

「何よそれ……まるであの少年が優しいみたいな言い方だけど」

　女性は引き攣った笑みを浮かべながら、

「もしそれが本当なら、彼はどうかしてる。これ以上、自分のせいで人が死ぬ事に耐えられないからこそ貴女は一人でここへ来た。そんな貴女に、人質を取られている状況を任せたっていうの？　貴女が捕まるような事があれば、自分も危険に晒されるのに」

　それだけじゃない、と彼女は続ける。

「もし仮に、私が本物の人質で……貴女の眼の前で死ぬような事があれば、それこそ貴女は二度と立ち直れないようなショックを受ける事になっていた。彼が貴女の事をどれだけ信頼していたかは知らないけど、そんな残酷な事をやらせるだなんて──…」

　そこまでを言った所で、女性がハッと息を吞んだ。最初に自分が口にした疑問──そこに答えがある事に思い至ったのだ。よって唯は彼女に告げる。

「ええ……私を守ると宣言した小鳥遊くんが、そこまでのリスクを放置する訳がない。間違いなく私一人で対処して問題ないと考えて、小鳥遊くんは貴方達の事を任せた筈です」

　一息。

「だから気付いたんです。貴女は人質じゃなく、そう演じているだけなんじゃないかって」

　もちろん、絶対とは言い切れない。しかし、その可能性に思い至れば、対策を取る事は可能だ。だから、とっさに障壁を張る事もできたのである。

　…──全ては、士狼が唯のために用意してくれたもの。

　だが、それは茶番ではない。女性は人質ではなかったが、それは結果だ。

　その真実が解る前に、唯は黒服を倒していた。

　もしも本当に人質だったなら、唯は彼女を救う事ができていたし、

　……それに。

　いつかまた、何かで同じ状況に立たされた時──屈する事なく立ち向かって良いのだと。

　鴻崎唯は、誰かを助けられる人間だと。その力があると、そう士狼は教えてくれたのだ。

　…──それは諦める必要のない、唯の未来の可能性。

　だから、女性の不意打ちに対応できた真相を明かした唯は、

「その氷は、しばらくしたら溶けます。そうしたら、その男性を連れて帰って下さい」

　そう告げると、自らの行くべき場所へと向かって駆け出した。
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　士狼が激突した事で生じた穴を通って、神羅坂誠史はビルの中へと入った。

　そうして床に降り立った誠史は、暗く静まりかえっているフロアを見て、

「…………おや？」

　ふと疑問を覚えて、スッと眼を細めた──床が綺麗すぎる。

　士狼の体格から考えられるおおよその体重と、このビルへと突っ込んだ速度を考えれば、床を突き破って数フロア下まで到達していてもおかしくはない。

　なのに穴が開いているのは外壁だけで、床には激突した跡がまるで見当たらなかった。

　だから誠史が視線を正面へと向けると、廊下の先に悠然と微笑む士狼が佇んでいて、

「成る程。とっさの体たい捌さばきは中々のようだね。だが残念ながら、君では私に勝てないよ」

　そう告げるなり、誠史は士狼を殺すための攻撃を放った。

　対象のすぐ傍の空気中の水分を凍らせ、炸裂させる事で衝撃波を生み出す。

　今度の狙いは顔面。その衝撃を受ければ、もはや脳震盪などでは済まない。

　鼓膜が破れ、眼球は押し潰され、激しく揺らされた頭部の重みで首の骨が折れる。

　だから轟音と共に冷却爆発が生じた瞬間、

「…────ん？」

　しかし誠史は、己の眉を顰めた。

　…──士狼が立っていた。それも全くの無傷で。

　見れば士狼は、誠史の冷却爆撃の衝撃範囲から紙一重で外れた位置にいた。

　それはこちらの攻撃の威力や範囲を完全に見切り、瞬間的な移動を行なったからこそ可能なもの。己の攻撃を避けられたという事実に、

「なっ……──このっ！」

　まさか、という思いと共に誠史が放ったのは、単発ではなく連続の冷却爆撃。

　無数に生じる衝撃に大気が殴打された事で、フロアが立て続けに振動する。

　だが当たらない。軽やかなステップを刻んで回避する士狼に、誠史は攻撃を掠かすらせる事もできない。誠史の冷却爆撃の発生より、士狼の回避の反応速度の方が圧倒的に速かった。

　……ならばっ！

　避けられてしまうなら、その瞬間に逃げた先へ攻撃を叩き込む。それは相手の回避を見越して行なう二段構えの攻撃。今度こそ──そんな想いと共に放ったこちらの冷却攻撃を、

「…────無駄だよ。アンタの攻撃は、爆発より先に冷却現象が起こる」

　しかし、眼の前の少年はあっさりと回避した。

「空間に生じる前兆を感じ取れば、避けるのなんて簡単だよ」

　確かに、理屈の上では士狼の言う通りではある。

　…──だが爆発の予兆となる冷却現象は眼に見えない上、瞬間的に発生している。

　こちらが狙いを定められないように向こうが先に動くというのならまだしも、誠史が攻撃を行なってから回避するなど、たとえ異能力で強化された反応速度でも不可能な筈。

　だが、そんな有り得ない筈の現実が眼の前にはあって、

「馬鹿な……そんな真似が！」

　思わず誠史は叫びながら、攻撃を繰り出そうとして──しかしできなかった。

　一瞬で、眼の前まで士狼に距離を詰められてしまったからだ。それはもはや、爆発の前兆である冷却現象がどうこうではない……まるで異次元の反応速度だった。

「こんな事ができるなら、どうして先刻は攻撃を受けるような真似を……っ？」

「まあ腐っても父親だし……委員長の見ている前だと、気兼ねしちゃうんでね」

　そう言って苦笑した士狼の姿が、ふっと搔かき消えて、

「っ────ぐああああぁっ!?」

　突如、側頭部に衝撃を受けた誠史は、宙を一気に十ｍ以上も吹っ飛んだ。

　そして轟音と共にコンクリートの壁へと背中から叩き付けられ、その衝撃で破砕音と共に壁面が大きく陥没する。そうして穿うがたれた巨大なクレーターの中心で、

「ぐっ……が……ぁ……っ！」

　回復能力のお陰で、誠史はどうにか意識を失わずに済んでいた。

　…──恐らく、今の一撃は士狼の剣撃によるもの。

　峰を返す事なく、鋭い刃を持った刀の剣けん閃せんを、斬撃ではなく強力な打撃にしたのだ。

　銃弾を断つ斬鉄以上の神業。達人でも到達不可能な領域の高等技術を、士狼はあっさりとやってのけていた。そうして──薄暗い廊下をこちらへ悠然とやって来ていた士狼に、

「っ…………舐なめるなあああああぁぁぁっ！」

　誠史は両手を突き出し、眼の前の空間を埋め尽くすほど大量の氷の矢を生み出した。

　そして、一斉に廊下の先にいる士狼へと向かって解き放つ。冷却爆撃はタイミングを読まれて避けられたが、これならば回避は絶対に不可能だ。虚空を斬り裂くように駆け抜ける無数の氷の矢を追って、床と両脇の壁──そして天井が冷却現象で凍り付いてゆく。

　誠史が発した超低温の冷気が、彼我にある全てを氷へと変えているのだ。

　……これでっ！

　氷の矢を迎撃しなければ、全身を貫かれて死ぬ。

　だが、あれだけの数を斬撃で対応する事は不可能だ。

　よしんば切り抜けられたとしても、後を追う冷気によって氷付けにされて終わる。

「────────」

　すると、士狼はスッと腰こし撓だめに構えると──居合いのように刀を高速で一閃した。

　暗い廊下に白刃の太刀筋が、まるで糸を引くように煌きらめく。

　次の瞬間──ガラスが割れたかのような破砕音と共に、誠史の氷の矢が全て吹き飛んだ。

　さらに、床・壁・天井を覆っていた氷までもが粉々に砕け散って、

「そんな────…」

　眼の前で起きた有り得ない現象に、もはや呆然と立ち尽くす事しかできない誠史に、

「ひょっとして……この程度の攻撃でどうにかできると思ってたの？」

　そして──再び誠史の眼前へ一瞬で現われた士狼は、心外そうに嘆息をすると、

「…──それは流石に舐めすぎだよ」

　そう告げられたのと同時、誠史は真上からの衝撃を左肩に受けて床へと叩き付けられて。

　そのままフロアを揺るがす轟音と共に床を割り砕き、真っ暗な階下へと吹っ飛ばされた。
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「やれやれ……」

　士狼は、袈け裟さ懸がけに振り下ろしていた七鍵天狼牙を鞘さやに収めると嘆息を一つした。

　そこへ背後から、

「…──小鳥遊くん！」

　こちらを呼ぶ声と共に、唯が心配そうに駆けてくる。

　恐らく、士狼が突き破ったビルの外壁の穴を使ってやって来たのだろう。

　誠史と同じ方法かは解らないが、冷却能力で宙を渡ってきた違いない。

「やあ委員長、そっちは大丈夫だった？」

　唯がここへ来るには、潜んでいた『ＫＳＳ』の男女を倒す必要がある。すると、

「うん……あの二人は私の方で何とかしたから」

　眼の前に来た唯は、こちらへ頷きを返してきた。どうやら唯一人の力で、あの状況に対処できたらしい。しかも口調や表情からみて、恐らく士狼が敢えてあの二人を見過ごしていた事や、その意図についても理解してくれたようだ。それでも、

「ゴメンね、怖かったでしょ」

「ううん。私の方こそ、ごめんなさい……何も言わずに、一人で勝手な真似して」

　そう言って、しばし瞳を伏せたものにする。そして、

「小鳥遊くん、あの人は……？」

　唯の発した問い掛けに、士狼は一つの動きをもって応えた。

　彼女を抱きかかえて跳んだのだ。

　…──直後、士狼達がいた辺りの床が轟音と共に吹き飛んだ。

　それは下からの衝撃。唯を抱いたまま滑るように床に着地した士狼は、そっと彼女を床に降ろした。すると視線の先、舞い上がる砂すな埃ぼこりの中から、

「…──言った筈だよ、君は私に勝てないと」

　そう笑みと共に現れた誠史は、先程までとはまるで異なった姿をしていた。

　着ている服の所々が裂けているのだ。

　…──だがそれは、士狼に吹っ飛ばされた際の衝撃によるものではない。

　瘦身だった誠史の肉体は、分厚い筋肉で膨れ上がり、肌は赤黒く変色している。

　別人のような……否、もはや化け物のような姿になった誠史を見て、

「っ────…」

　思わず唯が身を硬くすると、

「おや唯、来ていたのかい……驚かせてしまったね」

　彼女の視線に気付いた誠史は、笑いながら言った。

「回復能力に目覚めた私の肉体は、ダメージを受ければ急速な超回復によって強化される。お前と同種の力を得たお陰で、私は不死身になったんだよ」

　だから。

「待っていてくれ。すぐにその男を殺してやる。そして一緒に家に帰ろう」

「そんな事……絶対にさせない！」

　唯は士狼を庇かばうようにして立って……しかし、そこで彼女は息を吞んだ。

　誠史の姿が消えたのだ。それは凄まじい筋肉の強化を遂げた事で得た、超人的な身体能力による瞬発。刹那よりも早く、唯の眼の前に立った誠史が、

「聞き分けのない娘だ……お仕置きが必要だね」

　そう言うなり、右手の甲を横よこ薙なぎに振り抜いた。







　神羅坂誠史は、唯の顔よりも巨大になった己の拳を娘の側頭部へと向けて放った。

　手の甲を使用するその打撃は、俗に裏拳と呼ばれるもの。

　…──もちろん、殺しはしない。

　とはいえ、こちらの──親の愛情を理解しようとしない娘には罰が必要だ。

　だから、ヴゥンという風切り音を生じさせながら右の拳を振り抜いた誠史は、

「………………ん？」

　しかし拳に唯の感触を得られずに首を傾げる。こちらの打撃が空を切っていた。

　見れば唯はおろか士狼の姿も消えていて、だから薄暗い廊下を見回した誠史は、己の背後──十ｍほど離れた距離に、二つの影が佇んでいるのを見る。

　それは唯と、唯の腰を抱いている士狼だ。

　そして士狼の右手には、再び鞘から抜かれた刀が握られている。それが何を意味しているかを、誠史は己の身を以て理解した。左手の小指の根元──その関節部分に細い黒線が走った瞬間、そのまま誠史の小指が床へと落下して転がったのだ。それを見て、

「凄いな……唯を抱きかかえての回避と、こちらへの攻撃を一瞬の内に行なうとは。いつ斬られたのか見えなかった……いや、感じさえしなかったよ」

　でも。

「君も解らないね……この程度の傷、私ならすぐに」

　治せる──そう告げるより先に、誠史の小指は元通りになる。その筈だったのだが、

「………………ん？」

　誠史は、思わず困惑の声を漏らした。

　…──確かに傷は治ってはいる。

　だが、それは斬られた断面を……傷口を新しい皮膚が覆っているだけだ。

　小指自体は修復されていない。戸惑うこちらに、

「いや、当然でしょ……」

　呆れたような声がくる。それは士狼が発したもので、

「委員長の回復能力は奇跡みたいなものだ。そんな簡単に手に入る訳がないよ」







　小鳥遊士狼は、視線の先にいる誠史へと告げる。

「回復能力と超回復は全く別のものだよ。回復能力が元の状態に『戻す』のに対し、アンタの身体に起きている超回復は、それまでより強い状態へと『成長』させている。この二つは真逆の現象だ」

　つまり、誠史は回復能力を手に入れてなどいない。

「小鳥遊くん……それなら、あの人のは」

「あれは回復能力じゃない。単に自己治癒力を、限界以上に活性化させてるだけだよ」

　神羅坂家を発展させたのは、その血統が持つ冷却能力である。

　異能力分野に進出した神羅坂は、まず最初に自分達の能力を知る事から始めた筈だ。

　…──冷却現象は、分子運動を減速させる事によって起こる。

　神羅坂の力は、対象にその物理現象を強引に起こさせるものだ。その事をきちんと理解し現象を解明できたなら、研究次第で応用形として能力を逆転させる事に成功してもおかしくはない。それは分子運動の高速化──即ち加熱現象を引き起こす。

　……恐らく。

　路地裏で唯を助けた後、レムの車で旅団のアジトへ移動している際に襲撃してきた火か炎えん龍りゆう使いは、そうして作り出されたのだろう。一方の誠史に対しては、本来の冷却能力はそのままに、体内で能力を発動した時だけ加速現象が起こるようにしたのだ。

　体細胞の働きが高速化される──即ち、修復機能が活性化されるように。

「何を馬鹿な……これは超回復を行なったせいで、少し復元に手間取っているだけで」

　そうした士狼の推測が受け入れられないのか、納得しようとしない誠史に、

「本当に回復能力を手に入れたなら、それこそアンタは神羅坂が意図的に生み出す事に成功した奇跡の存在だ。そんな貴重なサンプルを、研究所から出す訳がないでしょ。だけどアンタは今ここにいる。それが、アンタが回復能力を手に入れてない何よりの証拠だ」

「っ……ふざけるなっ、私の回復能力は本物だ！　よく見ろぉっ！」

　怒り狂ったように叫び、左手の小指を復元しようと意識の集中を試みる誠史に、

「…──死にたくないなら、止めといた方が良い」

　士狼は静かに告げた。

「アンタの自己治癒力の活性化は、恐らく体細胞の分子運動を高速化させた事によって得られているものだ。人の限界を超えた代償は大きいよ」

　限界を超えた先にある一瞬の煌めき。それを人は奇跡と呼ぶ。

　だが、限界を超え続けた先にあるのは不可避の破滅だ。

「黙れぇっ！　私はその子の……唯の父親だぞっ！」

　それでも、誠史はこちらの忠告にまるで耳を貸さなかった。

　回復能力と信じた自分の力を使おうとして、だから──そこから先はもう必然だった。

「────────っ？」

　ドクンと誠史の全身が脈打つように震えた後、彼の肉体がみるみる変化を始めたのだ。

　早送りのように血行が失われてゆく肌には無数の皺が生じ、色がドス黒く変わってゆく。

「っ……あ……ぅ……ぁっ？」

　誠史を襲っているのは、細胞の再生と増殖が限界を超えた事による急激な老化現象だ。

　こうなっては、もう救いようはない。

　唯の奇跡のような回復能力も、現段階ではまだ傷の修復レベルに留まっている。

　若返らせる事はもちろん、老化を食い止めてやる事もできはしない。だから、

「…────委員長、無理に見る必要はないよ」

　士狼がそう告げると、しかしこちらの腕の中で唯は静かに首を横に振って、

「…………………………」

　無言のまま、唯はこちらと同じものを見ていた。

　士狼達の視線の先では、もはや立っていられなくなった誠史が床に倒れ伏していて、

「…………………………」

　限界まで老化しきった彼の肉体は、既に形状を保てなくなっていた。

　風化が始まっているのだ。そして。

「──────────」

　肉も骨も内臓も、何もかもが朽ちてゆき……やがて全てが真っ白な灰になった。

　それが、異能力に溺れた一人の男の──神羅坂誠史の最期だった。
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　…────その後。

　士狼は唯を連れてマンションの自室へと帰ってきた。

　アジトに戻っても士狼達を出迎えてくれる者はいない。士狼が唯の下へと向かったのと同じように、他のメンバー達もそれぞれの役割を果たしに出掛けているからだ。

　…──結界内のビルで誠史を倒した後。

　士狼は唯を保護した事など、諸々の状況を記したメッセージを携帯で一斉送信した。

　すると他の皆からも、各々の状況が問題なく進んでいるとの報せが届いた。

　よって程なく、神羅坂に纏まつわる全ての問題が解決するだろう。

　だから──残る大きな問題は一つだけだ。

「さあ入って。今、温かい飲み物を淹いれるよ」

　そう告げた士狼はキッチンへ向かおうとして、返事がない事に背後を振り返る。

　すると、唯は入り口の扉の所で立ち止まっていた。

　浮かない表情で俯いている唯に、士狼は思う。

　……まあ、無理もないね。

　どれだけ覚悟を決めて行ったとしても。どれほど疎遠になっていたとしても。

　どんなに自業自得だったとしても。眼の前で父親が死ねば、平静ではいられない。

　奇跡のような回復能力を持っていても、唯はまだ十六歳の少女だ。

　……それに。

　もう一つ、唯に対する心配を士狼は持っていた。

　先程──士狼が介入する直前。誠史に相対していた唯の身体が四色の波動を放っていた。

　…──恐らく、唯の大罪異能の片へん鱗りんだろう。

　どうやら唯の『色欲』は、『四極』へと昇華する可能性を持った代物らしい。

　完全に覚醒すれば、神羅坂の冷却能力だけでなく、火・水・土・風というプラトンの四大属性全てを極め、司る事ができるようになるかもしれない。

　その巨大な力は、回復能力と同じく唯にとって大きすぎるもの。よって、本来の大罪異能の持ち主である士狼が、正しい方へと導いてやるべきだ。だから、

「ほら、おいで委員長」

　唯の下へと戻り、彼女の手を取ろうとすると、

「……やっぱり駄目だよ。だって私は……小鳥遊くん達の手を、自分から離して……」

　翠琴を騙だますような形で出て行き、一人で決着を付けようとした。そんな自分に、この場所へ戻ってくる資格はないと思っているのか、消え入りそうな声でこちらへ言った唯に、

「俺達に迷惑を掛けないようにと思っての行動でしょ。気に病む必要はないよ。それに委員長には戦える力があったしね。立ち向かうこと自体は、別に悪くはないよ」

　そう士狼が告げると、唯は驚いたようにこちらを見て、

「小鳥遊くん……もしかして、前から気が付いていたの？　いつから……？」

「路地裏で会った時かな」

　問われた士狼は真相を教える。

「団長が刻印化した大罪異能は、誰にでも扱えるものじゃない。使い手として選ばれたという事は、《餓狼旅団》の団員となるに相応しい資質を持っている筈なんだ。もちろん、委員長は回復能力の持ち主だ。その才能を認められた可能性もあったけど」

　でも。

「色欲の刻印が刻まれたのは、委員長が俺を助けようとして、地面に押し倒した拍子にしたキスが原因だ。だけど、普通ならそんな事がある筈ないんだよ」

　何せ、と士狼。

「あそこにいた黒服達が、銃を携帯している事には俺も気が付いていたからね。さらに木曜日って事で、女の子とは不用意な接触がないように気を配ってもいた」

　にも拘わらず、唯は士狼の警戒の内側へ……懐へと入ってきて、地面へと押し倒した。

「無我夢中だったみたいだけど、偶然できるような真似じゃない」

　あの予想外の事態が、唯に高い戦闘スキルがある事を何よりも物語っていた。

「あの路地裏だって、いざという時は追ってきていた黒服達を倒すために、周囲を巻き込む心配のない場所として選んだんでしょ？」

「…………そこまで解っていたのに、どうして？」

　信じられないといった表情で唯が言った。

「力を隠してたんだよ……怪しいとは思わなかったの？」

「別に。委員長も言っていたでしょ。言えない事や、言いたくない事は誰にでもあるって。それに、撃たれかけた俺を助けようとしてくれた事に変わりはないしね」

　一息。

「それは隠してもいなければ、噓でもない。委員長の──鴻崎唯の真実でしょ」

　そう告げたこちらに、

「あの時もう解っていたのに、ずっと黙っていたなんて……意地悪だよ、小鳥遊くん」

　唯は今にも泣き出しそうな、力のない笑みを浮かべた。

「…………それで私を保護してくれたの？」

「委員長の事情に首を突っ込んでおきながら、途中で投げ出す真似はしたくなかったし。話を聞いたら、余計に放っておけなさそうな事情だったしね。なるべく委員長の意志を尊重しながら、出来る限りの事をしようと思っていたけど」

　そこまでを言うと、声を低いものにして、

「でも──委員長が、自分自身を大切にできないというのなら話は別だよ」

　そう告げるなり、士狼は唯の腕を摑んで己へと引き寄せた。
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「あ────…」

　鴻崎唯は、とっさに驚きの声を上げた。突然、強引に抱き寄せられたからだ。

　そして、こちらを腕の中に抱きながら士狼は言った。

「俺が委員長の意志を大切にしていたのは、委員長が自分なりに最善の行動を取っていると思ったからだ。だけど、お父さんの下へ行った時の委員長は違ったね」

「小鳥遊くん……」

　思わず息を吞む。こちらを見据える士狼の瞳にあったのは静かな怒り。

　初めて向けられた士狼の表情に、唯が言葉を失っていると、

「俺にとって大切なものを、委員長は自分で蔑ないがしろにした。捨てようとしたんだ」

　だから。

「いらないのなら俺が貰うよ。委員長の意志も、命も、何もかも」

「小鳥遊くん、何を言って──…」

　こちらが死のうと考えた事を言っているにしても、あまりに傲慢な暴論。

　士狼の意図が分からず、戸惑いを得ていた唯に、

「そして俺のものでいる間は、もう誰にも奪わせない」

　こちらの瞳を覗のぞき込みながら、士狼は断言の口調で言い放った。その言葉に、

「──────────」

　唯は眼を見開いた。強引な宣言の奥に秘められた、士狼の想いが解ったからだ。

　…──鴻崎唯は、自分のせいで誰かが不幸になる事が怖かった。

　だから、回復能力を悪用しようとしていた祖父や従兄から必死に逃げた。

　一部の者の欲望だけを満たし、多くの人を不幸に陥れるような事にはしたくなかった。

　……それなのに。

　父である誠史によって、京の命は奪われた。

　唯の行動のせいで、関係のない人が殺されてしまったのだ。

　だから唯は、士狼達が優しく握ってくれていた手を、自分から離す事にした。間違っていようと構わない。全てを終わらせようと思った。

　それが自分の果たすべき責任であり、贖罪であり、そして復ふく讐しゆうだと考えた。

　……だけど。

　もし士狼のものになったら、そうした唯の決意よりも、彼の意志が優先される。

　それが誰かのものになるという事だ。

　全ては、唯を縛る神羅坂の血や、回復能力に纏わる問題から唯を自由にするため。

　唯には決して出来ない事を──唯を救う事を実現するための強引な手段。

　そのために士狼は、唯を解き放つのではなく、自分に縛り付けると言っているのだ。

　傲慢で、強欲で、滅茶苦茶な理屈。

　そんな話を、唯が受け入れると本気で思っているのだろうか。

「…………………………」

　そう思うのに──それが士狼の優しさと覚悟なのだと解って、唯は動く事ができない。

　…──先ほど、空中庭園で士狼は言っていた。

　京の死を悔やむなら、生きて背負い続けてゆくしかないと。

　だけど今、士狼は唯の全てを自分のものにすると言った。

　唯が背負い続ける後悔や苦悩も、唯と共に彼のものにすると……そう言っていた。

　どんな事をしようと。どんな真似をしようと。どんな手を使おうと。

　どんな禁忌を犯そうと。唯の全てを受け入れる──そう士狼は言っているのだ。

　そうした士狼の想いは、誠史との戦いの際にも見られた。

　……小鳥遊くんなら。

　先程の戦いの最中、その気になれば誠史を殺す事など幾らでもできた筈だ。

　そして、そうするだけの理由もある。士狼は、どれだけ毛嫌いされていようと如月京の事を気に掛けていた。そんな彼女を、誠史は《餓狼旅団》を挑発するために殺したのだ。

　ならば誠史をきちんと始末した方が、他の組織に《餓狼旅団》の力を示せただろう。

　だが士狼はそれをしなかった──何故か？

　……私が少しでも、小鳥遊くんと一緒にいやすくするため。

　自分が殺さなければいけないと思っていた誠史を、士狼に殺させてしまっていたら。

　間違いなく唯は、士狼に対して消える事のない負い目を感じるようになっていた。

　そして彼に対して、申し訳ないという気持ちしか抱けなくなっていただろう。

　唯が士狼たちと共にいるためには、あれが唯一にして最善の終わらせ方だった。士狼は、自身の感情や《餓狼旅団》の損得よりも、唯を大切にする事を優先してくれたのだ。

　そして今も、これからも、それを続けようとしてくれている。

「どうして、そこまで……」

　唯は信じられないとばかりに言うと、士狼はこちらへ手を伸ばしてきた。

　そして、指で瞳の端をそっと撫なでられた唯は、

　……あ……。

　いつの間にか自分が涙を流していた事を、彼の指で拭かれた事で理解する。

　そして優しい笑みを浮かべた士狼に、唯は抱き締められた。

「もっと自分の事を大切にできるようになったら、その時は委員長に全部返してあげる。けど、それまで委員長は俺のものだ。俺の傍で、俺の言うことを聞いて貰うよ……良いね？」

　鴻崎唯は、小鳥遊士狼の傍に──彼と共に《餓狼旅団》に居て良いのだと。

　そんな士狼へと返す言葉を、唯は口にする事ができなかった。

　キスで唇を塞がれていたからだ。

「──────────」

　だから何も言う事ができない。ありがとうも、ごめんなさいも。

　自分の気持ちを、士狼に対する想いを、口にする術を奪われていた。

　それでも。己の想いを、溢れそうな感情を伝える方法はあった──だから。

「っ──────…」

　涙を流しながら、鴻崎唯はそっと瞳を閉じると、そのまま己を士狼に委ねた。

　こちらの全てを自分のものにするという、士狼の言葉を受け入れるように。

　どこまでも優しくこちらを縛り、唯よりも唯を大切にしてくれるただ一人の存在に。

　小鳥遊士狼の想いに、どこまでも応えるように。
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　深夜の都心を、異能特区へと向かって走る黒塗りの高級車がある。

　広い車内は、走行音と振動が極限まで排された、上質な移動空間となっていた。

　そうした極上の車内は、後部シートに座る一人の青年のために作られていた。

　神羅坂総合セキュリティ──『ＫＳＳ』の若きカリスマ、神羅坂玲人である。

「…………………………」

　アームレストに左肘を置き、頰ほお杖づえを付いた姿勢の玲人はある物を見ていた。

　座席前方に設置されたモニターに表示されている動画映像だ。

　それは異能特区の中心地──裏吉祥寺の一角を超高空から映したもの。

　神羅坂の持つコネクションを最大限に利用する事で、『ＫＳＳ』が独自に総合異能学府の協力者から入手した、最新鋭の監視衛星によって撮影されたものである。

　…──映像は、およそ一時間前のもの。

『吉祥寺ＥＩＧＨＴ』の屋上で、唯と誠史が十年ぶりの再会を果たしてからの一部始終だ。

　しかし玲人が確認できたのは、現場に《餓が狼ろう旅団》の少年が駆け付けた所まで。

　屋上に少年が姿を現した瞬間──現場にいた全員の姿が見えなくなっていた。

　衛星のカメラの故障という訳ではない。録画映像は続いている。

　ただ……その場にいた全員の姿が、屋上から忽こつ然ぜんと消えてしまったのである。

　誠史に密かに埋め込んでいたチップによる、生体反応・ＧＰＳ反応の両方もそこで消失。

　…──そして、それからしばらくした後。

　突如ＧＰＳが復活すると、誠史の反応はそれまでいた屋上ではなく、通りを挟んだ向かいのビルにあり、生体反応についてはフラットラインになっていた。

　その後エージェントの報告では、現場で誠史と思しき残骸を発見・回収したらしい。

　詳しい事は、研究所での検査結果を待つ必要があるが、恐らく自己治癒能力を暴走させた結果、限界を越えてしまい肉体が崩壊してしまったのだろう。

「…………やはり、急造の紛まがい物では相手にならんな」

　呟つぶやいた玲人は、モニターに別の動画も併せて表示させた。

　それは木曜日、タクシーで逃げる唯達を追跡していたトラックに搭載されていた、超高機能ドライブレコーダーが記録した映像。ネットを介してサーバーへと保存されていたその動画は、激しい衝撃と共にトラックが空高く舞い上がった所で途絶えていた。

　玲人がモニターに映したのはその手前。

　トラックが空へと吹っ飛ぶ──その直前に捉えていた、二人の少年の様子だ。

　玲人は映像を拡大。限界まで再生速度を遅くし、問題のシーンをリピート再生した。

　…──あのトラックに搭載されていたレコーダーのカメラは、特別なものだった。

　概念科学により一秒を十六桁、千兆枚に分割して撮影できる超々ハイスピードカメラだ。

　それは光の動きを含め、この世のあらゆる事象を捉えられる神の眼である。

「──────────」

　しかし、神羅坂玲人は両眼を細めたものにした。

　トラックの急上昇は、手前にいる金髪の少年によるもの。その事は問題ない。

　だが、その直前──奥にいる黒髪の少年の右手と、彼の持っている刀剣はぼやけている。

　それは神の眼ですら捉える事の敵かなわない、超刹那の剣けん閃せんが行なわれたという事。

「これが、裏吉祥寺最強の異能集団《餓狼旅団》の力という事か……」

　そう呟いた玲人は、二つの動画を閉じようとして、

「……………………？」

　そこでふと、屋上の映像の中に奇妙な点がある事に気が付いた。

　…──気になったのは、唯達の姿が消える瞬間。

　現れた黒髪の少年は何故か空を見上げていて、彼の瞳がカメラ目線になっている。

　……偶然か？

　多くのネオンが輝きを放つ夜の裏吉祥寺で、上空数百㎞にある衛星の認識は不可能だ。

　そう結論づけた時──玲人を乗せた車が、交差点を前にして速度を落とした。

　赤信号だ。ところが、玲人を乗せた車は前の車の後ろへは行かなかった。

　直進の車線を外れ、左のガードレールへ寄せるようにして停車してしまう。

「…──どうした？」

　玲人がモニターから視線を運転手へ移し、そう問い掛けた時だった。

　不意に左の後部ドアが、外からガチャリと開けられて、

「こんばんは。ちょっとお邪魔します」

　玲人が制止の声を上げるより先に、隣の後部座席へと乗り込んできた者がいた。

　思わず眼を見開く。現われたのは、今まさにモニターに映し出されている少年だった。

「小鳥遊たかなし士し狼ろう……なぜ貴様がここに」

　有り得ない事態。それでも玲人は冷静に、鋭い視線を隣に座った少年へと向けた。

　…──裏吉祥寺からの距離を考えれば、時間的にここまでの移動は不可能ではない。

　だが、この少年にこちらの居場所を把握する術はない筈はず。すると、

「何でかって？　確かに貴方の行動は、神羅坂グループ内でもきちんと把握できている者がいない秘匿事項だ」

　何故なら、と少年は──小鳥遊士狼は笑いながら言った。

「居場所を他者に知られないようにする事こそが、最も貴方を守る事ができるからだ。そのため、秘書にさえ貴方の予定は正確には伝えられず、知っているのは運転手だけ。その運転手も日替わりな上に、担当は貴方が当日の朝にランダムで決定している」

　でもね、と士狼。

「貴方の信頼する部下は、貴方の求めるやり方を遵守してくれるかもしれない。けれど、付き合いがあるだけの社外の人物や、向こうの会社にまで同じ忠誠を求めるのは不可能だ。そして断片的にでも居場所に纏まつわる情報を手に入れてしまえば、やり用は幾らでもある」

　例えば。

「運転手に途中でちょっと眠って貰もらって──入れ替わったりとかね」

　そう士狼が言うなり、

「ふっふっふー、そういう事です♪」

　ハンドルを握っていた運転手の姿が、光の粒子と共にメイド服を着た少女へと変わった。

　不敵な笑みを浮かべる幼い少女を、神羅坂玲人は知っている。

《餓狼旅団》の団員の一人──因幡いなば翠み琴ことだ。

　……そういう事か。

　道理で、本来ならロックされている筈の後部座席の扉が、あっさりと開けられた訳だ。

「…………何が狙いだ。唯の事で俺を殺しにでも来たか？」

「やれやれ、思考がアントニオ・ファブローニと同じだね。権力持ちの跡取りってのは、どうしてこう血の気が多いかな」

　こちらの問いに、士狼はやれやれと嘆息すると、

「そうしても良いんだけどね。でも、もしここで貴方を殺したら、委員長が気に病んじゃうんだよ。自分のせいで、俺達に人殺しをさせちゃったって」

　まあ。

「その優しさが、彼女が回復能力に目覚められた、最大の理由なんじゃないかな」

　士狼は表情を穏やかにしながら、

「委員長は……鴻こう崎さき唯という女の子は、見せかけじゃない本当の優しさを持っていて、誰かのために本気で泣いたり、怒ったりできるんだ。それは回復能力を持っている事や、神羅坂の血を引いている事なんかよりも、ずっとずっと尊い事なんだよ」

　だから。

「その事が解っていないアンタ達には委員長を……彼女を諦めて貰おうと思って」

　何せ。

「鴻崎唯はもう、俺のものなんでね」

　士狼がこちらへ向かって言い放つと同時、車内に機械音が生まれた。

　玲人のスーツの胸ポケットにある、携帯端末が鳴り出したのだ。







　薄暗い車内に電子音が鳴り響く中、小鳥遊士狼は笑みと共に告げる。

「出た方が良いと思うよ。こんな深夜に掛かって来るなんて、緊急の連絡かもしれない」

「…………………………」

　こちらの促しに、玲人は無言でポケットから携帯を取り出した。

　そして──液晶画面を見るなり眉を顰ひそめる。

　それは掛かってきた相手が特別なためで、画面をタップした玲人が、

「お待たせして申し訳ありません……どうかされましたか会長」

　玲人の口にした「会長」という単語は、電話の相手が彼の祖父にして、神羅坂グループのトップに君臨する神羅坂幻志である事を意味する。

　そして、硬い面持ちでしばし丁寧な相あい槌づちを打っていた玲人が、不意に眉を顰めて、

「…………異能研究と綜そう合ごう警けい備び、両分野からの撤退？　何故そのような──…」

　理解できないとばかりに吐き出された言葉を、隣で聞いていた士狼が、

「翠琴、テレビを付けてあげてくれる？」

「はいはーい、了解ですよ～」

　翠琴が明るく返事をするなり、士狼達の前にあるモニターの映像が切り替わった。

　映し出されたのは、異能特区で起きている『とある状況』を報せる緊急ニュース速報。

　神羅坂の異能力研究施設で、爆発による大規模火災が起きている事を伝えるものだ。

　すると映像がスタジオから、上空を飛ぶヘリからのものへと切り替わった。

　そして、搭乗しているアナウンサーが現場の状況を報せる。

　残念ながらどの施設も、全焼は免れないだろう──と。

「テロの可能性も考えられる、か……おっかないなあ。これからは綜合警備の時代だね」

「…………貴様達の仕業か」

　ギリッと奥歯を嚙かみ締めた玲人に睨にらまれた士狼は、

「やだなあ……何の証拠があってそんな」

　へらへらと笑いながら、わざとらしく肩を竦すくめて言った。

「でも、これをやった二人が破壊したのは施設や設備だけで、研究員を始めとする全職員は、無事に避難できているみたいだよ。ただ、記憶に欠落と混乱があるらしくて、犯人の姿や研究にまつわる情報なんかは覚えていないんだってさ。いやはや、困ったもんだね」

「その程度の損失がどうした。たとえ施設や、人員が使いものにならなくとも──…」

「…──研究データは、何重にもバックアップされているから問題はない？」

　でも。

「もし俺が犯人なら、研究所の責任者からバックアップ用の外部サーバーや、クラウド関連にある研究データの場所を聞き出して手を打つけどね。それこそ設定された目標に反応して、根こそぎデータを破壊する概念付きのウイルスとか使ったりして」

「……………………っ」

　こちらが口にした可能性に、歯嚙みをする玲人に、

「そんな怖い顔してる暇があるなら、さっさと対応に動いた方が良いと思うよ。何せ異能特区は、世界的に注目されてる。恐らく海外でもニュースになるだろうし」

　そして、と士狼。

「異能使いを、他国に売る事を考えていた貴方達の会社は、かなり気を遣わなきゃいけない機関や、組織なんかとも繫がっていた筈だ。この事がバレたら、信用問題じゃ済まない。外部から侵入されて、施設を破壊された挙句、データを消された程度なら良いけれど」

　一息。

「実は犯人はデータを丸ごとコピーしていて、不都合な情報をネット上に公開するなんて真似をしてきたら、神羅坂は世界中の軍事組織や闇社会を敵に回す羽目になる。ここは大人しく犯人の機嫌を損なわないようにした方が得策だと思うよ。神羅坂グループの株価と一緒に、貴方や会長を始めとした重役たちの脳天が仲良く吹っ飛んじゃうのは嫌でしょ？」

　それとも。

「自分達の命とプライドを、ご自慢の神羅坂の冷却能力と、『ＫＳＳ』のエージェント達でどこまで守れるか試してみる？」

　そう告げたこちらに、

「…………………………………………」

　とうとう玲人は黙り込んだ。それが答えだ。だから士狼はふっと笑って、

「理解してくれたみたいで良かったよ。それじゃあ話も終わったし、お暇いとましようか翠琴」

「はいはい～♪」

　先に運転席の翠琴が車から降り、続いて自らも左のドアを開ける。

「これからは自分達のした事を後悔しながら、せいぜい怯おびえて暮らしていくんだね」

　そして、と小鳥遊士狼は言葉を繫つないだ。最後に、玲人の両眼を見据えて告げる。
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　どこまでも冷たい瞳で、

「二度と鴻崎唯には関わるな──この言葉を生涯、心に刻んで生きてゆけ」
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　…──そして、鴻崎唯の長い夜はようやく終わりを告げた。

　玄関でキスをした後──次に眼を開けた時、唯は士狼の寝室のベッドの上にいた。

　誠史から電話が掛かってきてから、唯の精神はずっと極限状態にあった。そのため士狼の腕の中で泣いた事で安あん堵どを得てしまったのか、いつの間にか眠ってしまったようだった。

　服を脱いだ状態だったので少し驚きはしたが、不安を得るような事はなかった。

　眼の前に士狼がいたからだ。

　…──恐らく、寝苦しくないように唯の服を脱がしてくれたのだろう。

　それでも士狼は、唯が寝ている間におかしな事をするような男ではない。

　だってそうだろう。士狼は──唯よりも、唯の事を大切にしてくれる。

　だからこそ唯は、安心して彼のものになる事ができたのだ。

　ベッドの上で、士狼は寄り添うようにこちらに腕を回しながら眠っていて。

「…………………………」

　抱き締められている事に気恥ずかしさを覚えたが、唯は士狼から離れなかった。

　もう少しだけ、このままで……そう思った自分の心に従って。

　泣きたくなるくらい幸せで、そして心地の良い、士狼の温もりに包まれ続けた。

　そして程なくして士狼は眼を覚ますと、朝のコーヒーを飲みながら唯が眠った後の事を話してくれた。話は唯の今後についても及び……正式に《餓狼旅団》の一員になった以上、唯は士狼達の足あし手で纏まといにならないよう、大罪異能に覚醒しなければならず、そのためには今後、色欲の刻印の活性化状態に慣れる必要があった。

　自分が置かれている状況を理解した唯は、自身での努力を大前提とした上で、

「…………お願い、小鳥遊くんが導いて」

　そう士狼に懇願した。

　士狼に、色欲の刻印が活性化しても平気なように慣らして貰う。それがどういう事かは解っている。けれど恥ずかしさより、自分ひとりで上手くできずに時間を無駄にして、士狼達の迷惑になってしまう事の方が嫌だった。

　すると、士狼はそんなこちらの願いを受け止めてくれて。

　今後も引き続き、一緒に暮らしてゆく事になった。







　そして正午を回った現在、鴻崎唯はとある場所を訪れていた。

　それは鮮やかな薄紅色に埋め尽くされた空間──井の頭公園だ。

「凄い……」

　公園中の桜が咲き満ちる事で生まれる色鮮やかな風景は、正に百ひやつ花か繚りよう乱らん。

　大きな池の水面までもが、舞い散る桜の花びらの絨じゆう毯たんで美しく覆い尽くされている。

　その畔に敷いたラグシートの上で、眼の前の幻想的な景色に感嘆の声を漏らした唯に、

「どうです唯さん、なかなかに絶景でしょう」

「うん……井の頭公園って、今はこんな風になってたんだね」

　隣に腰を下ろしている翠琴に言われ、唯は素直に驚きを口にする。

　裏吉祥寺として発展を遂げた駅周辺と並び、井の頭公園もまた大きな変貌を遂げていた。

　…──それは、吉祥寺が異能特区となった直接の原因。

　熾セ天ラ使フたちが降臨した現場が、正にこの『井の頭恩賜公園』だったからだ。

　かつて動物園があった場所には、天使たちが作り出した超高層の建造物が。

　そして水生物園があった場所には、世界で最も巨大な桜の神樹が立っている。

　幹の直径は五十ｍ超。その影響から、井の頭公園の桜は春だけでなく、一年中ずっと咲き誇るようになり、『永久桜』と呼ばれるようになっていた。

「でも……本当に良いの？　こんな事して」

　唯は辺りを見回しながら言った。周囲に人の姿はない。それどころか、公園内にいるのは唯達だけだった。それは士狼が昨晩、誠史との戦いで使用したものと同じ。

　大罪刻印による結界を展開しているのだ。

「別に、これくらいなら問題はねえよ」

　そう言ったのは、ラグシートの上に寝転び、すっかり寛くつろいでいる煉れん也やだ。

「他人に気付かれねえのは面倒がなくて良いんだが、こっちに気付かない連中に周りで馬鹿騒ぎをされると、桜を見に来たのか馬鹿を見に来たのか解んねえだろ」

　確かにこの公園は、酒に酔った花見客による異能トラブルが頻発する問題も抱えている。

　異能特区になって以降、唯がここへ来ていなかったのはそのためだ。

　すると煉也の隣で、桜茶をカップに注いでいた凜りんが、

「まあでも、結界は無闇やたらと使わない方が良いのは確かよ。解らない事があったら何でも聞いてくれたら良いわ」

　だって。




「…──唯も、もう《餓狼旅団》のメンバーなんだから」




　告げられたその言葉に、

「うん……」

　鴻崎唯は、こくんと頷うなずいた。

　昨夜──士狼の言葉を受け入れた時点で、鴻崎唯は《餓狼旅団》の一員となった。

　この花見は、そんな唯を歓迎するための催しだ。

　…──最大の障害となっていた神羅坂にまつわる問題は、既にクリアになっている。

　それが今朝──眼を覚ました士狼から聞かされた事の顚てん末まつ。

　唯が眠っている間に、士狼達は神羅坂側と完全に話を付けてくれたのだという。

　神羅坂には、二度と唯とは関わらない事と、異能の研究開発分野からの撤退を約束させたらしく、もう心配ないとの事だった。俄にわかには信じられない話。しかし、唯は疑おうとは思わなかった。士狼が言うなら、それは真実なのだと……そう想う事ができた。

　……うん……。

　鴻崎唯は改めて思う。きっと自分は、もう大丈夫なのだろうと。

「それにしても、団長も士狼さんも遅いですね。折角のお祝いだというのに」

　唇を尖とがらせながら翠琴が言った。

　…──そう、士狼と美み伽かはまだ来ていない。

　美伽は『指切り事件』の後始末に赴いた後、まだ裏吉祥寺に戻ってきていなかった。

　聞けば、唯の事で神羅坂側とコンタクトを取ったのは、士狼と美伽の二人だという。

　士狼は唯の利用を任されていた玲人と、美伽は玲人にそれを命じていた幻志と接触を持ち、神羅坂が唯から手を引くようにしてくれたらしい。

　そして翠琴は士狼の手伝いを。

　煉也と凜は、唯の回復能力に纏わるデータを、研究所ごと破壊してくれたのだという。

　しかし、唯の能力の研究データのように破壊・消去すれば良いものと違い、神羅坂家が持つ唯の後見人としての権利を剝奪するには、書類上の手続きも必要となる。

　そのため、美伽だけは戻ってくるのに少し時間が掛かってしまっていた。

　とはいえ先程、「今から戻る」とメッセージが届いたので、そろそろ帰ってくる頃だ。

　そうしたら、まずは美伽にきちんとお礼を言おうと唯は思う。

　そして──もう一人、この場に姿のない士狼は。

　少し用事があるらしく、公園へ来る途中でいったん唯たちとは別行動を取っている。
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　小鳥遊士狼が向かったのは、吉祥寺警察署だった。

　署内にいる知り合いに、どうしても確認しておきたい事があったのだ。

　そして──用事を終えて建物を出ると、門の所でこちらを待っている者がいる。

　遠くからでも一目で解るほど、際立つ美しさを湛たたえた彼女は、

「…──どうだった？」

　歩み寄ったこちらに、そう短く問い掛けてくる。

　恐らく異能特区の外から戻り、公園へ向かう前にこちらを迎えにきたのだろう。

　士狼の居場所など彼女は……皇おう神がみ美伽は、簡単に把握する事ができる。

「如月きさらぎ京みやこの家族は、遺体の引き取りを断ったってさ。家を飛び出してヤクザとつるんでいたような娘とは、とっくに縁を切っているからって」

「そうか……」

　美伽は静かに呟くと、

「…──ならば、この後はどうするんだ？」

「別に。どうもしないよ。彼女も、俺らに何かして欲しいとは思っていないだろうしね」

　幾度となく士狼たちが差し伸べた手を、如月京は最後まで拒絶していた。助けられなかったなどと感じるのは自うぬ惚ぼれだろう。死んだ彼女に今さら何かしたところで、もはや手遅れにもならない。ただ感傷を満たすだけの欺ぎ瞞まんだ。だからもうこれ以上はない。

　そして──士狼は美伽と共に歩き始めた。向かう先はもちろん井の頭公園。

　士狼達が合流すれば、唯の歓迎会が始まる。それが、今の自分がするべき事だと思う。

　…──それでも。

　唯達を待たせてまで警察署を訪れたのは、向き合うべきだと思ったからだ。

　責任を感じる必要はない。気にせず忘れてしまっても構わないのだろう。

　……でも。

　士狼はそうしたくなかった。

　こちらが差し伸べた手を取った少女を助け、新たな仲間として迎え入れられた一方で。

　こちらへ背を向けてしまった女性が、命を落としてしまったのは事実だ。

　たとえ、それがどれだけ傲慢な考えだったとしても、その悲劇を──小鳥遊士狼は己のものとして背負ってゆく。そして、そんな自分に常に力を貸してくれる異世界の女神へ、

「悪かったね美伽。ファブローニの方だけじゃなく、委員長の事でも動いて貰って」

「私はお前の望みを満たすためにいる。何も謝る必要はないよ」

　隣を歩く美伽は、笑みと共にスッとこちらへ身を寄せてきて、

「ただ……後でまた私の強欲を満たしてくれ」

　艶めかしく潤んだ瞳で、甘えるように見詰めてくる。

　だから黙って、彼女の腰に手を回してグッと強く抱いてやった。

　そんなこちらに、美伽は嬉うれしそうに躰からだを密着させてきながら、

「お前の方はどうだったんだ？　彼女の……唯の従兄と会ってきたんだろう？」

「神羅坂玲人の事？　そうだね……若くして、次期総帥と目されているのは伊だ達てじゃなかったかな。彼がいる限り、きっと神羅坂は安泰だろうね」

「そうか……お前がそう思ったのならば、きっとそうなのだろうな」

　しかし、と美伽。悪戯っぽい笑みを浮かべながら、

「そんな男に、どうやって手を引かせた？　研究施設を破壊して、祖父の幻志からの忠告や牽けん制せいを行なっただけで、素直に応じたとは思えないが」

「まあね。放っておいたらまた力を蓄えて、こっちに手出しをしてくるんじゃないかな」

　だがそんな真似を許すほど、士狼は甘くはない。

「だから──『怠惰』の《烙らく印いん》を負わせて操作したよ。『意識』と『記憶』の両方をね」

　今回の件で、神羅坂が手段を選ばない事は解っている。

　…──ならばこちらも、未来のリスクを排除するための手段は選ばない。

　意識だけを操作しても、記憶がそのままなら、再び野心家に変わる可能性がある。

　記憶だけを操作しても、意識がそのままなら、また違う野心を持つ可能性がある。

　だから別れ際、士狼は大罪異能の一つ──『怠惰』の《烙印》を玲人に負わせた。

　対象の本能へと働きかけるその力は、《刻印》のように大罪異能を共有する力はない代わりに、該当する大罪の呪いを相手にもたらす事ができる。

　それは──あのアントニオ・ファブローニの、精神介入を遥はるかに上回る意識操作。

　これでもう、神羅坂玲人が脅威になる事は二度とない。

「悪い奴だな……お前は」

　笑みを含んだ美伽の言葉は、暗に士狼のやり方を認めるものだった。

　当然だ。神羅坂は、唯の心を最も傷つけるやり方をしてきた。

　そして唯は士狼達の──《餓狼旅団》の仲間なのだ。

　…──美伽も恐らく、神羅坂幻志に対して同じような真似をしただろう。

　そうでなければ、唯の後見人としての権利を連中がそう簡単に手放す筈がない。

「では、アントニオ・ファブローニの始末に併せて、四星会合を開き、『指切り事件』は終息したとの見解を一致させるとしよう」

　ちなみに、と美伽。

「今回はお前にも参加して貰う。毎度毎度、私にだけ任せてサボっていられると思うなよ」

　釘くぎを刺すように彼女が言った途端、周囲の景色が渦を巻くようにぐにゃりと歪ゆがんだ。

　そして歪みがなくなった時にはもう、永久桜が咲き誇る井の頭公園の中にいる。

　…──美伽が、魔法で空間を繫いだのだろう。

　公園内に花見客の姿がない事が、結界が展開されている事をこちらへ知らせてくる。

　と、そこへ士狼達の目の前を横切るように、幼いメイドが全速力で駆けていった。

　翠琴だ。

「あ、団長！　それに士狼さんも！」

　凄まじいスピードで走っていた翠琴は、士狼達に気が付くと、キキーッと急ブレーキ。

　そして、こちらへ駆け寄ってきて、

「遅いですよもう。何してたんですか一体？」

「すまない、ちょっと野暮用があってな」

　美伽が笑顔で謝った後、今度は士狼が問い返す。

「で、翠琴の方は何してたの？　一人で徒競走なんかしちゃって」

「いやあ……ちょっと止むに止まれぬ事情がありまして」

　あはは、と頭の後ろを搔かきながら翠琴。

「唯さんの歓迎会というおめでたい席じゃないですか。ここは二人が戻るまで、何とか場の空気を盛り上げておこうと、私の方で軽く一発芸など披露していたんです」

「さすが翠琴だ。気が利くね」

「できる子ですから。でも、そうしたら唯さんが急に私と鬼ごっこがしたくなったようで」

「不思議だね……ちなみに鬼はどっち？」

「唯さんです。ただ、このまま逃げ続けるのはキツイので、私はデザートを買ってこようと思います。唯さんが機嫌を直して、リアル鬼ごっこを止めてくれるくらい美味しい奴を」

　そこで翠琴は、ハッと思い出したように、

「確かこの辺りに、団長がたまに利用しているケーキ屋さんがありましたよねっ？」

「ああ、ここから歩いて数分の所にあるが」

「案内して貰って良いですかね、可及的速やかにっ」

　やや切羽詰ったようにズズイと身を乗り出した翠琴に、美伽は苦笑して、

「仕方ないな……では、少し行って来るよ」

　そうこちらへ告げると、翠琴に手を引かれながら公園を出て行った。

　…──そして、結界内から二人の気配が消えた頃。

　先ほど翠琴が走ってきた方から、一人の少女がやってきた。

　薄紅色の花びらが、まるで雪のごとく静かに舞い散る中。

　こちらへと歩いてくる少女は、まるで妖精を思わせるほどに可か憐れんで、

「やあ委員長」

　そう士狼が呼び掛けると、

「小鳥遊くん……えっと」

　こちらに気が付いた唯は、ふとその場で足を止めた。

　その結果、互いの間に中途半端な距離ができた形になり、

「？　どうかした？」

「…………ううん、何でも」

　唯は小さく首を横に振ると、ゆっくりとこちらへやってきた。

「待たせちゃって悪かったね。何か、翠琴と鬼ごっこで盛り上がってたんだって？」

「えっと、まあ……そんな感じかな」

　軽く言葉を濁すように言った唯は、

「小鳥遊くんの方は？　もう用事は大丈夫なの？」

「うん、お陰さまでね」

　士狼はそう頷くだけにした。如月京について、あえて何かを話す事はしない。

　自分の父親が人を殺した事と、彼に殺された女性の事を唯は背負い続けてゆくからだ。

　…──一方で、神羅坂と唯との間にあった縁は無事に切れた。

　それにより唯を解放してあげられたが、彼女の中に大きな空白も生まれた筈だ。

　たとえそこにあったのが、苦しみや悲しみであろうとも。

　人が家族や親類との繫がりを失うというのは、そういう事なのだから。

　けれど──その隙間は、これから士狼達が少しずつ埋めてゆけば良い。

　……偉そうなこと言っちゃったしね。

　唯を自分のものにする。そう士狼は宣言した。

　その言葉を放り投げるつもりはないし、撤回するつもりもない。

　…──唯が持つ回復能力は、依然として彼女の中に存在している。

　もしその存在が公になれば、異能特区内はおろか、世界中から狙われる事になる。

　家族を全て失ってもなお、鴻崎唯という少女の運命は──それ程までに過酷だ。

　だから、打てる手は全て打つつもりでいるが、それでも駄目だった時は、

　……まあ、その時はね。

　問題はない。そうなったら世界を敵に回すまでの事だ。

　どんな背徳の禁忌だろうと犯してやる。

　それこそアントニオ・ファブローニや、神羅坂玲人などでは遠く及ばない。

『傲慢』も『強欲』も『憤怒』も『暴食』も『嫉妬』も『怠惰』も『色欲』も。かつて一つの世界を支配した七大罪の全ての力と衝動が、小鳥遊士狼の中にはあるのだから。

「…………小鳥遊くん？」

　ふと呼び掛けられ、士狼は意識を己の心の奥底から眼の前へと。

　咲き誇る桜の中。手を伸ばせば届く距離に、こちらを窺うかがうように見上げる唯がいる。

　だからそっと手を伸ばすと、彼女の髪に付いていた桜色の花びらを取った。

　そして──自分が感じている想いを、素直な言葉にして告げる。

「何でかな……今日の委員長は、いつもよりも心なしかエロいよね」

「…………小鳥遊くんって良い人だけど、たまにデリカシーが行方不明になるよね」

　途端にスッと半眼になった唯に、士狼はしれっと指摘する。

「…──やっぱりスカートの中が、涼しげだからかな」

　慌てたように唯はスカートの裾をバッと押さえると、真っ赤にした顔でこちらを見て、

「…………っ、翠琴ちゃんから聞いたの？」

「いや、詳しい事は何も。ただ委員長、俺を見つけた時から反応おかしかったし。先刻から、歩き方もちょっとぎこちないしね」

　士狼が笑いながら言うと、頰を紅潮させた唯は悔しそうに、

「…………何でこんな人のものになっちゃったかな」

　そう可愛らしく呟いた。

　…──もう神羅坂の家に囚われていた悲運の令嬢はどこにもいない。

《餓狼旅団》に入り、士狼達と共に生きてゆく事を選んだ、一人の少女がそこにいた。

　だから士狼は唯の顎を優しく持ち上げて──そのまま彼女にキスをした。

　理由は特にない。眼の前の唯を見ていたら、つい唇を奪いたくなってしまった。

　強いて言うなら桜が綺き麗れいで、唯が可愛かった……それが理由だ。

「────────」

　突然の事に唯の躰が一瞬だけ硬直する。しかし、すぐに唯は力を抜いて、

「ん……ちゅ……はぁ、んむ……くちゅ……んぅ♥」

　そっと瞳を閉じると、完全に士狼のキスを受け入れてくれる。

　…──彼女には魔神の色欲が刻印となって刻まれている。

《餓狼旅団》の一員になった以上、唯にも大罪異能に覚醒して貰わなくてはならない。

　だから──唯の細い腰に手を回して抱き寄せると、士狼はキスをさらに淫らにした。

　舌を入れ、唯の舌を味わいながら、互いの唾液をたっぷりと交換する。そんなこちらに唯はどこまでも従順で、士狼の首の後ろへ両手を回して抱擁を強める。そして自分からも舌を絡めると、くちゅくちゅと淫らな水音を鳴らした本気のキスへと変えてゆき、

「ちゅぷ……んぅ……はぁ、小鳥遊くん……あぁ……♥」

　漏らす吐息が甘く濡ぬれたように熱を帯びてくると、次第に腰がいやらしく揺らめきだし、内股を切なげに擦り合わせ始める。だから士狼がゆっくりと唇を離すと、

「…………ん」

　息が届く距離でこちらを見詰める唯の瞳は、完全に潤んだものになっていた。

　色欲の刻印が活性化している。

　……まあ仕方ないよね。

　悪いとは思ったが、どうしても我慢ができなかった。

　だから士狼は、自分の行動に責任を持つ。それが彼女を自分のものにした者の務めだ。

　…──それに、唯を導いてあげるという約束もしている。

　だから、士狼は唯の腰に回していた手を下ろした。そしてスカートの上からショーツを穿はいていない、柔らかな尻を優しく揉もみしだくと、

「あっ……」

　既に躰を敏感にしていた唯は、ピクンと甘く反応を見せる。そんな彼女に、

「一度部屋へ戻ろう。向こうなら誰にも気付かれないし、委員長の下着の替えもあるしね」

　そこまでを言うと、色欲に潤んだ唯の瞳を覗のぞき込みながら、

「…──委員長もそれで良い？」

　士狼は静かに問い掛けた。すると、

「………………ん」

　恥ずかしそうにしながらも、唯はこちらの胸に頰を寄せてきて。

　士狼の腕の中で、頰を赤らめながらコクンと小さく頷いた。







　…──そして、唯の腰を抱きながら公園からマンションのある方へと向かう中。

　士狼の視界に、否応なしに入ってくるものがあった。

　それはかつて、動物園があった場所にそびえる超高層の建造物。

　その高さは、『吉祥寺ＥＩＧＨＴ』を遥はるかに上回っている。

　池に掛かる七なな井い橋ばしの中ほどで、小鳥遊士狼はそれを仰ぎ見た。

　数年前に熾セ天ラ使フたちが創り出した、この街における異能の象徴ともいうべき建物を。

　──その時、




『《餓狼旅団》は、小鳥遊くんが、美伽さんと一緒に作ったものだったんだね』

『何か目的があっての事なの？』




　唯が『ヘブンズオーシャン』の入り口で言った言葉が頭の中で蘇よみがえり、

「────────」

　士狼はそっと視線を鋭いものにした。そして、

「待っていろ──…」

　自分にだけ聞こえる声でそう呟くと、そのまま唯と共に公園を後にした。

　…──それでも熾天使の塔は、何も変わる事はない。

　風に吹かれた永久桜の花びらが美しく宙を舞い、薄紅色の雨を降らせている。





○




◎




●






　…──熾天使たちが顕現した事によって、吉祥寺を中心にして人々に生じた異能力。

　その力を活用するために、政府は総合異能学府で研究や開発を盛んに行ない続けている。

　だが一方で──そもそもの原因については、依然として多くの謎が残されていた。

　特に真実の究明が望まれ、議論を呼んでいるのは根源的な問題だ。

　何故、熾天使たちはこの世界にやって来たのか。

　何故、熾天使たちはこの吉祥寺を選んだのか。

　何故、熾天使たちはその後二度と姿を現さずにいるのか。

　この世界の人間はまだ、その真実に辿たどり着く事ができずにいる。

　ただ一人──熾天使の降臨の現場にいながら、異能力に覚醒しなかった少年を除いて。

　そう。小鳥遊士狼は知っている。

　自らが器となれた七大罪と、降臨した熾天使の数。

　それが同じだったのは……決して偶然ではなかった事を。




　これは大罪の力をその身に宿し、

　異能特区『裏吉祥寺』で、誰よりも自由に生きる少年少女の物語。




　後に、この世界の『神』を殺す事になる──狼たちの物語。





あとがき




　既に本編をお読みの方も、これから読まれようとしている方も、本書をお買い上げいだきましてありがとうございます。上栖綴人です。講談社ラノベ文庫では無名の新人ですが、スニーカー文庫では『新妹魔王の契約者』、ＨＪ文庫では『はぐれ勇者の鬼畜美学』などを書いておりまして、アニメの方で何となくご存じの人もいらっしゃるかもしれません。

　そうして他の作品から追いかけてくれている人は、本当にありがとうございます！

　さて新シリーズです。『やりすぎた魔神殲滅者の七大罪遊戯ニユーゲーム』。

　まず主人公の士狼は、私がこれまで書いてきた全シリーズを通して間違いなく最強です。

　ヒロインも高校生、年上、ロリと最強の布陣を敷き、メインヒロインの唯については『千年に一人の委員長』とか呼ばれているのに、色欲の刻印が刻まれてしまったという至高の清楚エロ系ヒロインです。至高かよ。作品ジャンルとしては昨今の流行の異世界モノの延長線上にあるもので、主人公は本物の異世街に召喚されていた経験がありますし、舞台は現実世界で異能が溢れた『異世街』という設定になっています。

　主人公は超最強、仲間も最強、爽快感はＭＡＸ、サービス要素は限界突破してます。

　あと乳首。アニメでは円盤で解禁され、今時は週刊少年ジャンプの作品だって単行本になったら出しまくりなのに、ラノベだけできないという道理はない筈。なので担当さんに「やらせて、やらせて」とグイグイ迫ったところ、最初は「困る、困る」と言っていたのですが、拝み倒したら「もう、仕方ないなぁ」ってやらせてくれました。わーい。

　こうして『ラノベ史上最もエロい乳首』が誕生したのです。ありがとう担当さん。

　さて、そんな最高すぎる『やりすぎ』関係者の皆様に謝辞を。まずはイラスト担当のGoHands様。この度は引き受けていただき誠にありがとうございました！　憧れのアニメ制作会社さん、スタッフさん達に、私の作品のお仕事をお願いできて最高に嬉しいです。どの工程もクオリティが超絶すぎて、ずっと興奮しっぱなしでした！

　そして草野剛デザイン事務所さん、校閲さん、営業さん、書店さんや専門店さん、その他にも作家仲間、業界の知人友人から関係各所の皆様まで、この作品は多くの方達のご協力・ご尽力をいただいています。改めて本当にありがとうございます。

　また、ありがたい事に本作はコミックも連載が開始されます！　『水曜日のシリウス』にて十月スタート予定です。カメノヒロ弥先生が描く『やりすぎ』をぜひ読んで下さい！

　こんなやりすぎた作品に付き合って下さった担当さんにはひたすら感謝の嵐です。

　そして読者の皆さんには、もう一度ここでラノベ史上最大級の感謝を！

　それでは、次巻でまたお会いしましょう。


上栖綴人　







電子書籍特典ショートストーリー





《餓狼旅団》のセーフハウス。その寝室で、

「替えの下着はこれね。選んだのは翠琴だから、文句があったら後で直接本人に頼むよ」

「…………うん」

　ベッドの上で唯が頷くと、士狼は一足先にリビングへと出て行った。

　士狼の背中が扉の向こうへと消え、ガチャリと閉まれば寝室は唯だけになる。

　そうして一人になった唯は、

「……………………っ」

　あまりの恥ずかしさに、顔を赤くしながら悶えた。唯は現在、ショーツ一枚だけを穿いたほぼ裸のような格好で、ベッドのシーツを巻く事で肌を隠している。

　…──不慮の事故で士狼とキスした事で、唯には色欲の大罪刻印が刻まれてしまった。

　さらに、それぞれの大罪の衝動が活性化してしまう大罪因果の内、色欲のそれが畳み掛けるようなタイミング訪れてしまったせいで、唯は異次元レベルの催淫状態に陥った。

　そんな色欲のオーバーロードは、唯自身にはどうする事もできなくて……だから先程まで士狼が鎮めてくれていたのである。唯の中に、どれほど淫らな本能があるかをたっぷりと教え込む事によって。一時間半ほど前にファーストキスを士狼としたばかりなのに、

『あぁっ──やぁ、小鳥遊く……ふあぁっ♥　はぁっ……小鳥遊くんっ、あぁあぁぁあっ♥』

　活性化してしまった色欲を鎮めるために、士狼によって三桁近い絶頂を刻まれてしまった。いやらしい愛撫をたっぷりと受け、異次元の絶頂を何度となく刻まれた唯は、いつしか士狼がくれる快楽を完全に受け入れてしまって……その結果、唯のショーツは今あり得ない程グショ濡れの状態になっている。士狼が新しい下着を渡してきたのは、唯は着替えないと外に出るのが憚られるような状態だからだ。

　その事実を思うと、おかしくなりそうな程の羞恥に襲われるものの、

「…………早くしなくちゃ」

　士狼の話では、この建物の周りを追っ手が取り囲んでいるという話だった。

　…──唯はまだ、自分の事情を士狼に詳しく話していない。

　でも──それでも士狼は唯を守ろうとしてくれている。ただでさえ迷惑を掛けてしまったのに、この上さらに足手纏いになるような事はできない。だから唯は紙袋を開け、デザインの凝った包み紙のテープを剝がして中身を確認。

「………………えっと」

　入っていたのは新品のブラとショーツのセット。ただし、唯が持っているような下着とはデザインがまるで異なっている。レースの装飾が艶っぽくあしらわれていて、しかもそのレース部分が透けてしまっている。ショーツの布地の面積もかなり小さかった。

　扇情的な下着に少し怯んだが贅沢は言っていられない。だから、

「…………ん」

　鴻崎唯は、ゆっくりと下ろすように穿いていたショーツを脱いでいった。





[image: ]





本作品は、二〇一八年一〇月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







やりすぎた魔ま神じん殲せん滅めつ者しやの七大罪遊戯ニユーゲーム１

最強究極オメガの七しち大たい罪ざい使つかいは容よう赦しやゼロで禁きん忌きを犯おかしつくす
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